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　万葉集は我国わがくにの大切な歌集で、誰でも読んで好いものとおもうが、何せよ歌の数が四千五百有余もあり、一々注釈書に当ってそれを読破しようというのは並大抵のことではない。そこで選集を作って歌に親しむということも一つの方法だから本書はその方法を採った。選ぶ態度は大体すぐれた歌を巻毎に拾うこととし、数は先ず全体の一割ぐらいの見込で、長歌は罷やめて短歌だけにしたから、万葉の短歌が四千二百足らずあるとして大体一割ぐらい選んだことになろうか。

　本書はそのような標準にしたが、これは国民全般が万葉集の短歌として是非知って居らねばならぬものを出来るだけ選んだためであって、万人向きという意図はおのずから其処そこに実行せられているわけである。ゆえに専門家的に漸ようやく標準を高めて行き、読者諸氏は本書から自由に三百首選二百首選一百首選乃至ないし五十首選をも作ることが出来る。それだけの余裕を私は本書のなかに保留して置いた。

　そうして選んだ歌に簡単な評釈を加えたが、本書の目的は秀歌の選出にあり、歌が主で注釈が従、評釈は読者諸氏の参考、鑑賞の助手の役目に過ぎないものであって、而しかして今は専門学者の高級にして精到な注釈書が幾つも出来ているから、私の評釈の不備な点は其等それらから自由に補充することが出来る。

　右のごとく歌そのものが主眼、評釈はその従属ということにして、一首一首が大切なのだから飽くまで一首一首に執着して、若し大体の意味が呑込のみこめたら、しばらく私の評釈の文から離れ歌自身について反復熟読せられよ。読者諸氏は本書を初から順序立てて読まれても好よし、行き当りばったりという工合に頁ページを繰って出た歌だけを読まれても好し、忙しい諸氏は労働のあいま田畔汽車中電車中食後散策後架上就眠前等々に於て、一、二首或は二、三首乃至十首ぐらいずつ読まれることもまた可能である。要は繰返して読み一首一首を大切に取扱って、早読して以て軽々しく取扱われないことを望むのである。

　本書では一首一首に執着するから、いわゆる万葉の精神、万葉の日本的なもの、万葉の国民性などいうことは論じていない。これに反して一助詞がどう一動詞がどう第三句が奈何いかん結句が奈何というようなことを繰返している。読者諸氏は此等これらの言に対してしばらく耐忍せられんことをのぞむ。万葉集の傑作といい秀歌と称するものも、地を洗って見れば決して魔法のごとく不可思議なものでなく、素直で当り前な作歌の常道を踏んでいるのに他ならぬという、その最も積極的な例を示すためにいきおいそういう細かしきことになったのである。

　本書で試みた一首一首の短評中には、先師ほか諸学者の結論が融込とけこんでいること無論であるが、つまりは私の一家見ということになるであろう。そうして万人向きな、誰たれにも分かる「万葉集入門」を意図したのであったのだけれども、いよいよとなれば仮借しない態度を折に触れつつ示した筈はずである。昭和十三年八月二十九日斎藤茂吉。
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たまきはる宇智うちの大野おほぬに馬うま並なめて朝あさ踏ふますらむその草くさ深野ふかぬ 〔巻一・四〕 中皇命


　舒明じょめい天皇が、宇智野うちぬ、即すなわち大和宇智うち郡の野（今の五条町の南、阪合部さかあいべ村）に遊猟したもうた時、中皇命なかちすめらみことが間人連老はしびとのむらじおゆをして献たてまつらしめた長歌の反歌である。中皇命は未詳だが、賀茂真淵かものまぶちは荷田春満かだのあずままろの説に拠より、「皇」の下に「女」を補って、「中皇女命なかつひめみこのみこと」と訓よみ、舒明天皇の皇女で、のち、孝徳天皇の后に立ちたもうた間人はしびと皇后だとし、喜田博士は皇后で後天皇になられた御方だとしたから、此処では皇極こうぎょく（斉明さいめい）天皇に当らせられる。即ち前説に拠れば舒明の皇女、後説に拠れば舒明の皇后ということになる。間人連老は孝徳天皇紀白雉はくち五年二月遣唐使の判官に「間人連老」とあるその人であろう。次に作者は中皇命か間人連老か両説あるが、これは中皇命の御歌であろう。縦よしんば間人連老の作という仮定をゆるすとしても中皇命の御心を以て作ったということになる。間人連老の作だとする説は、題詞に「御歌」となくしてただ「歌」とあるがためだというのであるが、これは編輯へんしゅう当時既に「御」を脱していたのであろう。考こうに、「御字を補ひつ」と云ったのは恣ほしいままに過ぎた観があっても或あるいは真相を伝えたものかも知れない。「中大兄三山歌」（巻一・一三）でも「御」の字が無い。然るにこの三山歌は目録には「中大兄三山御歌」と「御」が入っているに就き、代匠記には「中大兄ハ天智天皇ナレバ尊みことトカ皇子みこトカ有ありヌベキニヤ。傍例ニヨルニ尤もっとも有あるベシ。三山ノ下ニ目録ニハ御ノ字アリ。脱セルカ」と云っている如く、古くから本文に「御」字の無い例がある。そして、「万葉集はその原本の儘ままに伝はり、改刪かいさんを経ざるものなるを思ふべし」（講義）を顧慮すると、目録の方の「御」は目録作製の時につけたものとも取れる。なお、この「御字」につき、「御字なきは転写のとき脱せる歟か。但天皇に献り給ふ故に、献御歌とはかゝざる歟かなるべし」（僻案抄へきあんしょう）、「御歌としるさざるは、此は天皇に対し奉る所なるから、殊更に御ノ字をばかゝざりしならんか」（美夫君志みぶくし）等の説をも参考とすることが出来る。

　それから、攷證こうしょうで、「この歌もし中皇命の御歌ならば、そを奉らせ給ふを取次せし人の名を、ことさらにかくべきよしなきをや」と云って、間人連老の作だという説に賛成しているが、これも、老おゆが普通の使者でなくもっと中皇命との関係の深いことを示すので、特にその名を書いたと見れば解釈がつき、必ずしも作者とせずとも済むのである。考の別記に、「御歌を奉らせ給ふも老は御乳母の子などにて御睦むつまじき故としらる」とあるのは、事実は問わずとも、その思考の方嚮ほうこうには間違は無かろうとおもう。諸注のうち、二説の分布状態は次の如くである。中皇命作説（僻案抄・考・略解りゃくげ・燈ともしび・檜嬬手ひのつまで・美夫君志・左千夫新釈・講義）、間人連老作説（拾穂抄しゅうすいしょう・代匠記・古義・攷證こうしょう・新講・新解・評釈）。「たまきはる」は命いのち、内うち、代よ等にかかる枕詞であるが諸説があって未詳である。仙覚・契沖けいちゅう・真淵らの霊極たまきはるの説、即ち、「タマシヒノキハマル内の命」の意とする説は余り有力でないようだが、つまりは其処に落着くのではなかろうか。なお宣長のりながの「あら玉来経きふる」説、即ち年月の経過する現うつという意。久老ひさおいの「程たま来経きふる」説。雅澄まさずみの「手纏たまき佩はく」説等がある。宇智うちと内うちと同音だからそう用いた。

　一首の意は、今ごろは、〔たまきはる〕（枕詞）宇智の大きい野に沢山の馬をならべて朝の御猟をしたまい、その朝草を踏み走らせあそばすでしょう。露の一ぱいおいた草深い野が目に見えるようでございます、という程の御歌である。代匠記に、「草深キ野ニハ鹿ヤ鳥ナドノ多ケレバ、宇智野ヲホメテ再ふたたび云也いふなり」。古義に、「けふの御かり御獲物えもの多くして御興尽つきざるべしとおぼしやりたるよしなり」とある。

　作者が皇女でも皇后でも、天皇のうえをおもいたもうて、その遊猟の有様に聯想れんそうし、それを祝福する御心持が一首の響に滲透しんとうしている。決して代作態度のよそよそしいものではない。そこで代作説に賛成する古義でも、「此題詞ハシツクリのこゝろは、契沖も云るごとく、中皇女のおほせによりて間人連老が作ヨミてたてまつれるなるべし。されど意はなほ皇女の御意を承りて、天皇に聞えあげたるなるべし」と云っているのは、この歌の調べに云うに云われぬ愛情の響があるためで、古義は理論の上では間人連老の作だとしても、鑑賞の上では、皇女の御意云々を否定し得ないのである。此一事軽々に看過してはならない。それから、この歌はどういう形式によって献られたかというに、「皇女のよみ給ひし御歌を老オユに口誦クジユして父天皇の御前にて歌はしめ給ふ也」（檜嬬手）というのが真に近いであろう。

　一首は、豊腴ほうゆにして荘潔、些いささかの渋滞なくその歌調を完まっとうして、日本古語の優秀な特色が隈くまなくこの一首に出ているとおもわれるほどである。句割れなどいうものは一つもなく、第三句で「て」を置いたかとおもうと、第四句で、「朝踏ますらむ」と流動的に据えて、小休止となり、結句で二たび起して重厚荘潔なる名詞止にしている。この名詞の結句にふかい感情がこもり余響が長いのである。作歌当時は言語が極きわめて容易に自然にこだわりなく運ばれたとおもうが、後代の私等には驚くべき力量として迫って来るし、「その」などという続けざまでも言語の妙いうべからざるものがある。長歌といいこの反歌といい、万葉集中最高峰の一つとして敬うべく尊むべきものだとおもうのである。

　この長歌は、「やすみしし吾わが大王おほきみの、朝あしたにはとり撫なでたまひ、夕ゆふべにはい倚より立たしし、御執みとらしの梓弓あずさのゆみの、長弭ながはず（中弭なかはず）の音すなり、朝猟あさかりに今立たすらし、暮猟ゆふかりに今立たすらし、御執みとらしの梓弓の、長弭（中弭）の音すなり」（巻一・三）というのである。これも流動声調で、繰返しによって進行せしめている点は驚くべきほど優秀である。朝猟夕猟と云ったのは、声調のためであるが、実は、朝猟も夕猟もその時なされたと解することも出来るし、支那の古詩にもこの朝猟夕猟と続けた例がある。梓弓はアヅサユミノと六音で読む説が有力だが、「安都佐能由美乃アヅサユミノ」（巻十四・三五六七）によって、アヅサノユミノと訓んだ。その方が口調がよいからである。なお参考歌には、天武天皇御製に、「その雪の時なきが如ごと、その雨の間なきが如ごと、隈くまもおちず思ひつつぞ来る、その山道を」（巻一・二五）がある。なお山部赤人の歌に、「朝猟に鹿し猪し履ふみ起し、夕狩に鳥ふみ立て、馬並なめて御猟ぞ立たす、春の茂野しげぬに」（巻六・九二六）がある。赤人のには此歌の影響があるらしい。「馬なめて」もよい句で、「友なめて遊ばむものを、馬なめて往ゆかまし里を」（巻六・九四八）という用例もある。




　　　　　　　　　　　○




山越やまごしの風かぜを時ときじみ寝ぬる夜よ落おちず家いへなる妹いもをかけて偲しぬびつ 〔巻一・六〕 軍王


　舒明天皇が讃岐さぬき国安益あや郡に行幸あった時、軍王いくさのおおきみの作った長歌の反歌である。軍王の伝は不明であるが、或は固有名詞でなく、大将軍いくさのおおきみのことかも知れない（近時題詞の軍王見山を山の名だとする説がある）。天皇の十一年十二月伊豫の温湯ゆの宮みやに行幸あったから、そのついでに讃岐安益郡（今の綾歌あやうた郡）にも立寄られたのであっただろうか。「時じみ」は非時、不時などとも書き、時ならずという意。「寝る夜おちず」は、寝る毎晩毎晩欠かさずにの意。「かけて」は心にかけての意である。

　一首の意は、山を越して、風が時ならず吹いて来るので、ひとり寝る毎夜毎夜、家に残っている妻を心にかけて思い慕うた、というのである。言葉が順当に運ばれて、作歌感情の極めて素直にあらわれた歌であるが、さればといって平板に失したものでなく、捉とらうべきところは決して免のがしてはいない。「山越しの風」は山を越して来る風の意だが、これなども、正岡子規が嘗かつて注意した如く緊密で巧たくみな云い方で、この句があるために、一首が具体的に緊しまって来た。この語には、「朝日かげにほへる山に照る月の飽かざる君を山越やまごしに置きて」（巻四・四九五）の例が参考となる。また、「かけて偲ぶ」という用例は、その他の歌にもあるが、心から離さずにいるという気持で、自然的に同感を伴うために他にも用例が出来たのである。併しこの「懸く」という如き云いい方はその時代に発達した云い方であるので、現在の私等が直ちにそれを取って歌語に用い、心の直接性を得るという訣わけに行かないから、私等は、語そのものよりも、その語の出来た心理を学ぶ方がいい。なおこの歌で学ぶべきは全体としてのその古調である。第三句の字余りなどでもその破綻はたんを来さない微妙な点と、「風を時じみ」の如く圧搾あっさくした云い方と、結句の「つ」止めと、そういうものが相待って綜合そうごう的な古調を成就しているところを学ぶべきである。第三句の字余りは、人麿の歌にも、「幸さきくあれど」等があるが、後世の第三句の字余りとは趣がちがうので破綻云々うんぬんと云った。「つ」止めの参考歌には、「越の海の手結たゆひの浦を旅にして見ればともしみ大和しぬびつ」（巻三・三六七）等がある。
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秋あきの野ぬのみ草苅くさかり葺ふき宿やどれりし兎道うぢの宮処みやこの仮廬かりいほし思おもほゆ 〔巻一・七〕 額田王


　額田王ぬかだのおおきみの歌だが、どういう時に詠よんだものか審つまびらかでない。ただ兎道うじは山城の宇治で、大和と近江との交通路に当っていたから、行幸などの時に仮の御旅宿を宇治に設けたもうたことがあったのであろう。その時額田王は供奉ぐぶし、後に当時を追懐して詠んだものと想像していい。額田王は、額田姫王と書紀にあるのと同人だとすると、額田王は鏡王かがみのおおきみの女で、鏡女王かがみのおおきみの妹であったようだ。初め大海人皇子おおあまのみこと御婚みあいして十市皇女とおちのひめみこを生み、ついで天智天皇に寵ちょうせられ近江京に行っていた。「かりいほ」は、原文「仮五百かりいほ」であるが真淵の考こうでは、カリホと訓んだ。

　一首の意。嘗かつて天皇の行幸に御伴をして、山城の宇治で、秋の野のみ草（薄すすき・萱かや）を刈って葺ふいた行宮あんぐうに宿やどったときの興深かったさまがおもい出されます。

　この歌は、独詠的の追懐であるか、或は対者にむかってこういうことを云ったものか不明だが、単純な独詠ではないようである。意味の内容がただこれだけで取りたてていうべき曲が無いが、単純素朴のうちに浮んで来る写象は鮮明で、且つその声調は清潔である。また単純な独詠歌でないと感ぜしめるその情味が、この古調の奥から伝わって来るのをおぼえるのである。この古調は貴むべくこの作者は凡ならざる歌人であった。

　歌の左注に、山上憶良やまのうえのおくらの類聚歌林るいじゅうかりんに、一書によれば、戊申年つちのえさるのとし、比良宮に行幸の時の御製云々とある。この戊申の歳を大化四年とすれば、孝徳天皇の御製ということになるが、今は額田王の歌として味うのである。題詞等につき、万葉の編輯当時既に異伝があったこと斯くの如くである。




　　　　　　　　　　　○




熟田津にぎたづに船乗ふなのりせむと月待つきまてば潮しほもかなひぬ今いまは榜こぎ出いでな 〔巻一・八〕 額田王


　斉明天皇が（斉明天皇七年正月）新羅しらぎを討ちたまわんとして、九州に行幸せられた途中、暫時伊豫の熟田津にぎたづに御滞在になった（熟田津石湯いわゆの行宮）。其時お伴をした額田王の詠んだ歌である。熟田津という港は現在何処かというに、松山市に近い三津浜だろうという説が有力であったが、今はもっと道後温泉に近い山寄りの地（御幸寺山附近）だろうということになっている。即ち現在はもはや海では無い。

　一首の意は、伊豫の熟田津で、御船が進発しようと、月を待っていると、いよいよ月も明月となり、潮も満ちて船出するのに都合好くなった。さあ榜ぎ出そう、というのである。

「船乗り」は此処ではフナノリという名詞に使って居り、人麿の歌にも、「船乗りすらむをとめらが」（巻一・四〇）があり、また、「播磨国より船乗して」（遣唐使時奉幣祝詞）という用例がある。また、「月待てば」は、ただ月の出るのを待てばと解する説もあるが、此は満潮を待つのであろう。月と潮汐とには関係があって、日本近海では大体月が東天に上るころ潮が満始るから、この歌で月を待つというのはやがて満潮を待つということになる、また書紀の、「庚戌泊二于伊豫熟田津石湯行宮一」とある庚戌かのえいぬは十四日に当る。三津浜では現在陰暦の十四日頃は月の上る午後七、八時頃八合満となり午後九時前後に満潮となるから、此歌は恰あたかも大潮の満潮に当ったこととなる。すなわち当夜は月明であっただろう。月が満月でほがらかに潮も満潮でゆたかに、一首の声調大きくゆらいで、古今に稀なる秀歌として現出した。そして五句とも句割がなくて整調し、句と句との続けに、「に」、「と」、「ば」、「ぬ」等の助詞が極めて自然に使われているのに、「船乗せむと」、「榜ぎいでな」という具合に流動の節奏を以て緊しめて、それが第二句と結句である点などをも注意すべきである。結句は八音に字を余し、「今は」というのも、なかなか強い語である。この結句は命令のような大きい語気であるが、縦たとい作者は女性であっても、集団的に心が融合し、大御心をも含め奉った全体的なひびきとしてこの表現があるのである。供奉応詔歌の真髄もおのずからここに存じていると看みればいい。

　結句の原文は、「許芸乞菜」で、旧訓コギコナであったが、代匠記初稿本で、「こぎ出なとよむべきか」という一訓を案じ、万葉集燈でコギイデナと定めるに至った。「乞」をイデと訓よむ例は、「乞我君イデアギミ」、「乞我駒イデワガコマ」などで、元来さあさあと促がす詞ことばであるのだが「出で」と同音だから借りたのである。一字の訓で一首の価値に大影響を及ぼすこと斯くの如くである。また初句の「熟田津に」の「に」は、「に於おいて」の意味だが、橘守部たちばなのもりべは、「に向って」の意味に解したけれどもそれは誤であった。斯かく一助詞の解釈の差で一首の意味が全く違ってしまうので、訓詁くんこの学の大切なことはこれを見ても分かる。

　なお、この歌は山上憶良の類聚歌林に拠よると、斉明天皇が舒明天皇の皇后であらせられた時一たび天皇と共に伊豫の湯に御いでになられ、それから斉明天皇の九年に二たび伊豫の湯に御いでになられて、往時を追懐遊ばされたとある。そうならば此歌は斉明天皇の御製であろうかと左注で云っている。若しそれが本当で、前に出た宇智野の歌の中皇命が斉明天皇のお若い時（舒明皇后）だとすると、この秀歌を理会するにも便利だとおもうが、此処では題どおりに額田王の歌として鑑賞したのであった。

　橘守部は、「熟田津に」を「に向って」と解し、「此歌は備前の大伯オホクより伊与の熟田津へ渡らせ給ふをりによめるにこそ」と云ったが、それは誤であった。併し、「に」に方嚮ほうこう（到着地）を示す用例は無いかというに、やはり用例はあるので、「粟島あはしまに漕ぎ渡らむと思へども明石あかしの門浪となみいまだ騒げり」（巻七・一二〇七）。この歌の「に」は方嚮を示している。




　　　　　　　　　　　○




紀きの国くにの山やま越こえて行ゆけ吾わが背子せこがい立たたせりけむ厳橿いつかしがもと 〔巻一・九〕 額田王


　紀の国の温泉に行幸（斉明）の時、額田王の詠んだ歌である。原文は、「莫囂円隣之、大相七兄爪謁気、吾瀬子之ワガセコガ、射立為兼イタタセリケム、五可新何本イツカシガモト」というので、上半の訓がむずかしいため、種々の訓があって一定しない。契沖が、「此歌ノ書ヤウ難儀ニテ心得ガタシ」と歎じたほどで、此儘では訓は殆ど不可能だと謂いっていい。そこで評釈する時に、一首として味うことが出来ないから回避するのであるが、私は、下半の、「吾が背子がい立たせりけむ厳橿いつかしが本もと」に執着があるので、この歌を選んで仮りに真淵の訓に従って置いた。下半の訓は契沖の訓（代匠記）であるが、古義では第四句を、「い立たしけむ」と六音に訓み、それに従う学者が多い。厳橿いつかしは厳おごそかな橿の樹で、神のいます橿の森をいったものであろう。その樹の下に嘗かつて私の恋しいお方が立っておいでになった、という追憶であろう。或は相手に送った歌なら、「あなたが嘗てお立ちなされたとうかがいましたその橿の樹の下に居ります」という意になるだろう。この句は厳かな気持を起させるもので、単に句として抽出するなら万葉集中第一流の句の一つと謂っていい。書紀垂仁巻に、天皇以二倭姫命一為二御杖一貢二奉於天照大神一是以倭姫命以二天照大神ヲ一鎮二坐磯城ノ厳橿之本一とあり、古事記雄略巻に、美母呂能ミモロノ、伊都加斯賀母登イツカシガモト、加斯賀母登カシガモト、由由斯伎加母ユユシキカモ、加志波良袁登売カシハラヲトメ、云々とある如く、神聖なる場面と関聯し、橿原かしはらの畝火うねびの山というように、橿の木がそのあたり一帯に茂っていたものと見て、そういうことを種々念中に持ってこの句を味うこととしていた。考頭注に、「このかしは神の坐所の斎木ゆきなれば」云々。古義に、「清浄なる橿といふ義なるべければ」云々の如くであるが、私は、大体を想像して味うにとどめている。

　さて、上の句の訓はいろいろあるが、皆あまりむずかしくて私の心に遠いので、差向き真淵訓に従った。真淵は、「円（圓）」を「国（國）」だとし、古兄氐湯気コエテユケだとした。考に云、「こはまづ神武天皇紀に依よるに、今の大和国を内つ国といひつ。さて其内つ国を、こゝに囂サヤギなき国と書たり。同紀に、雖辺土未清余妖尚梗而トツクニハナホサヤゲリトイヘドモ、中洲之地無風塵ウチツクニハヤスラケシてふと同意なるにて知しりぬ。かくてその隣とは、此度は紀伊国を差さす也。然れば莫囂国隣之の五字は、紀乃久爾乃キノクニノと訓よむべし。又右の紀に、辺土と中州を対むかへ云いひしに依ては、此五字を外トつ国のとも訓べし。然れども云々の隣と書しからは、遠き国は本よりいはず、近きをいふなる中に、一国をさゝでは此哥このうたにかなはず、次下に、三輪山の事を綜麻形と書なせし事など相似たるに依ても、猶なほ上の訓を取るべし」とあり、なお真淵は、「こは荷田大人かだのうしのひめ哥うた也。さて此哥の初句と、斉明天皇紀の童謡ワザウタとをば、はやき世よりよく訓ヨム人なければとて、彼童謡をば己に、此哥をばそのいろと荷田ノ信名のぶなノ宿禰すくねに伝へられき。其後多く年経て此訓をなして、山城の稲荷山の荷田の家に問とふに、全く古大人の訓に均ひとしといひおこせたり。然れば惜むべきを、ひめ隠しおかば、荷田大人の功も徒いたづらに成なりなんと、我友皆いへればしるしつ」という感慨を漏らしている。書紀垂仁天皇巻に、伊勢のことを、「傍国かたくにの可怜国うましくになり」と云った如くに、大和に隣った国だから、紀の国を考えたのであっただろうか。

　古義では、「三室みもろの大相土見乍湯家ヤマミツツユケ吾が背子がい立たしけむ厳橿が本もと」と訓み、奠器円レ隣メグラスでミモロと訓み、神祇を安置し奉る室の義とし、古事記の美母呂能伊都加斯賀母登ミモロノイツカシガモトを参考とした。そして真淵説を、「紀ノ国の山を超て何処イヅクに行とすべけむや、無用説イタヅラゴトといふべし」と評したが、併しかしこの古義の言は、「紀の山をこえていづくにゆくにや」と荒木田久老ひさおいが信濃漫録しなのまんろくで云ったその模倣である。真淵訓の「紀の国の山越えてゆけ」は、調子の弱いのは残念である。この訓は何処か弛たるんでいるから、調子の上からは古義の訓の方が緊張している。「吾が背子」は、或は大海人皇子おおあまのみこ（考・古義）で、京都に留まって居られたのかと解している。そして真淵訓に仮りに従うとすると、「紀の国の山を越えつつ行けば」の意となる。紀の国の山を越えて旅して行きますと、あなたが嘗てお立ちになったと聞いた神の森のところを、わたくしも丁度通過して、なつかしくおもうております、というぐらいの意になる。




　　　　　　　　　　　○




吾背子わがせこは仮廬かりほ作つくらす草かやなくば小松こまつが下したの草かやを苅からさね 〔巻一・一一〕 中皇命


　中皇命が紀伊の温泉に行かれた時の御歌三首あり、この歌は第二首である。中皇命は前言した如く不明だし、前の中皇命と同じ方かどうかも分からない。天智天皇の皇后倭姫命だろうという説（喜田博士）もあるが未定である。若し同じおん方だろうとすると、皇極天皇（斉明天皇）に当らせ給うことになるから、この歌は後崗本宮のちのおかもとのみや御宇天皇（斉明）の処に配列せられているけれども、或は天皇がもっとお若くましました頃の御歌ででもあろうか。

　一首の意は、あなたが今旅のやどりに仮小舎をお作りになっていらっしゃいますが、若し屋根葺く萱草かやが御不足なら、彼処あそこの小松の下の萱草をお刈りなさいませ、というのである。

　中皇命は不明だが、歌はうら若い高貴の女性の御語気のようで、その単純素朴のうちにいいがたい香気のするものである。こういう語気は万葉集でも後期の歌にはもはや感ずることの出来ないものである。「わが背子は」というのは客観的のいい方だが、実は、「あなたが」というので、当時にあってはこういう云い方には深い情味をこもらせ得たものであっただろう。そのほか穿鑿せんさくすればいろいろあって、例えばこの歌には加行の音が多い、そしてカの音を繰返した調子であるというような事であるが、それは幾度も吟誦すれば自然に分かることだから今はこまかい詮議立せんぎだては罷やめることにする。契沖は、「我が背子」を「御供ノ人ヲサシ給ヘリ」といったが、やはりそうでなく御一人をお指さし申したのであろう。また、この歌に「小松にあやかりて、ともにおひさきも久しからむと、これ又長寿をねがふうへにのみして詞をつけさせ給へるなり」（燈）という如き底意があると説く説もあるが、これも現代人の作歌稽古のための鑑賞ならば、この儘で素直に受納うけいれる方がいいようにおもう。




　　　　　　　　　　　○




吾わが欲ほりし野島ぬじまは見みせつ底そこふかき阿胡根あこねの浦うらの珠たまぞ拾ひりはぬ 〔巻一・一二〕 中皇命


　前の続きで、中皇命の御歌の第三首である。野島は紀伊の日高郡日高川の下流に名田村大字野島があり、阿胡根の浦はその海岸である。珠たまは美しい貝又は小石。中には真珠も含んで居る。「紀のくにの浜に寄るとふ、鰒珠あはびだまひりはむといひて」（巻十三・三三一八）は真珠である。

　一首の意は、わたくしの希ねがっていた野島の海浜の景色はもう見せていただきました。けれど、底の深い阿胡根浦の珠はいまだ拾いませぬ、というので、うちに此こ処こ深海の真珠が欲しいものでございますという意も含まっている。

「野島は見せつ」は自分が人に見せたように聞こえるが、此処は見せて頂いたの意で、散文なら、「君が吾に野島をば見せつ」という具合になる。この歌も若い女性の口吻こうふんで、純真澄み透るほどな快いひびきを持っている。そして一首は常識的な平板に陥らず、末世人が舌不足と難ずる如き渋みと厚みとがあって、軽薄ならざるところに古調の尊さが存じている。これがあえて此種の韻文のみでなく、普通の談話にもこういう尊い香気があったものであろうか。この歌の稍主観的な語は、「わが欲りし」と、「底ふかき」とであって、知らず識しらずあい対しているのだが、それが毫も目立っていない。

　高市黒人たけちのくろひとの歌に、「吾妹子に猪名野ゐなぬは見せつ名次山なすぎやま角つぬの松原いつか示さむ」（巻三・二七九）があり、この歌より明快だが、却って通俗になって軽くひびく。この場合の「見せつ」は、「吾妹子に猪名野をば見せつ」だから、普通のいい方で分かりよいが含蓄が無くなっている。現に中皇命の御歌も、或本には、「わが欲りし子島は見しを」となっている。これならば意味は分かりよいが、歌の味いは減るのである。第一首の、「君が代も我が代も知らむ（知れや）磐代いはしろの岡の草根くさねをいざ結びてな」（巻一・一〇）も、生えておる草を結んで寿を祝う歌で、「代」は「いのち」即ち寿命のことである。まことに佳作だから一しょにして味うべきである。以上の三首を憶良の類聚歌林には、「天皇御製歌」とあるから、皇極（斉明）天皇と想像し奉り、その中皇命時代の御作とでも想像し奉るか。




　　　　　　　　　　　○




香具山かぐやまと耳梨山みみなしやまと会あひしとき立たちて見みに来こし印南国原いなみくにはら 〔巻一・一四〕 天智天皇


　中大兄なかちおひね（天智天皇）の三山歌の反歌である。長歌は、「香具山かぐやまは畝傍うねびを愛をしと、耳成みみなしと相争ひき、神代より斯くなるらし、古いにしへも然しかなれこそ、現身うつそみも妻を、争ふらしき」というのであるが、反歌の方は、この三山が相争った時、出雲の阿菩大神あほのおおかみがそれを諫止かんししようとして出立し、播磨はりままで来られた頃ころに三山の争闘が止んだと聞いて、大和迄行くことをやめたという播磨風土記ふどきにある伝説を取入れて作っている。風土記には揖保いぼ郡の処に記載されてあるが印南の方にも同様の伝説があったものらしい。「会ひし時」は「相戦った時」、「相争った時」という意味である。書紀神功皇后巻に、「いざ会はなわれは」とあるは相闘う意。毛詩に、「肆伐二大商一会朝清明」とあり、「会える朝」は即ち会戦の旦也と注せられた。共に同じ用法である。この歌の「立ちて見に来し」の主格は、それだから阿菩大神になるのだが、それが一首のうえにはあらわれていない。そこで一読しただけでは、印南国原が立って見に来たように受取れるのであるが、結句の「印南国原」は場処を示すので、大神の来られたのは、此処の印南国原であった、という意味になる。

　一首に主格も省略し、結句に、「印南国原」とだけ云って、その結句に助詞も助動詞も無いものだが、それだけ散文的な通俗を脱却して、蒼古そうことも謂いうべき形態と響きとを持っているものである。長歌が蒼古峻厳しゅんげんの特色を持っているが、この反歌もそれに優るとも劣ってはいない。この一首の単純にしてきびしい形態とその響とは、恐らくは婦女子等の鑑賞に堪えざるものであろう。一首の中に三つも固有名詞が入っていて、毫も不安をおぼえしめないのは衷心驚くべきである。後代にしてかかるところを稍やや悟入し得たものは歌人として平賀元義ぐらいであっただろう。「中大兄」は、考ナカツオホエ、古義ナカチオホエ、と訓んでいる。




　　　　　　　　　　　○




渡津海わたつみの豊旗雲とよはたぐもに入日いりひさし今夜こよひの月夜つくよ清明あきらけくこそ 〔巻一・一五〕 天智天皇


　此歌は前の三山の歌の次にあるから、やはり中大兄の御歌（反歌）の一つに取れるが、左注に今案不レ似二反歌一也とあるから編輯当時既に三山の歌とすることは疑われていたものであろう。併し三山の歌とせずに、同一作者が印南野海浜あたりで御作りになった叙景の歌と看做みなせば解釈が出来るのである。

　大意。今、浜べに立って見わたすに、海上かいじょうに大きい旗のような雲があって、それに赤く夕日ゆうひの光が差している。この様子では、多分今夜こんやの月は明月めいげつだろう。

　結句の原文、「清明己曾」は旧訓スミアカクコソであったのを、真淵がアキラケクコソと訓んだ。そうすれば、アキラケクコソアラメという推量になるのである。山田博士の講義に、「下にアラメといふべきを略せるなり。かく係助詞にて止め、下を略するは一種の語格なり」と云ってある。「豊旗雲」は、「豊雲野神とよくもぬのかみ」、「豊葦原とよあしはら」、「豊秋津州とよあきつしま」、「豊御酒とよみき」、「豊祝とよほぎ」などと同じく「豊」に特色があり、古代日本語の優秀を示している一つである。以上のように解してこの歌を味えば、荘麗ともいうべき大きい自然と、それに参入した作者の気魄きはくと相融合して読者に迫って来るのであるが、如是荘大雄厳の歌詞というものは、遂に後代には跡を断った。万葉を崇拝して万葉調の歌を作ったものにも絶えて此歌に及ぶものがなかった。その何故であるかを吾等は一たび省かえりみねばならない。後代の歌人等は、渾身こんしんを以て自然に参入してその写生をするだけの意力に乏しかったためで、この実質と単純化とが遂に後代の歌には見られなかったのである。第三句の、「入日さし」と中止法にしたところに、小休止があり、不即不離に第四句に続いているところに歌柄の大きさを感ぜしめる。結句の推量も、赤い夕雲の光景から月明を直覚した、素朴で人間的直接性を有もっている。（願望とする説は、心が稍やや間接となり、技巧的となる。）

「清明」を真淵に従ってアキラケクと訓んだが、これには諸訓があって未だ一定していない。旧訓スミアカクコソで、此は随分長く行われた。然るに真淵は考でアキラケクコソと訓み、「今本、清明の字を追て、すみあかくと訓しは、万葉をよむ事を得ざるものぞ、紀にも、清白心をあきらけきこゝろと訓し也」と云った。古義では、「アキラケクといふは古言にあらず」として、キヨクテリコソと訓み、明は照の誤写だろうとした。なおその他の訓を記せば次のごとくである。スミアカリコソ（京大本）。サヤケシトコソ（春満）。サヤケクモコソ（秋成）。マサヤケクコソ（古泉千樫）。サヤニテリコソ（佐佐木信綱）。キヨクアカリコソ（武田祐吉・佐佐木信綱）。マサヤケミコソ（品田太吉）。サヤケカリコソ（三矢重松・斎藤茂吉・森本治吉）。キヨラケクコソ（松岡静雄・折口信夫）。マサヤカニコソ（沢瀉久孝）等の諸訓がある。けれども、今のところ皆真淵訓には及び難い感がして居るので、自分も真淵訓に従った。真淵のアキラケクコソの訓は、古事記伝・略解・燈・檜嬬手・攷證・美夫君志・註疏ちゅうそ・新考・講義・新講等皆それに従っている。ただ、燈・美夫君志等は意味を違えて取った。

　さて、結句の「清明己曾」をアキラケクコソと訓んだが、これに異論を唱える人は、万葉時代には月光の形容にキヨシ、サヤケシが用いられ、アカシ、アキラカ、アキラケシの類は絶対に使わぬというのである。成程万葉集の用例を見れば大体そうである。けれども「絶対に」使わぬなどとは云いわれない。「日月波ヒツキハ、安可之等伊倍騰アカシトイヘド、安我多米波アガタメハ、照哉多麻波奴テリヤタマハヌ」（巻五・八九二）という憶良の歌は、明瞭に日月の光の形容にアカシを使っているし、「月読明少夜者更下乍ツクヨミノアカリスクナキヨハフケニツツ」（巻七・一〇七五）でも月光の形容にアカリを使っているのである。平安朝になってからは、「秋の夜の月の光しあかければくらぶの山もこえぬべらなり」（古今・秋上）、「桂川月のあかきにぞ渡る」（士佐日記）等をはじめ用例は多い。併し万葉時代と平安朝時代との言語の移行は暫時的・流動的なものだから、突如として変化するものでないことは、この実例を以ても証明することが出来たのである。約つづめていえば、万葉時代に月光の形容にアカシを用いた。

　次に、「安我己許呂安可志能宇良爾アガココロアカシノウラニ」（巻十五・三六二七）、「吾情清隅之池之アガココロキヨスミノイケノ」（巻十三・三二八九）、「加久佐波奴安加吉許己呂乎カクサハヌアカキココロヲ」（巻二十 四四六五）、「汝心之清明ミマシガココロノアカキコトハ」、「我心清明故アガココロアカキユヱニ」（古事記・上巻）、「有リ二清心キヨキココロ一」（書紀神代巻）、「浄伎明心乎持弖キヨキアカキココロヲモチテ」（続紀・巻十）等の例を見れば、心あかし、心きよし、あかき心、きよき心は、共通して用いられたことが分かるし、なお、「敷島のやまとの国に安伎良気伎アキラケキ名に負ふとものを心つとめよ」（巻二十・四四六六）、「つるぎ大刀いよよ研ぐべし古へゆ佐夜気久於比弖サヤケクオヒテ来にしその名ぞ」（同・四四六七）の二首は、大伴家持の連作で、二つとも「名」を咏よんでいるのだが、アキラケキとサヤケキとの流用を証明しているのである。そして、「春日山押して照らせる此月は妹が庭にも清有家里サヤケカリケリ」（巻七・一〇七四）は、月光にサヤケシを用いた例であるから、以上を綜合そうごうして観みるに、アキラケシ、サヤケシ、アカシ、キヨシ、などの形容詞は互に共通して用いられ、互に流用せられたことが分かる。新撰字鏡しんせんじきょうに、明。阿加之アカシ、佐也加爾在サヤカニアリ、佐也介之サヤケシ、明介志アキラケシ（阿支良介之アキラケシ）等とあり、類聚名義抄るいじゅうみょうぎしょうに、明可在月 アキラカナリ、ヒカル等とあるのを見ても、サヤケシ、アキラケシの流用を認め得るのである。結論、万葉時代に月光の形容にアキラケシと使ったと認めて差支ない。

　次に、結句の「己曾」であるが、これも万葉集では、結びにコソと使って、コソアラメと云った例は絶対に無いという反対説があるのだが、平安朝になると、形容詞からコソにつづけてアラメを省略した例は、「心美しきこそ」、「いと苦しくこそ」、「いとほしうこそ」、「片腹いたくこそ」等をはじめ用例が多いから、それがもっと時代が溯さかのぼっても、日本語として、絶対に使わなかったとは謂えぬのである。特に感動の強い時、形式の制約ある時などにこの用法が行われたと解釈すべきである。なお、安伎良気伎アキラケキ、明久アキラケク、左夜気伎サヤケキ、左夜気久サヤケクは謂いわゆる乙類の仮名で、形容詞として活用しているのである。結論、アキラケク・コソという用法は、アキラケク・コソ・アラメという用法に等しいと解釈して差支ない。（本書は簡約を目的としたから大体の論にとどめた。別論がある。）

　以上で、大体解釈が終ったが、この歌には異った解釈即ち、今は曇っているが、今夜は月明になって欲しいものだと解釈する説（燈・古義・美夫君志等）、或は、第三句までは現実だが、下の句は願望で、月明であって欲しいという説（選釈・新解等）があるのである。而して、「今夜の月さやかにあれかしと希望ネガヒ給ふなり」（古義）というのは、キヨクテリコソと訓んで、連用言から続いたコソの終助詞即ち、希望のコソとしたから自然この解釈となったのである。結句を推量とするか、希望とするか、鑑賞者はこの二つの説を受納うけいれて、相比較しつつ味うことも亦また可能である。そしていずれが歌として優るかを判断すべきである。
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三輪山みわやまをしかも隠かくすか雲くもだにも情こころあらなむ隠かくさふべしや 〔巻一・一八〕 額田王


　この歌は作者未定である。併し、「額田王下二近江一時作歌、井戸王即和歌」という題詞があるので、額田王作として解することにする。「味酒うまざけ三輪の山、青丹あをによし奈良の山の、山のまにい隠るまで、道の隈くまい積つもるまでに、委つばらにも見つつ行かむを、しばしばも見放みさけむ山を、心なく雲の、隠かくさふべしや」という長歌の反歌である。「しかも」は、そのように、そんなにの意。

　一首の意は、三輪山をばもっと見たいのだが、雲が隠してしまった。そんなにも隠すのか、縦たとい雲でも情なさけがあってくれよ。こんなに隠すという法がないではないか、というのである。

「あらなむ」は将然言しょうぜんげんにつく願望のナムであるが、山田博士は原文の「南畝」をナモと訓み、「情こころアラナモ」とした。これは古形で同じ意味になるが、類聚古集に「南武」とあるので、暫しばらく「情アラナム」に従って置いた。その方が、結句の響に調和するとおもったからである。結句の「隠さふべしや」の「や」は強い反語で、「隠すべきであるか、決して隠すべきでは無い」ということになる。長歌の結末にもある句だが、それを短歌の結句にも繰返して居り、情感がこの結句に集注しているのである。この作者が抒情詩人として優れている点がこの一句にもあらわれており、天然の現象に、恰あたかも生きた人間にむかって物言うごとき態度に出て、毫ごうも厭味いやみを感じないのは、直接であからさまで、擬人などという意図を余り意識しないからである。これを試こころみに、在原業平ありわらのなりひらの、「飽かなくにまだきも月の隠るるか山の端は逃げて入れずもあらなむ」（古今・雑上）などと比較するに及んで、更にその特色が瞭然りょうぜんとして来るのである。

　カクサフはカクスをハ行四段に活用せしめたもので、時間的経過をあらわすこと、チル、チラフと同じい。「奥つ藻を隠さふなみの五百重浪」（巻十一・二四三七）、「隠さはぬあかき心を、皇方すめらべに極めつくして」（巻二十・四四六五）の例がある。なおベシヤの例は、「大和恋ひいの寝らえぬに情こころなくこの渚すの埼に鶴たづ鳴くべしや」（巻一・七一）、「出でて行かむ時しはあらむを故ことさらに妻恋しつつ立ちて行くべしや」（巻四・五八五）、「海うみつ路ぢの和なぎなむ時も渡らなむかく立つ浪に船出すべしや」（巻九・一七八一）、「たらちねの母に障さはらばいたづらに汝いましも吾も事成るべしや」（巻十一・二五一七）等である。




　　　　　　　　　　　○




あかねさす紫野むらさきぬ行ゆき標野しめぬ行ゆき野守ぬもりは見みずや君きみが袖そで振ふる 〔巻一・二〇〕 額田王


　天智天皇が近江の蒲生がもう野に遊猟（薬猟）したもうた時（天皇七年五月五日）、皇太子（大皇弟、大海人皇子おおあまのみこ）諸王・内臣・群臣が皆従った。その時、額田王が皇太子にさしあげた歌である。額田王ははじめ大海人皇子に婚みあい十市皇女とおちのひめみこを生んだが、後天智天皇に召されて宮中に侍していた。この歌は、そういう関係にある時のものである。「あかねさす」は紫の枕詞。「紫野」は染色の原料として紫草むらさきを栽培している野。「標野」は御料地として濫みだりに人の出入を禁じた野で即ち蒲生野を指す。「野守」はその御料地の守部もりべ即ち番人である。

　一首の意は、お慕わしいあなたが紫草の群生する蒲生のこの御料地をあちこちとお歩きになって、私に御袖を振り遊ばすのを、野の番人から見られはしないでしょうか。それが不安心でございます、というのである。

　この「野守」に就き、或は天智天皇を申し奉るといい、或は諸臣のことだといい、皇太子の御思い人だといい、種々の取沙汰があるが、其等のことは奥に潜めて、野守は野守として大体を味う方が好い。また、「野守は見ずや君が袖ふる」をば、「立派なあなた（皇太子）の御姿を野守等よ見ないか」とうながすように解する説もある。「袖ふるとは、男にまれ女にまれ、立ありくにも道など行くにも、そのすがたの、なよ〳〵とをかしげなるをいふ」（攷證）。「わが愛する皇太子がかの野をか行きかく行き袖ふりたまふ姿をば人々は見ずや。われは見るからにゑましきにとなり」（講義）等である。併し、袖振るとは、「わが振る袖を妹見つらむか」（人麿）というのでも分かるように、ただの客観的な姿ではなく、恋愛心表出のための一つの行為と解すべきである。

　この歌は、額田王が皇太子大海人皇子にむかい、対詠的にいっているので、濃やかな情緒に伴う、甘美な媚態びたいをも感じ得るのである。「野守は見ずや」と強く云ったのは、一般的に云って居るようで、寧むしろ皇太子に愬うったえているのだと解して好い。そういう強い句であるから、その句を先きに云って、「君が袖振る」の方を後に置いた。併しその倒句は単にそれのみではなく、結句としての声調に、「袖振る」と止めた方が適切であり、また女性の語気としてもその方に直接性があるとおもうほど微妙にあらわれて居るからである。甘美な媚態云々というのには、「紫野ゆき標野ゆき」と対手あいての行動をこまかく云い現して、語を繰返しているところにもあらわれている。一首は平板に直線的でなく、立体的波動的であるがために、重厚な奥深い響を持つようになった。先進の注釈書中、この歌に、大海人皇子に他に恋人があるので嫉ねたましいと解したり（燈・美夫君志）、或は、戯れに諭さとすような分子があると説いたのがあるのは（考）、一首の甘美な愬うったえに触れたためであろう。

「袖振る」という行為の例は、「石見のや高角山の木の間より我が振る袖を妹見つらむか」（巻二・一三二）、「凡おほならばかもかも為せむを恐かしこみと振りたき袖を忍しぬびてあるかも」（巻六・九六五）、「高山の岑みね行く鹿ししの友を多み袖振らず来つ忘ると念ふな」（巻十一・二四九三）などである。




　　　　　　　　　　　○




紫草むらさきのにほへる妹いもを憎にくくあらば人嬬ひとづまゆゑにあれ恋こひめやも 〔巻一・二一〕 天武天皇


　右（二〇）の額田王の歌に対して皇太子（大海人皇子、天武天皇）の答えられた御歌である。

　一首の意は、紫の色の美しく匂におうように美しい妹いも（おまえ）が、若しも憎いのなら、もはや他人の妻であるおまえに、かほどまでに恋する筈はずはないではないか。そういうあぶないことをするのも、おまえが可哀いからである、というのである。

　この「人妻ゆゑに」の「ゆゑに」は「人妻だからと云いって」というのでなく、「人妻に由よって恋う」と、「恋う」の原因をあらわすのである。「人妻ゆゑにわれ恋ひにけり」、「ものもひ痩やせぬ人の子ゆゑに」、「わがゆゑにいたくなわびそ」等、これらの例万葉に甚はなはだ多い。恋人を花に譬たとえたのは、「つつじ花にほえ少女、桜花さかえをとめ」（巻十三・三三〇九）等がある。

　この御歌の方が、額田王の歌に比して、直接で且つ強い。これはやがて女性と男性との感情表出の差別ということにもなるとおもうが、恋人をば、高貴で鮮麗な紫の色にたぐえたりしながら、然しかもこれだけの複雑な御心持を、直接に力づよく表わし得たのは驚くべきである。そしてその根本は心の集注と純粋ということに帰着するであろうか。自分はこれを万葉集中の傑作の一つに評価している。集中、「憎し」という語のあるものは、「憎くもあらめ」の例があり、「憎にくくあらなくに」、「憎にくからなくに」の例もある。この歌に、「憎」の語と、「恋」の語と二つ入っているのも顧慮してよく、毫も調和を破っていないのは、憎い（嫌い）ということと、恋うということが調和を破っていないがためである。この贈答歌はどういう形式でなされたものか不明であるが、恋愛贈答歌には縦たとい切実なものでも、底に甘美なものを蔵している。ゆとりの遊びを蔵しているのは止むことを得ない。なお、巻十二（二九〇九）に、「おほろかに吾し思はば人妻にありちふ妹に恋ひつつあらめや」という歌があって類似の歌として味うことが出来る。




　　　　　　　　　　　○




河上かはかみの五百箇ゆつ磐群いはむらに草くさむさず常つねにもがもな常処女とこをとめにて 〔巻一・二二〕 吹黄刀自


　十市皇女とおちのひめみこ（御父大海人皇子、御母額田王）が伊勢神宮に参拝せられたとき、皇女に従った吹黄刀自ふきのとじが波多横山はたよこやまの巌いわおを見て詠んだ歌である。波多はたの地は詳つまびらかでないが、伊勢壱志いちし郡八太村の辺だろうと云われている。

　一首の意は、この河の辺ほとりの多くの巌には少しも草の生えることがなく、綺麗きれいで滑なめらかである。そのようにわが皇女の君も永久に美しく容色のお変りにならないでおいでになることをお願いいたします、というのである。

「常少女」という語も、古代日本語の特色をあらわし、まことに感歎せねばならぬものである。今ならば、「永遠処女」などというところだが、到底この古語には及ばない。作者は恐らく老女であろうが、皇女に対する敬愛の情がただ純粋にこの一首にあらわれて、単純古調のこの一首を吟誦すれば寧ろ荘厳の気に打たれるほどである。古調という中には、一つ一つの語にいい知れぬ味いがあって、後代の吾等は潜心その吟味に努めねばならぬもののみであるが、第三句の「草むさず」から第四句への聯絡れんらくの具合、それから第四句で切って、結句を「にて」にて止めたあたり、皆繰返して読味うべきもののみである。この歌の結句と、「野守は見ずや君が袖ふる」などと比較することもまた極きわめて有益である。

「常」のついた例には、「相見れば常初花とこはつはなに、情こころぐし眼ぐしもなしに」（巻十七・三九七八）、「その立山に、常夏とこなつに雪ふりしきて」（同・四〇〇〇）、「白砥しらと掘ほふ小新田をにひた山の守もる山の末うら枯れ為無せなな常葉とこはにもがも」（巻十四・三四三六）等がある。

　十市皇女は大友皇子（弘文天皇）御妃として葛野王かどののおおきみを生んだが、壬申乱じんしんのらん後大和に帰って居られた。皇女は天武天皇七年夏四月天皇伊勢斎宮に行幸せられんとした最中に卒然として薨ぜられたから、この歌はそれより前で、恐らく、四年春二月参宮の時でもあろうか。さびしい境遇に居られた皇女だから、老女が作ったこの祝福の歌もさびしい心を背景としたものとおもわねばならぬ。




　　　　　　　　　　　○




うつせみの命いのちを惜をしみ波なみに濡ぬれ伊良虞いらごの島しまの玉藻たまも苅かり食をす 〔巻一・二四〕 麻続王


　麻続王おみのおおきみが伊勢の伊良虞いらごに流された時、時の人が、「うちそを麻続をみの王おほきみ海人あまなれや伊良虞が島の玉藻たまも刈ります」（巻一・二三）といって悲しんだ。「海人なれや」は疑問で、「海人だからであろうか」という意になる。この歌はそれに感傷して和こたえられた歌である。自分は命を愛惜してこのように海浪に濡れつつ伊良虞いらご島の玉藻を苅って食べている、というのである。流人でも高貴の方だから実際海人のような業をせられなくとも、前の歌に「玉藻苅ります」といったから、「玉藻苅り食す」と云われたのである。なお結句を古義ではタマモカリハムと訓み、新考（井上）もそれに従った。この一首はあわれ深いひびきを持ち、特に、「うつせみの命ををしみ」の句に感慨の主点がある。万葉の歌には、「わたつみの豊旗雲に」の如き歌もあるが、またこういう切実な感傷の歌もある。悲しい声であるから、堂々とせずにヲシミ・ナミニヌレのあたりは、稍小きざみになっている。「いのち」のある例は、「たまきはる命惜しけど、せむ術すべもなし」（巻五・八〇四）、「たまきはる命惜しけど、為むすべのたどきを知らに」（巻十七・三九六二）等である。

　麻続王が配流はいるされたという記録は、書紀には因幡いなばとあり、常陸風土記には行方郡板来なめかたのこおりいたく村としてあり、この歌によれば伊勢だから、配流地はまちまちである。常陸の方は伝説化したものらしく、因幡・伊勢は配流の場処が途中変ったのだろうという説がある。そうすれば説明が出来るが、万葉の歌の方は伊勢として味ってかまわない。




　　　　　　　　　　　○




春はる過すぎて夏来きたるらし白妙しろたへの衣ころもほしたり天あめの香具山かぐやま 〔巻一・二八〕 持統天皇


　持統天皇の御製で、藤原宮址は現在高市郡鴨公かもきみ村大字高殿小学校隣接の伝説地土壇を中心とする敷地であろうか。藤原宮は持統天皇の四年に高市皇子御視察、十二月天皇御視察、六年五月から造営をはじめ八年十二月に完成したから、恐らくは八年以後の御製で、宮殿から眺めたもうた光景ではなかろうかと拝察せられる。

　一首の意は、春が過ぎて、もう夏が来たと見える。天の香具山の辺には今日は一ぱい白い衣を干している、というのである。

「らし」というのは、推量だが、実際を目前にしつついう推量である。「来きたる」は良ら行四段の動詞である。「み冬つき春は吉多礼登キタレド」（巻十七・三九〇一）「冬すぎて暖来良思ハルキタルラシ」（巻十・一八四四）等の例がある。この歌は、全体の声調は端厳とも謂うべきもので、第二句で、「来るらし」と切り、第四句で、「衣ほしたり」と切って、「らし」と「たり」で伊列の音を繰返し一種の節奏を得ているが、人麿の歌調のように鋭くゆらぐというのではなく、やはり女性にまします御語気と感得することが出来るのである。そして、結句で「天の香具山」と名詞止めにしたのも一首を整正端厳にした。天皇の御代には人麿・黒人をはじめ優れた歌人を出したが、天皇に此御製あるを拝誦すれば、決して偶然でないことが分かる。

　この歌は、第二句ナツキニケラシ（旧訓）、古写本中ナツゾキヌラシ（元暦校本・類聚古集）であったのを、契沖がナツキタルラシと訓んだ。第四句コロモサラセリ（旧訓）、古写本中、コロモホシタリ（古葉略類聚抄こようりゃくるいじゅうしょう）、コロモホシタル（神田本）、コロモホステフ（細井本）等の訓があり、また、新古今集や小倉百人一首には、「春過ぎて夏来にけらし白妙の衣ほすてふあまの香具山」として載っているが、これだけの僅かな差別で一首全体に大きい差別を来すことを知らねばならぬ。現在鴨公村高殿の土壇に立って香具山の方を見渡すと、この御製の如何に実地的即ち写生的だかということが分かる。真淵の万葉考に、「夏のはじめつ比ころ、天皇埴安はにやすの堤の上などに幸いでまし給ふ時、かの家らに衣を懸かけほして有あるを見まして、実に夏の来たるらし、衣をほしたりと、見ますまに〳〵のたまへる御歌也。夏は物打しめれば、万づの物ほすは常の事也。さては余りに事かろしと思ふ後世心より、附そへごと多かれど皆わろし。古への歌は言には風流なるも多かれど、心はただ打見打思ふがまゝにこそよめれ」と云ってあるのは名言だから引用しておく。なお、埴安の池は、現在よりももっと西北で、別所の北に池尻という小字があるがあのあたりだかも知れない。なお、橋本直香ただか（私抄）は、香具山に登り給うての御歌と想像したが、併し御製は前言の如く、宮殿にての御吟詠であろう。土屋文明氏は明日香あすかの浄御原きよみはらの宮から山の陽みなみの村里を御覧になられての御製と解した。

　参考歌。「ひさかたの天の香具山このゆふべ霞たなびく春たつらしも」（巻十・一八一二）、「いにしへの事は知らぬを我見ても久しくなりぬ天の香具山」（巻七・一〇九六）、「昨日こそ年は極はてしか春霞春日の山にはや立ちにけり」（巻十・一八四三）、「筑波根に雪かも降らる否をかも愛かなしき児ろが布にぬほさるかも」（巻十四・三三五一）。僻案抄へきあんしょうに、「只白衣を干したるを見そなはし給ひて詠給へる御歌と見るより外有べからず」といったのは素直な解釈であり、燈に、「春はと人のたのめ奉れる事ありしか。又春のうちにと人に御ことよさし給ひし事のありけるが、それが期ときを過ぎたりければ、その人をそゝのかし、その期おくれたるを怨うらませ給ふ御心なるべし」と云ったのは、穿うがち過ぎた解釈で甚だ悪いものである。こういう態度で古歌に対するならば、一首といえども正しい鑑賞は出来ない。




　　　　　　　　　　　○




ささなみの志賀しがの辛崎からさき幸さきくあれど大宮人おほみやびとの船ふね待まちかねつ 〔巻一・三〇〕 柿本人麿


　柿本人麿が、近江の宮（天智天皇大津宮）址あとの荒れたのを見て作った長歌の反歌である。大津宮（志賀宮）の址は、現在の大津市南滋賀町あたりだろうという説が有力で、近江の都の範囲は、其処から南へも延び、西は比叡山麓、東は湖畔迄まで至っていたもののようである。此歌は持統三年頃、人麿二十七歳ぐらいの作と想像している。「ささなみ」（楽浪）は近江滋賀郡から高島郡にかけ湖西一帯の地をひろく称した地名であるが、この頃には既に形式化せられている。

　一首は、楽浪ささなみの志賀の辛崎は元の如く何の変かわりはないが、大宮所も荒れ果てたし、むかし船遊をした大宮人も居なくなった。それゆえ、志賀の辛崎が、大宮人の船を幾ら待っていても待ち甲斐がいが無い、というのである。

「幸さきくあれど」は、平安無事で何の変はないけれどということだが、非情の辛崎をば、幾らか人間的に云ったものである。「船待ちかねつ」は、幾ら待っていても駄目だというのだから、これも人間的に云っている。歌調からいえば、第三句は字余りで、結句は四三調に緊しまっている。全体が切実沈痛で、一点浮華の気をとどめて居らぬ。現代の吾等は、擬人法らしい表現に、陳腐ちんぷを感じたり、反感を持ったりすることを止めて、一首全体の態度なり気魄きはくなりに同化せんことを努むべきである。作は人麿としては初期のものらしいが、既にかくの如く円熟して居る。




　　　　　　　　　　　○




ささなみの志賀しがの大曲おほわだよどむとも昔むかしの人ひとに亦またも逢はめやも 〔巻一・三一〕 柿本人麿


　右と同時に人麿の作ったもので、一首は、近江の湖水の大きく入り込んだ処、即ち大曲おおわだの水が人恋しがって、人懐かしく、淀よどんでいるけれども、もはやその大宮人等に逢うことが出来ない、というのである。大津の京に関係あった湖水の一部の、大曲の水が現在、人待ち顔に淀んでいる趣である。然るに、「オホワダ」をば大海おおわだ即ち近江の湖水全体と解し、湖の水が勢多せたから宇治に流れているのを、それが停滞して流れなくなるとも、というのが、即ち「ヨドムトモ」であると仮定的に解釈する説（燈）があるが、それは通俗理窟りくつで、人麿の歌にはそういう通俗理窟で解けない歌句が間々あることを知らねばならぬ。ここの「淀むとも」には現在の実感がもっと活いきているのである。

　この歌も感慨を籠めたもので、寧ろ主観的な歌である。前の歌の第三句に、「幸くあれど」とあったごとく、この歌の第三句にも、「淀むとも」とある、そこに感慨が籠められ、小休止があるようになるのだが、こういう云い方には、ややともすると一首を弱くする危険が潜むものである。然るに人麿の歌は前の歌もこの歌も、「船待ちかねつ」、「またも逢はめやも」と強く結んで、全体を統一しているのは実に驚くべきで、この力量は人麿の作歌の真率しんそつ的な態度に本づくものと自分は解して居る。人麿は初期から斯こういう優れた歌を作っている。




　　　　　　　　　　　○




いにしへの人ひとにわれあれや楽浪ささなみの故ふるき京みやこを見みれば悲かなしき 〔巻一・三二〕 高市古人


　高市古人たけちのふるひとが近江の旧都を感傷して詠よんだ歌である。然るに古人の伝不明で、題詞の下に或書云高市連黒人たけちのむらじくろひとと注せられているので、黒人の作として味う人が多い。「いにしへの人にわれあれや」は、当今の普通人ならば旧都の址あとを見てもこんなに悲しまぬであろうが、こんなに悲しいのは、古の世の人だからであろうかと、疑うが如くに感傷したのである。この主観句は、相当によいので棄て難いところがある。なお、巻三（三〇五）に、高市連黒人の、「斯かくゆゑに見じといふものを楽浪ささなみの旧き都を見せつつもとな」があって、やはり上の句が主観的である。けれども、此等の主観句は、切実なるが如くにして切実に響かないのは何故であるか。これは人麿ほどの心熱が無いということにもなるのである。




　　　　　　　　　　　○




山川やまかはもよりて奉つかふる神かむながらたぎつ河内かふちに船出ふなでするかも 〔巻一・三九〕 柿本人麿


　持統天皇の吉野行幸の時、従駕じゅうがした人麿の献たてまつったものである。持統天皇の吉野行幸は前後三十二回（御在位中三十一回御譲位後一回）であるが、万葉集年表（土屋文明氏）では、五年春夏の交こうだろうと云っている。さすれば人麿の想像年齢二十九歳位であろうか。

　一首の意は、山の神（山祇やまつみ）も川の神（河伯かわのかみ）も、もろ共に寄り来って仕え奉る、現神あきつがみとして神そのままに、わが天皇は、この吉野の川の滝たぎの河内かふちに、群臣と共に船出したもう、というのである。

「滝たぎつ河内かふち」は、今の宮滝みやたき附近の吉野川で、水が強く廻流している地勢である。人麿は此歌を作るのに、謹んで緊張しているから、自然歌調も大きく荘厳なものになった。上半は形式的に響くが、人麿自身にとっては本気で全身的であった。そして、「滝つ河内」という現実をも免のがしていないものである。一首の諧調音を分析すれば不思議にも加行の開口音があったりして、種々勉強になる歌である。先師伊藤左千夫先生は、「神も人も相和して遊ぶ尊き御代の有様である」（万葉集新釈）と評せられたが、まさしく其通りである。第二句、原文「因而奉流」をヨリテ・ツカフルと訓んだが、ヨリテ・マツレルという訓もある。併しマツレルでは調しらべが悪い。結句、原文、「船出為加母」は、フナデ・セスカモと敬語に訓んだのもある。

　補記、近時土屋文明氏は「滝つ河内」はもっと下流の、下市しもいち町を中心とした越部、六田あたりだろうと考証した。




　　　　　　　　　　　○




英虞あごの浦うらに船乗ふなのりすらむをとめ等らが珠裳たまもの裾すそに潮しほ満みつらむか 〔巻一・四〇〕 柿本人麿


　持統天皇が伊勢に行幸（六年三月）遊ばされた時、人麿は飛鳥浄御原あすかのきよみはら宮（持統八年十二月六日藤原宮に遷居し給う）に留まり、その行幸のさまを思いはかって詠んだ歌である。初句、原文「嗚呼見浦爾」だから、アミノウラニと訓むべきである。併し史実上で、阿胡行宮あごのかりみや云々とあるし、志摩に英虞郡あごのこおりがあり、巻十五（三六一〇）の古歌というのが、「安胡乃宇良アゴノウラ」だから、恐らく人麿の原作はアゴノウラで、万葉巻一のアミノウラは異伝の一つであろう。

　一首は、天皇に供奉ぐぶして行った多くの若い女官たちが、阿虞の浦で船に乗って遊楽する、その時にあの女官等の裳の裾が海潮に濡ぬれるであろう、というのである。

　行幸は、三月六日（陽暦三月三十一日）から三月二十日（陽暦四月十四日）まで続いたのだから、海浜で遊楽するのに適当な季節であり、若く美しい女官等が大和の山地から海浜に来て珍しがって遊ぶさまが目に見えるようである。そういう朗かで美しく楽しい歌である。然しかも一首に「らむ」という助動詞を二つも使って、流動的歌調を成就じょうじゅしているあたり、やはり人麿一流と謂いわねばならない。「玉裳」は美しい裳ぐらいに取ればよく、一首に親しい感情の出ているのは、女官中に人麿の恋人もいたためだろうと想像する向もある。




　　　　　　　　　　　○




潮騒しほさゐに伊良虞いらごの島辺しまべ榜こぐ船ふねに妹いも乗のるらむか荒あらき島回しまみを 〔巻一・四二〕 柿本人麿


　前の続きである。「伊良虞いらごの島」は、三河渥美あつみ郡の伊良虞崎あたりで、「島」といっても崎でもよいこと、後出の「加古の島」のところにも応用することが出来る。

　一首は、潮が満ちて来て鳴りさわぐ頃、伊良虞の島近く榜こぐ船に、供奉してまいった自分の女も乗ることだろう。あの浪の荒い島のあたりを、というのである。

　この歌には、明かに「妹」とあるから、こまやかな情味があって余所余所よそよそしくない。そして、この「妹乗るらむか」という一句が一首を統一してその中心をなしている。船に慣れないことに同情してその難儀をおもいやるに、ただ、「妹乗るらむか」とだけ云っている、そして、結句の、「荒き島回を」に応接せしめている。




　　　　　　　　　　　○




吾背子わがせこはいづく行ゆくらむ奥おきつ藻もの名張なばりの山やまを今日けふか越こゆらむ 〔巻一・四三〕 当麻麿の妻


　当麻真人麿たぎまのまひとまろの妻が夫の旅に出た後詠んだものである。或は伊勢行幸にでも扈従こじゅうして行った夫を偲しのんだものかも知れない。名張山は伊賀名張郡の山で伊勢へ越ゆる道筋である。「奥つ藻の」は名張へかかる枕詞で、奥つ藻は奥深く隠れている藻だから、カクルと同義の語ナバル（ナマル）に懸けたものである。

　一首の意は、夫はいま何処を歩いていられるだろうか。今日ごろは多分名張の山あたりを越えていられるだろうか、というので、一首中に「らむ」が二つ第二句と結句とに置かれて調子を取っている。この「らむ」は、「朝踏ますらむ」あたりよりも稍軽快である。この歌は古来秀歌として鑑賞せられたのは万葉集の歌としては分かり好く口調も好いからであったが、そこに特色もあり、消極的方面もまたそこにあると謂っていいであろうか。併しそれでも古今集以下の歌などと違って、厚みのあるところ、名張山という現実を持って来たところ等に注意すべきである。

　この歌は、巻四（五一一）に重出しているし、又集中、「後れゐて吾が恋ひ居れば白雲しらくもの棚引く山を今日か越ゆらむ」（巻九・一六八一）、「たまがつま島熊山の夕暮にひとりか君が山路越ゆらむ」（巻十二・三一九三）、「息いきの緒をに吾が思もふ君は鶏とりが鳴く東あづまの坂を今日か越ゆらむ」（同・三一九四）等、結句の同じものがあるのは注意すべきである。




　　　　　　　　　　　○




阿騎あきの野ぬに宿やどる旅人たびびとうちなびき寐いも寝ぬらめやも古いにしへおもふに 〔巻一・四六〕 柿本人麿


　軽皇子かるのみこが阿騎野（宇陀郡松山町附近の野）に宿られて、御父日並知皇子ひなみしのみこ（草壁皇子）を追憶せられた。その時人麿の作った短歌四首あるが、その第一首である。軽皇子（文武もんむ天皇）の御即位は持統十一年であるから、此歌はそれ以前、恐らく持統六、七年あたりではなかろうか。

　一首は、阿騎の野に今夜旅寝をする人々は、昔の事がいろいろ思い出されて、安らかに眠りがたい、というのである。「うち靡き」は人の寝る時の体の形容であるが、今は形式化せられている。「やも」は反語で、強く云って感慨を籠めている。「旅人」は複数で、軽皇子を主とし、従者の人々、その中に人麿自身も居るのである。この歌は響に句々の揺ぎがあり、単純に過ぎてしまわないため、余韻おのずからにして長いということになる。




　　　　　　　　　　　○




ひむがしの野ぬにかぎろひの立たつ見みえてかへり見みすれば月つきかたぶきぬ 〔巻一・四八〕 柿本人麿


　これも四首中の一つである。一首の意は、阿騎野にやどった翌朝、日出前の東天に既に暁の光がみなぎり、それが雪の降った阿騎野にも映って見える。その時西の方をふりかえると、もう月が落ちかかっている、というのである。

　この歌は前の歌にあるような、「古へおもふに」などの句は無いが、全体としてそういう感情が奥にかくれているもののようである。そういう気持があるために、「かへりみすれば月かたぶきぬ」の句も利きくので、先師伊藤左千夫が評したように、「稚気を脱せず」というのは、稍やや酷ではあるまいか。人麿は斯く見、斯く感じて、詠歎し写生しているのであるが、それが即ち犯すべからざる大きな歌を得る所以ゆえんとなった。

「野に・かぎろひの」のところは所謂いわゆる、句割れであるし、「て」、「ば」などの助詞で続けて行くときに、たるむ虞おそれのあるものだが、それをたるませずに、却って一種渾沌こんとんの調を成就しているのは偉いとおもう。それから人麿は、第三句で小休止を置いて、第四句から起す手法の傾かたむきを有もっている。そこで、伊藤左千夫が、「かへり見すれば」を、「俳優の身振めいて」と評したのは稍見当の違った感がある。

　此歌は、訓がこれまで定まるのに、相当の経過があり、「東野あづまののけぶりの立てるところ見て」などと訓んでいたのを、契沖、真淵等の力で此処まで到達したので、後進の吾等はそれを忘却してはならぬのである。守部此歌を評して、「一夜やどりたる曠野のあかつきがたのけしき、めに見ゆるやうなり。此かぎろひは旭日の余光をいへるなり」（緊要）といった。




　　　　　　　　　　　○




日並ひなみしの皇子みこの尊みことの馬うま並なめて御猟立みかりたたしし時ときは来向きむかふ 〔巻一・四九〕 柿本人麿


　これも四首中の一つで、その最後のものである。一首は、いよいよ御猟をすべき日になった。御なつかしい日並皇子尊が御生前に群馬を走らせ御猟をなされたその時のように、いよいよ御猟をすべき時になった、というのである。

　この歌も余り細部にこだわらずに、おおように歌っているが、ただの腕まかせでなく、丁寧にして真率な作である。総じて人麿の作は重厚で、軽薄の音調の無きを特色とするのは、応詔、献歌の場合が多いからというためのみでなく、どんな場合でもそうであるのを、後進の歌人は見のがしてはならない。

　それから、結句の、「来向ふ」というようなものでも人麿造語の一つだと謂っていい。「今年経て来向ふ夏は」「春過ぎて夏来向へば」（巻十九・四一八三・四一八〇）等の家持の用例があるが、これは人麿の、「時は来向ふ」を学んだものである。人麿以後の万葉歌人等で人麿を学んだ者が一人二人にとどまらない。言葉を換えていえば人麿は万葉集に於て最もその真価を認められたものである。後世人麿を「歌聖」だの何のと騒いだが、上うわの空の偶像礼拝に過ぎぬ。




　　　　　　　　　　　○




〓（「女＋釆」）女うねめの袖そで吹ふきかへす明日香風あすかかぜ都みやこを遠とほみいたづらに吹く 〔巻一・五一〕 志貴皇子


　明日香あすか（飛鳥）の京から藤原ふじわらの京に遷うつられた後、明日香のさびれたのを悲しんで、志貴皇子しきのみこの詠まれた御歌である。遷都は持統八年十二月であるから、それ以後の御作だということになる。〓（「女＋釆」）女うねめ（采女）は諸国から身分も好く（郡の少領以上）容貌も端正な妙齢女を選抜して宮中に仕えしめたものである。駿河〓（「女＋釆」）女（巻四）駿河采女（巻八）の如く両方に書いている。

　一首は、明日香に来て見れば、既に都も遠くに遷うつり、都であるなら美しい采女等の袖をも飜ひるがえす明日香風も、今は空しく吹いている、というぐらいに取ればいい。

「明日香風」というのは、明日香の地を吹く風の意で、泊瀬はつせ風、佐保さほ風、伊香保いかほ風等の例があり、上代日本語の一特色を示している。今は京址となって寂さびれた明日香に来て、その感慨をあらわすに、采女等の袖ふりはえて歩いていた有様を聯想して歌っているし、それを明日香風に集注せしめているのは、意識的に作歌を工夫するのならば捉えどころということになるのであろうが、当時は感動を主とするから自然にこうなったものであろう。采女の事などを主にするから甘あまくなるかというに決してそうでなく、皇子一流の精厳ともいうべき歌調に統一せられている。ただ、「袖ふきかへす」を主な感じとした点に、心のすえ方の危険が潜んでいるといわばいい得るかも知れない。この、「袖ふきかへす」という句につき、「袖ふきかへしし」と過去にいうべきだという説もあったが、ここは楽らくに解釈して好い。

　初句は旧訓タヲヤメノ。拾穂抄タハレメノ。僻案抄ミヤヒメノ。考タワヤメノ。古義ヲトメノ等の訓がある。古鈔本中元暦げんりゃく校本に朱書で或ウネメノとあるに従って訓んだが、なおオホヤメノ（神）タオヤメノ（文）の訓もあるから、旧訓或は考の訓によって味うことも出来る。つまり、「采女ウネメは官女の称なるを義を以てタヲヤメに借りたるなり」（美夫君志）という説を全然否定しないのである。いずれにしても初句の四音ウネメノは稍不安であるから、どうしてもウネメと訓まねばならぬなら、或はウネメラノとラを入れてはどうか知らん。




　　　　　　　　　　　○




引馬野ひくまぬににほふ榛原はりはらいり乱みだり衣ころもにほはせ旅たびのしるしに 〔巻一・五七〕 長奥麿


　大宝二年（文武）に太上天皇おおきすめらみこと（持統）が参河みかわに行幸せられたとき、長忌寸奥麿ながのいみきおきまろ（伝不詳）の詠んだ歌である。引馬野は遠江敷智ふち郡（今浜名郡）浜松附近の野で、三方原みかたがはらの南寄に曳馬ひくま村があるから、其辺だろうと解釈して来たが、近時三河宝飯ほい郡御津みと町附近だろうという説（今泉忠男氏、久松潜一氏）が有力となった。「榛原はりはら」は萩原はぎはらだと解せられている。

　一首の意は、引馬野に咲きにおうて居る榛原（萩原）のなかに入って逍遙しつつ、此処まで旅し来った記念に、萩の花を衣に薫染せしめなさい、というのであろう。

　右の如くに解して、「草枕旅ゆく人も行き触ればにほひぬべくも咲ける芽子はぎかも」（巻八・一五三二）の歌の如く、衣に薫染せしめる事としたのであるが、続日本紀しょくにほんぎに拠よるに行幸は十月十日（陽暦十一月八日）から十一月二十五日（陽暦十二月二十二日）にかけてであるから、大方の萩の花は散ってしまっている。ここで、「榛原」は萩でなしに、榛はんの木原で、その実を煎せんじて黒染（黄染）にする、その事を「衣にほはせ」というのだとする説が起って、目下その説が有力のようであるが、榛の実の黒染のことだとすると、「入りみだり衣にほはせ」という句にふさわしくない。そこで若し榛原は萩原で、其頃萩の花が既に過ぎてしまったとすると、萩の花でなくて萩の黄葉もみじであるのかも知れない。（土屋文明氏も、萩の花ならそれでもよいが、榛の黄葉、乃至は雑木の黄葉であるかも知れぬと云っている。）萩の黄葉は極めて鮮かに美しいものだから、その美しい黄葉の中に入り浸って衣を薫染せしめる気持だとも解釈し得るのである。つまり実際に摺染すりぞめせずに薫染するような気持と解するのである。また、榛は新撰字鏡しんせんじきょうに、叢生曰レ榛とあるから、灌木の藪をいうことで、それならばやはり黄葉もみじの心持である。いずれにしても、榛はんの木ならば、「にほふはりはら」という気持ではない。この「にほふ」につき、必ずしも花でなくともいいという説は既に荷田春満かだのあずままろが云っている。「にほふといふこと、〔葉〕花にかぎりていふにあらず、色をいふ詞なれば、花過ても匂ふ萩原といふべし」（僻案抄）。

　そして榛の実の黒染説は、続日本紀の十月十一月という記事があるために可能なので、この記事さへ顧慮しないならば、萩の花として素直に鑑賞の出来る歌なのである。また続日本紀の記載も絶対的だともいえないことがあるかも知れない。そういうことは少し我儘わがまま過ぎる解釈であろうが、差し当ってはそういう我儘をも許容し得るのである。

　さて、そうして置いて、萩の花を以て衣を薫染せしめることに定めてしまえば、此の歌の自然で且つ透明とも謂うべき快い声調に接することが出来、一首の中に「にほふ」、「にほはせ」があっても、邪魔を感ぜずに受納うけいれることも出来るのである。次に近時、「乱」字を四段の自動詞に活用せしめた例が万葉に無いとして「入り乱れ」と訓んだ説（沢瀉氏）があるが、既に「みだりに」という副詞がある以上、四段の自動詞として認容していいとおもったのである。且つ、「いりみだり」の方が響としてはよいのである。

　次に、この歌は引馬野にいて詠んだものだろうと思うのに、京に残っていて供奉の人を送った作とする説（武田氏）がある。即ち、武田博士は、「作者はこの御幸には留守をしてゐたので、御供に行く人に与へた作である。多分、御幸が決定し、御供に行く人々も定められた準備時代の作であらう。御幸先の秋の景色を想像してゐる。よい作である。作者がお供をして詠んだとなす説はいけない」（総釈）と云うが、これは陰暦十月十日以後に萩が無いということを前提とした想像説である。そして、真淵まぶちの如きも、「又思ふに、幸の時は、近き国の民をめし課オフスる事紀にも見ゆ、然れば前さきだちて八九月の比ころより遠江へもいたれる官人此野を過る時よみしも知がたし」（考）という想像説を既に作っているのである。共に、同じく想像説ならば、真淵の想像説の方が、歌を味ううえでは適切である。この歌はどうしても属目の感じで、想像の歌ではなかろうと思うからである。私ひそかにおもうに、此歌はやはり行幸に供奉して三河の現地で詠んだ歌であろう。そして少くも其年は萩がいまだ咲いていたのであろう。気温の事は現在を以て当時の事を軽々に論断出来ないので、即ち僻案抄に、「なべては十月には花も過葉もかれにつゝ（く？）萩の、此引馬野には花も残り葉もうるはしくてにほふが故に、かくよめりと見るとも難有なんあるべからず。草木は気運により、例にたがひ、土地により、遅速有こと常のことなり」とあり、考にも、「此幸は十月なれど遠江はよに暖かにて十月に此花にほふとしも多かり」とあるとおりであろう。私は、昭和十年十一月すえに伊香保温泉で木萩の咲いて居るのを見た。其の時伊香保の山には既に雪が降っていた。また大宝二年の行幸は、尾張・美濃・伊勢・伊賀を経て京師に還幸になったのは十一月二十五日であるのを見れば、恐らくその年はそう寒くなかったのかも知れないのである。

　また、「古にありけむ人のもとめつつ衣に摺りけむ真野の榛原」（巻七・一一六六）、「白菅の真野の榛原心ゆもおもはぬ吾し衣ころもに摺すりつ」（同・一三五四）、「住吉の岸野の榛に染にほふれど染にほはぬ我やにほひて居らむ」（巻十六・三八〇一）、「思ふ子が衣摺らむに匂ひこせ島の榛原秋立たずとも」（巻十・一九六五）等の、衣摺るは、萩花の摺染すりぞめならば直ぐに出来るが、ハンの実を煎じて黒染にするのならば、さう簡単には出来ない。もっとも、攷證では、「この榛摺は木の皮をもてすれるなるべし」とあるが、これでも技術的で、この歌にふさわしくない。そこでこの二首の「榛」はハギの花であって、ハンの実でないとおもうのである。なお、「引き攀よぢて折らば散るべみ梅の花袖に扱入こきれつ染しまば染しむとも」（巻八・一六四四）、「藤浪の花なつかしみ、引よぢて袖に扱入こきれつ、染しまば染しむとも」（巻十九・四一九二）等も、薫染の趣で、必ずしも摺染めにすることではない。つまり「衣にほはせ」の気持である。なお、榛はハギかハンかという問題で、「いざ子ども大和へはやく白菅の真野の榛原手折りてゆかむ」（巻三・二八〇）の中の、「手折りてゆかむ」はハギには適当だが、ハンには不適当である。その次の歌、「白菅の真野の榛原ゆくさ来さ君こそ見らめ真野の榛原」（同・二八一）もやはりハギの気持である。以上を綜合そうごうして、「引馬野ににほふ榛原」も萩の花で、現地にのぞんでの歌と結論したのであった。以上は結果から見れば皆新しい説を排して旧ふるい説に従ったこととなる。




　　　　　　　　　　　○




いづくにか船泊ふなはてすらむ安礼あれの埼さきこぎ回たみ行ゆきし棚無たななし小舟をぶね 〔巻一・五八〕 高市黒人


　これは高市黒人たけちのくろひとの作である。黒人の伝は審つまびらかでないが、持統文武両朝に仕えたから、大体柿本人麿と同時代である。「船泊ふなはて」は此処では名詞にして使っている。「安礼の埼」は参河みかわ国の埼であろうが現在の何処どこにあたるか未だ審でない。（新居あらい崎だろうという説もあり、また近時、今泉氏、ついで久松氏は御津みと附近の岬だろうと考証した。）「棚無し小舟」は、舟の左右の舷げんに渡した旁板わきいた（枻）を舟棚ふなたなというから、その舟棚の無い小さい舟をいう。

　一首の意は、今、参河の安礼あれの埼さきのところを漕こぎめぐって行った、あの舟棚ふなたなの無い小さい舟は、いったい何処に泊とまるのか知らん、というのである。

　この歌は旅中の歌だから、他の旅の歌同様、寂しい気持と、家郷（妻）をおもう気持と相纏あいまつわっているのであるが、この歌は客観的な写生をおろそかにしていない。そして、安礼の埼といい、棚無し小舟といい、きちんと出すものは出して、そして、「何処にか船泊すらむ」と感慨を漏らしているところにその特色がある。歌調は人麿ほど大きくなく、「すらむ」などといっても、人麿のものほど流動的ではない。結句の、「棚無し小舟」の如き、四三調の名詞止めのあたりは、すっきりと緊縮させる手法である。




　　　　　　　　　　　○




いざ子こどもはやく日本やまとへ大伴おほともの御津みつの浜松はままつ待まち恋こひぬらむ 〔巻一・六三〕 山上憶良


　山上憶良やまのうえのおくらが大唐もろこしにいたとき、本郷ふるさと（日本）を憶って作った歌である。憶良は文武天皇の大宝元年、遣唐大使粟田真人あわたのまひとに少録として従い入唐し、慶雲元年秋七月に帰朝したから、この歌は帰りの出帆近いころに作ったもののようである。「大伴」は難波の辺一帯の地域の名で、もと大伴氏の領地であったからであろう。「大伴の高師の浜の松が根を」（巻一・六六）とあるのも、大伴の地にある高師の浜というのである。「御津」は難波の湊みなとのことである。そしてもっとくわしくいえば難波津よりも住吉津即ち堺であろうといわれている。

　一首の意は、さあ皆のものどもよ、早く日本へ帰ろう、大伴の御津の浜のあの松原も、吾々を待ちこがれているだろうから、というのである。やはり憶良の歌に、「大伴の御津の松原かき掃きて吾われ立ち待たむ早帰りませ」（巻五・八九五）があり、なお、「朝なぎに真楫まかぢ榜こぎ出て見つつ来し御津の松原浪越しに見ゆ」（巻七・一一八五）があるから、大きい松原のあったことが分かる。

「いざ子ども」は、部下や年少の者等に対して親しんでいう言葉で、既に古事記応神巻に、「いざ児ども野蒜ぬびるつみに蒜ひるつみに」とあるし、万葉の、「いざ子ども大和へ早く白菅の真野まぬの榛原はりはら手折りて行かむ」（巻三・二八〇）は、高市黒人の歌だから憶良の歌に前行している。「白露を取らば消ぬべしいざ子ども露に競きほひて萩の遊びせむ」（巻十・二一七三）もまたそうである。「いざ児ども香椎かしひの潟かたに白妙の袖さへぬれて朝菜採つみてむ」（巻六・九五七）は旅人の歌で憶良のよりも後れている。つまり、旅人が憶良の影響を受けたのかも知れぬ。

　この歌は、環境が唐の国であるから、自然にその気持も一首に反映し、そういう点で規模の大きい歌だと謂うべきである。下の句の歌調は稍弛たるんで弱いのが欠点で、これは他のところでも一言触れて置いたごとく、憶良は漢学に達していたため、却って日本語の伝統的な声調を理会することが出来なかったのかも知れない。一首としてはもう一歩緊密な度合の声調を要求しているのである。後年、天平八年の遣新羅国使等の作ったものの中に、「ぬばたまの夜明よあかしも船は榜こぎ行かな御津の浜松待ち恋ひぬらむ」（巻十五・三七二一）、「大伴の御津の泊とまりに船泊はてて立田の山を何時か越え往いかむ」（同・三七二二）とあるのは、この憶良の歌の模倣である。なお、大伴坂上郎女おおとものさかのうえのいらつめの歌に、「ひさかたの天の露霜置きにけり宅いへなる人も待ち恋ひぬらむ」（巻四・六五一）というのがあり、これも憶良の歌の影響があるのかも知れぬ。斯くの如く憶良の歌は当時の人々に尊敬せられたのは、恐らく彼は漢学者であったのみならず、歌の方でもその学者であったからだとおもうが、そのあたりの歌は、一般に分かり好くなり、常識的に合理化した声調となったためとも解釈することが出来る。即ち憶良のこの歌の如きは、細かい顫動せんどうが足りない、而してたるんでいるところのあるものである。




　　　　　　　　　　　○




葦あしべ行く鴨の羽はがひに霜降りて寒き夕べは大和し思ほゆ 〔巻一・六四〕 志貴皇子


　文武天皇が慶雲三年（九月二十五日から十月十二日まで）難波なにわ宮に行幸あらせられたとき志貴皇子しきのみこ（天智天皇の第四皇子、霊亀二年薨）の詠まれた御歌である。難波宮のあったところは現在明かでない。

　大意。難波の地に旅して、そこの葦原に飛びわたる鴨の翼はねに、霜降るほどの寒い夜には、大和の家郷がおもい出されてならない。鴨でも共寝をするのにという意も含まれている。

「葦べ行く鴨」という句は、葦べを飛びわたる字面であるが、一般に葦べに住む鴨の意としてもかまわぬだろう。「葦べゆく鴨の羽音のおとのみに」（巻十二・三〇九〇）、「葦べ行く雁の翅つばさを見るごとに」（巻十三・三三四五）、「鴨すらも己おのが妻どちあさりして」（巻十二・三〇九一）等の例があり、参考とするに足る。

　志貴皇子の御歌は、その他のもそうであるが、歌調明快でありながら、感動が常識的粗雑に陥るということがない。この歌でも、鴨の羽交はがいに霜が置くというのは現実の細かい写実といおうよりは一つの「感」で運んでいるが、その「感」は空漠くうばくたるものでなしに、人間の観察が本となっている点に強みがある。そこで、「霜ふりて」と断定した表現が利くのである。「葦べ行く」という句にしても稍ややぼんやりしたところがあるけれども、それでも全体としての写象はただのぼんやりではない。

　集中には、「埼玉さきたまの小埼の沼に鴨ぞ翼はねきる己が尾に零ふり置ける霜を払ふとならし」（巻九・一七四四）、「天飛ぶや雁の翅つばさの覆羽おほひはの何処いづくもりてか霜の降りけむ」（巻十・二二三八）、「押し照る難波ほり江の葦べには雁宿ねたるかも霜の零ふらくに」（同・二一三五）等の歌がある。




　　　　　　　　　　　○




あられうつ安良礼松原あられまつばら住吉すみのえの弟日娘おとひをとめと見みれど飽あかぬかも 〔巻一・六五〕 長皇子


　長皇子ながのみこ（天武天皇第四皇子）が、摂津の住吉海岸、安良礼松原で詠まれた御歌で、其処にいた弟日娘おとひおとめという美しい娘と共に松原を賞したもうた時の御よろこびである。この歌の「と」の用法につき、あられ松原と弟日娘と両方とも見れど飽きないと解く説もある。娘は遊行女婦うかれめであったろうから、美しかったものであろう。初句の、「あられうつ」は、下の「あられ」に懸けた枕詞で、皇子の造語と看做みなしていい。一首は、よい気持になられての即興であろうが、不思議にも軽浮に艶めいたものがなく、寧ろ勁健けいけんとも謂いうべき歌調である。これは日本語そのものがこういう高級なものであったと解釈することも可能なので、自分はその一代表のつもりで此歌を選んで置いた。「見れど飽かぬかも」の句は万葉に用例がなかなか多い。「若狭わかさなる三方の海の浜清きよみい往き還らひ見れど飽かぬかも」（巻七・一一七七）、「百伝ふ八十やその島廻しまみを榜こぎ来れど粟の小島し見れど飽かぬかも」（巻九・一七一一）、「白露を玉になしたる九月ながつきのありあけの月夜つくよ見れど飽かぬかも」（巻十・二二二九）等、ほか十五、六の例がある。これも写生によって配合すれば現代に活かすことが出来る。

　この歌の近くに、清江娘子すみのえのおとめという者が長皇子に進たてまつった、「草枕旅行く君と知らませば岸きしの埴土はにふににほはさましを」（巻一・六九）という歌がある。この清江娘子は弟日娘子おとひおとめだろうという説があるが、或は娘子は一人のみではなかったのかも知れない。住吉の岸の黄土で衣を美しく摺すって記念とする趣である。「旅ゆく」はいよいよ京へお帰りになることで、名残を惜しむのである。情緒が纏綿てんめんとしているのは、必ずしも職業的にのみこの媚態びたいを示すのではなかったであろう。またこれを万葉巻第一に選び載せた態度もこだわりなくて円融えんゆうとも称すべきものである。




　　　　　　　　　　　○




大和やまとには鳴なきてか来くらむ呼子鳥よぶこどり象きさの中山なかやま呼よびぞ越こゆなる 〔巻一・七〇〕 高市黒人


　持統天皇が吉野の離宮に行幸せられた時、扈従こじゅうして行った高市連黒人たけちのむらじくろひとが作った。呼子鳥はカッコウかホトトギスか、或は両者ともにそう云われたか、未だ定説が無いが、カッコウ（閑古鳥）を呼子鳥と云った場合が最も多いようである。「象の中山」は吉野離宮のあった宮滝の南にある山である。象きさという土地の中にある山の意であろう。「来らむ」は「行くらむ」という意に同じであるが、彼方かなた（大和）を主として云っている（山田博士の説）。従って大和に親しみがあるのである。

　一首の意。（今吉野の離宮に供奉して来ていると、）呼子鳥が象の山のところを呼び鳴きつつ越えて居る。多分大和の京（藤原京）の方へ鳴いて行くのであろう。（家郷のことがおもい出されるという意を含んでいる。）

　呼子鳥であるから、「呼びぞ」と云ったし、また、ただ「鳴く」といおうよりも、その方が適切な場合もあるのである。而してこの歌には「鳴く」という語も入っているから、この「鳴きてか」の方は稍間接的、「呼びぞ」の方が現在の状態で作者にも直接なものであっただろう。「大和には」の「に」は方嚮ほうこうで、「は」は詠歎の分子ある助詞である。この歌を誦しているうちに優れているものを感ずるのは、恐らく全体が具象的で現実的であるからであろう。そしてそれに伴う声調の響が稍渋りつつ平俗でない点にあるだろう。初句の「には」と第二句の「らむ」と結句の「なる」のところに感慨が籠って居て、第三句の「呼子鳥」は文法的には下の方に附くが、上にも下にも附くものとして鑑賞していい。高市黒人は万葉でも優れた歌人の一人だが、その黒人の歌の中でも佳作の一つであるとおもう。

　普通ならば「行くらむ」というところを、「来らむ」というに就いて、「行くらむ」は対象物が自分から離れる気持、「来らむ」は自分に接近する気持であるから、自分を藤原京の方にいるように瞬間見立てれば、吉野の方から鳴きつつ来る意にとり、「来らむ」でも差支がないこととなり、古来その解釈が多い。代匠記に、「本来の住所なれば、我方にしてかくは云也」と解し、古義に「おのが恋しく思ふ京師辺アタリには、今鳴きて来らむかと、京師を内にしていへるなり」と解したのは、作者の位置を一瞬藤原京の内に置いた気持に解したのである。けれどもこの解は、大和を内とするというところに「鳴きてか来らむ」の解に無理がある。然るに、山田博士に拠ると越中地方では、彼方を主とする時に「来る」というそうであるから、大和（藤原京）を主として、其処に呼子鳥が確かに行くということをいいあらわすときには、「呼子鳥が大和京へ来る」ということになる。「大和には啼きてか来らむ霍公鳥ほととぎす汝が啼く毎に亡き人おもほゆ」（巻十・一九五六）という歌の、「啼きてか来らむ」も、大和の方へ行くだろうというので、大和の方へ親しんで啼いて行く意となる。なお、「吾が恋を夫つまは知れるを行く船の過ぎて来くべしや言ことも告げなむ」（巻十・一九九八）の「来べしや」も「行くべしや」の意、「霞ゐる富士の山傍やまびに我が来きなば何方いづち向きてか妹が嘆かむ」（巻十四・三三五七）の、「我が来なば」も、「我が行かば」という意になるのである。




　　　　　　　　　　　○




み吉野よしぬの山やまのあらしの寒さむけくにはたや今夜こよひも我わがひとり寝ねむ 〔巻一・七四〕 作者不詳


　大行天皇さきのすめらみこと（文武）が吉野に行幸したもうた時、従駕の人の作った歌である。「はたや」は、「またも」に似てそれよりも詠歎が強い。この歌は、何の妙も無く、ただ順直にいい下しているのだが、情の純なるがために人の心を動かすに足るのである。この種の声調のものは分かり易いために、模倣歌を出だし、遂に平凡になってしまうのだが、併しそのために此歌の価値の下落することがない。その当時は名は著しくない従駕の人でも、このくらいの歌を作ったのは実に驚くべきである。「ながらふるつま吹く風の寒き夜にわが背の君はひとりか寝ねらむ」（巻一・五九）も選出したのであったが、歌数の制限のために、此処に附記するにとどめた。




　　　　　　　　　　　○




ますらをの鞆ともの音おとすなりもののふの大臣おほまへつぎみ楯たて立たつらしも 〔巻一・七六〕 元明天皇


　和銅元年、元明げんめい天皇御製歌である。寧楽なら宮遷都は和銅三年だから、和銅元年には天皇はいまだ藤原宮においでになった。即ち和銅元年は御即位になった年である。

　一首の意は、兵士等の鞆の音が今しきりにしている。将軍が兵の調練をして居ると見えるが、何か事でもあるのであろうか、というのである。「鞆」は皮製の円形のもので、左の肘ひじにつけて弓を射たときの弓弦の反動を受ける、その時に音がするので多勢のおこすその鞆の音が女帝の御耳に達したものであろう。「もののふの大臣おほまへつぎみ」は軍を統すべる将軍のことで、続紀に、和銅二年に蝦夷えみしを討った将軍は、巨勢麿こせのまろ、佐伯石湯さへきのいわゆだから、御製の将軍もこの二人だろうといわれている。「楯たつ」は、楯は手楯でなくもっと大きく堅固なもので、それを立てならべること、即ち軍陣の調練をすることとなるのである。

　どうしてこういうことを仰せられたか。これは軍の調練の音をお聞きになって、御心配になられたのであった。考に、「さて此御時みちのく越後の蝦夷エミシらが叛ソムきぬれば、うての使を遣さる、その御軍みいくさの手ならしを京にてあるに、鼓吹のこゑ鞆の音など（弓弦のともにあたりて鳴音也）かしかましきを聞し召て、御位の初めに事有ことあるをなげきおもほす御心より、かくはよみませしなるべし。此大御哥おほみうたにさる事までは聞えねど、次の御こたへ哥と合せてしるき也」とある。

　御答歌というのは、御名部皇女みなべのひめみこで、皇女は天皇の御姉にあたらせられる。「吾が大王おほきみものな思ほし皇神すめかみの嗣つぎて賜へる吾無けなくに」（巻一・七七）という御答歌で、陛下よどうぞ御心配あそばすな、わたくしも皇祖神の命により、いつでも御名代になれますものでございますから、というので、「吾」は皇女御自身をさす。御製歌といい御答歌といい、まことに緊張した境界で、恋愛歌などとは違った大きなところを感得しうるのである。個人を超えた集団、国家的の緊張した心の世界である。御製歌のすぐれておいでになるのは申すもかしこいが、御姉君にあらせられる皇女が、御妹君にあらせらるる天皇に、かくの如き御歌を奉られたというのは、後代の吾等拝誦してまさに感涙を流さねばならぬほどのものである。御妹君におむかい、「吾が大王ものな思ほし」といわれるのは、御妹君は一天万乗の現神あきつかみの天皇にましますからである。




　　　　　　　　　　　○




飛とぶ鳥とりの明日香あすかの里さとを置おきて去いなば君きみが辺あたりは見みえずかもあらむ 〔巻一・七八〕 作者不詳


　元明天皇、和銅三年春二月、藤原宮から寧楽なら宮に御遷りになった時、御輿みこしを長屋原ながやのはら（山辺郡長屋）にとどめ、藤原京の方を望みたもうた。その時の歌であるが作者の名を明記してない。併しかし作者は皇子・皇女にあらせられる御方のようで、天皇の御姉、御名部皇女みなべのひめみこ（天智天皇皇女、元明天皇御姉）の御歌と推測するのが真に近いようである。

「飛ぶ鳥の」は「明日香あすか」にかかる枕詞。明日香（飛鳥）といって、なぜ藤原といわなかったかというに、明日香はあの辺の総名で、必ずしも飛鳥浄御原宮あすかのきよみはらのみや（天武天皇の京）とのみは限局せられない。そこで藤原京になってからも其処と隣接している明日香にも皇族がたの御住いがあったものであろう。この歌の、「君」というのは、作者が親まれた男性の御方のようである。

　この歌も、素直に心の動くままに言葉を使って行き、取りたてて技巧を弄ろうしていないところに感の深いものがある。「置きて」という表現は、他にも、「大和を置きて」、「みやこを置きて」などの例もあり、注意すべき表現である。結句の、「見えずかもあらむ」の「見えず」というのも、感覚に直接で良く、この類似の表現は万葉に多い。




　　　　　　　　　　　○




うらさぶる情こころさまねしひさかたの天あめの時雨しぐれの流ながらふ見みれば 〔巻一・八二〕 長田王


　詞書ことばがきには和銅五年夏四月長田王ながたのおおきみ（長親王ながのみこの御子か）が、伊勢の山辺やまべの御井みい（山辺離宮の御井か壱志郡新家村か）で詠まれたようになっているが、原本の左注に、この歌はどうもそれらしくない、疑って見れば其当時誦した古歌であろうと云っているが、季節も初夏らしくない。ウラサブルは「心寂こころさびしい」意。サマネシはサは接頭語、マネシは「多い」、「頻しきり」等の語に当る。ナガラフはナガルという良ら行下二段の動詞を二たび波は行下二段に活用せしめた。事柄の時間的継続をあらわすこと、チル（散る）からチラフとなる場合などと同じである。

　一首の意は、天から時雨しぐれの雨が降りつづくのを見ると、うら寂さびしい心が絶えずおこって来る、というのである。

　時雨は多くは秋から冬にかけて降る雨に使っているから、やはり其時この古歌を誦したものであろうか。旅中にあって誦するにふさわしいもので、古調のしっとりとした、はしゃがない好い味いのある歌である。事象としては「天の時雨の流らふ」だけで、上の句は主観で、それに枕詞なども入っているから、内容としては極く単純なものだが、この単純化がやがて古歌の好いところで、一首の綜合がそのために渾然こんぜんとするのである。雨の降るのをナガラフと云っているのなども、他にも用例があるが、響きとしても実に好い響きである。




　　　　　　　　　　　○




秋あきさらば今いまも見みるごと妻つまごひに鹿か鳴なかむ山やまぞ高野原たかぬはらの上うへ 〔巻一・八四〕 長皇子


　長皇子ながのみこ（天武天皇第四皇子）が志貴皇子しきのみこ（天智天皇第四皇子）と佐紀さき宮に於て宴せられた時の御歌である。御二人は従兄弟いとこの関係になっている。佐紀宮は現在の生駒郡平城へいじょう村、都跡みあと村、伏見村あたりで、長皇子の宮のあったところであろう。志貴皇子の宮は高円たかまとにあった。高野原は佐紀宮の近くの高地であっただろう。

　一首の意は、秋になったならば、今二人で見て居るような景色の、高野原一帯に、妻を慕って鹿が鳴くことだろう、というので、なお、そうしたら、また一段の風趣となるから、二たび来られよという意もこもっている。

　この歌は、「秋さらば」というのだから現在は未だ秋でないことが分かる。「鹿鳴かむ山ぞ」と将来のことを云っているのでもそれが分かる。其処に「今も見るごと」という視覚上の句が入って来ているので、種々の解釈が出来たのだが、この、「今も見るごと」という句を直ぐ「妻恋ひに」、「鹿鳴かむ山」に続けずに寧ろ、「山ぞ」、「高野原の上」の方に関係せしめて解釈せしめる方がいい。即ち、現在見渡している高野原一帯の佳景その儘に、秋になるとこの如き興に添えてそのうえ鹿の鳴く声が聞こえるという意味になる。「今も見るごと」は「現在ある状態の佳き景色の此の高野原に」というようになり、単純な視覚よりももっと広い意味になるから、そこで視覚と聴覚との矛盾を避けることが出来るのであって、他の諸学者の種々の解釈は皆不自然のようである。

　この御歌は、豊かで緊密な調べを持っており、感情が濃こまやかに動いているにも拘かかわらず、そういう主観の言葉というものが無い。それが、「鳴かむ」といい、「山ぞ」で代表せしめられている観があるのも、また重厚な「高野原の上」という名詞句で止めているあたりと調和して、万葉調の一代表的技法を形成している。また「今も見るごと」の揷入句があるために、却って歌調を常識的にしていない。家持が「思ふどち斯くし遊ばむ、今も見るごと」（巻十七・三九九一）と歌っているのは恐らく此御歌の影響であろう。

　この歌の詞書は、「長皇子与志貴皇子於佐紀宮倶宴歌」とあり、左注、「右一首長皇子」で、「御歌」とは無い。これも、中皇命の御歌（巻一・三）の題詞を理解するのに参考となるだろう。目次に、「長皇子御歌」と「御」のあるのは、目次製作者の筆で、歌の方には無かったものであろう。





巻第二




　　　　　　　　　　　○




秋あきの田たの穂ほのへに霧きらふ朝霞あさがすみいづへの方かたに我わが恋こひやまむ 〔巻二・八八〕 磐姫皇后


　仁徳天皇の磐姫いわのひめ皇后が、天皇を慕うて作りませる歌というのが、万葉巻第二の巻頭に四首載っている。此歌はその四番目である。四首はどういう時の御作か、仁徳天皇の後妃八田やた皇女との三角関係が伝えられているから、感情の強く豊かな御方であらせられたのであろう。

　一首は、秋の田の稲穂の上にかかっている朝霧がいずこともなく消え去るごとく（以上序詞）私の切ない恋がどちらの方に消え去ることが出来るでしょう、それが叶かなわずに苦しんでおるのでございます、というのであろう。

「霧らふ朝霞」は、朝かかっている秋霧のことだが、当時は、霞といっている。キラフ・アサガスミという語はやはり重厚で平凡ではない。第三句までは序詞だが、具体的に云っているので、象徴的として受取ることが出来る。「わが恋やまむ」といういいあらわしは切実なので、万葉にも、「大船のたゆたふ海に碇いかりおろしいかにせばかもわが恋やまむ」（巻十一・二七三八）、「人の見て言こととがめせぬ夢いめにだにやまず見えこそ我が恋やまむ」（巻十二・二九五八）の如き例がある。

　この歌は、磐姫皇后の御歌とすると、もっと古調なるべきであるが、恋歌としては、読人不知の民謡歌に近いところがある。併し万葉編輯当時は皇后の御歌という言伝えを素直に受納れて疑わなかったのであろう。そこで自分は恋愛歌の古い一種としてこれを選んで吟誦するのである。他の三首も皆佳作で棄てがたい。

君が行日ゆきけ長ながくなりぬ山尋たづね迎へか行かむ待ちにか待たむ （巻二・八五）

斯くばかり恋ひつつあらずは高山たかやまの磐根いはねし枕まきて死なましものを （同・八六）

在りつつも君をば待たむうち靡なびく吾が黒髪に霜の置くまでに （同・八七）


　八五の歌は、憶良の類聚歌林に斯く載ったが、古事記には軽太子かるのひつぎのみこが伊豫の湯に流された時、軽の大郎女おおいらつめ（衣通そとおり王）の歌ったもので「君が行日長くなりぬ山たづの迎へを行かむ待つには待たじ」となって居り、第三句は枕詞に使っていて、この方が調べが古い。八六の「恋ひつつあらずは」は、「恋ひつつあらず」に、詠歎の「は」の添わったもので、「恋ひつつあらずして」といって、それに満足せずに先きの希求をこめた云い方である。それだから、散文に直せば、従来の解釈のように、「……あらんよりは」というのに帰着する。




　　　　　　　　　　　○




妹いもが家いへも継つぎて見ましを大和やまとなる大島おほしまの嶺ねに家いへもあらましを 〔巻二・九一〕 天智天皇


　天智天皇が鏡王女かがみのおおきみに賜わった御製歌である。鏡王女は鏡王の女、額田王の御姉で、後に藤原鎌足かまたりの嫡妻ちゃくさいとなられた方とおもわれるが、この御製歌はそれ以前のものであろうか、それとも鎌足薨去（天智八年）の後、王女が大和に帰っていたのに贈りたもうた歌であろうか。そして、「大和なる」とことわっているから、天皇は近江に居給うたのであろう。「大島の嶺」は所在地不明だが、鏡王女の居る処の近くで相当に名高かった山だろうと想像することが出来る。（後紀大同三年、平群へぐり朝臣の歌にあるオホシマあたりだろうという説がある。さすれば現在の生駒郡平群村あたりであろう。）

　一首の意は、あなたの家をも絶えずつづけて見たいものだ。大和のあの大島の嶺にあなたの家があるとよいのだが、というぐらいの意であろう。

「見ましを」と「あらましを」と類音で調子を取って居り、同じ事を繰返して居るのである。そこで、天皇の御住いが大島の嶺にあればよいというのではあるまい。若しそうだと、歌は平凡になる。或は通俗になる。ここは同じことを繰返しているので、古調の単純素朴があらわれて来て、優秀な歌となるのである。前の三山の御歌も傑作であったが、この御製になると、もっと自然で、こだわりないうちに、無限の情緒を伝えている。声調は天皇一流の大きく強いもので、これは御気魄おんきはくの反映にほかならないのである。「家も」の「も」は「をも」の意だから、無論王女を見たいが、せめて「家をも」というので、強めて詠歎をこもらせたとすべきであろう。

　この御製は恋愛か或は広義の往来存問か。語気からいえば恋愛だが、天皇との関係は審つまびらかでない。また天武天皇の十二年に、王女の病篤あつかった時天武天皇御自ら臨幸あった程であるから、その以前からも重んぜられていたことが分かる。そこでこの歌は恋愛歌でなくて安否を問いたもうた御製だという説（山田博士）がある。鎌足歿後の御製ならば或はそうであろう。併し事実はそうでも、感情を主として味うと広義の恋愛情調になる。




　　　　　　　　　　　○




秋山あきやまの樹この下したがくり逝ゆく水みづの吾われこそ益まさめ御思みおもひよりは 〔巻二・九二〕 鏡王女


　右の御製に鏡王女の和こたえ奉った歌である。

　一首は、秋山の木の下を隠れて流れゆく水のように、あらわには見えませぬが、わたくしの君をお慕い申あげるところの方がもっと多いのでございます。わたくしをおもってくださる君の御心よりも、というのである。

「益さめ」の「益す」は水の増す如く、思う心の増すという意がある。第三句までは序詞で、この程度の序詞は万葉には珍らしくないが、やはり誤魔化ごまかさない写生がある。それから、「われこそ益まさめ御思みおもひよりは」の句は、情緒こまやかで、且つおのずから女性の口吻こうふんが出ているところに注意せねばならない。特に、結句を、「御思よりは」と止めたのに無限の味いがあり、甘美に迫って来る。これもこの歌だけについて見れば恋愛情調であるが、何処か遜へりくだってつつましく云っているところに、和え歌として此歌の価値があるのであろう。試みに同じ作者が藤原鎌足の妻になる時鎌足に贈った歌、「玉くしげ覆おほふを安やすみ明けて行かば君が名はあれど吾が名し惜しも」（巻二・九三）の方は稍やや気軽に作っている点に差別がある。併し「君が名はあれど吾が名し惜しも」の句にやはり女性の口吻が出ていて棄てがたいものである。




　　　　　　　　　　　○







玉たまくしげ御室みむろの山やまのさなかづらさ寝ねずは遂つひにありがつましじ 〔巻二・九四〕 藤原鎌足


　内大臣藤原卿（鎌足）が鏡王女に答え贈った歌であるが、王女が鎌足に「たまくしげ覆おほふを安み明けて行かば君が名はあれど吾が名し惜しも」（巻二・九三）という歌を贈った。櫛笥くしげの蓋ふたをすることが楽らくに出来るし、蓋を開あけることも楽らくだから、夜の明けるの「明けて」に続けて序詞としたもので、夜が明けてからお帰りになると人に知れてしまいましょう、貴方には浮名が立ってもかまわぬでしょうが、私には困ってしまいます、どうぞ夜の明けぬうちにお帰りください、というので、鎌足のこの歌はそれに答えたのである。

「玉くしげ御室の山のさなかづら」迄は「さ寝」に続く序詞で、また、玉匣たまくしげをあけて見んというミから御室山のミに続けた。或はミは中身なかみのミだとも云われて居る。御室山は即ち三輪山で、「さな葛」はさね葛、美男かずらのことで、夏に白っぽい花が咲き、実は赤い。そこで一首は、そういうけれども、おまえとこうして寝ずには、どうしても居られないのだ、というので、結句の原文「有勝麻之自」は古来種々の訓のあったのを、橋本（進吉）博士がかく訓んで学界の定説となったものである。博士はカツと清すんで訓んでいる。ガツは堪える意、ガテナクニ、ガテヌカモのガテと同じ動詞、マシジはマジという助動詞の原形で、ガツ・マシジは、ガツ・マジ、堪うまじ、堪えることが出来ないだろう、我慢が出来ないと見える、というぐらいの意に落着くので、この儘こうして寝ておるのでなくてはとても我慢が出来まいというのである。「いや遠く君がいまさば有不勝自アリガツマシジ」（巻四・六一〇）、「辺にも沖にも依勝益士ヨリガツマシジ」（巻七・一三五二）等の例がある。

　鏡王女の歌も情味あっていいが、鎌足卿の歌も、端的で身体的に直接でなかなかいい歌である。身体的に直接ということは即ち心の直接ということで、それを表わす言語にも直接だということになる。「ましじ」と推量にいうのなども、丁寧で、乱暴に押おしつけないところなども微妙でいい。「つひに」という副詞も、強く効果的で此歌でも無くてならぬ大切な言葉である。「生けるもの遂つひにも死ぬるものにあれば」（巻三・三四九）、「すゑ遂つひに君にあはずは」（巻十三・三二五〇）等の例がある。




　　　　　　　　　　　○




吾はもや安見児やすみこ得えたり皆人みなひとの得えがてにすとふ安見児やすみこ得えたり 〔巻二・九五〕 藤原鎌足


　内大臣藤原卿（鎌足）が采女うねめ安見児を娶めとった時に作った歌である。

　一首は、吾は今まことに、美しい安見児を娶った。世の人々の容易に得がたいとした、美しい安見児を娶った、というのである。

「吾はもや」の「もや」は詠歎の助詞で、感情を強めている。「まあ」とか、「まことに」とか、「実に」とかを加えて解せばいい。奉仕中の采女には厳しい規則があって濫みだりに娶ることなどは出来なかった、それをどういう機会にか娶ったのだから、「皆人の得がてにすとふ」の句がある。もっともそういう制度を顧慮せずとも、美女に対する一般の感情として此句を取扱ってもかまわぬだろう。いずれにしても作者が歓喜して得意になって歌っているのが、率直な表現によって、特に、第二句と第五句で同じ句を繰返しているところにあらわれている。

　この歌は単純で明快で、濁った技巧が無いので、この直截性が読者の心に響いたので従来も秀歌として取扱われて来た。そこで注釈家の間に寓意説、例えば守部もりべの、「此歌は、天皇を安見知し吾大君と申し馴て、皇子を安見す御子と申す事のあるに、此采女が名を、安見子と云につきて、今吾レ安見子を得て、既に天皇の位を得たりと戯れ給へる也。されば皆人の得がてにすと云も、采女が事のみにはあらず、天皇の御位の凡人に得がたき方をかけ給へる御詞也。又得たりと云言を再びかへし給へるも、其御戯れの旨を慥たしかに聞せんとて也。然るにかやうなるをなほざりに見過して、万葉などは何の巧たくみも風情もなきものと思ひ過めるは、実におのれ解く事を得ざるよりのあやまりなるぞかし」（万葉緊要）の如きがある。けれどもそういう説は一つの穿うがちに過ぎないとおもう。この歌は集中佳作の一つであるが、興に乗じて一気に表出したという種類のもので、沈潜重厚の作というわけには行かない。同じく句の繰返しがあっても前出天智天皇の、「妹が家も継ぎて見ましを」の御製の方がもっと重厚である。これは作歌の態度というよりも性格ということになるであろうか、そこで、守部の説は穿ち過ぎたけれども、「戯れ給へる也」というところは一部当っている。




　　　　　　　　　　　○




わが里さとに大雪おほゆき降ふれり大原おほはらの古ふりにし里さとに降ふらまくは後のち 〔巻二・一〇三〕 天武天皇


　天武天皇が藤原夫人ふじわらのぶにんに賜わった御製である。藤原夫人は鎌足の女むすめ、五百重娘いおえのいらつめで、新田部皇子にいたべのみこの御母、大原大刀自おおはらのおおとじともいわれた方である。夫人ぶにんは後宮に仕える職の名で、妃に次ぐものである。大原は今の高市たかいち郡飛鳥あすか村小原おはらの地である。

　一首は、こちらの里には今日大雪が降った、まことに綺麗だが、おまえの居る大原の古びた里に降るのはまだまだ後だろう、というのである。

　天皇が飛鳥の清御原きよみはらの宮殿に居られて、そこから少し離れた大原の夫人のところに贈られたのだが、謂わば即興の戯れであるけれども、親しみの御語気さながらに出ていて、沈潜して作る独詠歌には見られない特徴が、また此等の贈答歌にあるのである。然かもこういう直接の語気を聞き得るようなものは、後世の贈答歌には無くなっている。つまり人間的、会話的でなくなって、技巧を弄した詩になってしまっているのである。




　　　　　　　　　　　○




わが岡をかの龗神おかみに言いひて降ふらしめし雪ゆきの摧くだけし其処そこに散ちりけむ 〔巻二・一〇四〕 藤原夫人


　藤原夫人ふじわらのぶにんが、前の御製に和こたえ奉ったものである。龗神おかみというのは支那ならば竜神のことで、水や雨雪を支配する神である。一首の意は、陛下はそうおっしゃいますが、そちらの大雪とおっしゃるのは、実はわたくしが岡の龗神に御祈して降らせました雪の、ほんの摧くだけが飛ばっちりになったに過ぎないのでございましょう、というのである。御製の御揶揄やゆに対して劣らぬユウモアを漂わせているのであるが、やはり親愛の心こまやかで棄てがたい歌である。それから、御製の方が大どかで男性的なのに比し、夫人の方は心がこまかく女性的で、技巧もこまかいのが特色である。歌としては御製の方が優るが、天皇としては、こういう女性的な和え歌の方が却って御喜になられたわけである。




　　　　　　　　　　　○




我わが背子せこを大和やまとへ遣やると小夜さよ更ふけてあかとき露つゆにわが立たち霑ぬれし 〔巻二・一〇五〕 大伯皇女


　大津皇子おおつのみこ（天武天皇第三皇子）が窃ひそかに伊勢神宮に行かれ、斎宮大伯皇女おおくのひめみこに逢われた。皇子が大和に帰られる時皇女の詠まれた歌である。皇女は皇子の同母姉君の関係にある。

　一首は、わが弟の君が大和に帰られるを送ろうと夜ふけて立っていて暁の露に霑れた、というので、暁は、原文に鶏鳴露アカトキツユとあるが、鶏鳴けいめい（四更丑刻うしのこく）は午前二時から四時迄であり、また万葉に五更露爾アカトキツユニ（巻十・二二一三）ともあって、五更ごこう（寅刻とらのこく）は午前四時から六時迄であるから、夜の更ふけから程なく暁あかときに続くのである。そこで、歌の、「さ夜ふけてあかとき露に」の句が理解出来るし、そのあいだ立って居られたことをも示して居るのである。

　大津皇子は天武天皇崩御の後、不軌ふきを謀ったのが露あらわれて、朱鳥あかみとり元年十月三日死を賜わった。伊勢下向はその前後であろうと想像せられて居るが、史実的には確かでなく、単にこの歌だけを読めば恋愛（親愛）情調の歌である。併し、別離の情が切実で、且つ寂しい響が一首を流れているのをおもえば、そういう史実に関係あるものと仮定しても味うことの出来る歌である。「わが背子」は、普通恋人または夫おっとのことをいうが、この場合は御弟を「背子」と云っている。親しんでいえば同一に帰着するからである。「大和へやる」の「やる」という語も注意すべきもので、単に、「帰る」とか「行く」とかいうのと違って、自分の意志が活はたらいている。名残惜しいけれども帰してやるという意志があり、そこに強い感動がこもるのである。「かへし遣る使なければ」（巻十五・三六二七）、「この吾子あこを韓国からくにへ遣るいはへ神たち」（巻十九・四二四〇）等の例がある。




　　　　　　　　　　　○




二人ふたり行ゆけど行ゆき過すぎがたき秋山あきやまをいかにか君きみがひとり越こえなむ 〔巻二・一〇六〕 大伯皇女


　大伯皇女おおくのひめみこの御歌で前の歌の続と看做みなしていい。一首の意は、弟の君と一しょに行ってもうらさびしいあの秋山を、どんな風ふうにして今ごろ弟の君はただ一人で越えてゆかれることか、というぐらいの意であろう。前の歌のうら悲しい情調の連鎖としては、やはり悲哀の情調となるのであるが、この歌にはやはり単純な親愛のみで解けないものが底にひそんでいるように感ぜられる。代匠記に、「殊ニ身ニシムヤウニ聞ユルハ、御謀反ノ志ヲモ聞セ給フベケレバ、事ノ成なりナラズモ覚束おぼつかナク、又ノ対面モ如何ナラムト思召おぼしめす御胸ヨリ出レバナルベシ」とあるのは、或は当っているかも知れない。また、「君がひとり」とあるがただの御一人でなく御伴もいたものであろう。




　　　　　　　　　　　○




あしひきの山やまの雫しづくに妹いも待まつとわれ立たち沾ぬれぬ山やまの雫しづくに 〔巻二・一〇七〕 大津皇子


　大津皇子が石川郎女いしかわのいらつめ（伝未詳）に贈った御歌で、一首の意は、おまえの来るのを待って、山の木の下に立っていたものだから、木からおちる雨雫にぬれたよ、というのである。「妹待つと」は、「妹待つとて」、「妹を待とうとして、妹を待つために」である。「あしひきの」は、万葉集では巻二のこの歌にはじめて出て来た枕詞であるが、説がまちまちである。宣長の「足引城あしひきき」説が平凡だが一番真に近いか。「足あしは山の脚あし、引は長く引延ひきはへたるを云。城きとは凡て一構ひとかまへなる地ところを云て此は即ち山の平たひらなる処をいふ」（古事記伝）というのである。御歌は、繰返しがあるために、内容が単純になった。けれどもそのために親しみの情が却って深くなったように思えるし、それに第一その歌調がまことに快いものである。第二句の「雫に」は「沾れぬ」に続き、結句の「雫に」もまたそうである。こういう簡単な表現はいざ実行しようとするとそう容易にはいかない。

　右に石川郎女の和こたえ奉った歌は、「吾あを待つと君が沾ぬれけむあしひきの山やまの雫しづくにならましものを」（巻二・一〇八）というので、その雨雫になりとうございますと、媚態を示した女らしい語気の歌である。郎女の歌は受身でも機智が働いているからこれだけの親しい歌が出来た。共に互の微笑をこめて唱和しているのだが、皇子の御歌の方がしっとりとして居るところがある。




　　　　　　　　　　　○




古いにしへに恋こふる鳥とりかも弓弦葉ゆづるはの御井みゐの上うへより鳴なきわたり行ゆく 〔巻二・一一一〕 弓削皇子


　持統天皇が吉野に行幸あらせられた時、従駕の弓削皇子ゆげのみこ（天武天皇第六皇子）から、京に留まっていた額田王に与えられた歌である。持統天皇の吉野行幸は前後三十二回にも上るが、杜鵑ほととぎすの啼なく頃だから、持統四年五月か、五年四月であっただろう。

　一首の意は、この鳥は、過去ったころの事を思い慕うて啼く鳥であるのか、今、弓弦葉ゆづるはの御井みいのほとりを啼きながら飛んで行く、というのである。

「古いにしへ」即ち、過去の事といふのは、天武天皇の御事で、皇子の御父であり、吉野とも、また額田王とも御関係の深かったことであるから、そこで杜鵑を機縁として追懐せられたのが、「古に恋ふる鳥かも」という句で、簡浄の中に情緒じょうちょ充足し何とも言えぬ句である。そしてその下に、杜鵑の行動を写して、具体的現実的なものにしている。この関係は芸術の常道であるけれども、こういう具合に精妙に表われたものは極く稀まれであることを知って置く方がいい。「弓弦葉の御井」は既に固有名詞になっていただろうが、弓弦葉（ゆずり葉）の好い樹が清泉のほとりにあったためにその名を得たので、これは、後出の、「山吹のたちよそひたる山清水」（巻二・一五八）と同様である。そして此等のものが皆一首の大切な要素として盛られているのである。「上より」は経過する意で、「より」、「ゆ」、「よ」等は多くは運動の語に続き、此処では「啼きわたり行く」という運動の語に続いている。この語なども古調の妙味実に云うべからざるものがある。既に年老いた額田王は、この御歌を読んで深い感慨にふけったことは既に言うことを須もちいない。この歌は人麿と同時代であろうが、人麿に無い簡勁かんけいにして静和な響をたたえている。

　額田王は右の御歌に「古いにしへに恋ふらむ鳥は霍公鳥ほととぎすけだしや啼きしわが恋ふるごと」（同・一一二）という歌を以て和こたえている。皇子の御歌には杜鵑ほととぎすのことははっきり云ってないので、この歌で、杜鵑を明かに云っている。そして、額田王も亦また古を追慕すること痛切であるが、そのように杜鵑が啼いたのであろうという意である。この歌は皇子の歌よりも遜色があるので取立てて選抜しなかった。併し既に老境に入った額田王の歌として注意すべきものである。なぜ皇子の歌に比して遜色そんしょくがあるかというに、和え歌は受身の位置になり、相撲ならば、受けて立つということになるからであろう。贈り歌の方は第一次の感激であり、和え歌の方はどうしても間接になりがちだからであろう。




　　　　　　　　　　　○




人言ひとごとをしげみ言痛こちたみおのが世よにいまだ渡わたらぬ朝川あさかはわたる 〔巻二・一一六〕 但馬皇女


　但馬皇女たじまのひめみこ（天武天皇皇女）が穂積皇子ほづみのみこ（天武天皇第五皇子）を慕われた歌があって、「秋の田の穂向ほむきのよれる片寄りに君に寄りなな言痛こちたかりとも」（巻二・一一四）の如き歌もある。この「人言を」の歌は、皇女が高市皇子の宮に居られ、窃ひそかに穂積皇子に接せられたのが露あらわれた時の御歌である。

「秋の田の」の歌は上の句は序詞があって、技巧も巧だが、「君に寄りなな」の句は強く純粋で、また語気も女性らしいところが出ていてよいものである。「人言を」の歌は、一生涯これまで一度も経験したことの無い朝川を渡ったというのは、実際の写生で、実質的であるのが人の心を牽ひく。特に皇女が皇子に逢うために、秘ひそかに朝川を渡ったというように想像すると、なお切実の度が増すわけである。普通女が男の許に通うことは稀だからである。




　　　　　　　　　　　○




石見いはみのや高角山たかつぬやまの木この間まよりわが振ふる袖そでを妹いも見みつらむか 〔巻二・一三二〕 柿本人麿


　柿本人麿が石見いわみの国から妻に別れて上京する時詠んだものである。当時人麿は石見の国府（今の那賀なか郡下府上府しもこうかみこう）にいたもののようである。妻はその近くの角つぬの里さと（今の都濃津つのつ附近）にいた。高角山は角の里で高い山というので、今の島星山しまのほしやまであろう。角の里を通り、島星山の麓を縫うて江川ごうのがわの岸に出たもののようである。

　大意。石見の高角山の山路を来てその木の間から、妻のいる里にむかって、振った私の袖を妻は見たであろうか。

　角の里から山までは距離があるから、実際は妻が見なかったかも知れないが、心の自然的なあらわれとして歌っている。そして人麿一流の波動的声調でそれを統一している。そしてただ威勢のよい声調などというのでなく、妻に対する濃厚な愛情の出ているのを注意すべきである。




　　　　　　　　　　　○




小さ竹さの葉ははみ山やまもさやに乱みだれども吾われは妹いもおもふ別わかれ来きぬれば 〔巻二・一三三〕 柿本人麿


　前の歌の続きである。人麿が馬に乗って今の邑智おおち郡の山中あたりを通った時の歌だと想像している。私は人麿上来の道筋をば、出雲路、山陰道を通過せしめずに、今の邑智郡から赤名越あかなごえをし、備後びんごにいでて、瀬戸内海の船に乗ったものと想像している。

　大意。今通っている山中の笹の葉に風が吹いて、ざわめき乱みだれていても、わが心はそれに紛まぎれることなくただ一向ひたすらに、別れて来た妻のことをおもっている。

　今現在山中の笹の葉がざわめき乱れているのを、直ぐ取りあげて、それにも拘かかわらずただ一筋に妻をおもうと言いくだし、それが通俗に堕せないのは、一首の古調のためであり、人麿的声調のためである。そして人麿はこういうところを歌うのに決して軽妙には歌っていない。飽くまで実感に即して執拗しつように歌っているから軽妙に滑すべって行かないのである。

　第三句ミダレドモは古点ミダルトモであったのを仙覚はミダレドモと訓んだ。それを賀茂真淵はサワゲドモと訓み、橘守部はサヤゲドモと訓み、近時この訓は有力となったし、「ササの葉はみ山もサヤにサヤげども」とサ音で調子を取っているのだと解釈しているが、これは寧むしろ、「ササの葉はミヤマもサヤにミダレども」のようにサ音とミ音と両方で調子を取っているのだと解釈する方が精くわしいのである。サヤゲドモではサの音が多過ぎて軽くなり過ぎる。次に、万葉には四段に活かせたミダルの例はなく、あっても他動詞だから応用が出来ないと論ずる学者（沢瀉博士）がいて、殆ど定説にならんとしつつあるが、既にミダリニの副詞があり、それが自動詞的に使われている以上（日本書紀に濫・妄・浪等を当てている）は、四段に活用した証拠となり、古訓法華経の、「不二妄ミダリニ開示一」、古訓老子の、「不レ知レ常妄ミダリニ作シテ凶ナリ」等をば、参考とすることが出来る。即ち万葉時代の人々が其等をミダリニと訓んでいただろう。そのほかミダリガハシ、ミダリゴト、ミダリゴコチ、ミダリアシ等の用例が古くあるのである。また自動詞他動詞の区別は絶対的でない以上、四段のミダルは平安朝以後のように他動詞に限られた一種の約束を人麿時代迄溯さかのぼらせることは無理である。また、此の場合の笹の葉の状態は聴覚よりも寧ろ聴覚を伴う視覚に重きを置くべきであるから、それならばミダレドモと訓む方がよいのである。若しどうしても四段に活用せしめることが出来ないと一歩を譲って、下二段に活用せしめるとしたら、古訓どおりにミダルトモと訓んでも毫ごうも鑑賞に差支さしつかえはなく、前にあった人麿の、「ささなみの志賀の大わだヨドムトモ」（巻一・三一）の歌の場合と同じく、現在の光景でもトモと用い得るのである。声調の上からいえばミダルトモでもサヤゲドモよりも優まさっている。併しミダレドモと訓むならばもっとよいのだから、私はミダレドモの訓に執着するものである。（本書は簡単を必要とするからミダル四段説は別論して置いた。）

　巻七に、「竹島の阿渡白波は動とよめども（さわげども）われは家おもふ廬いほり悲しみ」（一二三八）というのがあり、類似しているが、人麿の歌の模倣ではなかろうか。




　　　　　　　　　　　○




青駒あをこまの足掻あがきを速はやみ雲居くもゐにぞ妹いもがあたりを過すぎて来きにける 〔巻二・一三六〕 柿本人麿


　これもやはり人麿が石見から大和へのぼって来る時の歌で、第二長歌の反歌になっている。「青駒」はいわゆる青毛の馬で、黒に青みを帯びたもの、大体黒馬とおもって差支ない。白馬だという説は当らない。「足掻を速み」は馬の駈かけるさまである。

　一首の意は、妻の居るあたりをもっと見たいのだが、自分の乗っている青馬の駈けるのが速いので、妻のいる筈の里も、いつか空遠そらとおく隔ってしまった、というのである。

　内容がこれだけだが、歌柄が強く大きく、人麿的声調を遺憾なく発揮したものである。恋愛の悲哀といおうより寧ろ荘重の気に打たれると云った声調である。そこにおのずから人麿的な一つの類型も聯想せられるのだが、人麿は細々こまごましたことを描写せずに、真率しんそつに真心をこめて歌うのがその特徴だから内容の単純化も行われるのである。「雲居にぞ」といって、「過ぎて来にける」と止めたのは実に旨い。もっともこの調子は藤原の御井の長歌にも、「雲井にぞ遠くありける」（巻一・五二）というのがある。この歌の次に、「秋山に落つる黄葉もみぢばしましくはな散り乱みだれそ妹いもがあたり見む」（巻二・一三七）というのがある。これも客観的よりも、心の調子で歌っている。それを嫌う人は嫌うのだが、軽浮に堕ちない点を見免みのがしてはならぬのである。この石見から上来する時の歌は人麿としては晩年の作に属するものであろう。




　　　　　　　　　　　○




磐代いはしろの浜松はままつが枝えを引ひき結むすび真幸ささきくあらば亦またかへり見みむ 〔巻二・一四一〕 有間皇子


　有間皇子ありまのみこ（孝徳天皇皇子）が、斉明天皇の四年十一月、蘇我赤兄そがのあかえに欺あざむかれ、天皇に紀伊の牟婁むろの温泉（今の湯崎温泉）行幸をすすめ奉り、その留守に乗じて不軌ふきを企てたが、事露見して十一月五日却って赤兄のために捉とらえられ、九日紀の温湯ゆの行宮あんぐうに送られて其処で皇太子中大兄の訊問じんもんがあった。斉明紀四年十一月の条に、「於レ是皇太子、親間二有間皇子一曰、何故謀反、答曰、天与二赤兄一知、吾全不レ解」の記事がある。この歌は行宮へ送られる途中磐代（今の紀伊日高郡南部町岩代）海岸を通過せられた時の歌である。皇子は十一日に行宮から護送され、藤白坂で絞こうに処せられた。御年十九。万葉集の詞書には、「有間皇子自ら傷かなしみて松が枝を結べる歌二首」とあるのは、以上のような御事情だからであった。

　一首の意は、自分はかかる身の上で磐代まで来たが、いま浜の松の枝を結んで幸を祈って行く。幸に無事であることが出来たら、二たびこの結び松をかえりみよう、というのである。松枝を結ぶのは、草木を結んで幸福をねがう信仰があった。

　無事であることが出来たらというのは、皇太子の訊問に対して言い開きが出来たらというので、皇子は恐らくそれを信じて居られたのかも知れない。「天と赤兄と知る」という御一語は悲痛であった。けれども此歌はもっと哀切である。こういう万一の場合にのぞんでも、ただの主観の語を吐出はきだすというようなことをせず、御自分をその儘まま素直にいいあらわされて、そして結句に、「またかへり見む」という感慨の語を据えてある。これはおのずからの写生で、抒情詩としての短歌の態度はこれ以外には無いと謂いっていいほどである。作者はただ有りの儘に写生したのであるが、後代の吾等がその技法を吟味すると種々の事が云われる。例えば第三句で、「引き結び」と云って置いて、「まさきくあらば」と続けているが、そのあいだに幾分の休止あること、「豊旗雲に入日さし」といって、「こよひの月夜」と続け、そのあいだに幾分の休止あるのと似ているごときである。こういう事が自然に実行せられているために、歌調が、後世の歌のような常識的平俗に堕おちることが無いのである。




　　　　　　　　　　　○




家いへにあれば笥けに盛もる飯いひを草枕くさまくら旅たびにしあれば椎しひの葉はに盛もる 〔巻二・一四二〕 有間皇子


　有間皇子の第二の歌である。「笥」というのは和名鈔に盛食器也とあって飯笥いいけのことである。そしてその頃高貴の方の食器は銀器であっただろうと考証している（山田博士）。

　一首は、家（御殿）におれば、笥（銀器）に盛る飯をば、こうして旅を来ると椎の葉に盛る、というのである。笥をば銀の飯笥とすると、椎の小枝とは非常な差別である。

　前の御歌は、「真幸まさきくあらばまたかへりみむ」と強い感慨を漏らされたが、痛切複雑な御心境を、かく単純にあらわされたのに驚いたのであるが、此歌になると殆ど感慨的な語がないのみでなく、詠歎的な助詞も助動詞も無いのである。併し底を流るる哀韻を見のがし得ないのはどうしてか。吾等の常識では「草枕旅にしあれば」などと、普通覉旅きりょの不自由を歌っているような内容でありながら、そういうものと違って感ぜねばならぬものを此歌は持っているのはどうしてか。これは史実を顧慮するからというのみではなく、史実を念頭から去っても同じことである。これは皇子が、生死の問題に直面しつつ経験せられた現実を直ただちにあらわしているのが、やがて普通の覉旅とは違ったこととなったのである。写生の妙諦みょうていはそこにあるので、この結論は大体間違の無いつもりである。

　中大兄皇子の、「香具かぐ山と耳成みみなし山と会ひしとき立ちて見に来し印南いなみ国原」（巻一・一四）という歌にも、この客観的な荘厳があったが、あれは伝説を歌ったので、「嬬つまを争ふらしき」という感慨を潜めていると云っても対象が対象だから此歌とは違うのである。然るに有間皇子は御年僅か十九歳にして、斯かかる客観的荘厳を成就じょうじゅせられた。

　皇子の以上の二首、特にはじめの方は時の人々を感動せしめたと見え、「磐代の岸の松が枝結びけむ人はかへりてまた見けむかも」（巻二・一四三）、「磐代の野中に立てる結び松心も解けずいにしへ思ほゆ」（同・一四四、長忌寸意吉麿ながのいみきおきまろ）、「つばさなすあり通ひつつ見らめども人こそ知らね松は知るらむ」（同・一四五、山上憶良）、「後見むと君が結べる磐代の子松がうれをまた見けむかも」（同・一四六、人麿歌集）等がある。併し歌は皆皇子の御歌には及ばないのは、心が間接になるからであろう。また、穂積朝臣老ほづみのあそみおゆが近江行幸（養老元年か）に供奉ぐぶした時の「吾が命し真幸まさきくあらばまたも見む志賀の大津に寄する白浪」（巻三・二八八）もあるが、皇子の歌ほど切実にひびかない。

「椎の葉」は、和名鈔は、「椎子和名之比」であるから椎しいの葉はであってよいが、楢ならの葉はだろうという説がある。そして新撰字鏡に、「椎、奈良乃木ナラノキ也」とあるのもその証となるが、陰暦十月上旬には楢は既に落葉し尽している。また「遅速おそはやも汝なをこそ待ため向つ峰をの椎の小枝こやでの逢ひは違たげはじ」（巻十四・三四九三）と或本の歌、「椎の小枝さえだの時は過ぐとも」の椎しいは思比シヒ、四比シヒと書いているから、楢ならではあるまい。そうすれば、椎の小枝を折ってそれに飯を盛ったと解していいだろう。「片岡の此この向むかつ峯をに椎しひ蒔かば今年の夏の陰になみむか」（巻七・一〇九九）も椎しいであろうか。そして此歌は詠レ岳だから、椎の木の生長のことなどそう合理的でなくとも、ふとそんな気持になって詠んだものであろう。




　　　　　　　　　　　○




天あまの原はらふりさけ見みれば大王おほきみの御寿みいのちは長ながく天足あまたらしたり 〔巻二・一四七〕 倭姫皇后


　天智天皇御不予ふよにあらせられた時、皇后（倭姫王）の奉れる御歌である。天皇は十年冬九月御不予、十月御病重く、十二月近江宮に崩御したもうたから、これは九月か十月ごろの御歌であろうか。

　一首の意は、天を遠くあおぎ見れば、悠久にしてきわまりない。今、天皇の御寿おんいのちもその天の如くに満ち足っておいでになる、聖寿無極である、というのである。

　天皇御不予のことを知らなければ、ただの寿歌、祝歌のように受取れる御歌であるが、繰返し吟誦し奉れば、かく御願い、かく仰せられねばならぬ切な御心の、切実な悲しみが潜むと感ずるのである。特に、結句に「天足らしたり」と強く断定しているのは、却ってその詠歎の究竟きゅうきょうとも謂うことが出来る。橘守部たちばなのもりべは、この御歌の「天の原」は天のことでなしに、家の屋根の事だと考証し、新室を祝う室寿むろほぎの詞の中に「み空を見れば万代にかくしもがも」云々とある等を証としたが、その屋根を天に準たとえることは、新家屋を寿ことほぐのが主な動機だから自然にそうなるので、また、万葉巻十九（四二七四）の新甞会にいなめえの歌の「天あめにはも五百いほつ綱はふ万代よろづよに国知らさむと五百つ綱延はふ」でも、宮殿内の肆宴しえんが主だからこういう云い方になるのである。御不予御平癒のための願望動機とはおのずから違わねばならぬと思うのである。縦たとい、実際的の吉凶を卜ぼくする行為があったとしても、天空を仰いでも卜せないとは限らぬし、そういう行為は現在伝わっていないから分からぬ。私は、歌に「天の原ふりさけ見れば」とあるから、素直に天空を仰ぎ見たことと解する旧説の方が却って原歌の真を伝えているのでなかろうかと思うのである。守部説は少し穿過うがちすぎた。

　この歌は「天の原ふりさけ見れば」といって直ぐ「大王の御寿は」と続けている。これだけでみると、吉凶を卜して吉の徴でも得たように取れるかも知れぬが、これはそういうことではあるまい。此処に常識的意味の上に省略と単純化とがあるので、此は古歌の特徴なのである。散文ならば、蒼天の無際無極なるが如く云々と補充の出来るところなのである。この御歌の下の句の訓も、古鈔本では京都大学本がこう訓み、近くは略解りゃくげがこう訓んで諸家それに従うようになったものである。




　　　　　　　　　　　○




青旗あをはたの木幡こはたの上を通かよふとは目めには見みれども直ただに逢あはぬかも 〔巻二・一四八〕 倭姫皇后


　御歌の内容から見れば、天智天皇崩御の後、倭姫皇后の御作歌と看做してよいようである。初句「青旗の」は、下の「木旗」に懸かかる枕詞で、青く樹木の繁っているのと、下のハタの音に関聯せしめたものである。「木幡」は地名、山城の木幡こはたで、天智天皇の御陵のある山科やましなに近く、古くは、「山科の木幡こはたの山を馬はあれど」（巻十一・二四二五）ともある如く、山科の木幡とも云った。天皇の御陵の辺を見つつ詠まれたものであろう。右は大体契沖の説だが、「青旗の木旗」をば葬儀の時の幢幡どうばんのたぐいとする説（考・檜嬬手・攷證）がある。自分も一たびそれに従ったことがあるが、今度は契沖に従った。

　一首の意。〔青旗の〕（枕詞）木幡山の御墓のほとりを天がけり通いたもうとは目にありありとおもい浮べられるが、直接にお逢い奉ることが無い。御身と親しく御逢いすることがかなわない、というのである。

　御歌は単純蒼古で、徒いたずらに艶つやめかず技巧を無駄使せず、前の御歌同様集中傑作の一つである。「直に」は、現身と現身と直接に会うことで、それゆえ万葉に用例がなかなか多い。「百重ももへなす心は思へど直ただに逢はぬかも」（巻四・四九六）、「うつつにし直にあらねば」（巻十七・三九七八）、「直にあらねば恋ひやまずけり」（同・三九八〇）、「夢にだに継ぎて見えこそ直に逢ふまでに」（巻十二・二九五九）などである。「目には見れども」は、眼前にあらわれて来ることで、写象として、幻まぼろしとして、夢等にしていずれでもよいが、此処は写象としてであろうか。「み空ゆく月読つくよみ男をとこゆふさらず目には見れども寄るよしもなし」（巻七・一三七二）、「人言ひとごとをしげみこちたみ我背子わがせこを目には見れども逢ふよしもなし」（巻十二・二九三八）の歌があるが、皆民謡風の軽さで、この御歌ほどの切実なところが無い。




　　　　　　　　　　　○




人ひとは縦よし思おもひ止やむとも玉たまかづら影かげに見みえつつ忘わすらえぬかも 〔巻二・一四九〕 倭姫皇后


　これには、「天皇崩じ給ひし時、倭太后やまとのおほきさきの御作歌一首」と明かな詞書ことばがきがある。倭太后は倭姫皇后のことである。

　一首の意は、他の人は縦たとい御崩おかくれになった天皇を、思い慕うことを止めて、忘れてしまおうとも、私には天皇の面影がいつも見えたもうて、忘れようとしても忘れかねます、というのであって、独詠的な特徴が存している。

「玉かづら」は日蔭蔓ひかげかずらを髪にかけて飾るよりカケにかけ、カゲに懸けた枕詞とした。山田博士は葬儀の時の華縵けまんとして単純な枕詞にしない説を立てた。この御歌には、「影に見えつつ」とあるから、前の御歌もやはり写象のことと解することが出来るとおもう。「見し人の言問ふ姿面影にして」（巻四・六〇二）、「面影に見えつつ妹は忘れかねつも」（巻八・一六三〇）、「面影に懸かりてもとな思ほゆるかも」（巻十二・二九〇〇）等の用例が多い。

　この御歌は、「人は縦し思ひ止むとも」と強い主観の詞を云っているけれども、全体としては前の二つの御歌よりも寧むしろ弱いところがある。それは恐らく下の句の声調にあるのではなかろうか。




　　　　　　　　　　　○




山吹やまぶきの立たちよそひたる山清水やましみづ汲くみに行ゆかめど道みちの知しらなく 〔巻二・一五八〕 高市皇子


　十市皇女とおちのひめみこが薨ぜられた時、高市皇子たけちのみこの作られた三首の中の一首である。十市皇女は天武天皇の皇長女、御母は額田女王ぬかだのおおきみ、弘文天皇の妃であったが、壬申じんしんの戦後、明日香清御原あすかのきよみはらの宮（天武天皇の宮殿）に帰って居られた。天武天皇七年四月、伊勢に行幸御進発間際に急逝せられた。天武紀に、七年夏四月、丁亥朔、欲レ幸二斎宮一、卜レ之、癸巳食レ卜、仍取二平旦時一、警蹕既動、百寮成レ列、乗輿命レ蓋、以未レ及二出行一、十市皇女、卒然病発、薨二於宮中一、由レ此鹵簿既停、不レ得二幸行一、遂不レ祭二神祇一矣とある。高市皇子は異母弟の間柄にあらせられる。御墓は赤穂にあり、今は赤尾に作っている。

　一首の意は、山吹の花が、美しくほとりに咲いている山の泉の水を、汲みに行こうとするが、どう通とおって行ったら好いか、その道が分からない、というのである。山吹の花にも似た姉の十市皇女が急に死んで、どうしてよいのか分からぬという心が含まれている。

　作者は山清水のほとりに山吹の美しく咲いているさまを一つの写象として念頭に浮べているので、謂わば十市皇女と関聯した一つの象徴なのである。そこで、どうしてよいか分からぬ悲しい心の有様を「道の知らなく」と云っても、感情上毫すこしも無理ではない。併し、常識からは、一定の山清水を指定しているのなら、「道の知らなく」というのがおかしいというので、橘守部の如く、「山吹の立ちよそひたる山清水」というのは、「黄泉」という支那の熟語をくだいてそういったので、黄泉まで尋ねて行きたいが幽冥界を異にしてその行く道を知られないというように解するようになる。守部の解は常識的には道理に近く、或は作者はそういう意図を以て作られたのかも知れないが、歌の鑑賞は、字面にあらわれたものを第一義とせねばならぬから、おのずから私の解釈のようになるし、それで感情上決して不自然ではない。

　第二句、「立儀足」は旧訓サキタルであったのを代匠記がタチヨソヒタルと訓んだ。その他にも異訓があるけれども大体代匠記の訓で定まったようである。ヨソフという語は、「水鳥のたたむヨソヒに」（巻十四・三五二八）をはじめ諸例がある。「山吹の立ちよそひたる山清水」という句が、既に写象の鮮明なために一首が佳作となったのであり、一首の意味もそれで押とおして行って味えば、この歌の優れていることが分かる。古調のいい難い妙味があると共に、意味の上からも順直で無理が無い。黄泉云々の事はその奥にひそめつつ、挽歌としての関聯を鑑賞すべきである。なぜこの歌の上の句が切実かというに、「かはづ鳴く甘南備かむなび河にかげ見えて今か咲くらむ山吹の花」（巻八・一四三五）等の如く、当時の人々が愛玩した花だからであった。




　　　　　　　　　　　○




北山きたやまにつらなる雲くもの青雲あをぐもの星離ほしさかりゆき月つきも離さかりて 〔巻二・一六一〕 持統天皇


　天武天皇崩御の時、皇后（後の持統天皇）の詠まれた御歌である。原文には一書曰、太上天皇御製歌、とあるのは、文武天皇の御世から見て持統天皇を太上天皇と申奉った。即ち持統天皇御製として言伝えられたものである。

　一首は、北山に連つらなってたなびき居る雲の、青雲の中の（蒼き空の）星も移り、月も移って行く。天皇おかくれになって万よろず過ぎゆく御心持であろうが、ただ思想の綾あやでなく、もっと具体的なものと解していい。

　大体右の如く解したが、此歌は実は難解で種々の説がある。「北山に」は原文「向南山」である。南の方から北方にある山科の御陵の山を望んで「向南山」と云ったものであろう。「つらなる雲の」は原文「陣（陳）雲之」で旧訓タナビククモノであるが、古写本中ツラナルクモノと訓んだのもある。けれども古来ツラナルクモという用例は無いので、山田博士の如きも旧訓に従った。併しツラナルクモも可能訓と謂われるのなら、この方が型を破って却って深みを増して居る。次に「青雲」というのは青空・青天・蒼天などということで、雲というのはおかしいようだが、「青雲のたなびく日すら霖こさめそぼ降る」（巻十六・三八八三）、「青雲のいでこ我妹子」（巻十四・三五一九）、「青雲の向伏すくにの」（巻十三・三三二九）等とあるから、晴れた蒼天をも青い雲と信じたものであろう。そこで、「北山に続く青空」のことを、「北山につらなる雲の青雲の」と云ったと解し得るのである。これから、星のことも月のことも、単に「物変星移幾度秋」の如きものでなく、現実の星、現実の月の移ったことを見ての詠歎と解している。

　面倒な歌だが、右の如くに解して、自分は此歌を尊敬し愛誦している。「春過ぎて夏来るらし」と殆ど同等ぐらいの位置に置いている。何か渾沌こんとんの気があって二二ガ四と割切れないところに心を牽ひかれるのか、それよりももっと真実なものがこの歌にあるからであろう。自分は、「北山につらなる雲の」だけでももはや尊敬するので、それほど古調を尊んでいるのだが、少しく偏しているか知らん。




　　　　　　　　　　　○




神風かむかぜの伊勢いせの国くににもあらましを何なにしか来きけむ君きみも有あらなくに 〔巻二・一六三〕 大来皇女


　大津皇子が薨じ給うた後、大来おおく（大伯）皇女が伊勢の斎宮から京に来られて詠まれた御歌である。御二人は御姉弟の間柄であることは既に前出の歌のところで云った。皇子は朱鳥あかみとり元年十月三日に死を賜わった。また皇女が天武崩御によって斎王いつきのおおきみを退き（天皇の御代毎に交代す）帰京せられたのはやはり朱鳥元年十一月十六日だから、皇女は皇子の死を大体知っていられたと思うが、帰京してはじめて事の委細を聞及ばれたものであっただろう。

　一首の意。〔神風の〕（枕詞）伊勢国にその儘とどまっていた方がよかったのに、君も此世を去って、もう居られない都に何しに還って来たことであろう。

「伊勢の国にもあらましを」の句は、皇女真実の御声であったに相違ない。家郷である大和、ことに京に還るのだから喜ばしい筈なのに、この御詞のあるのは、強く読む者の心を打つのである。第三句に、「あらましを」といい、結句に、「あらなくに」とあるのも重くして悲痛である。

　なお、同時の御作に、「見まく欲り吾がする君もあらなくに何しか来けむ馬疲るるに」（巻二・一六四）がある。前の結句、「君もあらなくに」という句が此歌では第三句に置かれ、「馬疲るるに」という実事の句を以て結んで居るが、、この結句にもまた愬うったえるような響がある。以上の二首は連作で二つとも選よっておきたいが、今は一つを従属的に取扱うことにした。




　　　　　　　　　　　○




現身うつそみの人ひとなる吾われや明日あすよりは二上山ふたかみやまを弟背いろせと吾わが見みむ 〔巻二・一六五〕 大来皇女

磯いその上うへに生おふる馬酔木あしびを手折たをらめど見みすべき君きみがありと云いはなくに 〔巻二・一六六〕 同


　大津皇子を葛城かずらきの二上山に葬った時、大来皇女おおくのひめみこ哀傷して作られた御歌である。「弟背いろせ」は原文「弟世」とあり、イモセ、ヲトセ、ナセ、ワガセ等の諸訓があるが、新訓のイロセに従った。同母兄弟をイロセということ、古事記に、「天照大御神之伊呂勢イロセ」、「其伊呂兄イロセ五瀬命」等の用例がある。

　大意。第一首。生きて現世に残っている私は、明日からはこの二上山をば弟の君とおもって見て慕い偲しのぼう。今日いよいよ此処に葬り申すことになった。第二首。石のほとりに生えている、美しいこの馬酔木の花を手折もしようが、その花をお見せ申す弟の君はもはやこの世に生きて居られない。

「君がありと云はなくに」は文字どおりにいえば、「一般の人々が此世に君が生きて居られるとは云わぬ」ということで、人麿の歌などにも、「人のいへば」云々とあるのと同じく、一般にそういわれているから、それが本当であると強めた云い方にもなり、兎とに角かくそういう云い方をしているのである。馬酔木については、「山もせに咲ける馬酔木の、悪にくからぬ君をいつしか、往きてはや見む」（巻八・一四二八）、「馬酔木なす栄えし君が掘りし井の」（巻七・一一二八）等があり、自生して人の好み賞した花である。

　この二首は、前の御歌等に較べて、稍しっとりと底深くなっているようにおもえる。「何しか来けむ」というような強い激越の調がなくなって、「現身の人なる吾や」といって、諦念ていねんの如き心境に入ったもののいいぶりであるが、併し二つとも優れている。




　　　　　　　　　　　○




あかねさす日ひは照てらせれどぬばたまの夜よ渡わたる月つきの隠かくらく惜をしも 〔巻二・一六九〕 柿本人麿


　日並皇子尊ひなみしのみこのみことの殯宮あらきのみやの時、柿本人麿の作った長歌の反歌である。皇子尊みこのみことと書くのは皇太子だからである。日並皇子尊（草壁皇子くさかべのみこ）は持統三年に薨ぜられた。

「ぬばたまの夜わたる月の隠らく」というのは日並皇子尊の薨去なされたことを申上げたので、そのうえの、「あかねさす日は照らせれど」という句は、言葉のいきおいでそう云ったものと解釈してかまわない。つまり、「月の隠らく惜しも」が主である。全体を一種象徴的に歌いあげている。そしてその歌調の渾沌こんとんとして深いのに吾々は注意を払わねばならない。

　この歌の第二句は、「日は照らせれど」であるから、以上のような解釈では物足りないものを感じ、そこで、「あかねさす日」を持統天皇に譬たとえ奉ったものと解釈する説が多い。然るに皇子尊薨去の時には天皇が未だ即位し給わない等の史実があって、常識からいうと、実は変な辻棲つじつまの合わぬ歌なのである。併し此処は真淵まぶちが万葉考まんようこうで、「日はてらせれどてふは月の隠るるをなげくを強ツヨむる言のみなり」といったのに従っていいと思う。或はこの歌は年代の明かな人麿の作として最初のもので、初期（想像年齢二十七歳位）の作と看做していいから、幾分常識的散文的にいうと腑ふに落ちないものがあるかも知れない。特に人麿のものは句と句との連続に、省略があるから、それを顧慮しないと解釈に無理の生ずる場合がある。




　　　　　　　　　　　○




島しまの宮みやまがりの池いけの放はなち鳥どり人目ひとめに恋こひて池いけに潜かづかず 〔巻二・一七〇〕 柿本人麿


　人麿が日並皇子尊殯宮の時作った中の、或本歌一首というのである。「勾まがりの池」は島の宮の池で、現在の高市たかいち郡高市村の小学校近くだろうと云われている。一首の意は、勾の池に放はなち飼がいにしていた禽鳥きんちょう等は、皇子尊のいまさぬ後でも、なお人なつかしく、水上に浮いていて水に潜くぐることはないというのである。

　真淵は此一首を、舎人とねりの作のまぎれ込んだのだろうと云ったが、舎人等の歌は、かの二十三首でも人麿の作に比して一般に劣るようである。例えば、「島の宮上うへの池なる放ち鳥荒びな行きそ君坐まさずとも」（巻二・一七二）、「御立みたちせし島をも家と住む鳥も荒びなゆきそ年かはるまで」（同・一八〇）など、内容は類似しているけれども、何処か違うではないか。そこで参考迄に此一首を抜いて置いた。




　　　　　　　　　　　○




東ひむがしの滝たぎの御門みかどに侍さもらへど昨日きのふも今日けふも召めすこともなし 〔巻二・一八四〕 日並皇子宮の舎人

あさ日ひ照てる島しまの御門みかどにおぼほしく人音ひとおともせねばまうらがなしも 〔巻二・一八九〕 同


　日並の皇子尊に仕えた舎人等が慟傷どうしょうして作った歌二十三首あるが、今その中二首を選んで置いた。「東の滝の御門」は皇子尊の島の宮殿の正門で、飛鳥あすか川から水を引いて滝をなしていただろうと云われている。「人音もせねば」は、人の出入も稀に寂さびれた様をいった。

　大意。第一首。島の宮の東門の滝の御門に伺候して居るが、昨日も今日も召し給うことがない。嘗かつて召し給うた御声を聞くことが出来ない。第二首。嘗て皇子尊の此世においでになった頃は、朝日の光の照るばかりであった島の宮の御門も、今は人の音ずれも稀になって、心もおぼろに悲しいことである、というのである。

　舎人等の歌二十三首は、素直に、心情を抒のべ、また当時の歌の声調を伝えて居る点を注意すべきであるが、人麿が作って呉れたという説はどうであろうか。よく読み味って見れば、少し楽らくでもあり、手の足りないところもあるようである。なお二十三首のうちには次の如きもある。

朝日てる佐太の岡べに群れゐつつ吾が哭なく涙やむ時もなし（巻二・一七七）

御立せし島の荒磯ありそを今見れば生ひざりし草生ひにけるかも（同・一八一）

あさぐもり日の入りぬれば御立せし島に下りゐて嘆きつるかも（同・一八八）





　　　　　　　　　　　○




敷妙しきたへの袖交そでかへし君きみ玉垂たまだれのをち野ぬに過すぎぬ亦またも逢あはめやも 〔巻二・一九五〕 柿本人麿


　この歌は、川島かわしま皇子が薨こうぜられた時、柿本人麿が泊瀬部はつせべ皇女と忍坂部おさかべ皇子とに献たてまつった歌である。川島皇子（天智天皇第二皇子）は泊瀬部皇女の夫の君で、また泊瀬部皇女と忍坂部皇子とは御兄妹の御関係にあるから、人麿は川島皇子の薨去を悲しんで、御両人に同時に御見せ申したと解していい。「敷妙の」も、「玉垂の」もそれぞれ下の語に懸かかる枕詞である。「袖交かへし」のカフは波は行下二段に活用し、袖をさし交かわして寝ることで、「白妙の袖さし交かへて靡なびき寝ねし」（巻三・四八一）という用例もある。「過ぐ」とは死去することである。

　一首は、敷妙の袖をお互に交かわして契りたもうた川島皇子の君は、今越智野おちぬ（大和国高市郡）に葬られたもうた。今後二たびお逢いすることが出来ようか、もうそれが出来ない、というのである。

　この歌は皇女の御気持になり、皇女に同情し奉った歌だが、人麿はそういう場合にも自分の事のようになって作歌し得たもののようである。そこで一首がしっとりと充実して決して申訣もうしわけの余所余所よそよそしさというものが無い。第四句で、「越智野に過ぎぬ」と切って、二たび語を起して、「またもあはめやも」と止めた調べは、まことに涙を誘うものがある。




　　　　　　　　　　　○




零ふる雪ゆきはあはにな降ふりそ吉隠よなばりの猪養ゐがひの岡をかの塞せきなさまくに 〔巻二・二〇三〕 穂積皇子


　但馬たじま皇女が薨ぜられた（和銅元年六月）時から、幾月か過ぎて雪の降った冬の日に、穂積皇子が遙かに御墓（猪養の岡）を望まれ、悲傷流涕りゅうていして作られた歌である。皇女と皇子との御関係は既に云った如くである。吉隠よなばりは磯城しき郡初瀬町のうちで、猪養の岡はその吉隠にあったのであろう。「あはにな降りそ」は、諸説あるが、多く降ること勿なかれというのに従っておく。「塞せきなさまくに」は塞せきをなさんに、塞せきとなるだろうからという意で、これも諸説がある。金沢本には、「塞」が「寒」になっているから、新訓では、「寒からまくに」と訓んだ。

　一首は、降る雪は余り多く降るな。但馬皇女のお墓のある吉隠の猪養の岡にかよう道を遮さえぎって邪魔になるから、というので、皇子は藤原京（高市郡鴨公村）からこの吉隠（初瀬町）の方を遠く望まれたものと想像することが出来る。

　皇女の薨ぜられた時には、皇子は知太政官事ちだいじょうかんじの職にあられた。御多忙の御身でありながら、或雪の降った日に、往事のことをも追懐せられつつ吉隠の方にむかってこの吟咏をせられたものであろう。この歌には、解釈に未定の点があるので、鑑賞にも邪魔する点があるが、大体右の如くに定めて鑑賞すればそれで満足し得るのではあるまいか。前出の、「君に寄りなな」とか、「朝川わたる」とかは、皆皇女の御詞であった。そして此歌に於てはじめて吾等は皇子の御詞に接するのだが、それは皇女の御墓についてであった。そして血の出るようなこの一首を作られたのであった。結句の「塞なさまくに」は強く迫る句である。




　　　　　　　　　　　○




秋山あきやまの黄葉もみぢを茂しげみ迷まどはせる妹いもを求もとめむ山道やまぢ知らずも 〔巻二・二〇八〕 柿本人麿


　これは人麿が妻に死なれた時詠よんだ歌で、長歌を二つも作って居り、その反歌の一つである。この人麿の妻というのは軽かるの里さと（今の畝傍町大軽和田石川五条野）に住んでいて、其処に人麿が通ったものと見える。この妻の急に死んだことを使の者が知らせた趣おもむきが長歌に見えている。

　一首は、自分の愛する妻が、秋山の黄葉もみじの茂きがため、その中に迷い入ってしまった。その妻を尋ね求めんに道が分からない、というのである。

　死んで葬られることを、秋山に迷い入って隠れた趣に歌っている。こういう云い方は、現世の生の連続として遠い処に行く趣にしてある。当時は未だそう信じていたものであっただろうし、そこで愛惜の心も強く附帯していることとなる。「迷はせる」は迷いなされたという具合に敬語にしている。これは死んだ者に対しては特に敬語を使ったらしく、その他の人麿の歌にも例がある。この一首は亡妻を悲しむ心が極きわめて切実で、ただ一気に詠みくだしたように見えて、その実心の渦が中にこもっているのである。「求めむ」と云ってもただ尋ねようというよりも、もっと覚官的に人麿の身に即したいい方であるだろう。

　なお、人麿の妻を悲しんだ歌に、「去年こぞ見てし秋の月夜は照らせども相見し妹いもはいや年さかる」（巻二・二一一）、「衾道ふすまぢを引手ひきての山に妹を置きて山路をゆけば生けりともなし」（同・二一二）がある。共に切実な歌である。二一一の第三句は、「照らせれど」とも訓んでいる。一周忌の歌だろうという説もあるが、必ずしもそう厳重に穿鑿せんさくせずとも、今秋の清い月を見て妻を追憶して歎く趣に取ればいい。「衾道を」はどうも枕詞のようである。「引手山」は不明だが、春日かすがの羽易はがい山の中かその近くと想像せられる。




　　　　　　　　　　　○




楽浪ささなみの志我津しがつの子こらが罷道まかりぢの川瀬かはせの道みちを見ればさぶしも 〔巻二・二一八〕 柿本人麿


　吉備津采女きびつのうねめが死んだ時、人麿の歌ったものである。「志我津しがつの子ら」とあるから、志我津しがつ即ち今の大津あたりに住んでいた女で、多分吉備の国（備前備中備後美作みまさか）から来た采女で、現職を離れてから近江の大津辺に住んでいたものと想像せられる。「子ら」の「ら」は親愛の語で複数を示すのではない。「罷道まかりぢ」は此世を去って死んで黄泉よみの国へ行く道の意である。

　一首は、楽浪ささなみの志我津しがつにいた吉備津采女きびつのうねめが死んで、それを送って川の瀬を渡って行く、まことに悲しい、というのである。「川瀬の道」という語は古代語として注意してよく、実際の光景であったのであろうが、特に「川瀬」とことわったのを味うべきである。川瀬の音も作者の心に沁しみたものと見える。

　この歌は不思議に悲しい調べを持って居り、全体としては句に屈折・省略等も無く、むつかしくない歌であるが、不思議にも身に沁みる歌である。どういう場合に人麿がこの采女の死に逢ったのか、或は依頼されて作ったものか、そういうことを種々問題にし得る歌だが、人麿は此時、「あまかぞふ大津おほつの子が逢ひし日におほに見しかば今ぞ悔くやしき」（巻二・二一九）という歌をも作っている。これは、生前縁があって一たび会ったことがあるが、その時にはただ何気なく過した。それが今となっては残念である、というので、これで見ると人麿は依頼されて作ったのでなく、采女は美女で名高かった者のようでもあり、人麿は自ら感激して作っていることが分かる。




　　　　　　　　　　　○




妻つまもあらば採つみてたげまし佐美さみの山野やまぬの上への宇波疑うはぎ過すぎにけらずや 〔巻二・二二一〕 柿本人麿


　人麿が讃岐さぬき狭岑さみね島で溺死者を見て詠んだ長歌の反歌である。今仲多度郡に属し砂弥しゃみ島と云っている。坂出さかいで町から近い。

　一首の意は、若し妻が一しょなら、野のほとりの兎芽子うはぎ（よめ菜）を摘んで食べさせようものを、あわれにも唯一人こうして死んでいる。そして野の兎芽子うはぎはもう季節を過ぎてしまっているではないか、というのである。

　タグという動詞は下二段に活用し、飲食することである。人麿はこういう種類の歌にもなかなか骨を折り、自分の身内か恋人でもあるかのような態度で作歌して居る。それゆえ軽くすべって行くようなことがなく、飽くまで人麿自身から遊離していないものとして受取ることが出来るのである。




　　　　　　　　　　　○




鴨山かもやまの磐根いはねし纏まける吾われをかも知しらにと妹いもが待まちつつあらむ 〔巻二・二二三〕 柿本人麿


　人麿が石見国にあって死なんとした時、自ら悲しんで詠んだ歌である。当時人麿は石見国府の役人として、出張の如き旅にあって、鴨山のほとりで死んだものであろう。

　一首は、鴨山の巌いわおを枕として死んで居る吾をも知らずに、吾が妻は吾の帰るのを待ち詫わびていることであろう、まことに悲しい、という意である。

　人麿の死んだ時、妻の依羅娘子よさみのおとめが、「けふけふと吾が待つ君は石川いしかはの峡かひに（原文、石水貝爾）交まじりてありといはずやも」（巻二・二二四）と詠んで居り、娘子は多分、角つぬの里さとにいた人麿の妻と同一人であろうから、そうすれば「鴨山」という山は、石川の近くで国府から少くも十数里ぐらい離れたところと想像することが出来る。そこで自分は昭和九年に「鴨山考」を作って、石川を現在の江川ごうのがわだと見立て、邑智おおち郡粕淵かすぶち村の津目山つのめやまを鴨山だろうという仮説を立てたのであったが、昭和十二年一月、おなじ粕淵村の大字湯抱ゆかかえに「鴨山」という名のついた実在の山を発見した。これは二つ峰のある低い山（三六〇米）で津目山より約半里程隔っている。この事は「鴨山後考」（昭和十三年「文学」六ノ一）で発表した。

　この歌は、謂わば人麿の辞世の歌であるが、いつもの人麿の歌程威勢がなく、もっと平凡でしっとりとした悲哀がある。また人麿は死に臨んで悟道めいたことを云わずに、ただ妻のことを云っているのも、なかなかよいことである。次に人麿の歿年はいつごろかというに、真淵は和銅三年ごろだろうとしてあるが、自分は慶雲四年ごろ石見に疫病の流行した時ではなかろうかと空想した。さすれば真淵説より数年若くて死ぬことになるが、それでも四十五歳ぐらいである。





巻第三




　　　　　　　　　　　○




大君おほきみは神かみにしませば天雲あまぐもの雷いかづちのうへに廬いほりせるかも 〔巻三・二三五〕 柿本人麿


　天皇（持統天皇）雷岳いかずちのおか（高市郡飛鳥村大字雷）行幸の時、柿本人麿の献たてまつった歌である。

　一首の意は、天皇は現人神あらひとがみにましますから、今、天に轟とどろく雷いかずちの名を持っている山のうえに行宮あんぐうを御造りになりたもうた、というのである。雷は既に当時の人には天空にある神であるが、天皇は雷神のその上に神随かむながらにましますというのである。

　これは供奉ぐぶした人麿が、天皇の御威徳を讃仰し奉ったもので、人麿の真率しんそつな態度が、おのずからにして強く大きいこの歌調を成さしめている。雷岳は藤原宮（高市郡鴨公村高殿の伝説地）から半里ぐらいの地であるから、今の人の観念からいうと御散歩ぐらいに受取れるし、雷岳は低い丘陵であるから、この歌をば事々しい誇張だとし、或は、「歌の興」に過ぎぬと軽く見る傾向もあり、或は支那文学の影響で腕に任せて作ったのだと評する人もあるのだが、この一首の荘重な歌調は、そういう手軽な心境では決して成就し得るものでないことを知らねばならない。抒情詩としての歌の声調は、人を欺くことの出来ぬものである、争われぬものであるということを、歌を作るものは心に慎つつしみ、歌を味うものは心を引締めて、覚悟すべきものである。現在でも雷岳の上に立てば、三山をこめた大和平野を一望のもとに眼界に入れることが出来る。人暦は遂に自らを欺かず人を欺かぬ歌人であったということを、吾等もようやくにして知るに近いのであるが、賀茂真淵此歌を評して、「岳の名によりてただに天皇のはかりがたき御いきほひを申せりけるさまはただ此人のはじめてするわざなり」（新採百首解）と云ったのは、真淵は人麿を理会し得たものの如くである。結句の訓、スルカモ、セスカモ等があるが、セルカモに従った。此は荒木田久老ひさおい（真淵門人）の訓である。

　この歌、或本には忍壁皇子おさかべのみこに献ったものとして、「大君は神にしませば雲隠る雷山いかづちやまに宮敷みやしきいます」となっている。なお「大君は神にしませば赤駒のはらばふ田井たゐを京師みやことなしつ」（巻十九・四二六〇）、「大君は神にしませば水鳥のすだく水沼みぬまを皇都みやことなしつ」（同・四二六一）、「大君は神にしませば真木の立つ荒山中に海をなすかも」（巻三・二四一）等の参考歌がある。

　右のうち巻十九（四二六〇）の、「赤駒のはらばふ田井」の歌は、壬申乱じんしんのらん平定以後に、大将軍贈右大臣大伴卿の作である。この大将軍は即ち大伴御行おおとものみゆきで大伴安麿の兄に当り、高市大卿ともいい、大宝元年に薨じ右大臣を贈られた。壬申乱に天武天皇方の軍を指揮した。此歌は飛鳥の浄見原の京都を讃美したもので、「赤駒のはらばふ」は田の辺に馬の臥ふしているさまである。此歌は即ち人麿の歌よりも前であるし、古調でなかなかいいところがあるので、巻十九で云うのを此処で一言費すことにした。四二六一は異伝で童謡風になっている。四二六〇の歌が人麿の歌より前だとすると、人麿に影響したとも取れるが、この歌をはじめて聞いたのは、天平勝宝四年二月二日だとことわってあるから、その辺の事情は好く分からない。




　　　　　　　　　　　○




否いなといへど強しふる志斐しひのが強しひがたりこの頃ごろ聞きかずてわれ恋こひにけり 〔巻三・二三六〕 持統天皇

否いなといへど語れ語れと詔のらせこそ志斐しひいは奏まをせ強語しひがたりと詔のる 〔巻三・二三七〕 志斐嫗


　この二つは、持統天皇と志斐嫗しいのおみなとの御問答歌である。此老女は語部かたりべなどの職にいて、記憶もよく話も面白かったものに相違ない。第一の歌は御製で、話はもう沢山だといっても、無理に話して聞かせるお前の話も、このごろ暫く聞かぬので、また聞きたくなった。第二の歌は嫗の和こたえ奉った歌で、もう御話は止しましょうと申上げても、語れ語れと御仰せになったのでございましょう。それを今無理強いの御話とおっしゃる、それは御無理でございます。二つは諧謔かいぎゃく的問答歌であるから、即興的であり機智的でもある。その調子を詞の繰返しなどによって知ることが出来る。しかし、お互の御親密の情がこれだけ自由自在に現われるということは、後代の吾等には寧ろ異といわねばならぬ程である。万葉集の歌は千差万別だが、人麿の切実な歌などのあいだに、こういう種類の歌があるのもなつかしく、尊敬せねばならぬのである。この第一の歌の題詞はただ「天皇」とだけあるが、諸家が皆持統天皇であらせられると考えている。さすれば天皇の歌人としての御力量は、「春過ぎて夏来るらし」の御製等と共に、近臣の助力云々などの想像の、いかに当らぬものだかということを証明するものである。「志斐い」の「い」は語調のための助詞で、「紀の関守い留めなむかも」（巻四・五四五）などと同じい。山田博士は、「このイは主格を示す古代の助詞」だと云っている。




　　　　　　　　　　　○




大宮おほみやの内うちまで聞きこゆ網引あびきすと網子あごととのふる海人あまの呼よび声ごゑ 〔巻三・二三八〕 長意吉麻呂


　長忌寸意吉麻呂ながのいみきおきまろが詔に応こたえ奉った歌であるが、持統天皇か文武天皇か難波宮（長柄豊崎宮ながらのとよさきのみや。現在の大阪豊崎町）に行幸せられた時の作であろう。

　海岸で網を引上げるために、網引く者どもの人数を揃そろえいろいろ差図手配する海人あまのこえが、離宮の境内まで聞こえて来る、という歌である。応詔の歌だから、調べも謹直であるが、ありの儘を詠んでいる。併しありの儘を詠んでいるから、大和の山国から海浜に来た人々の、喜ばしく珍しい心持が自然にあらわれるので、強しいて心持を出そうなどと意図しても、そう旨うまく行くものでは無い。

　また、この歌は応詔の歌であるが、特に帝徳を讃美したような口吻もなく、離宮に聞こえて来る海人等の声を主にして歌っているのであるが、それでも立派に応詔歌になっているのを見ると、万葉集に散見する献歌の中に、強いて寓意ぐういを云々するのは間違だとさえおもえるのである。例えば、「うち手折たをり多武たむの山霧しげみかも細川の瀬に波のさわげる」（巻九・一七〇四）という、舎人皇子とねりのみこに献った歌までに寓意を云々するが如きである。つまり、同じく「詔」でも、属目しょくもくの歌を求められる場合が必ずあるだろうとおもうからである。




　　　　　　　　　　　○




滝たぎの上うへの三船みふねの山やまに居ゐる雲くもの常つねにあらむとわが思もはなくに 〔巻三・二四二〕 弓削皇子


　弓削皇子ゆげのみこ（天武天皇第六皇子、文武天皇三年薨去）が吉野に遊ばれた時の御歌である。滝たぎは宮滝の東南にその跡が残っている。三船山はその南にある。

　滝の上の三船の山には、あのようにいつも雲がかかって見えるが、自分等はああいう具合に常住ではない。それが悲しい、というので、「居る雲の」は、「常」にかかるのであろう。「常にあらむとわが思はなくに」の句に深い感慨があって、人麿の、「いさよふ波の行方しらずも」などとも一脈相通ずるものがあるのは、当時の人の心にそういう共通な観相的傾向があったとも解釈することが出来る。なお集中、「常にあらぬかも」、「常ならめやも」の句ある歌もあって参考とすべきである。いずれにしても此歌は、景を叙しつつ人間の心に沁み入るものを持って居る。此御歌に対して、春日王かすがのおおきみは、「大君は千歳にまさむ白雲も三船の山に絶ゆる日あらめや」（巻三・二四三）と和こたえていられる。




　　　　　　　　　　　○




玉藻たまもかる敏馬みぬめを過すぎて夏草なつくさの野島ぬじまの埼さきに船ふねちかづきぬ 〔巻三・二五〇〕 柿本人麿


　これは、柿本朝臣人麻呂覉旅きりょ歌八首という中の一つである。覉旅八首は、純粋の意味の連作でなく、西へ行く趣の歌もあり、東へ帰る趣の歌もある。併し八首とも船の旅であるのは注意していいと思う。敏馬は摂津武庫郡、小野浜から和田岬までの一帯、神戸市の灘区に編入せられている。野島は淡路の津名郡に野島村がある。

　一首の意は、〔玉藻かる〕（枕詞）摂津の敏馬みぬめを通とおって、いよいよ船は〔夏草の〕（枕詞）淡路の野島の埼に近づいた、というのである。

　内容は極めて単純で、ただこれだけだが、その単純が好いので、そのため、結句の、「船ちかづきぬ」に特別の重みがついて来ている。一首に枕詞が二つ、地名が二つもあるのだから、普通謂う意味の内容が簡単になるわけである。この歌の、「船近づきぬ」という結句は、客観的で、感慨がこもって居り、驚くべき好い句である。万葉集中では、「ひむがしの野にかぎろひの立つ見えてかへり見すれば月かたぶきぬ」（巻一・四八）、「風をいたみ奥おきつ白浪高からし海人あまの釣舟浜に帰りぬ」（巻三・二九四）、「あらたまの年の緒ながく吾が念もへる児等に恋ふべき月近づきぬ」（巻十九・四二四四）等の例があり、その結句は、文法的には客観的であって、感慨のこもっているものである。第三句、「夏草の」を現実の景と解する説もあるが、これは、「夏草の靡き寝ぬ」の如きから、「寝ぬ」と「野ぬ」との同音によって枕詞となったと解釈した。またこう解すれば、「奴流」（寝）は「奴島」（巻三・二四九）のヌと同じく、時には「努」（野）とも通用したことが分かるし、阿之比奇能夜麻古要奴由伎アシヒキノヤマコエヌユキ（巻十七・三九七八）の、「奴由伎」は「野ゆき」であるから、「奴」、「努」の通用した実例である。即ち甲類乙類の仮名通用の例でもあり、野の中間音でヌと発音した積極的な例ともなり、ノと書くことの間違だということも分かるのである。また現在淡路三原郡に沼島ぬしま村があるのは、野島の変化だとせば、野島をヌシマと発音した証拠となる。




　　　　　　　　　　　○




稲日野いなびぬも行ゆき過すぎがてに思おもへれば心こころ恋こほしき可古かこの島しま見みゆ 〔巻三・二五三〕 柿本人麿


　人麿作、これも八首中の一つである。稲日野いなびぬは印南野いなみぬとも云い、播磨の印南郡の東部即ち加古川流域の平野と加古・明石あかし三郡にわたる地域をさして云っていたようである。約つづめていえば、稲日野は加古川の東方にも西方にも亙わたっていた平野と解釈していい。可古島は現在の高砂たかさご町あたりだろうと云われている。島でなくて埼でも島と云ったことは、伊良虞いらごの島しまの条下じょうかで説明し、また後に出て来る、倭島やまとしまの条下でも明かである。加古は今は加古郡だが、もとは（明治二十二年迄）印南郡であった。

　一首の意は、広々とした稲日野いなびぬ近くの海を航していると、舟行が捗々はかばかしくなく、種々ものおもいしていたが、ようやくにして恋しい加古の島が見え出した、というので、西から東へ向って航している趣おもむきの歌である。

「稲日野も」の「も」は、「足引のみ山も清さやに落ちたぎつ」（巻六・九二〇）、「筑波根つくばねの岩もとどろに落つるみづ」（巻十四・三三九二）などの「も」の如く、軽く取っていいだろう。「過ぎがてに」は、舟行が遅くて、広々した稲日野の辺を中々通過しないというので、舟はなるべく岸近く漕こぐから、稲日野が見えている趣なのである。「思へれば」は、彼此かれこれおもう、いろいろおもうの意で、此句と、前の句との間に小休止があり、これはやはり人麿的なのであるから、「ものおもふ」ぐらいの意に取ればいい。つまり旅の難儀の気持である。然るに従来この句を、稲日野の景色が佳いので、立去り難いという気持の句だと解釈した先輩（契沖以下殆ど同説）の説が多い。併しこの場合にはそれは感服し難い説で、そうなれば歌がまずくなってしまうと思うがどうであろうか。また用語の類例としては、「繩の浦に塩焼くけぶり夕されば行き過ぎかねて山に棚引く」（巻三・三五四）があって、私の解釈の無理でないことを示している。

　この歌は覉旅中の感懐であって、風光の移るにつれて動く心の儘を詠じ、歌詞それに伴うてまことに得難い優れた歌となった。そして、「心恋こほしき加古の島」あたりの情調には、恋愛にかようような物懐しいところがあるが、人麿は全体としてそういう抒情的方面の豊かな歌人であった。




　　　　　　　　　　　○




ともしびの明石あかし大門おほとに入いらむ日ひや榜こぎ別わかれなむ家いへのあたり見みず 〔巻三・二五四〕 柿本人麿


　人麿作、覉旅八首中の一。これは西の方へ向って船で行く趣である。

　一首の意は、〔ともしびの〕（枕詞）明石あかしの海門かいもんを通過する頃には、いよいよ家郷の大和やまとの山々とも別れることとなるであろう。その頃には家郷の大和も、もう見えずなる、というのである。「入らむ日や」の「や」は疑問で、「別れなむ」に続くのである。

　歌柄の極めて大きいもので、その点では万葉集中稀まれな歌の一つであろうか。そして、「入らむ日や」といい、「別れなむ」というように調子をとっているのも波動的に大きく聞こえ、「の」、「に」、「や」などの助詞の使い方が実に巧みで且つ堂々としておる。特に、第四句で、「榜ぎ別れなむ」と切って、結句で、「家のあたり見ず」と独立的にしたのも、その手腕敬憬けいけいすべきである。由来、「あたり見ず」というような語には、文法的にも毫も詠歎の要素が無いのである。「かも」とか、「けり」とか、「はや」とか、「あはれ」とか云って始めて詠歎の要素が入って来るのである。文法的にはそうなのであるが、歌の声調方面からいうと、響きから論ずるから、「あたり見ず」で充分詠歎の響があり、結句として、「かも」とか、「けり」とかに匹敵するだけの効果をもっているのである。この事は、万葉の秀歌に随処に見あたるので、「その草深野」、「棚無し小舟」、「印南いなみ国原」、「厳橿いつかしが本」という種類でも、「月かたぶきぬ」、「加古の島見ゆ」、「家のあたり見ず」でも、また、詠歎の入っている、「見れど飽かぬかも」、「見れば悲しも」、「隠さふべしや」等でも、結局は同一に帰するのである。そういうことを万葉の歌人が実行しているのだから、驚き尊敬せねばならぬのである。こういう事は、近く出す拙著、「短歌初学門」でも少しく説いて置いた筈である。




　　　　　　　　　　　○




天あまざかる夷ひなの長路ながぢゆ恋こひ来れば明石あかしの門とより倭島やまとしま見みゆ 〔巻三・二五五〕 柿本人麿


　人麿作、覉旅八首中の一。これは西から東へ向って帰って来る時の趣で、一首の意は、遠い西の方から長い海路を来、家郷恋しく思いつづけて来たのであったが、明石の海門まで来ると、もう向うに大和が見える、というので、覉旅の歌としても随分自然に歌われている。それよりも注意するのは、一首が人麿一流の声調で、強く大きく豊かだということである。そしていて、浮腫ふしゅのようにぶくぶくしていず、遒勁しゅうけいとも謂いうべき響だということである。こういう歌調も万葉歌人全般という訣わけには行かず、家持の如きも、こういう歌調を学んでなおここまで到達せずにしまったところを見れば、何なんの彼かのと安易に片付けてしまわれない、複雑な問題が包蔵されていると考うべきである。この歌の、「恋ひ来れば」も、前の、「心恋こほしき」に類し、ただ一つこういう主観語を用いているのである。一、二参考歌を拾うなら、「旅にして物恋ものこほしきに山下の赤あけのそほ船沖に榜こぐ見ゆ」（巻三・二七〇）は黒人作、「堀江より水脈みをさかのぼる楫かぢの音の間なくぞ奈良は恋しかりける」（巻二十・四四六一）は家持作である。共に「恋」の語が入っている。

　なお、人麿の覉旅歌には、「飼飯けひの海の庭にはよくあらし苅かりごもの乱みだれいづ見ゆ海人あまの釣船」（巻三・二五六）というのもあり、棄てがたいものである。飼飯の海は、淡路西海岸三原郡湊みなと町の近くに慶野松原がある。其処そこの海であろう。なお、人麿が筑紫つくしに下った時の歌、「名ぐはしき稲見いなみの海の奥つ浪千重ちへに隠かくりぬ大和島根は」（同・三〇三）、「大王おほきみの遠とほのみかどと在り通ふ島門しまとを見れば神代し念おもほゆ」（同・三〇四）があり、共に佳作であるが、人麿の歌が余り多くなるので、従属的に此こ処こに記すこととした。新羅しらぎ使等が船上で吟誦した古歌として、「天離あまざかるひなの長道ながぢを恋ひ来れば明石の門より家の辺あたり見ゆ」（巻十五・三六〇八）があるが、此は人麿の歌が伝わったので、人麿の歌を分かり好く変化せしめている。




　　　　　　　　　　　○




矢釣山やつりやま木立こだちも見みえず降ふり乱みだる雪ゆきに驟うくつく朝あしたたぬしも 〔巻三・二六二〕 柿本人麿


　柿本人麿が新田部にいたべ皇子に献たてまつった長歌の反歌で、長歌は、「やすみしし吾大王おほきみ、高耀ひかる日ひの皇子みこ、敷しきいます大殿おほとのの上に、ひさかたの天伝あまづたひ来る、雪じもの往きかよひつつ、いや常世とこよまで」という簡浄なものである。この短歌の下の句の原文は、「落乱、雪驪、朝楽毛」で、古来種々の訓があった。私が人麿の歌を評釈した時には、新訓（佐佐木博士）の、「雪に驪こまうつ朝あしたたぬしも」に従ったが、今回は、故生田耕一氏の「雪に驟うくつく朝楽しも」に従った。ウクツクとは、新撰字鏡に、驟也、宇久豆久ウクヅクとあって、馬を威勢よく走らせることである。矢釣山は、高市郡八釣村がある、そこであろう。この歌は、大体そう訓んで味うと、なかなかよい歌で棄てがたいのである。「矢釣山木立も見えず降りみだる」あたりの歌調は、人麿でなければ出来ないものを持っている。結句の訓も種々で考こうのマヰリクラクモに従う学者も多い。山田博士は、「雪にうくづきまゐり来らくも」と訓み、「古は初雪の見参といふ事ありて、初雪に限らず、大雪には早朝におくれず祗候しこうすべき儀ありしなり」（講義）と云っている。なお吉田増蔵氏は、「雪に馬並なめまゐり来らくも」と訓んだ。また、「乱」をマガフ、サワグ等とも訓んでいる。これは、四段の自動詞に活用しないという結論に本もとづく根拠もあるのだが、私は今回もミダルに従った。若し、マヰリクラクモと訓むとすると、「ふる雪を腰になづみて参まゐり来し験しるしもあるか年のはじめに」（巻十九・四二三〇）が参考となる歌である。




　　　　　　　　　　　○




もののふの八十やそうぢ河がはの網代木あじろぎにいさよふ波なみのゆくへ知しらずも 〔巻三・二六四〕 柿本人麿


　柿本人麿が近江から大和へ上ったとき宇治川のほとりで詠んだものである。「もののふの八十氏やそうぢ」は、物部もののふには多くの氏うじがあるので、八十氏やそうじといい、同音の宇治川うじがわに続けて序詞とした。網代木あじろぎは、網の代用という意味だが、これは冬宇治川の氷魚ひおを捕るために、沢山の棒杭を水中に打ち、恐らく上流に向って狭くなるように打ったと思うが、其処が水流が急でないために魚が集って来る、それを捕るのである。其処の棒杭に水が停滞して白い波を立てている光景である。

　この歌も、「あまざかる夷ひなの長道ながぢゆ」の歌のように、直線的に伸々のびのびとした調べのものである。この歌の上の句は序詞で、現代歌人の作歌態度から行けば、寧ろ鑑賞の邪魔をするのだが、吾等はそれを邪魔と感ぜずに、一首全体の声調的効果として受納れねばならぬ。そうすれば豊潤で太い朗かな調べのうちに、同時に切実峻厳、且つ無限の哀韻を感得することが出来る。この哀韻は、「いさよふ波の行方ゆくへ知らず」にこもっていることを知るなら、上の句の形式的に過ぎない序詞は、却って下の句の効果を助長せしめたと解釈することも出来るのである。この限り無き哀韻は、幾度も吟誦してはじめて心に伝わり来るもので、平俗な理論で始末すべきものではない。

　この哀韻は、近江旧都を過ぎた心境の余波だろうとも説かれている。これは否定出来ない。なおこの哀韻は支那文学の影響、或は仏教観相の影響だろうとも云われている。人麿ぐらいな力量を有もつ者になれば、その発達史も複雑で、支那文学も仏教も融とけきっているとも解釈出来るが、この歌の出来た時の人麿の態度は、自然への観入・随順であっただけである。その関係を前後混同して彼此かれこれ云ったところで、所詮しょせん戯論に終わるので、理窟は幾何いくら精くわしいようでも、この歌から遊離した上うわの空そらの言辞ということになるのである。或人はこの歌を空虚な歌として軽蔑するが、自分はやはり人麿一代の傑作の一つとして尊敬するものである。




　　　　　　　　　　　○




苦くるしくも降ふり来くる雨あめか神みわが埼さき狭野さぬのわたりに家いへもあらなくに 〔巻三・二六五〕 長奥麻呂


　長忌寸奥麻呂ながのいみきおきまろ（意吉麻呂）の歌である。神が埼（三輪崎）は紀伊国東牟婁むろ郡の海岸にあり、狭野さぬ（佐野）はその近く西南方で、今はともに新宮市に編入されている。「わたり」は渡し場である。第二句で、「降り来る雨か」と詠歎して、愬うったえるような響を持たせたのにこの歌の中心があるだろう。そして心が順直に表わされ、無理なく受納れられるので、古来万葉の秀歌として評価されたし、「駒とめて袖うち払ふかげもなし佐野のわたりの雪の夕ぐれ」という如き、藤原定家の本歌取の歌もあるくらいである。それだけ感情が通常だとも謂えるが、奥麻呂は実地に旅行しているのでこれだけの歌を作り得た。定家の空想的模倣歌などと比較すべき性質のものではない。弁基べんき（春日蔵首老かすがのくらびとおゆ）の歌に、「まつち山ゆふ越え行きていほさきの角太河原すみたかはらにひとりかも寝む」（巻三・二九八）というのがあるが、この頃の人々は、自由に作っていて感のとおっているのは気持が好い。

　近時土屋文明氏は、「神之埼」をカミノサキと訓む説を肯定し、また紀伊新宮附近とするは万葉時代交通路の推定から不自然のようにおもわれることを指摘し、和泉いずみ日根郡の神前を以て擬するに至った。また佐野も近接した土地で共に万葉時代から存在した地名と推定することも出来、和泉ならば紀伊行幸の経路であるから、従駕の作者が詠じたものと見ることが出来るというのである。




　　　　　　　　　　　○




淡海あふみの海うみ夕浪ゆふなみ千鳥ちどり汝なが鳴なけば心こころもしぬにいにしへ思おもほゆ 〔巻三・二六六〕 柿本人麿


　柿本人麿の歌であるが、巻一の近江旧都回顧の時と同時の作か奈何どうか不明である。「夕浪千鳥」は、夕べの浪の上に立ちさわぐ千鳥、湖上の低い空に群れ啼いている千鳥で、古代造語法の一つである。一首の意は、淡海おうみの湖に、その湖の夕ぐれの浪に、千鳥が群れ啼いている。千鳥等よ、お前等の啼く声を聞けば、真しんから心が萎しおれて、昔の都の栄華のさまを偲ばれてならない、というのである。

　この歌は、前の宇治河の歌よりも、もっと曲折のある調べで、その中に、「千鳥汝が鳴けば」という句があるために、調べが曲折すると共に沈厚なものにもなっている。また独詠的な歌が、相手を想像する対詠的歌の傾向を帯びて来たが、これは、「志賀の辛崎幸さきくあれど」とつまりは同じ傾向となるから、ひょっとしたら、巻一の歌と同時の頃の作かも知れない。

　巻三（三七一）に、門部王かどべのおおきみの、「飫宇おうの海の河原の千鳥汝が鳴けば吾が佐保河の念ほゆらくに」があり、巻八（一四六九）に沙弥さみ作、「足引の山ほととぎす汝が鳴けば家なる妹し常におもほゆ」、巻十五（三七八五）に宅守やかもりの、「ほととぎす間あひだしまし置け汝が鳴けば吾あが思もふこころ甚いたも術すべなし」があるが、皆人麿のこの歌には及ばないのみならず、人麿の此歌を学んだものかも知れない。




　　　　　　　　　　　○




鼯鼠むささびは木こぬれ求もとむとあしひきの山やまの猟夫さつをにあひにけるかも 〔巻三・二六七〕 志貴皇子


　志貴皇子しきのみこの御歌である。皇子は天智天皇第四皇子、持統天皇（天智天皇第二皇女）の御弟、光仁天皇の御父という御関係になる。

　一首の意は、鼯鼠むささびが、林間の梢こずえを飛渡っているうちに、猟師に見つかって獲とられてしまった、というのである。

　この歌には、何処かにしんみりとしたところがあるので、古来寓意説があり、徒いたずらに大望を懐いだいて失脚したことなどを寓したというのであるが、この歌には、鼯鼠の事が歌ってあるのだから、第一に鼯鼠の事を詠み給うた歌として受納れて味うべきである。寓意の如きは奥の奥へ潜ひそめて置くのが、現代人の鑑賞の態度でなければならない。そうして味えば、この歌には皇子一流の写生法と感傷とがあって、しんみりとした人生観相を暗指あんじしているのを感じ、選ぶなら選ばねばならぬものに属している。寓意説のおこるのは、このしみじみした感傷があるためであるが、それをば寓意として露骨にするから、全体を破壊してしまうのである。天平十一年大伴坂上郎女おおとものさかのうえのいらつめの歌に、「ますらをの高円たかまと山に迫せめたれば里に下おりける鼯鼠むささびぞこれ」（巻六・一〇二八）というのがあり、これは実際この小獣を捕えた時の歌で寓意でなく、この小獣に注して、「俗に牟射佐妣むささびといふ」とあるから愛すべき小獣として人の注目を牽ひいたものであろう。略解りゃくげに、「此御歌は人の強しひたる物ほしみして身を亡すに譬たとへたまへるにや。此皇子の御歌にはさる心なるも又見ゆ。大友大津の皇子たちの御事などを御まのあたり見たまひて、しかおぼすべきなり」とあるなどは寓意説に溺れたものである。（檜嬬手ひのつまでも全く略解の説を踏襲している。）




　　　　　　　　　　　○




旅たびにしてもの恋こほしきに山下やましたの赤あけのそほ船ぶね沖おきに榜こぐ見みゆ 〔巻三・二七〇〕 高市黒人


　高市連黒人たけちのむらじくろひとの覉旅八首中の一つである。この歌の、「山下やましたの」は、「秋山の下したぶる妹」（巻二・二一七）などの如く、紅葉の美しいのに関係せしめて使って居るから、「赤」の枕詞に用いたものらしい。「そほ」は赭土しゃどから取った塗料で、赭土といっても、赤土、鉄分を含んだ泥土、粗製の朱等いろいろであった。その精品を真朱まそほといって、「仏つくる真朱まそほ足らずは」（巻十六・三八四一）の例がある。「赤のそほ船」は赤く塗った船である。「沖ゆくや赤羅あから小船」（同・三八六八）も赤く塗った船のことである。そこで一首の意味は、旅中にあれば何につけ都が恋しいのに、沖の方を見れば赤く塗った船が通って行く、あれは都へのぼるのであろう。羨しいことだ、というので、今から見れば覉旅の歌の常套じょうとう手段のようにも取れるが、当時の歌人にとっては常に実感であったのであろう。黒人の歌は具象的で写象も鮮明だが、人麿の歌調ほど切実でないから、「もの恋しき」と云ったり、「古への人にわれあれや」等と云っても、稍通俗に感ぜしめる余裕がある。巻一（六七）に、「旅にしてもの恋こほしぎの鳴くことも聞えざりせば恋ひて死なまし」は持統天皇難波行幸の時、高安大島たかやすのおおしまの作ったものだが、上の句が似ている。




　　　　　　　　　　　○




桜田さくらだへ鶴たづ鳴なきわたる年魚市潟あゆちがた潮干しほひにけらし鶴たづ鳴なきわたる 〔巻三・二七一〕 高市黒人


　黒人作。覉旅八首の一。「桜田さくらだ」は、和名鈔の尾張国愛知郡作良さくら郷、現在熱田の東南方に桜がある。その桜という海浜に近い土地の田の事である。或は桜田という地名だという説もある。「年魚市あゆち潟」は、和名鈔に尾張国愛知郡阿伊智あいちとあり、熱田南方の海岸一帯が即ち年魚市（書紀に吾湯市）潟で、桜はその一部である。今の熱田新田と称する辺も古いにしえは海だったろうと云われている。一首の意味は、陸の方から海に近い桜の田の方へ向って、鶴が群れて通って行くが、多分年魚市潟一帯が潮干になったのであろう、というのである。一首の中に地名が二つも入って居て、それに「鶴鳴きわたる」を二度繰返しているのだから、内容からいえば極く単純なものになってしまった。併し一首全体が高古の響を保持しているのは、内容がこせこせしない為めであり、「桜田へ鶴鳴きわたる」という唯一の現在的内容が却って鮮明になり、一首の風格も大きくなった。そのあいだに、「年魚市潟潮干にけらし」という推量句が入っているのだが、この推量も大体分かっている現実的推量で、ただぼんやりした想像ではないのが特色である。けれどもこの歌は、桜田が主で、桜田を眺める位置に作者が立っている趣で、あゆち潟というのはもっと離れているところであろう。一首の形態からいうと、前出の、「吾はもや安見児得たり皆人の得がてにすとふ安見児得たり」（巻二・九五）などと殆ど同じである。また内容からいうと、「年魚市潟潮干にけらし知多ちたの浦に朝榜こぐ舟も沖に寄る見ゆ」（巻七・一一六三）「可之布江かしふえに鶴鳴きわたる志珂しかの浦に沖つ白浪立ちし来らしも」（巻十五・三六五四）など類想の歌が多い。おなじ黒人の歌でも、「住吉すみのえの得名津えなつに立ちて見渡せば武庫の泊とまりゆ出づる舟人」（巻三・二八三）は、少しく楽らく過ぎて、人麿の「乱れいづ見ゆあまの釣舟」（同・二五六）には及ばない。けれども黒人には黒人の本領があり、人麿の持っていないものがあるから、それを見のがさないように努むべきである。

　此処の、「四極しはつ山うち越え見れば笠縫かさぬひの島榜ぎかくる棚無し小舟をぶね」（同・二七二）も佳作で、後年山部赤人に影響を与えたものである。四極しはつ山、笠縫かさぬい島は参河みかわという説と摂津という説とあるが、今は仮りに契沖以来の、参河国幡豆はず郡磯泊（之波止シハト）説に従って味うこととする。また、「妹も吾も一つなれかも三河なる二見ふたみの道ゆ別れかねつる」（同・二七六）というのもある。三河の二見は御油ごゆから吉田よしだに出る二里半余の道だといわれている。「妹いも」は、かりそめに親しんだそのあたりの女であろう。上句は、お前も俺おれも一体だからだろうと気転を利かしたいい方である。黒人のには上半にこういう主観句のものが多い。それが成功したのもあればまずいのもある。




　　　　　　　　　　　○




何処いづくにか吾われは宿やどらむ高島たかしまの勝野かちぬの原はらにこの日ひ暮くれなば 〔巻三・二七五〕 高市黒人


　黒人作。覉旅歌つづき。「高島の勝野」は、近江おうみ高島郡三尾のうち、今の大溝町である。黒人の覉旅の歌はこれを見ても場処の移動につれ、その時々に詠んだことが分かる。これは勝野の原の日暮にあって詠んだので、それが現実的内容で、「何処にか吾は宿らむ」はそれに伴う自然的詠歎である。かく詠歎を初句第二句に置くのは、黒人の一つの傾向とも謂うことが出来るであろう。この詠歎は率直簡単なので却って効果があり、全体として旅中の寂しい心持を表現し得たものである。黒人作で、近江に関係あるものは、「磯の埼榜こぎたみゆけば近江あふみの海み八十やその湊みなとに鶴たづさはに鳴く」（巻三・二七三）、「吾が船は比良ひらの湊に榜ぎ泊はてむ沖へな放さかりさ夜よふけにけり」（同・二七四）がある。「沖へな放かり」というのは、余り沖遠くに行くなというので特色のある句である。「わが舟は明石あかしの浦に榜ぎはてむ沖へな放さかりさ夜ふけにけり」（巻七・一二二九）というのは、黒人の歌が伝誦のあいだに変化し、勝手に「明石」と直したものであろう。




　　　　　　　　　　　○




疾とく来きても見みてましものを山城やましろの高たかの槻つき村むら散ちりにけるかも 〔巻三・二七七〕 高市黒人


　黒人覉旅八首の一つ、これは山城の旅になっている。原文の「高槻村」は、旧訓タカツキムラノであったのを、槻落葉つきのおちばでタカツキノムラと訓み、「高く槻の木の生たる木群こむらをいふ成なるべし」といって学者多くそれに従ったが、生田耕一氏が、高は山城国綴喜つづき郡多賀郷のタカで、今の多賀・井手あたりであろうという説をたて、他の歌例に、「山城の泉いづみの小菅」、「山城の石田いはたの杜もり」などあるのを参考し、「山城の高たかの槻村」だとした。爾来じらい諸学者それを認容するに至った。

　一首の意は、もっと早く来て見れば好かったのに、今来て見れば此処の山城の高たかという村の槻の林の黄葉もみじも散ってしまった、というので、高（多賀郷）の槻の林というものはその当時も有名であったのかも知れない。或は高というのは郷の名でも、作者の意識には、「高い槻の木」ということをほのめかそうとしたのであったのかも知れない。そうすれば、従来槻落葉の説に従って味って来たようにして味うことも出来る。この歌では、「山城の高の槻村散りにけるかも」という詠歎が主眼なのだが、沁みとおるような響が無い。また、「疾く来ても見てましものを」と云っても、いかにもあっさりして居る。是は単に旅の歌だから自然この程度の感慨になるのだが、つまりは黒人流なのだということになるのであろう。




　　　　　　　　　　　○




此こ処こにして家いへやもいづく白雲しらくもの棚引たなびく山やまを越こえて来きにけり 〔巻三・二八七〕 石上卿


　志賀に行幸あった時、石上卿いそのかみのまえつきみの作ったものであるが、作者の伝は不明で、行幸せられた天皇も、荒木田久老ひさおいは、大宝二年太上天皇おおきみすめらみこと（持統天皇）が三河美濃に行幸あった時、近江にも立寄られたのだろうと云っている。そうすれば石上麻呂であるかも知れない。左大臣石上麻呂は養老元年三月に薨じているから、後人が題詞を書いたとせば、「卿」でもよいのである。併し養老元年九月の行幸（元正天皇）の時だとすると、やはり槻落葉つきのおちばでいったごとく石上豊庭いそのかみのとよにわだろうということとなる。この豊庭説が有力である。

　旅を遙々来た感じで、直線的にいい下して、相当の感情を出している歌である。大伴旅人の歌に、「此処にありて筑紫つくしや何処いづく白雲の棚引く山の方かたにしあるらし」（巻四・五七四）というのがあって、形態が似ている。これは旅人の歌よりも早いものであるが、只今は二つ並べて鑑賞することとする。この歌の、「白雲の棚引く山を越えて来にけり」も、近江で詠んだのだから、直接性があるし、旅人のは京みやこにあって筑紫を詠んだのだから、間接のようだが、これは筑紫に残っている沙弥満誓さみのまんぜいに和こたえた歌だから、そういう意味で心に直接性があるのである。




　　　　　　　　　　　○




昼ひる見みれど飽あかぬ田児たごの浦うら大王おほきみのみことかしこみ夜よる見みつるかも 〔巻三・二九七〕 田口益人


　田口益人たぐちのますひとが和銅元年上野国司かみつけぬのくにのつかさとなって赴任ふにんの途上駿河するが国浄見きよみ埼を通って来た時の歌である。国司は守かみ・介すけ・掾じょう・目さかんともに通じていうが、ここは国守である。浄見埼は廬原いおはら郡の海岸で今の興津おきつ清見寺あたりだといわれている。この歌の前に、「廬原いほはらの清見が埼の三保の浦の寛ゆたけき見つつもの思ひもなし」（巻三・二九六）というのがある。三保は今は清水市だが古えは廬原郡であった。「清見が埼の」も、「三保の浦の」も共に「寛けき」に続く句法である。「田児浦」は今は富士郡だが、古いにしえは廬原郡にもかかった範囲の広かったもので、東海道名所図絵に、「都すべて清見興津より、ひがし浮島原迄の海浜の惣号そうがうなるべし」とある。

　さて、此一首は、昼見れば飽くことのない田児浦のよい景色をば、君命によって赴任する途上だから夜見た、というので、昼見る景色はまだまだ佳いのだという意が含まっているのである。そして、なぜ夜見たとことわったかというに、山田（孝雄）博士の考証がある（講義）。駿河国府（静岡）を立って、息津おきつ、蒲原かんばらと来るのだが、その蒲原まで来るあいだに田児浦がある。静岡から息津まで九里、息津から蒲原まで四里、それを一日の行程とすると、蒲原に着くまえに夜になったのであろう、というのである。

　この歌は右の如く、事実によって詠んだものであるが、この歌を読むといつも不思議な或るものを感じて今日まで来たのであった。それは、「夜見つるかも」という句にあって、この「夜」というのに、特有の感じがあると思うのである。作者は、「夜の田児浦」をばただ事実によってそういっただけだが、それでもその夜の感動が後代の私等に伝わるのかも知れないのである。

　補記。近時沢瀉おもだか久孝氏は田児浦を考証し、「薩埵さった峠の東麓より、由比、蒲原を経て吹上浜に至る弓状をなす入海を上代の田児浦とする」とした。




　　　　　　　　　　　○




田児たごの浦ゆうち出でて見れば真白ましろにぞ不尽ふじの高嶺たかねに雪ゆきは降ふりける 〔巻三・三一八〕 山部赤人


　山部宿禰赤人やまべのすくねあかひとが不尽山ふじのやまを詠んだ長歌の反歌である。「田児の浦」は、古いにしえは富士・廬原の二郡に亙った海岸をひろく云っていたことは前言のとおりである。「田児の浦ゆ」の「ゆ」は、「より」という意味で、動いてゆく詞語に続く場合が多いから、此処は「打ち出でて」につづく。「家ゆ出でて三年がほどに」、「痛足あなしの川ゆ行く水の」、「野坂の浦ゆ船出して」、「山の際まゆ出雲いづもの児ら」等の用例がある。また「ゆ」は見渡すという行為にも関聯しているから、「見れば」にも続く。「わが寝たる衣の上ゆ朝月夜あさづくよさやかに見れば」、「海人あまの釣舟浪の上ゆ見ゆ」、「舟瀬ふなせゆ見ゆる淡路島」等の例がある。前に出た、「御井みゐの上より鳴きわたりゆく」の「より」のところでも言及したが、言語は流動的なものだから、大体の約束による用例に拠って極めればよく、それも幾何学の証明か何ぞのように堅苦しくない方がいい。つまり此処で赤人はなぜ「ゆ」を使ったかというに、作者の行為・位置を示そうとしたのと、「に」とすれば、「真白にぞ」の「に」に邪魔をするという微妙な点もあったのであろう。

　赤人の此処の長歌も簡潔で旨うまく、その次の無名氏（高橋連むらじ虫麿か）の長歌よりも旨い。また此反歌は古来人口に膾炙かいしゃし、叙景歌の絶唱とせられたものだが、まことにその通りで赤人作中の傑作である。赤人のものは、総じて健康体の如くに、清潔なところがあって、だらりとした弛緩しかんがない。ゆえに、規模が大きく緊密な声調にせねばならぬような対象の場合に、他の歌人の企て及ばぬ成功をするのである。この一首中にあって最も注意すべき二つの句、即ち、第三句で、「真白にぞ」と大きく云って、結句で、「雪は降りける」と連体形で止めたのは、柿本人麿の、「青駒の足掻あがきを速み雲居にぞ妹があたりを過ぎて来にける」（巻二・一三六）という歌と形態上甚だ似ているにも拘かかわらず、人麿の歌の方が強く流動的で、赤人の歌の方は寧ろ浄勁じょうけいとでもいうべきものを成就じょうじゅしている。古義で、「真白くぞ」と訓み、新古今で、「田子の浦に打出て見れば白妙の富士の高根に雪は降りつつ」として載せたのは、種々比較して味うのに便利である。また、無名氏の反歌、「不尽ふじの嶺ねに降り置ける雪は六月みなづきの十五日もちに消ぬればその夜降りけり」（巻三・三二〇）も佳い歌だから、此処に置いて味っていい。（附記。山田博士の講義に、「田児浦の内の或地より打ち出で見ればといふことにて足る筈なり。かくてその立てる地も田子浦の中たるなり」と説明して居る。）




　　　　　　　　　　　○




あをによし寧楽ならの都みやこは咲さく花はなの薫にほふがごとく今いま盛さかりなり 〔巻三・三二八〕 小野老


　太宰少弐小野老朝臣だざいのしょうにおぬのおゆのあそみの歌である。老おゆは天平十年（続紀には九年）に太宰大弐だざいのだいにとして卒そっしたが、作歌当時は大伴旅人が太宰帥だざいのそちであった頃その部下にいたのであろう。巻五の天平二年正月の梅花歌中に「小弐小野大夫おぬのまえつきみ」の歌があるから、この歌はその後、偶々たまたま帰京したあたりの歌ででもあろうか。歌は、天平の寧楽ならの都の繁栄を讃美したもので、直線的に云い下して毫ごうも滞とどこおるところが無い。「春花のにほえ盛さかえて、秋の葉のにほひに照れる」（巻十九・四二一一）などと云って、美麗な人を形容したのがあるが、此歌は帝都の盛大を謳歌おうかしたのであるから、もっと内容が複雑宏大こうだいとなるわけである。併し同時に概念化してゆく傾向も既に醸かもされつつあるのは、単にこの歌のみでなく、一般に傾向文学の入ってゆかねばならぬ運命でもあるのである。またこの歌の作風は旅人の歌にあるような、明快で豊かなものだから、繰返しているうちに平板通俗にも移行し得るのである。人麿以前の歌調などと較べるとその差が既に著しい。「梅の花いまさかりなり思ふどち揷頭かざしにしてな今さかりなり」（巻五・八二〇）という歌を参考とすることが出来る。




　　　　　　　　　　　○




わが盛さかりまた変若をちめやもほとほとに寧楽ならの京みやこを見ずかなりなむ 〔巻三・三三一〕 大伴旅人


　太宰帥大伴旅人だざいのそちおおとものたびとが、筑紫太宰府にいて詠んだ五首中の一つである。旅人は六十二、三歳頃（神亀三、四年）太宰帥に任ぜられ、天平二年大納言になって兼官の儘上京し、天平三年六十七歳で薨じている。そこで此歌は、六十三、四歳ぐらいの時の作だろうと想像せられる。

　一首の意は、吾が若い盛りが二たび還って来ることがあるだろうか、もはやそれは叶かなわぬことだ。こうして年老いて辺土に居れば、寧楽ならの都をも見ずにしまうだろう、というので、「をつ」という上二段活用の語は、元へ還ることで、若がえることに用いている。「昔見しより変若をちましにけり」（巻四・六五〇）は、昔見た時よりも却って若返ったという意味で、旅人の歌の、「変若」と同じである。

　旅人の歌は、彼は文学的にも素養の豊かな人であったので、極めて自在に歌を作っているし、寧ろ思想的抒情詩という方面にも開拓して行った人だが、歌が明快なために、一首の声調に暈うんが少いという欠点があった。その中にあって此歌の如きは、流石さすがに老に入った境界の作で、感慨もまた深いものがある。




　　　　　　　　　　　○




わが命いのちも常つねにあらぬか昔むかし見みし象きさの小河をがはを行ゆきて見むため 〔巻三・三三二〕 大伴旅人


　旅人作の五首中の一首である。一首の意は、わが命もいつも変らずありたいものだ。昔見た吉野の象の小川を見んために、というので、「常にあらぬか」は文法的には疑問の助詞だが、斯く疑うのは希ねがう心があるからで、結局同一に帰する。「苦しくも降りくる雨か」でも同様である。この歌も分かり易い歌だが、平俗でなく、旅人の優れた点をあらわし得たものであろう。哀韻もここまで目立たずに籠こもれば、歌人として第一流と謂っていい。やはり旅人の作に、「昔見し象きさの小河を今見ればいよよ清さやけくなりにけるかも」（巻三・三一六）というのがある。これは吉野宮行幸の時で、聖武天皇の神亀元年だとせば、「わが命も」の歌よりも以前で、未だ太宰府に行かなかった頃の作ということになる。




　　　　　　　　　　　○




しらぬひ筑紫つくしの綿わたは身みにつけていまだは着きねど暖あたたけく見ゆ 〔巻三・三三六〕 沙弥満誓


　沙弥満誓さみのまんぜいが綿わたを詠じた歌である。満誓は笠朝臣麻呂かさのあそみまろで、出家して満誓となった。養老七年満誓に筑紫の観世音寺を造営せしめた記事が、続日本紀しょくにほんぎに見えている。満誓の歌としては、「世の中を何なにに譬たとへむ朝びらき榜こぎ去いにし船の跡なきが如ごと（跡なきごとし）」（巻三・三五一）という歌が有名であり、当時にあって仏教的観相のものとして新しかったに相違なく、また作者も出家した後だから、そういう深い感慨を意識して漏らしたものに相違なかろうが、こういう思想的な歌は、縦たとい力量があっても皆成功するとは限らぬものである。この現世無常の歌に較べると、筑紫の綿の方が一段上である。

　この綿は、真綿まわた（絹綿）という説と棉わた（木綿もめん・もめん綿）という説とあるが、これは真綿の方であろう。真綿説を唱えるのは、当時木綿は未だ筑紫でも栽培せられていなかったし、題詞の「緜」という文字は唐でも真綿の事であり、また、続日本紀しょくにほんぎに「神護景雲三年三月乙未、始毎年、運二太宰府綿二十万屯モチ一、以輸二京庫一」とあるので、九州が綿の産地であったことが分かるが、その綿が真綿だというのは、三代実録、元慶八年の条に、「五月庚申朔、太宰府年貢綿十万屯、其内二万屯、以レ絹相転進レ之」とあるによって明かである。以レ絹相転進レ之は、在庫の絹を以て代らした意である。また支那でも印度から木綿の入ったのは宋の末だというし、我国では延暦えんりゃく十八年に崑崙こんろん人（印度人）が三河に漂着したが、其舟に木綿の種があったのを栽培したのが初だといわれている。また、木綿説を唱える人は、神護景雲三年の続日本紀の記事は木綿で、恐らく支那との貿易によったもので、支那との貿易はそれ以前から行われていただろうというのである。それに対して山田博士云、「遣唐使の派遣が大命を奉じて死生を賭として数年を費ついやして往復するに、綿のみにても毎年二十万屯づつを輸入せりとすべきか」（講義）と云った。

　一首の意は、〔白縫〕（枕詞）筑紫の真綿まわたは名産とはきいていたが、今見るとなるほど上品だ。未だ着ないうちから暖かそうだ、というので、「筑紫の綿は」とことわったのは、筑紫は綿の名産地で、作者の眼にも珍らしかったからに相違ない。何十万屯（六両を一屯とす）という真白な真綿を見て、「暖けく見ゆ」というのは極めて自然でもあり、歌としては珍らしく且つなかなか佳い歌である。

　そういう珍重と親愛とがあるために、おのずから覚官的語気が伴うと見え、女体と関聯する寓意ぐういがあろうという説もある。例えば、「満誓、女など見られてたはぶれに詠れたるにて、かの綿を積かさねなどしたるが、暖げに見ゆるを女によそへられたるなるべし」（攷證）というたぐいである。この寓意説は駄目だが、それだけこの歌が肉体的なものを持っている証拠ともなり、却ってこの歌を浅薄な観念歌にしてしまわなかった由縁とも考え得るのである。即ち作歌動機は寓目即事でも、出来上った歌はもっと暗指的な象徴的なものになっている。結句、旧訓アタタカニミユであったのを、宣長はアタタケクミユと訓んだ。なおこの歌につき、契沖は、「綿ヲ多ク積置ケルヲ見テ綿ノ功用ヲホムルナリ」（代匠記精撰本）「綿の見るより暖げなりといふに心を得ば、慈悲ある人には慈悲の相あらはれ、憍慢けうまんの人には憍慢の相さうあらはれ、よろづにかゝるべきことはりなれば、いましめとなりぬべき哥うたにや」（代匠記初稿本）と云ったが、真淵は、「さまでの意はあるべからず、打見たるままに心得べし」（考）と云った。




　　　　　　　　　　　○




憶良等おくららは今いまは罷まからむ子こ哭なくらむその彼かの母ははも吾わを待まつらむぞ 〔巻三・三三七〕 山上憶良


　山上憶良臣やまのうえのおくらのおみ宴うたげを罷まかる歌一首という題がある。憶良は、大宝元年遣唐使に従い少録として渡海、慶雲元年帰朝、霊亀二年伯耆ほうき守、神亀三年頃筑前守、天平五年の沈痾自哀ちんあじあい文（巻五・八九七）には年七十四と書いてある。この歌は多分筑前守時代の作で、そして、この前後に、大伴旅人、沙弥満誓、防人司佑大伴四綱さきもりのつかさのすけおおとものよつなの歌等があるから、太宰府に於ける宴会の時の歌であろう。

　一首の意味は、この憶良はもう退出しよう。うちには子どもも泣いていようし、その彼等の母（即ち憶良の妻）も待っていようぞ、というのである。「其彼母毛」は、ソノカノハハモと訓み、「その彼かの（子供の）母も」という意味になる。

　憶良は万葉集の大家であるが、飛鳥あすか朝、藤原朝あたりの歌人のものに親しんで来た眼には、急に変ったものに接するように感ぜられる。即ち、一首の声調が如何にもごつごつしていて、「もののふの八十やそうぢがはの網代木あじろぎに」というような伸々のびのびした調子には行かない。一首の中に、三つも「らむ」を使って居りながら、訥々とつとつとしていて流動の響に乏しい。「わが背子は何処ゆくらむ沖つ藻もの名張なばりの山をけふか越ゆらむ」（巻一・四三）という「らむ」の使いざまとも違うし、結句に、「吾を待つらむぞ」と云っても、人麿の「妹見つらむか」とも違うのである。そういう風でありながら、何処かに実質的なところがあり、軽薄平俗になってしまわないのが其特色である。またそういう滑なめらかでない歌調が、当時の人にも却って新しく響いたのかも知れない。憶良は、大正昭和の歌壇に生活の歌というものが唱えられた時、いち早くその代表的歌人のごとくに取扱われたが、そのとおり憶良の歌には人間的な中味があって、憶良の価値を重からしめて居る。

　諧謔かいぎゃく微笑のうちにあらわるる実生活的直接性のある此歌だけを見てもその特色がよく分かるのである。この一首は憶良の短歌ではやはり傑作と謂うべきであろう。憶良は歌を好み勉強もしたことは類聚歌林るいじゅうかりんを編んだのを見ても分かる。併し大体として、日本語の古来の声調に熟し得なかったのは、漢学素養のために乱されたのかも知れない。巻一（六三）の、「いざ子どもはやく大和やまとへ大伴おほともの御津みつの浜松待ち恋ひぬらむ」という歌は有名だけれども、調べが何処か弱くて物足りない。これは寧ろ、黒人の、「いざ児ども大和へ早く白菅しらすげの真野まぬの榛原はりはら手折たをりて行かむ」（巻三・二八〇）の方が優まさっているのではなかろうか。そういう具合であるが、憶良にはまた憶良的なものがあるから、後出の歌に就いて一言費す筈である。

　大伴家持の歌に、「春花のうつろふまでに相見ねば月日数よみつつ妹待つらむぞ」（巻十七・三九八二）というのがある。此は天平十九年三月、恋緒を述ぶる歌という長短歌の中の一首であるが、結句の「妹待つらむぞ」はこの憶良の歌の模倣である。なお「ぬばたまの夜渡る月を幾夜経ふと数よみつつ妹いもは我待つらむぞ」（巻十八・四〇七二）、「居りあかし今宵は飲まむほととぎす明けむあしたは鳴きわたらむぞ」（同・四〇六八）というのがあり、共に家持の作であるのは吾等の注意していい点である。




　　　　　　　　　　　○




験しるしなき物ものを思おもはずは一坏ひとつきの濁にごれる酒さけを飲のむべくあるらし 〔巻三・三三八〕 大伴旅人


　太宰帥大伴旅人の、「酒を讃ほむる歌」というのが十三首あり、此がその最初のものである。「思はずは」は、「思はずして」ぐらいの意にとればよく、従来は、「思はむよりは寧ろ」と宣長流に解したが、つまりはそこに落着くにしても、「は」を詠歎の助詞として取扱うようになった（橋本博士）。

　一首の意は、甲斐ない事をくよくよ思うことをせずに、一坏の濁酒にごりざけを飲むべきだ、というのである。つまらぬ事にくよくよせずに、一坏の濁醪どぶろくでも飲め、というのが今の言葉なら、旅人のこの一首はその頃の談話言葉と看做みなしてよかろう。即ち、そういう対人間的、会話的親しみが出ているのでこの歌が活躍している。独り歌った如くであって相手を予想する親しみがある。その直接性があるために、私等は十三首の第一にこの歌を置くが、旅人の作った最初の歌がやはりこれでなかっただろうか。

酒の名を聖ひじりと負おほせし古いにしへの大おほき聖ひじりの言ことのよろしさ （巻三・三三九）

古いにしへの七ななの賢さかしき人等ひとたちも欲ほりせしものは酒さけにしあるらし （同・三四〇）

賢さかしみと物もの言いふよりは酒さけ飲みて酔哭ゑひなきするし益まさりたるらし （同・三四一）

言いはむすべせむすべ知らに（知らず）極きはまりて貴たふときものは酒さけにしあるらし （同・三四二）

なかなかに人ひととあらずは酒壺さかつぼに成りてしかも酒さけに染しみなむ （同・三四三）

あな醜みにく賢さかしらをすと酒さけ飲のまぬ人をよく見みれば猿さるにかも似にる（よく見ば猿にかも似む） （同・三四四）

価あたひ無なき宝たからといふとも一坏ひとつきの濁にごれる酒さけに豈あにまさらめや （同・三四五）

夜よる光ひかる玉たまといふとも酒さけ飲のみて情こころを遣やるに豈あに如しかめやも （同・三四六）

世よの中なかの遊あそびの道みちに冷すずしきは酔哭ゑひなきするにありぬべからし （同・三四七）

この代よにし楽たぬしくあらば来こむ世よには虫むしに鳥とりにも吾われはなりなむ （同・三四八）

生者いけるもの遂つひにも死しぬるものにあれば今世このよなる間まは楽たぬしくをあらな （同・三四九）

黙然もだ居をりて賢さかしらするは酒さけ飲のみて酔泣ゑひなきするになほ如しかずけり （同・三五〇）


　残りの十二首は即ち右の如くである。一種の思想ともいうべき感懐を詠じているが、如何に旅人はその表現に自在な力量を持っているかが分かる。その内容は支那的であるが、相当に複雑なものを一首一首に応じて毫も苦渋なく、ずばりずばりと表わしている。その支那文学の影響については先覚の諸注釈書に譲るけれども、顧かえりみれば此等の歌も、当時にあっては、今の流行語でいえば最も尖端的なものであっただろうか。けれども今の自分等の考から行けば、稍遊離した態度と謂うべく、思想的抒情詩のむつかしいのはこれ等大家の作を見ても分かるのである。今、選抜の歌に限あるため、一首のみを取って全体を代表せしめることとした。




　　　　　　　　　　　○




武庫むこの浦うらを榜こぎ回たむ小舟をぶね粟島あはしまを背向そがひに見みつつともしき小舟をぶね 〔巻三・三五八〕 山部赤人


　山部赤人の歌六首中の一首である。「武庫の浦」は、武庫川の河口から西で、今の神戸あたり迄一帯をいった。「粟島」は巻九（一七一一）に、「粟の小島し見れど飽かぬかも」とある、「粟の小島」と同じ場処であろうが、現在何処に当るか不明である。淡路の北端あたりだろうという説がある。一首の意は、武庫の浦を榜ぎめぐり居る小舟よ。粟島を横斜に見つつ榜ぎ行く、羨しい小舟よ、というので、「小舟」を繰返していても、あらあらしくないすっきりした感じを与えている。あとの五首も大体そういう特色のものだから、此一首を以て代表せしめた。

繩なはの浦ゆ背向そがひに見ゆる奥おきつ島榜こぎ回たむ舟は釣し（釣を）すらしも （巻三・三五七）

阿倍あべの島鵜うの住む磯に寄する浪間まなくこのごろ大和し念おもほゆ （同・三五九）





　　　　　　　　　　　○




吉野よしぬなる夏実なつみの河かはの川淀かはよどに鴨かもぞ鳴なくなる山やまかげにして 〔巻三・三七五〕 湯原王


　湯原王ゆはらのおおきみが吉野で作られた御歌である。湯原王の事は審つまびらかでないが、志貴皇子しきのみこの第二子で光仁天皇の御兄弟であろう。日本後紀に、「延暦廿四年十一月（中略）壱志濃王薨、田原天皇之孫、湯原親王之第二子」云々とある。「夏実」は吉野川の一部で、宮滝の上流約十町にある。今菜摘と称している。（土屋氏に新説ある。）

　一首の意は、吉野にある夏実の川淵に鴨が鳴いている。山のかげの静かなところだ、というので、これは現に鴨の泳いでいるのを見て作ったものであろう。結句の、「山かげにして」は、鴨の泳いでいる夏実の淀淵の説明だが、結果から云えば一首に響く大切な句で、作者の感慨が此処にこもり、意味は場処の説明でも、一首全体の声調からいえばもはや単なる説明ではなくなっている。こういう結句の効果については、前出の人麿の歌（巻三・二五四）の処でも説明した。此歌は従来叙景歌の極致として取扱われたが、いかにもそういうところがある。ただ佳作と評価する結論のうちに、抒情詩としての声調という点を抜きにしてはならぬのである。また此歌の有名になったのは、一面に万葉調の歌の中では分かり好いためだということもある。一首の中に、「なる」の音が二つもあり、加行の音の多いのなども分析すれば分析し得るところである。




　　　　　　　　　　　○




軽かるの池いけの浦うら回行みゆきめぐる鴨かもすらに玉藻たまものうへに独ひとり宿ねなくに 〔巻三・三九〇〕 紀皇女


　紀皇女きのひめみこの御歌で、皇女は天武天皇皇女で、穂積皇子ほづみのみこの御妹にあられる。一首の意は、軽の池の岸のところを泳ぎ廻っているあの鴨でも、玉藻の上にただ一つで寝るということがないのに、私はただ一人で寝なければならぬ、というのである。万葉では、譬喩歌ひゆかというのに分類しているが、内容は恋歌で、鴨に寄せたのだといえばそうでもあろうが、もっと直接で、どなたかに差し上げた御歌のようである。単に内容からいえば、読人知らずの民謡的な歌にこういうのは幾らもあるが、この歌のよいのは、そういう一般的でない皇女に即した哀調が読者に伝わって来るためである。土屋文明氏の万葉集年表に、巻十二（三〇九八）に関する言いい伝つたえを参照し、恋人の高安王たかやすのおおきみが伊豫に左遷せられた時の歌だろうかと考えている。




　　　　　　　　　　　○




陸奥みちのくの真野まぬの草原かやはら遠とほけども面影おもかげにして見みゆとふものを 〔巻三・三九六〕 笠女郎


　笠女郎かさのいらつめ（伝不詳）が大伴家持やかもちに贈った三首の一つである。「真野」は、今の磐城相馬郡真野村あたりの原野であろう。一首の意は、陸奥の真野の草原かやはらはあんなに遠くとも面影に見えて来るというではありませぬか、それにあなたはちっとも御見えになりませぬ、というのであるが、なお一説には「陸奥の真野の草原かやはら」までは「遠く」に続く序詞で、こうしてあなたに遠く離れておりましても、あなたが眼前に浮んでまいります。私の心持がお分かりになるでしょう、と強めたので、「見ゆとふものを」は、「見えるというものを」で、人が一般にいうような云い方をして確たしかめるので、この云い方のことは既に云ったごとく、「見ゆというものなるを」、「見ゆるものなるを」というに落着くのである。女郎いらつめが未だ若い家持に愬うったえる気持で甘えているところがある。万葉末期の細みを帯びた調子だが、そういう中にあっての佳作であろうか。また序詞などを使って幾分民謡的な技法でもあるが、これも前の紀皇女きのひめみこの御歌と同じく、女郎いらつめに即したものとして味うと特色が出て来るのである。




　　　　　　　　　　　○




百もも伝つたふ磐余いはれの池いけに鳴なく鴨かもを今日けふのみ見みてや雲隠くもがくりなむ 〔巻三・四一六〕 大津皇子


　題詞には、大津皇子被レ死之時、磐余池般ツツミ流レ涕ナミダ御作歌一首とある。即ち、大津皇子の謀反むほんが露あらわれ、朱鳥あかみとり元年十月三日訳語田舎おさだのいえで死を賜わった。その時詠まれた御歌である。持統紀に、庚午賜二死皇子大津於訳語田舎一、時ニ年二十四。妃皇女山辺ヤマノベ被レ髪徒跣奔赴殉焉。見者皆歔欷とある。磐余の池は今は無いが、磯城郡安倍村大字池内のあたりだろうと云われている。「百伝ふ」は枕詞で、百ももへ至るという意で五十いに懸け磐余いわれに懸けた。

　一首の意は、磐余の池に鳴いている鴨を見るのも今日限りで、私は死ぬのであるか、というので、「雲隠る」は、「雲がくります」（巻三・四四一）、「雲隠りにき」（巻三・四六一）などの如く、死んで行くことである。また皇子はこのとき、「金烏臨二西舎一、鼓声催二短命一、泉路無二賓主一、此夕離レ家向」という五言臨終一絶を作り、懐風藻かいふうそうに載った。皇子は夙はやくから文筆を愛し、「詩賦の興おこりは大津より始まる」と云われたほどであった。

　この歌は、臨終にして、鴨のことをいい、それに向って、「今日のみ見てや」と歎息しているのであるが、斯く池の鴨のことを具体的に云ったために却って結句の「雲隠りなむ」が利いて来て、「今日のみ見てや」の主観句に無限の悲響が籠ったのである。池の鴨はその年も以前の年の冬にも日頃見給うたのであっただろうが、死に臨んでそれに全性命を托された御語気は、後代の吾等の驚嘆せねばならぬところである。有間皇子は、「ま幸くあらば」といい、大津皇子は、「今日のみ見てや」といった。大津皇子の方が、人麿などと同じ時代なので、主観句に沁むものが出来て来ている。これは歌風の時代的変化である。契沖は代匠記で、「歌ト云ヒ詩ト云ヒ声ヲ呑テ涙ヲ掩おほフニ遑いとまナシ」と評したが、歌は有間皇子の御歌等と共に、万葉集中の傑作の一つである。また妃山辺皇女やまべのひめみこ殉死の史実を随伴した一悲歌として永久に遺されている。因ちなみに云うに、山辺皇女は天智天皇の皇女、御母は蘇我赤兄あかえの女むすめである。赤兄大臣は有間皇子が、「天与二赤兄一知」と答えられた、その赤兄である。




　　　　　　　　　　　○




豊国とよくにの鏡かがみの山やまの石戸いはと立たて隠こもりにけらし待まてど来きまさぬ 〔巻三・四一八〕 手持女王

石戸いはと破わる手力たぢからもがも手弱たよわき女をみなにしあれば術すべの知しらなく 〔巻三・四一九〕 同


　河内王かふちのおおきみを豊前国鏡山（田川郡香春町附近勾金村字鏡山）に葬った時、手持女王たもちのおおきみの詠まれた三首中の二首である。河内王は持統三年に太宰帥だざいのそちとなった方で、持統天皇八年四月五日賻物はふりものを賜った記事が見えるから、その頃卒せられたものと推定せられる（土屋氏）。手持女王の伝は不明である。「石戸」は石棺を安置する石槨せっかくの入口を、石を以て塞ぐので石戸というのである。これ等の歌も追悼するのに葬った御墓のことを云っている。第一の歌では、「待てど来まさぬ」の句に中心感情があり、同じ句は万葉に幾つかあるけれども、この句はやはりこの歌に専属のものだという気味がするのである。第二の歌の、「石戸わる手力もがも」は、その時の心その儘であろう。二つとも女性としての云い方、その語気が自然に出ていて挽歌としての一特色をなしている。共に悲しみの深い歌で、第二の歌の誇張らしいのも、女性の心さながらのものだからであろう。




　　　　　　　　　　　○




八雲やくもさす出雲いづもの子等こらが黒髪くろかみは吉野よしぬの川かはの奥おきになづさふ 〔巻三・四三〇〕 柿本人麿


　出雲娘子いずものおとめが吉野川で溺死した。それを吉野で火葬に附した時、柿本人麿の歌った歌二首の一つで、もう一つのは、「山の際まゆ出雲の児等は霧なれや吉野の山の嶺に棚引く」（巻三・四二九）というので、当時大和では未だ珍しかった火葬の烟けむりの事を歌っている。この歌の、「八雲さす」は「出雲」へかかる枕詞。「子等」の「等」は複数を示すのでなく、親しみを出すために附けた。生前美しかった娘子の黒髪が吉野川の深い水に漬つかってただよう趣で、人麿がそれを見たか人言に聞きかしたものであろう。いずれにしてもその事柄を中心として一首を纏まとめている。そして人麿はどんな対象に逢着しても熱心に真心を籠めて作歌し、自分のために作っても依頼されて作っても、そういうことは殆ど一如にして実行した如くである。




　　　　　　　　　　　○




われも見みつ人ひとにも告げむ葛飾かつしかの真ま間まの手児名てこなが奥津城処おくつきどころ 〔巻三・四二三〕 山部赤人


　山部赤人が下総葛飾の真間娘子ままのおとめの墓を見て詠んだ長歌の反歌である。手児名てこなは処女おとめの義だといわれている。「手児」（巻十四・三三九八・三四八五）の如く、親の手児という意で、それに親しみの「な」の添そわったものと云われている。真間に美しい処女おとめがいて、多くの男から求婚されたため、入水した伝説をいうのである。伝説地に来ったという旅情のみでなく、評判の伝説娘子に赤人が深い同情を持って詠んでいる。併し徒いたずらに激しい感動語を以てせずに、淡々といい放って赤人一流の感懐を表現し了せている。それが次にある、「葛飾の真間の入江にうち靡く玉藻苅りけむ手児名しおもほゆ」（巻三・四三三）の如きになると、余り淡々とし過ぎているが、「われも見つ人にも告げむ」という簡潔な表現になると赤人の真価があらわれて来る。後になって家持が、「万代の語かたらひ草と、未だ見ぬ人にも告げむ」（巻十七・四〇〇〇）云々と云って、この句を学んで居る。赤人は富士山をも詠んだこと既に云った如くだから、赤人は東国まで旅したことが分かる。




　　　　　　　　　　　○




吾妹子わぎもこが見みし鞆ともの浦うらの室むろの木きは常世とこよにあれど見みし人ひとぞ亡なき 〔巻三・四四六〕 大伴旅人


　太宰帥だざいのそち大伴旅人が、天平二年冬十二月、大納言になったので帰京途上、備後びんご鞆の浦を過ぎて詠んだ三首中の一首である。「室の木」は松杉科の常緑喬木、杜松（榁）であろう。当時鞆の浦には榁むろの大樹があって人目を引いたものと見える。一首の意は、太宰府に赴任する時には、妻も一しょに見た鞆の浦の室むろの木きは、今も少しも変りはないが、このたび帰京しようとして此処を通る時には妻はもう此世にいない、というので、「吾妹子」と、「見し人」とは同一人である。「人」は後に、「根はふ室の木見し人」、「人も無き空しき家」といってある如く、妻・吾妹子の意味に「人」を用いている。旅人の歌は明快で、顫動せんどうが足りないともおもうが、「見し人ぞ亡き」に詠歎が籠っていて感深い歌である。




　　　　　　　　　　　○




妹いもと来こし敏馬みぬめの埼さきを還かへるさに独ひとりして見みれば涙なみだぐましも 〔巻三・四四九〕 大伴旅人


　前の歌と同様、旅人が帰京途上、摂津の敏馬海岸を過ぎて詠んだものである。「涙ぐましも」という句は、万葉には此一首のみであるが、古事記（日本紀）仁徳巻に、「やましろの筒城つつきの宮にもの申すあが背せの君きみは（吾兄わがせを見れば）泪なみだぐましも」の一首がある。この句は、この時代に出来た句だから、大体の調和は古代語にある。そこで、近頃、散文なり普通会話なりに多く用いる、「涙ぐましい」という語は不調和である。

　この歌は、余り苦心して作っていないようだが、声調にこまかいゆらぎがあって、奥から滲出で来る悲哀はそれに本づいている。旅人の歌は、あまり早く走り過ぎる欠点があったが、この歌にはそれが割合に少く、そういう点でもこの歌は旅人作中の佳作ということが出来るであろう。旅人は、讃酒歌さけをほむるうたのような思想的な歌をも自在に作るが、こういう沁々しみじみとしたものをも作る力量を持っていた。なおこの時、「往くさには二人吾が見しこの埼をひとり過ぐれば心悲しも」（巻三・四五〇）という歌をも作った。やはり哀あわれ深い歌である。




　　　　　　　　　　　○




妹いもとして二人ふたり作つくりし吾わが山斎しまは木高こだかく繁しげくなりにけるかも 〔巻三・四五二〕 大伴旅人


　旅人が家に帰って来て、妻のいない家を寂しみ、太宰府で亡くした妻を悲しむ歌で、このほかに、「人もなき空むなしき家は草枕旅にまさりて苦しかりけり」（巻三・四五一）、「吾妹子わぎもこがうゑし梅の木見る毎に心むせつつ涕なみだし流る」（同・四五三）の二首を作っているが、共にあわれ深い。

　此一首の意は、亡くなった妻と一しょになって、二人で作った庭は、こんなにも木が大きくなり、繁茂するようになったというので、単純明快のうちに尽きぬ感慨がこもっている。結句の、「なりにけるかも」というのは、「秋萩の枝もとををに露霜おき寒くも時はなりにけるかも」（巻十・二一七〇）、「竹敷たかしきのうへかた山は紅くれなゐの八入やしほの色になりにけるかも」（巻十五・三七〇三）、「石ばしる垂水たるみのうへのさ蕨わらびの萌もえいづる春になりにけるかも」（巻八・一四一八）等の如くに成功している。同じく旅人が、「昔見し象きさの小河を今見ればいよいよ清さやけくなりにけるかも」（巻三・三一六）という歌を作っていて効果をおさめているのは、旅人の歌調が概おおむね直線的で太いからでもあろうか。




　　　　　　　　　　　○




あしひきの山やまさへ光ひかり咲さく花はなの散ちりぬるごとき吾わが大おほきみかも 〔巻三・四七七〕 大伴家持


　天平十六年二月、安積皇子あさかのみこ（聖武天皇皇子）薨じた時（御年十七）、内舎人うどねりであった大伴家持の作ったものである。此時家持は長短歌六首作って居る。一首の意は、満山の光るまでに咲き盛っていた花が一時に散ったごとく、皇子は逝ゆきたもうた、というのである。家持の内舎人になったのは天平十二年頃らしく、此作は家持の初期のものに属するであろうが、こころ謹しみ、骨折って作っているのでなかなか立派な歌である。家持は、父の旅人があのような歌人であり、夙はやくから人麿・赤人・憶良等の作を集めて勉強したのだから、此等六首を作る頃には、既に大家の風格を具そなえているのである。





巻第四




　　　　　　　　　　　○




山やまの端はに味鳬あぢ群騒むらさわぎ行ゆくなれど吾われはさぶしゑ君きみにしあらねば 〔巻四・四八六〕 舒明天皇


　岳本天皇おかもとのすめらみこと御製一首並短歌とある、その短歌である。岳本天皇は即ち舒明天皇を申奉るのであるが、御製歌には女性らしいところがあるので、左注には後岳本天皇のちのおかもとのすめらみこと即ち斉明さいめい天皇の御製ではなかろうかと疑問を附している。それだから此疑問は随分古いものだということが分かるが、その精しい考証は現在の私には不可能である。攷證では、「この御製は、女をおぼしめして詠せ給ふにて」と明かにしている。

　一首の意は、山の端をば味鴨あじがもが群れ鳴いて、騒ぎ飛行くように、多くの人が通り行くけれども、私は寂しゅうございます、その人々はあなたではありませぬから、というので、やはり女性の歌として解釈するのである。そんなら作者は後岳本天皇即ち斉明天皇にましますかというに、それも私にはよく分からぬ。ただ岳本天皇御製とあるのだから、天皇がこういう恋愛情調をたたえた民謡風な抒情詩を御作りになったと解釈申上げてもよく、或は岳本天皇時代のこの抒情詩が、天皇御製歌として伝誦せられ来ったとも解釈することが出来るのである。いずれにしても歌は女性の口吻こうふんであること既に前賢が注意したごとくである。次に、この歌の、「あぢ群さわぎ行くなれど」の句をば、実際あじ鴨の群が飛んでゆくのを御覧になったのか、それとも譬喩ひゆで、あじ鴨が騒いで飛行くように人が群れ騒ぎ行くというのか、先輩の解釈にも二とおりある。けれども私は「山の端にあぢ群さわぎ」は、「行く」に続く意味のある序詞だと解した。そして誰が「行く」のかといえば、「人」が行くのであって、これは長歌の方で、「人さはに国には満ちて、あぢ群の去来ゆききは行けど、吾が恋ふる君にしあらねば」とあるのに拠っても分かる。即ち、あじ群の騒ぎ行くように人等が行くけれどもと解釈したのであって、その方が寧ろ古調だとおもうのである。

　私はこの御製を、素朴な抒情詩の優れたものとして選んだ。特に、「あぢむら騒ぎ」という句に心を牽ひかれたのであった。こういう実景を見つつ、その写象によって序詞を作ったのを感心したためであった。もっとも、此用法は、「奥べには鴨妻喚よばひ、辺へつべに味あぢむら騒ぎ」（巻三・二五七）、「なぎさには味むら騒ぎ」（巻十七・三九九一）の如く実際味むらの居る処として表わしたものもあり、「あぢむらの騒ぎ競きほひて浜に出でて」（巻二十・四三六〇）のごとく、実際あじ群の居るのでなく、枕詞に使った処もあるが、いずれにしても古風な気持の好い用い方である。ことに、短歌の方で、単に「行くなれど」と云って、長歌の方の、「人さはに」という主格をも含めた用法にも感心したのであった。この歌に比べると、「秋萩を散り過ぎぬべみ手折り持ち見れども不楽さぶし君にしあらねば」（巻十・二二九〇）、「み冬つぎ春は来れど梅の花君にしあらねば折る人もなし」（巻十七・三九〇一）などは、調子が弱くなって、もはや弛たるんでいる。また、「うち日さす宮道みやぢを人は満ちゆけど吾が念おもふ公きみはただ一人のみ」（巻十一・二三八二）という類似の歌もあるが、この方はもっと分かりよい。

　この次に、「淡海路あふみぢの鳥籠とこの山なるいさや川日けの此頃このごろは恋ひつつもあらむ」（巻四・四八七）という歌があり、上半は序詞だが、やはり古調で佳い歌である。そしてこの方は男性の歌のような語気だから、或はこれが御製で、「山の端に」の歌は天皇にさしあげた女性の歌ででもあろうか。

　以上、「あぢむら騒ぎ」までを序詞として解釈したが、「夏麻なつそ引く海上潟うなかみがたの沖つ洲に鳥はすだけど君は音おともせず」（巻七・一一七六）、「吾が門の榎えの実みもり喫はむ百千鳥千鳥は来れど君ぞ来まさぬ」（巻十六・三八七二）というのがあって、これは実際鳥の群集する趣だから、これを標準とせば、「あぢむら騒ぎ」も実景としてもいいかも知れぬが、この巻七の歌も巻十六の歌もよく味うと、やはり海鳥を写象として、その聯想によって「すだけど」、或は「来れど」と云っているのだということが分かり、属目光景では無いのである。

　この御製を、女性らしい御語気だと云ったが、代匠記では男の歌とし、毛詩鄭風ていふうの、出バ二其東門ヲ一、有レ女如シレ雲、雖二則如シト一レ雲、匪ズ二我思ノ存スルニ一を引いている。即ち「君」を女と解している。攷證でも、「この御製は、女をおぼしめして詠せ給ふにて」、「吾は君とは違ひて、誘サソふ人もあらざれば、いとさびしとのたまふにて、君は定めて誘ふ人もあまたありぬべしとの御心を、味村の飛ゆくさまをみそなはして、つゞけ給へる也」と云っている。どちらが本当か、後賢の判断を俟まっている。




　　　　　　　　　　　○




君きみ待まつと吾わが恋こひ居をれば吾わが屋戸やどの簾すだれうごかし秋あきの風かぜ吹ふく 〔巻四・四八八〕 額田王


　額田王ぬかだのおおきみが近江天皇（天智天皇）をお慕いもうして詠まれたものである。王ははじめ大海人皇子おおあまのみこ（天武天皇）の許もとに行かれて十市皇女とおちのひめみこを生み、のち天智天皇に寵ちょうせられたことは既に云ったが、これは近江に行ってから詠まれたものであろう。

　一首の意は、あなたをお待申して、慕わしく居りますと、私の家の簾を動かして秋の風がおとずれてまいります、というのである。

　この歌は、当りまえのことを淡々といっているようであるが、こまやかな情味の籠った不思議な歌である。額田王は才気もすぐれていたが情感の豊かな女性であっただろう。そこで知らず識らずこういう歌が出来るので、この歌の如きは王の歌の中にあっても才鋒さいほうが目立たずして特に優れたものの一つである。この歌でただ、「簾動かし秋の風吹く」とだけ云ってあるが、女性としての音声さえ聞こえ来るように感ぜられるのは、ただ私の気のせいばかりでなく、つまり、結句の「秋の風ふく」の中に、既に女性らしい愬うったえを聞くことが出来るといい得るのである。また、風の吹いて来るのは恋人の来る前兆だという一種の信仰のようなものがあったと説く説（古義）もあるがどういうものであるか私には能よく分からない。ただそうすれば却って歌柄うたがらが小さくなってしまうようだから、此処は素直に文字どおりにただ天皇をお慕い申す恋歌として受取った方が好いようである。

　この歌の次に、鏡王女かがみのおおきみの作った、「風をだに恋ふるはともし風をだに来むとし待たば何か歎かむ」（巻四・四八九）という歌が載っている。王女は額田王の御姉に当る人で、はじめ天智天皇に寵せられ、のち藤原鎌足かまたりの正室になった人だから、恐らく此時近江の京に住んでいたのであろう。そして、額田王の此歌を聞いて、額田王にやったものであろう。この歌にも広い意味の贈答歌の味いがあり、姉妹のあいだの情味がこもっている。併し万葉集には、妹に和こたえた歌とは云っていない。




　　　　　　　　　　　○




今更いまさらに何なにをか念おもはむうち靡なびきこころは君きみに寄よりにしものを 〔巻四・五〇五〕 安倍女郎


　安倍女郎あべのいらつめ（伝不詳）の作った二首中の一つである。女性の声の直接伝わり来るような特色ある歌として選んだが、そうして見ると、素直でなかなか佳いところがある。前に既に「君に寄りななこちたかりとも」（巻二・一一四）の歌を引いたが、この歌はもっと分かり易くなって来て居る。

　なお、この歌の次に「吾背子は物な念おもほし事しあらば火にも水にも吾無けなくに」（巻四・五〇六）という歌があって、やはり同一作者だが、女性の情熱を云っている。併しこれも女性の語気として受取る方がよく、此時代になると、感情も一般化して分かりよくなっている。寧ろ、「事しあらば小泊瀬山をはつせやまの石城いはきにも籠こもらば共にな思ひ吾が背せ」（巻十六・三八〇六）の方が、古い味いがあるように思える。巻十六の歌は後に選んで置いた。




　　　　　　　　　　　○




大原おほはらのこの市柴いつしばの何時いつしかと吾わが念もふ妹いもに今夜こよひ逢あへるかも 〔巻四・五一三〕 志貴皇子


　志貴皇子の御歌で「市柴いつしば」は巻八（一六四三）に「この五柴いつしばに」とあるのと同じく、繁った柴のことだといわれている。「いつしかと」に続けた序詞だが、実際から来ている序詞である。「大原」は高市郡小原の地なることは既に云った。この歌で心を牽ひいたのは、「今夜逢へるかも」という句にあったのだが、この句は、巻十（二〇四九）に、「天漢あまのがは川門かはとにをりて年月を恋ひ来し君に今夜こよひ逢へるかも」というのがある。

　なお、この巻（五二四）に、「蒸むしぶすまなごやが下に臥せれども妹とし寝ねねば肌はだし寒しも」という藤原麻呂の歌もあり、覚官的のものだが、皇子の御歌の方が感深いようである。此等の歌は取立てて秀歌という程のものでは無いが、ついでを以て味うの便となした。




　　　　　　　　　　　○




庭にはに立たつ麻手あさて刈かりり干ほししき慕しぬぶ東女あづまをみなを忘わすれたまふな 〔巻四・五二一〕 常陸娘子


　藤原宇合うまかい（藤原不比等第三子）が常陸守になって任地に数年いたが、任果てて京に帰る時、（養老七年頃か）常陸娘子ひたちのおとめが贈った歌である。娘子は遊行女婦うかれめのたぐいであろう。「庭に立つ」は、庭に植えたという意。「麻手」は麻のことで、巻十四（三四五四）に、「庭に殖たつ麻布あさて小ぶすま」の例がある。類聚古集に拠よって「手」は「乎」だとすると分かりよいことは分かりよい。「刈り干し」までは、「しきしぬぶ」の序のようだが、これは意味の通ずる序だから、序詞をも意味の中に取入れていい。地方にいる遊行女婦が、こうして官人を持成もてなし優遇し、別れるにのぞんでは纏綿てんめんたる情味を与えたものであろう。そして農家のおとめのような風にして詠んでいるが、軽い諧謔かいぎゃくもあって、女らしい親しみのある歌である。「東女あづまをみな」と自ら云うたのも棄てがたい。

　巻十四（三四五七）に、「うち日さす宮の吾背わがせは大和女やまとめの膝枕ひざまくごとに吾あを忘らすな」というのがある。これは古代の東歌というよりも、京師から来た官人の帰還する時に詠んだ趣おもむきのものでこの歌に似ている。遊行女婦あたりの口吻だから、東歌の中にはこういう種類のものも交っていることが分かる。




　　　　　　　　　　　○




ここにありて筑紫つくしやいづく白雲しらくもの棚引たなびく山やまの方かたにしあるらし 〔巻四・五七四〕 大伴旅人


　大伴旅人が大納言になって帰京した。太宰府に残って、観世音寺造営に従っていた沙弥満誓さみのまんぜいから「真十鏡まそかがみ見飽みあかぬ君に後おくれてや旦あした夕ゆふべにさびつつ居らむ」（巻四・五七二）等の歌を贈った。それに和こたえた歌である。旅人の歌調は太く、余り剽軽ひょうきんに物をいえなかったところがあった。讃酒歌さけをほむるうたでも、「猿にかも似る」といっても、人を笑わせないところがある。旅人の歌調は、顫ふるえが少いが、家持の歌調よりも太い。




　　　　　　　　　　　○




君きみに恋こひいたも術すべなみ平山ならやまの小松こまつが下したに立たち嘆なげくかも 〔巻四・五九三〕 笠女郎


　笠女郎かさのいらつめが大伴家持に贈った廿四首の中の一つである。平山ならやまは奈良の北にある那羅山ならやまで、其処に松が多かったことは、「平山ならやまの小松が末うれの」（巻十一・二四八七）等の歌によっても分かる。これは家持に向って愬うったえているので、分かりよい、調子のなだらかな歌である。この歌の次に、「わが屋戸やどの夕影草ゆふかげぐさの白露の消ぬがにもとな念おもほゆるかも」（巻四・五九四）というのもあり、極めて流暢りゅうちょうに歌いあげている。相当の才女であるが、この時代になると、歌としての修練が既に必要になって来ているから、藤原朝あたりのものとも違って、もっと文学的にならんとしつつあるのである。併し此等の歌でも如何に快いものであるか、後代の歌に較べて、いまだ万葉の実質の残っていることをおもわねばならない。




　　　　　　　　　　　○




相あひ念おもはぬ人ひとを思おもふは大寺おほてらの餓鬼がきの後しりへにぬかづく如ごとし 〔巻四・六〇八〕 笠女郎


　笠女郎が家持に贈ったものである。当時の大寺には種々の餓鬼が画図として画かれ、或は木像などとして据えてあったものであろうか。あなたのように幾ら思っても甲斐ない方は、伽藍がらんの中に居る餓鬼像を後ろから拝むようなものではありませんか、というので、才気のまさった諧謔かいぎゃくの歌である。仏教の盛な時代であるから、才気の豊かな女等はこのくらいの事は常に云ったかも知れぬが、後代の吾等にはやはり諧謔的に心の働いた面白いものである。そしてこの歌でよいのは女の語気を直接に聞き得るごとくに感じ得る点にある。




　　　　　　　　　　　○




沖おきへ行ゆき辺へに行ゆき今いまや妹いもがためわが漁すなどれる藻臥束鮒もふしつかふな 〔巻四・六二五〕 高安王


　高安王たかやすのおおきみが鮒の土産みやげを娘子おとめに呉れたときの歌である。高安王は天平十四年正四位下で卒した人で、十一年大原真人おおはらのまひとの姓を賜わっている。一首の意味は、この鮒は、深いところから岸の浅いところ方々ほうぼう歩いて、つかまえた藻の中にいた大鮒だが、おまえに持って来た、というぐらいの意で、「藻臥」は藻の中に住む、藻の中に潜むの意。「束鮒」は一束ひとつか、即ち一握ひとにぎり（二寸程）ぐらいの長さをいう。この結句の造語がおもしろいので選んで置いた。巻十四（三四九七）の、「河上の根白高萱ねじろたかがや」などと同じ造語法である。




　　　　　　　　　　　○




月読つくよみの光ひかりに来きませあしひきの山やまを隔へだてて遠とほからなくに 〔巻四・六七〇〕 湯原王


　湯原王ゆはらのおおきみの歌だが、娘子おとめが湯原王に贈った歌だとする説（古義）のあるのは、この歌に女性らしいところがあるためであろう。併しこれはもっと楽らくに解して、女にむかってやさしく云ってやったともいうことが出来るだろう。また程近い処であるから女に促してやったということも云い得るのである。和こたうる歌に、「月読の光は清く照らせれどまどへる心堪へず念ほゆ」（巻四・六七一）とあるのは、女の語気としてかまわぬであろう。




　　　　　　　　　　　○




夕闇ゆふやみは路みちたづたづし月つき待まちて行ゆかせ吾背子わがせこその間まにも見みむ 〔巻四・七〇九〕 大宅女


　豊前国の娘子大宅女おおやけめの歌である。この娘子の歌は今一首万葉（巻六・九八四）にある。「道たづたづし」は、不安心だという意になる。「その間にも見む」は、甘くて女らしい句である。此頃になると、感情のあらわし方も細こまかく、姿態しなも濃こまやかになっていたものであろう。良寛の歌に「月読の光を待ちて帰りませ山路は栗のいがの多きに」とあるのは、此辺の歌の影響だが、良寛は主に略解りゃくげで万葉を勉強し、むずかしくない、楽らくなものから入っていたものと見える。




　　　　　　　　　　　○




ひさかたの雨あめの降ふる日ひをただ独ひとり山辺やまべに居をれば欝いぶせかりけり 〔巻四・七六九〕 大伴家持


　大伴家持が紀女郎きのいらつめに贈ったもので、家持はいまだ整わない新都の久邇くに京にいて、平城ならにいた女郎に贈ったものである。「今しらす久邇くにの京みやこに妹いもに逢はず久しくなりぬ行きてはや見な」（巻四・七六八）というのもある。この歌は、もっと上代の歌のように、蒼古そうこというわけには行かぬが、歌調が伸々のびのびとして極めて順直なものである。家持の歌の優れた一面を代表する一つであろうか。





巻第五




　　　　　　　　　　　○




世よの中なかは空むなしきものと知しる時ときしいよよますます悲かなしかりけり 〔巻五・七九三〕 大伴旅人


　大伴旅人おおとものたびとは、太宰府に於て、妻大伴郎女おおとものいらつめを亡くした（神亀五年）。その時京師から弔問が来たのに報こたえた歌である。なおこの歌には、「禍故重畳ちようでふし、凶問累しきりに集る。永く崩心の悲みを懐いだき、独り断腸の泣なみだを流す。但し両君の大助に依りて、傾命纔わづかに継ぐ耳のみ。筆言を尽さず、古今の歎く所なり」という詞書が附いている。傾命は老齢のこと。両君は審つまびらかでない。

　一首の意は、世の中が皆空・無常のものだということを、現実に知ったので、今迄よりもますます悲しい、というのである。

「知る時し」は、知る時に、知った時にという事であるが、今迄は経文により、説教により、万事空寂無常のことは聞及んでいたが、今現げんに、自分の身に直接に、眼まのあたりに、今の言葉なら、体験したという程のことを、「知る」と云ったのである。同じ用例には、「うつせみの世は常無つねなしと知るものを」（巻三・四六五。家持）、「世の中を常無きものと今ぞ知る」（巻六・一〇四五。不詳）、「世の中の常無きことは知るらむを」（巻十九・四二一六。家持）等がある。そこで「いよよますます」という語に続くのである。この歌には、仏教が入っているので、「空しきものと知る」というだけでも、当時にあっては、深い道理と情感を伴う語感を持っていただろう。一口にいえば思想的にも新しく且つ深かったものだろう。それが年月によって繰返されているうち、その新鮮の色があせつつ来たのであるが、旅人のこの歌頃までは、いまだ諳記あんきしてものを云っているようなところのないのを鑑賞者は見免みのがしてはならぬだろう。その証拠には、此処に引いた用例は皆旅人以後で、旅人の口吻の模倣といってよいのである。それから、結句の、「悲しかりけり」であるが、これは漢文なら、「独り断腸の泣なみだを流す」というところを、日本語では、「悲しかりけり」というのである。これを以て、日本語の貧弱を云々してはならぬ。短詩形としての短歌の妙味もむずかしい点も此処に存するものだからである。大体以上の如くであるが、後代の吾等から見れば、此歌を以て満足だというわけには行かぬ。それはなぜかというに、思想的抒情詩はむずかしいもので、誰が作っても旅人程度を出で難いものだからである。併しそれを正面から実行した点につき、この方面の作歌に一つの基礎をなした点につき、旅人に満腔まんこうの尊敬を払うて茲ここに一首を選んだのであった。

　旅人の妻、大伴郎女の死した時、旅人は、「愛うつくしき人ひとの纏まきてし敷妙しきたへの吾が手枕たまくらを纏まく人あらめや」（巻三・四三八）等三首を作っているが、皆この歌程大観的ではない。序にいうが、巻三（四四二）に、膳部王かしわでべのおおきみを悲しんだ歌に、「世の中は空しきものとあらむとぞこの照る月は満闕みちかけしける」という作者不詳の歌がある。王の薨去は天平元年だから、やはり旅人の歌の方が早い。




　　　　　　　　　　　○




悔くやしかも斯かく知しらませばあをによし国内くぬちことごと見みせましものを 〔巻五・七九七〕 山上憶良


　大伴旅人の妻が死んだ時、山上憶良やまのうえのおくらが、「日本挽歌」（長歌一首反歌五首）を作って、「神亀五年七月二十一日、筑前国守山上憶良上」として旅人に贈った。即ちこの長歌及び反歌は、旅人の心持になって、恰あたかも自分の妻を悼いたむような心境になって、旅人の妻の死を悼んだものである。それだから、この「山上憶良上」云々という注が無ければ、無論憶良が自分の妻の死を悼んだものとして受取り得る性質のものである。因よって鑑賞者は、この歌の作者は憶良でも、旅人の妻即ち大伴郎女おおとものいらつめの死を念中に持って味うことが必要なのである。

　一首の意は、こうして妻に別れねばならぬのが分かっていたら、筑紫の国々を残るくまなく見物させてやるのであったのに、今となって残念でならぬ、というのである。

　この歌の「知る」は前の歌の「知る」と稍違って、知れている、分かっている程の意である。次に、「あをによし」という語は普通、「奈良」に懸る枕詞であるのに、憶良は「国内」に続けている。そんなら、「国内」は大和・奈良あたりの意味かというに、そう取っては具合が悪い。やはり筑紫の国々と取らねばならぬところである。そこで種々説が出たのであるが、憶良は必ずしも伝統的な日本語を使わぬ事があるので、或は、「あをによし」の意味をただ山川の美しいというぐらいの意に取ったものと考えられる。（憶良は、「あをによし奈良の都に」（巻五・八〇八）とも使っている。）次に、この歌は、初句から、「くやしかも」と置いているのは、万葉集としては珍らしく、寧ろ新古今集時代の手法であるが、憶良は平然としてこういう手法を実行している。もっともこの手法は、「苦しくも降り来る雨か」などという主観句の短いものと看做みなせば説明のつかぬことはない。

　この歌を味うと、内容に質実的なところがあるが、声調が訥々とつとつとしていて、沁しみ透とおるものが尠すくないので、つまりは常識の発達したぐらいな感情として伝わって来る。併し声調が流暢りゅうちょう過ぎぬため、却って軽佻けいちょうでなく、質朴の感を起こさせるのである。家持の歌に、「かからむとかねて知りせば越の海の荒磯の波も見せましものを」（巻十七・三九五九）というのがある。これは弟の書持ふみもちの死を悼いたんだものであるが、この憶良の歌から影響を受けているところを見ると、大伴家に伝わった此等の歌をも読味ったことが分かる。

　この日本挽歌一首（長歌反歌）は、憶良が旅人の心になって、旅人の心に同感して、旅人の妻の死を哀悼あいとうしたという説に従ったが、これは、憶良の妻の死を、憶良が直接悼んでいるのだと解釈する説があり、岸本由豆流ゆずるの万葉集攷證こうしょうにも、「或人の説に、こは憶良の妻身まかりしにはあるべからず、こは大伴卿の心になりて、憶良の作られけるならんといへれど、さる証もなければとりがたし」と云っている程である。（なお、大柳直次氏の同説がある。）併し、歌の中の妻の死んだのも夏であり、その他の種々の関係が、旅人の妻の死を悼んだ歌として解釈する方が穏おだやかのように思える。「筑前国守山上憶良上」をば、憶良自身の妻の死を悼んだ歌を旅人に示したものとして、「大伴卿も同じ思ひに歎かるゝころなれば、かの卿に見せられけるなるべし」（攷證）というのであるが、ただそれだけでは証拠不充分であるし、憶良の妻が筑紫で歿したという記録が無いのだから、これを以て直ぐ憶良の妻の死を悼んだのだと断定するわけにも行かぬのである。併し全体が、自分の妻を哀悼するような口吻であるから、茲に両説が対立することとなるのであるが、鑑賞者は、憶良が此歌を作っても、旅人の妻の死を旅人が歎いているという心持に仮りになって味えば面倒ではないのである。




　　　　　　　　　　　○




妹いもが見みし楝あふちの花はなは散ちりぬべし我わが泣なく涙なみだいまだ干ひなくに 〔巻五・七九八〕 山上憶良


　前の歌の続つづきで、憶良が旅人の心に同化して旅人の妻を悼んだものである。楝おうちは即ち栴檀せんだんで、初夏のころ薄紫の花が咲く。

　一首の意は、妻の死を悲しんで、わが涙の未だ乾かぬうちに、妻が生前喜んで見た庭前の楝おうちの花も散ることであろう、というので、逝ゆく歳月の迅はやきを歎じ、亡妻をおもう情の切なことを懐おもうのである。

　この楝の花は、太宰府の家にある楝であろう。そして、作者の憶良も太宰府にいて、旅人の心になって詠んだからこういう表現となるのである。この歌は、意味もとおり言葉も素直に運ばれて、調べも感動相応の重みを持っているが、飛鳥・藤原あたりの歌調に比して、切実の響を伝え得ないのはなぜであるか。恐らく憶良は伝統的な日本語の響に真に合体し得なかったのではあるまいか。後に発達した第三句切が既にここに実行せられているのを見ても分かるし、「朝日照る佐太さだの岡辺に群れゐつつ吾が哭なく涙止む時もなし」（巻二・一七七）、「御立みたちせし島を見るとき行潦にはたづみながるる涙止めぞかねつる」（巻二・一七八）ぐらいに行くのが寧ろ歌調としての本格であるのに、此歌は其処までも行っていない。この歌は、従来万葉集中の秀歌として評価せられたが、それは、分かり易い、無理のない、感情の自然を保つ、挽歌らしいというような点があるためで、実は此歌よりも優れた挽歌が幾つも前行しているのである。

　天平十一年夏六月、大伴家持は亡妾を悲しんで、「妹が見し屋前やどに花咲き時は経ぬわが泣く涙いまだ干なくに」（巻三・四六九）という歌を作っている。これは明かに憶良の模倣であるから、家持もまた憶良の此一首を尊敬していたということが分かるのである。恐らく家持は此歌のいいところを味い得たのであっただろう。（もっとも家持は此時人麿の歌をも多く模倣して居る。）




　　　　　　　　　　　○




大野山おほぬやま霧きりたちわたる我わが嘆なげく息嘯おきその風かぜに霧きりたちわたる 〔巻五・七九九〕 山上憶良


　此歌も前の続である。「大野山」は和名鈔わみょうしょうに、「筑前国御笠郡大野」とある、その地の山で、太宰府に近い。「おきそ」は、宣長は、息嘯おきうその略とし、神代紀に嘯之時ウソブクトキニ迅風忽起とあるのを証とした。

　一首の意は、今、大野山を見ると霧が立っている、これは妻を歎く自分の長大息の、風の如く強く長い息のために、さ霧となって立っているのだろう、というので、神代紀に、「吹きうつる気噴いぶきのさ霧に」、万葉に、「君がゆく海べの屋戸に霧たたば吾あが立ち嘆く息いきと知りませ」（巻十五・三五八〇）、「わが故に妹歎くらし風早かざはやの浦の奥おきべに霧棚引けり」（同・三六一五）、「沖つ風いたく吹きせば我妹子が嘆きの霧に飽かましものを」（同・三六一六）等とあるのと同じ技法である。ただ万葉の此等の歌は憶良のこの歌よりも後であろうか。

　此一首も、「霧たちわたる」を繰返したりして強く云っていて、線も太く、能働的であるが、それでもやはり人麿の歌の声調ほどの顫動が無い。例えば前出の、「ともしびの明石大門に入らむ日や榜ぎわかれなむ家のあたり見ず」（巻三・二五四）あたりと比較すればその差別もよく分かるのであるが、憶良は真面目になって骨折っているので、一首は質実にして軽薄でないのである。なお、天平七年、大伴坂上郎女が尼理願りがんを悲しんだ歌に、「嘆きつつ吾が泣く涙、有間山雲居棚引き、雨に零ふりきや」（巻三・四六〇）という句があり、同じような手法である。




　　　　　　　　　　　○




ひさかたの天道あまぢは遠とほしなほなほに家いへに帰かへりて業なりを為しまさに 〔巻五・八〇一〕 山上憶良


　山上憶良は、或る男が、両親妻子を軽んずるのをみて、その不心得を諭さとして、「惑情を反かへさしむる歌」というのを作った、その反歌がこの歌である。長歌の方は、「父母を見れば尊し、妻子めこ見ればめぐし愛うつくし、世の中はかくぞ道理ことわり」、「地つちならば大王おほきみいます、この照らす日月の下は、天雲あまぐもの向伏むかふす極きはみ、谷蟆たにぐくのさ渡る極、聞きこし食をす国のまほらぞ」というのが、その主な内容で、現実社会のおろそかにしてはならぬことを云ったものである。

　反歌の此一首は、おまえは青雲の志を抱いて、天へも昇るつもりだろうが、天への道は遼遠りょうえんだ、それよりも、普通並に、素直に家に帰って、家業に従事しなさい、というのである。「なほなほに」は、「直直なほなほに」で、素直に、尋常に、普通並にの意、「延はふ葛の引かば依り来ね下したなほなほに」（巻十四・三三六四或本歌）の例でも、素直にの意である。結句の、「業なりを為しまさに」は、「業なりを為しまさね」で、「ね」と「に」が相通い、当時から共に願望の意に使われるから、この句は、「業務に従事しなさい」という意となる。

　この歌も、その声調が流動性でなく、寧むしろ佶屈きっくつとも謂いうべきものである。然るに内容が実生活の事に関しているのだから、声調おのずからそれに同化して憶良独特のものを成就じょうじゅしたのである。事が娑婆しゃば世界の実事であり、いま説いていることが儒教の道徳観に本もとづくとせば、縹緲ひょうびょう幽遠な歌調でない方が却って調和するのである。由来儒教の観相は実生活の常識であるから、それに本づいて出来る歌も亦結局其処に帰着するのである。憶良は、伝誦されて来た古歌謡、祝詞のりとあたりまで溯さかのぼって勉強し、「谷ぐくのさわたるきはみ」等というけれども、作る憶良の歌というものは何処か漢文的口調のところがある。併し、万葉集全体から見れば、憶良は憶良らしい特殊の歌風を成就したということになるから、その憶良的な歌の出来のよい一例としてこれを選んで置いた。




　　　　　　　　　　　○




銀しろがねも金くがねも玉たまもなにせむにまされる宝たから子こに如しかめやも 〔巻五・八〇三〕 山上憶良


　山上憶良は、「子等を思ふ歌」一首（長歌反歌）を作った。序は、「釈迦如来、金口こんくに正しく説き給はく、等しく衆生しゆじやうを思ふこと、羅睺羅らごらの如しと。又説き給はく、愛は子に過ぎたるは無しと。至極の大聖すら尚ほ子を愛うつくしむ心あり。況まして世間よのなかの蒼生あをひとぐさ、誰か子を愛をしまざらめや」というものであり、長歌は、「瓜うり食はめば子等こども思ほゆ、栗くり食はめば況してしぬばゆ、何処いづくより来きたりしものぞ、眼交まなかひにもとな懸かかりて、安寝やすいし為なさぬ」というので、この長歌は憶良の歌としては第一等である。簡潔で、飽くまで実事を歌い、恐らく歌全体が憶良の正体と合致したものであろう。

　この反歌は、金銀珠宝も所詮しょせん、子の宝には及ばないというので、長歌の実事を詠んだのに対して、この方は綜括そうかつ的に詠んだ。そして憶良は仏典にも明るかったから、自然にその影響がこの歌にも出たものであろう。「なにせむに」は、「何かせむ」の意である。憶良の語句の仏典から来たのは、「古日ふるひを恋ふる歌」（巻五・九〇四）にも、「世の人の貴み願ふ、七種ななくさの宝も我は、なにせむに、我が間なかの生れいでたる、白玉の吾が子古日ふるひは」とあるのを見ても分かる。七宝は、金・銀・瑠璃るり・硨磲しゃこ・碼碯めのう・珊瑚さんご・琥珀こはくまたは、金・銀・琉璃るり・頗棃はり・車渠しゃこ・瑪瑙・金剛こんごうである。そういう仏典の新しい語感を持った言葉を以て、一首を為立したて、堅苦しい程に緊密な声調を以て終始しているのに、此一首の佳い点があるだろう。けれども長歌に比してこの反歌の劣るのは、後代の今となって見れば言語の輪廓として受取られる弱点が存じているためである。併し、旅人の讃ホムルレ酒ヲ歌にせよ、この歌にせよ、後代の歌人として、作歌を学ぶ吾等にとって、大に有益をおぼえしめる性質のものである。




　　　　　　　　　　　○




常知つねしらぬ道みちの長路ながてをくれぐれと如何いかにか行ゆかむ糧米かりては無なしに 〔巻五・八八八〕 山上憶良


　肥後国益城ましき郡に大伴君熊凝おおとものきみくまこりという者がいた。天平三年六月、相撲部領使すまいのことりづかい某の従者として京へ上る途中、安芸国佐伯郡高庭たかにわ駅で病死した。行年十八であった。そして、死なんとした時自ら歎息して此歌を作ったとして、山上憶良が此歌を作った。この歌の詞書に次の如くに書いてある。「臨死みまからむとする時、長歎息して曰く、伝へ聞く仮合けがふの身滅び易く、泡沫はうまつの命駐とどめ難し。所以ゆゑに千聖已すでに去り、百賢留らず、況して凡愚の微いやしき者、何ぞも能よく逃避せむ。但ただ我が老いたる親並ならびに菴室あんしつに在り。我を待つこと日を過さば、自ら心を傷いたむる恨あらむ。我を望みて時に違たがはば、必ず明めいを喪うしなふ泣なみだを致さむ。哀しきかも我が父、痛ましきかも我が母、一身死に向ふ途を患うれへず、唯二親世に在います苦を悲しぶ。今日長く別れなば、何れの世にか覲みることを得む。乃すなはち歌六首を作りて死みまかりぬ。其歌に曰く」というのである。そして長歌一首短歌五首がある。併しこれは、前言のごとく、熊凝くまこりが自ら作ったのではなく、憶良が熊凝の心になって、熊凝臨終のつもりになって作ったのである。

　一首の意は、嘗て知らなかった遙かな黄泉の道をば、おぼつかなくも心悲しく、糧米かても持たずに、どうして私は行けば好いのだろうか、というのである。「くれぐれと」は、「闇闇くれくれと」で、心おぼろに、おぼつかなく、うら悲しく等の意である。この歌の前に、「欝おぼほしく何方いづち向きてか」というのがあるが、その「おぼほしく」に似ている。

　この歌は六首の中で一番優れて居り、想像で作っても、死して黄泉へ行く現身げんしんの姿のようにして詠んでいるのがまことに利いて居る。糧米も持たずに歩くと云ったのも、後代の吾等の心を強く打つものである。糧米をカリテと訓むは、霊異記りょういき下巻に糧（可里弖）とあるによっても明かで、乾飯直カレヒテの義（攷證）だと云われている。一に云、「かれひはなしに」とあるのは、「餉かれひは無なしに」で意味は同じい。カレヒは乾飯カレイヒである。憶良の作ったこのあたりの歌の中で、私は此一首を好んでいる。




　　　　　　　　　　　○




世間よのなかを憂うしと恥やさしと思おもへども飛とび立たちかねつ鳥とりにしあらねば 〔巻五・八九三〕 山上憶良


　山上憶良の「貧窮問答の歌一首并に短歌」（土屋氏云、憶良上京後、即ち天平三年秋冬以後の作であろう。）の短歌である。長歌の方は、二人貧者の問答の体で、一人が、「風雑まじり雨降る夜の、……如何にしつつか、汝なが世は渡る」といえば、一人が、「天地は広しといへど、あが為ためは狭さくやなりぬる、……斯くばかり術すべ無きものか、世間よのなかの道」と答えるところで、万葉集中特殊なもので、また憶良の作中のよいものである。

　この反歌一首の意は、こう吾々は貧乏で世間が辛つらいの恥はずかしいのと云ったところで、所詮しょせん吾々は人間の赤裸々で、鳥ではないのだからして、何処ぞへ飛び去るわけにも行くまい、というのである。「やさし」は、恥かしいということで、「玉島のこの川上に家はあれど君を恥やさしみ顕あらはさずありき」（巻五・八五四）にその例がある。この反歌も、長歌の方で、細かくいろいろと云ったから、概括的に締めくくったのだが、やはり貧乏人の言葉にして、その語気が出ているのでただの概念歌から脱却している。論語に、邦有レ道、貧且賤焉耻也とあり、魏文帝の詩に、願レ飛安ゾ得ンレ翼、欲レ済ワタラント河無レ梁ハシとあるのも参考となり、憶良の長歌の句などには支那の出典を見出し得るのである。




　　　　　　　　　　　○




慰なぐさむる心こころはなしに雲隠くもがくり鳴なき往ゆく鳥とりの哭ねのみし泣なかゆ 〔巻五・八九八〕 山上憶良


　山上憶良の、「老身重病経レ年辛苦、及思二児等一歌七首長一首短六首」の短歌である。長歌の方は、人間には老・病の苦しみがあり、長い病に苦しんで、一層死のうとおもうことがあるけれども、児等のことを思えば、そうも行かずに歎息しているというのである。

　この短歌は、そういう風に老・病のために苦しんで、慰めん手段もなく、雲隠れに貌すがたも見えず鳴いてゆく鳥の如く、ただ独りで忍び泣きしてばかりいる、というので、長歌の終に、「彼かに此かくに思ひわづらひ、哭ねのみし泣かゆ」と止めたのを、この短歌で繰返している。

　このくらいの技巧の歌は、万葉には幾つもあるように思う程、取り立てて特色のあるものでないが、何か悲しい響があるようで棄て難かったのである。




　　　　　　　　　　　○




術すべもなく苦くるしくあれば出いで走はしり去いななと思もへど児等こらに障さやりぬ 〔巻五・八九九〕 山上憶良


　同じく短歌。もう手段も尽き、苦しくて為方がないので、走り出して自殺でもしてしまおうと思うが、児等のために妨げられてそれも出来ない、というので、此は長歌の方で、「年長く病みし渡れば、月累かさね憂ひ吟さまよひ、ことごとは死ななと思へど、五月蠅さばへなす騒ぐ児等を、棄うつてては死しには知らず、見つつあれば心は燃えぬ」云々というのが此短歌にも出ている。「障さやる」は、障礙しょうがいのことで、「百日ももかしも行かぬ松浦路まつらぢ今日行きて明日は来なむを何か障さやれる」（巻五・八七〇）にも用例がある。

　この歌の好いのは、ただ概括的にいわずに、具体的に云っていることで、こういう場面になると、人麿にも無い人間の現実的な姿が現出して来るのである。「出ではしり去ななともへど」というあたりの、朴実とでも謂うような調べは、憶良の身に即つき纏まとったものとして尊重していいであろう。なお此こ処こに、「富人とみびとの家いへの子等こどもの着る身無みなみ腐くたし棄つらむ絹綿らはも」（巻五・九〇〇）、「麁妙あらたへの布衣ぬのぎぬをだに着せ難がてに斯くや歎かむ為せむすべを無み」（同・九〇一）という歌もあるが、これも具体的でおもしろい。そして、これだけの材料を扱いこなす意力をも、後代の吾等は尊重すべきである。この歌の「絹綿」は原文「𫃠綿」で、真綿の意であろうが、当時筑紫の真綿の珍重されたこと、また名産地であったことは沙弥満誓の歌のところで既に云ったとおりである。

　憶良は娑婆界の貧・老・病の事を好んで歌って居り、どうしても憶良自身の体験のようであるが、筑前国司であった憶良が実際斯くの如く赤貧困窮であったか否か、自分には能く分からないが、自殺を強いられるほどそんなに貧窮ではなかったものと想像する。そして彼は彼の当時教えられた大陸の思想を、周辺の現実に引き移して、如上じょじょうの数々の歌を詠出したものとも想像している。




　　　　　　　　　　　○




稚わかければ道行みちゆき知しらじ幣まひはせむ黄泉したべの使つかひ負おひて通とほらせ 〔巻五・九〇五〕 山上憶良


「男子をのこ名は古日ふるひを恋ふる歌」の短歌である。左注に此歌の作者が不明だが、歌柄から見て憶良だろうと云って居る。古日ふるひという童子の死んだ時弔った歌であろう。そして憶良を作者と仮定しても、古日という童子は憶良の子であるのか他人の子であるのかも分からない。恐らく他人の子であろう。（普通には、古日は憶良の子で、この時憶良は七十歳ぐらいの老翁だと解せられている。なお土屋氏は、古日はコヒと読むのかも知れないと云って居る。）

　一首の意は、死んで行くこの子は、未だ幼おさない童子で、冥土めいどの道はよく分かっていない。冥土の番人よ、よい贈物をするから、どうぞこの子を背負って通してやって呉れよ、というのである。「幣まひ」は、「天にます月読壮子つくよみをとこ幣まひはせむ今夜こよひの長さ五百夜いほよ継ぎこそ」（巻六・九八五）、「たまぼこの道の神たち幣まひはせむあが念ふ君をなつかしみせよ」（巻十七・四〇〇九）等にもある如く、神に奉る物も、人に贈る物も、悪い意味の貨賂かろをも皆マヒと云った。

　この一首は、童子の死を悲しむ歌だが、内容が複雑で、人麿の歌の内容の簡単なものなどとは余程その趣が違っている。然かも黄泉の道行をば、恰あたかも現実にでもあるかの如くに生々なまなましく表現して居るところに、憶良の歌の強味がある。歌調がぼきりぼきりとして流動的波動的に行かないのは、一面はそういう素材如何にも因よるのであって、こういう素材になれば、こういう歌調をおのずから要求するものともいうことが出来る。




　　　　　　　　　　　○




布施ふせ置おきて吾われは乞こひ祷のむ欺あざむかず直ただに率行ゐゆきて天路あまぢ知しらしめ 〔巻五・九〇六〕 山上憶良


　これも同じ歌で、「布施」は仏教語で、捧げ物の事だから、前の歌の、「幣」と同じ事に落着く。この歌も、童子の死にゆくさまを歌っているが、この方は黄泉でなく、天路のことを云っている。共に死者の往く道であるが、この方は稍やや日本的に云っている。初句原文「布施於吉弖」は旧訓フシオキテであるが、略解りゃくげで、「布施はぬさと訓べし。又たゞちにふせとも訓べき也。こゝに乞こひのむといへるは、仏に乞こふにて、神に祷いのるとは事異なれば、幣ヌサとはいはで、布施と言へる也。施を絁の誤として、ふしおき（臥起）てとよめるはひがこと也」と云った。いかにもその通りで、「伏し起きて」では意味を成さない。この歌もこれだけの複雑なことを云っていて、相当の情調をしみ出でさせるのは、先ず珍とせねばなるまい。





巻第六




　　　　　　　　　　　○




山やま高たかみ白木綿花しらゆふはなに落おちたぎつ滝たぎの河内かふちは見みれど飽あかぬかも 〔巻六・九〇九〕 笠金村


　元正げんしょう天皇、養老七年夏五月芳野離宮に行幸あった時、従駕の笠金村かさのかなむらが作った長歌の反歌である。「白木綿」は栲たえ、穀かじ（穀桑楮）の皮から作った白布、その白木綿しらゆうの如くに水の流れ落つる状態である。「河内かふち」は、河から繞めぐらされている土地をいう。既に人麿の歌に、「たぎつ河内かふちに船出ふなでするかも」（巻一・三九）がある。また、「見れど飽かぬかも」という結句も、人麿の、「珠水激いはばしる滝の宮処みやこは、見れど飽かぬかも」（巻一・三六）のほか、万葉には可なりある。

　この一首は、従駕の作であるから、謹んで作っているので、その歌調もおのずから華朗かろうで荘重である。けれどもそれだけ類型的、図案的で、特に人麿の歌句の模倣なども目立つのである。併し、この朗々とした荘重な歌調は、人麿あたりから脈を引いて、一つの伝統的なものであり、万葉調といえば、直ちに此種のものを聯想し得る程であるから、後代の吾等は時を以て顧かえりみるべき性質のものである。巻九（一七三六）に、「山高み白木綿花しらゆふはなに落ちたぎつ夏実なつみの河門かはと見れど飽かぬかも」というのがあるのは、恐らく此歌の模倣であろうから、そうすれば金村のこの形式的な一首も、時に人の注意を牽ひいたに相違ない。




　　　　　　　　　　　○




奥おきつ島しま荒磯ありその玉藻たまも潮しほ干満ひみちい隠かくれゆかば思おもほえむかも 〔巻六・九一八〕 山部赤人


　聖武しょうむ天皇、神亀じんき元年冬十月紀伊国に行幸せられた時、従駕の山部赤人の歌った長歌の反歌である。「沖つ島」は沖にある島の意で、此処は玉津島たまつしまのことである。

　一首の意は、沖の島の荒磯に生えている玉藻刈もしたが、今に潮が満ちて来て荒磯が隠れてしまうなら、心残りがして、玉藻を恋しくおもうだろう、というのである。長歌の方で、「潮干れば玉藻苅りつつ、神代より然ぞ尊き、玉津島山」とあるのを受けている。

　第四句、板本はんぽん、「伊隠去者」であるから、「い隠かくれゆかば」或は「い隠かくろひなば」と訓んだが、元暦校本・金沢本・神田本等に、「〓（「にんべん＋弖」）隠去者」となっているから、「〓（「にんべん＋弖」）」を上につけて「潮干みちて隠かくろひゆかば」とも訓んでいる。これは二つの訓とも尊重して味うことが出来る。

　この歌は、中心は、「潮干満ちい隠れゆかば思ほえむかも」にあり、赤人的に清淡の調であるが、なかに情感が漂ただよっていて佳い歌である。海の玉藻に対する係恋けいれんとも云うべきもので、「思ほえむかも」は、多くは恋人とか旧都などに対して用いる言葉であるが、この歌では「玉藻」に云っている。もっとも集中には、例えば、「飼飯けひの浦に寄する白浪しくしくに妹が容儀すがたはおもほゆるかも」（巻十二・三二〇〇）、「飫宇海おうのうみの河原の千鳥汝が鳴けばわが佐保河さほかはのおもほゆらくに」（巻三・三七一）の如きがあって、共通して使われている。行幸に供奉ぐぶし、赤人は歌人としての意識を以てこの歌を作ったのだろうが、必ずしも「宮廷歌人」などという意図が目立たずに、自由に個人としての好みを吐露とろしているようである。一般が自由でこだわりのなかった聖世を反映していると謂っていい。また、「宮廷歌人」などと云っても、現代の人々の持っている「宮廷歌人」の西洋まがいの概念と違った気持で供奉ぐぶしたことをも知らねばならぬのである。




　　　　　　　　　　　○




若わかの浦うらに潮しほ満みち来くれば潟かたを無なみ葦辺あしべをさして鶴たづ鳴なき渡わたる 〔巻六・九一九〕 山部赤人


　赤人の歌続き。「若の浦」は今は和歌の浦と書くが、弱浜わかはまとも書いた（続紀）。また聖武天皇のこの行幸の時、明光の浦と命名せられた記事がある。「潟」は干潟ひがたの意である。

　一首の意は、若の浦にだんだん潮が満ちて来て、干潟が無くなるから、干潟に集まっていた沢山の鶴が、葦の生えて居る陸の方に飛んで行く、というのである。

　やはり此歌も清潔な感じのする赤人一流のもので、「葦べをさして鶴たづ鳴きわたる」は写象鮮明で旨いものである。また声調も流動的で、作者の気乗していることも想像するに難くはない。「潟をなみ」は、赤人の要求であっただろうが、微かな「理」が潜んでいて、もっと古いところの歌ならこうは云わない。例えば、既出の高市黒人作、「桜田へ鶴鳴きわたる年魚市潟あゆちがた潮干しほひにけらし鶴鳴きわたる」（巻三・二七一）の如きである。つまり「潟をなみ」の第三句が弱いのである。これはもはや時代的の差違であろう。この歌は、古来有名で、叙景歌の極地とも云われ、遂には男波・女波・片男波の聯想にまで拡大して通俗化せられたが、そういう俗説を洗い去って見て、依然として後にのこる歌である。万葉集を通読して来て、注意すべき歌に標しるしをつけるとしたら、従来の評判などを全く知らずにいるとしても、標のつかる性質のものである。一般にいってもそういういいところが赤人の歌に存じているのである。ただこの歌に先行したのに、黒人の歌があるから黒人の影響乃至模倣ということを否定するわけには行かない。

　巻十五に、「鶴が鳴き葦辺をさして飛び渡るあなたづたづし独ひとりさ寝ぬれば」（三六二六）、「沖辺より潮満ち来らし韓からの浦に求食あさりする鶴鳴きて騒ぎぬ」（三六四二）等の歌があり、共に赤人の此歌の模倣であるから、その頃から此歌は尊敬せられていたのであろう。

　なお、「難波潟潮干に立ちて見わたせば淡路の島に鶴たづわたる見ゆ」（巻七・一一六〇）、「円方まとかたの湊の渚鳥すどり浪立てや妻呼び立てて辺へに近づくも」（同・一一六二）、「夕なぎにあさりする鶴たづ潮満てば沖浪おきなみ高み己妻おのづま喚よばふ」（同・一一六五）というのもあり、赤人の此歌と共に置いて味ってよい歌である。特に、「妻呼びたてて辺に近づくも」、「沖浪高み己妻喚よばふ」の句は、なかなか佳いものだから看過かんかしない方がよいとおもう。




　　　　　　　　　　　○




み芳野よしぬの象山きさやまの際まの木末こぬれには幾許ここだも騒さわぐ鳥とりのこゑかも 〔巻六・九二四〕 山部赤人


　聖武天皇神亀二年夏五月、芳野離宮に行幸の時、山部赤人の作ったものである。「象山きさやま」は芳野離宮の近くにある山で、「際ま」は「間ま」で、間あいだとか中なかとかいう意味になる。「奈良の山の山の際まにい隠るまで」（巻一・一七）という額田王の歌の「山の際」も奈良山の連なって居る間にという意。此処では、象山の中に立ち繁っている樹木というのに落着く。

　一首の意は、芳野の象山の木立の繁みには、実に沢山の鳥が鳴いて居る、というので、中味は単純であるが、それだけ此処に出ている中味が磨みがきをかけられて光彩を放つに至っている。この歌も前の歌の如く下半に中心が置かれ、「ここだも騒ぐ鳥の声かも」に作歌衝迫しょうはくもおのずから集注せられている。この光景に相対あいたいしたと仮定して見ても、「ここだも騒ぐ鳥の声かも」とだけに云い切れないから、此歌はやはり優れた歌で、亡友島木赤彦も力説した如く、赤人傑作の一つであろう。「幾許ここだ」という副詞も注意すべきもので、集中、「神柄かむからか幾許ここだ尊き」（巻二・二二〇）「妹が家へに雪かも降ると見るまでに幾許ここだもまがふ梅の花かも」（巻五・八四四）、「誰たが苑そのの梅の花かも久方の清き月夜つくよに幾許ここだ散り来る」（巻十・二三二五）等の例がある。この赤人の「幾許も騒ぐ」は、主に群鳥の声であるが、鳥の姿も見えていてかまわぬし、若干の鳥の飛んで見える方が却っていいかも知れない。また、結句の「かも」であるが、名詞から続く「かも」を据えるのはむずかしいのだけれども、この歌では、「ここだも騒ぐ」に続けたから声調が完備した。そういう点でも赤人の大きい歌人であることが分かる。




　　　　　　　　　　　○




ぬばたまの夜よの深ふけぬれば久木ひさき生おふる清きよき河原かはらに千鳥ちどりしば鳴なく 〔巻六・九二五〕 山部赤人


　赤人作で前歌と同時の作である。「久木」は即ち歴木、楸しゅう樹で赤目柏あかめがしわである。夏、黄緑の花が咲く。一首の意は、夜が更けわたると楸樹ひさぎの立ちしげっている、景色よい芳野川の川原に、千鳥が頻しきりに鳴いて居る、というのである。

　この歌は夜景で、千鳥の鳴声がその中心をなしているが、今度の行幸に際して見聞した、芳野のいろいろの事が念中にあるので、それが一首の要素にもなって居る。「久木生ふる清き河原」の句も、現にその光景を見ているのでなくともよく、写象として浮んだものであろう。或は月明の川原とも解し得る、それは「清き」の字で補充したのであるが、月の事がなければやはりこの「清き」は川原一帯の佳景という意味にとる方がいいようである。併しこの歌は、そういう詮議せんぎを必要としない程統一せられていて、読者は左程さほど解釈上思い悩むことが無くて済んでいるのは、視覚も聴覚も融合した、一つの感じで無理なく綜合そうごうせられて居るからである。或は、この歌は、深夜の千鳥の声だけでは物足りないのかも知れない。「久木生ふる清き河原」という、視覚上の要素が却って必要なのかも知れない。その辺の解明が能く私に出来ないけれども、全体として、感銘の新鮮な歌で、供奉歌人の歌として、人麿の、「見れど飽かぬ吉野よしぬの河の常滑とこなめの絶ゆることなくまたかへり見む」（巻一・三七）とも比較が出来るし、また、笠金村かさのかなむらとも同行したのだから、金村の、「万代に見とも飽かめやみ吉野のたぎつ河内の大宮どころ」（巻六・九二一）、「皆人の寿いのちも吾われもみ吉野の滝の床磐とこはの常ならぬかも」（同・九二二）の二首とも比較することが出来る。比較して見ると、赤人の歌の方が具体的で、落着いて写生している。なお、声調のうち、第三句の「久木生ふる」という伸びた句と、結句の「しば鳴く」と端的に止めたのを注意していいだろう。




　　　　　　　　　　　○




島隠しまがくり吾わが榜こぎ来くれば羨ともしかも大和やまとへのぼる真熊野まくまぬの船ふね 〔巻六・九四四〕 山部赤人


　山部赤人が、辛荷からに島を過ぎて詠んだ長歌の反歌である。辛荷島は播磨国室津の沖にある島である。一首の意は、島かげを舟に乗って榜こいで来ると、羨うらやましいことには、大和へのぼる熊野の舟が見える、というので、旅にいて家郷の大和をおもうのは、今から見ればただの常套じょうとう手段のように見えるが、当時の人には、そういう常套語が、既に一種の感動を伴って聞こえて来たものと見える。「真熊野の舟」は、熊野舟で、熊野の海で多く乗ったものであろう。攷證に、「紀州熊野は良材多かる所なれば、その材もて作りたるよしの謂いひか。さればそれを本にて、いづくにて作れるをも、それに似たるをば熊野舟といふならん。集中、松浦船まつらぶね・伊豆手船いづてぶね・足柄小船あしがらをぶねなどいふあるも、みなこの類とすべし」とあり、「浦回うらみ榜ぐ熊野舟つきめづらしく懸けて思はぬ月も日もなし」（巻十二・三一七二）の例がある。「羨しかも」は、「羨しきかも」と同じだが当時は終止言からも直ぐ続けた。結句は、「真熊野の船」という名詞止めで、「棚無し小船」などの止めと同じだが、「の」が入っているので、それだけの落着おちつきがある。第三句の、「羨しかも」は小休止があるので、前の歌の「潟を無み」などと同様、幾らか此処で弛たるむが、これは赤人的手法の一つの傾向かも知れない。一首は、覉旅きりょの寂しい情を籠こめつつ、赤人的諧調音で統一せられた佳作である。この時の歌に、「玉藻苅る辛荷の島に島回しまみする鵜うにしもあれや家思もはざらむ」（巻六・九四三）というのがある。これは若し鵜ででもあったら、家の事をおもわずに済むだろう、というので「羨しかも」という気持と相通じている。鵜を捉とらえて詠んでいるのは写生でおもしろい。




　　　　　　　　　　　○




風かぜ吹ふけば浪なみか立たたむと伺候さもらひに都多つたの細江ほそえに浦うら隠がくり居をり 〔巻六・九四五〕 山部赤人


　赤人作で前歌の続である。「都多つたの細江」は姫路から西南、現在の津田・細江あたりで、船場川せんばがわの川口になっている。当時はなるべく陸近く舟行しゅうこうし、少し風が荒いと船を泊とめたので、こういう歌がある。一首の意は、この風で浪が荒く立つだろうと、心配して様子を見ながら、都多つたの川口のところに船を寄せて隠れておる、というのである。第三句、原文「伺候爾」は、旧訓マツホドニ。代匠記サモラフニ。古義サモラヒニ。この「さもらふ」は、「東の滝の御門にさもらへど」（巻二・一八四）の如く、伺候する意が本だが、転じて様子を伺うこととなった。「大御舟おほみふね泊はててさもらふ高島の三尾みをの勝野かちぬの渚なぎさし思ほゆ」（巻七・一一七一）、「朝なぎに舳へ向け榜こがむと、さもらふと」（巻二十・四三九八）等の例がある。

　この歌も、覉旅きりょの苦しみを念頭に置いているようだが、そういう響はなくて、寧ろ清淡とも謂うべき情調がにじみ出でている。ことに結句の、「浦隠り居り」などは、なかなか落着いた句である。そして読過のすえに眼前に光景の鮮かに浮んで来る特徴は赤人一流のもので、古来赤人を以て叙景歌人の最大なものと称したのも偶然ではないのである。吾等は短歌を広義抒情詩と見立てるから、叙景・抒情をば截然せつぜんと区別しないが、総じて赤人のものには、激越性が無く、静かに落着いて、物を観みている点を、後代の吾等は学んでいるのである。




　　　　　　　　　　　○




ますらをと思おもへる吾われや水茎みづくきの水城みづきのうへに涕なみだ拭のごはむ 〔巻六・九六八〕 大伴旅人


　大伴旅人が大納言に兼任して、京に上る時、多勢の見送人の中に児島こじまという遊行女婦うかれめが居た。旅人が馬を水城みずき（貯水池の大きな堤）に駐とめて、皆と別を惜しんだ時に、児島は、「凡おほならば左かも右かも為せむを恐かしこみと振りたき袖を忍しぬびてあるかも」（巻六・九六五）、「大和道やまとぢは雲隠くもがくりたり然れども我が振る袖を無礼なめしと思ふな」（同・九六六）という歌を贈った。それに旅人の和こたえた二首中の一首である。

　一首の意は、大丈夫ますらおだと自任していたこの俺おれも、お前との別離が悲しく、此こ処この〔水茎の〕（枕詞）水城みずきのうえに、涙を落すのだ、というのである。

　児島の歌も、軽佻けいちょうでないが、旅人の歌もしんみりしていて、決して軽佻なものではない。「涙のごはむ」の一句、今の常識から行けば、諧謔かいぎゃくを交まじえた誇張と取るかも知れないが、実際はそうでないのかも知れない、少くとも調べの上では戯れではない。「大丈夫ますらおとおもへる吾や」はその頃の常套語で軽いといえば軽いものである。当時の人々は遊行女婦というものを軽蔑せず、真面目まじめにその作歌を受取り、万葉集はそれを大家と共に並べ載せているのは、まことに心にくいばかりの態度である。

「真袖もち涙を拭のごひ、咽むせびつつ言問ことどひすれば」（巻二十・四三九八）のほか、「庭たづみ流るる涙とめぞかねつる」（巻二・一七八）、「白雲に涙は尽きぬ」（巻八・一五二〇）等の例がある。




　　　　　　　　　　　○




千万ちよろづの軍いくさなりとも言挙ことあげせず取とりて来きぬべき男をのことぞ念おもふ 〔巻六・九七二〕 高橋虫麿


　天平てんぴょう四年八月、藤原宇合うまかい（不比等の子）が西海道節度使さいかいどうのせつどし（兵馬の政を掌つかさどる）になって赴任する時、高橋虫麿たかはしのむしまろの詠んだものである。「言挙せず」は、「神ながら言挙せぬ国」（巻十三・三二五三）、「言挙せず妹に依り寝む」（巻十二・二九一八）等の例にもある如く、彼此かれこれと言葉に出していわないことである。

　一首の意は、縦たとい千万の軍勢なりとも、彼此と言葉に云わずに、前触まえぶれなどせずに、直ちに討取って来る武将だとおもう、君は、というので、威勢をつけて行を盛さかんにしたものである。虫麿の此処の長歌も技法に屈折のあるものだが、虫麿歌集の長歌にもなかなか佳作があって、作者の力量をおもわしめるが、この短歌一首も、調べを強く緊しめて、武将を送るにふさわしい声調を出している。彼此いっても、この万葉調がもはや吾等には出来ない。




　　　　　　　　　　　○




丈夫ますらをの行くとふ道ぞ凡おほろかに念おもひて行ゆくな丈夫ますらをの伴とも 〔巻六・九七四〕 聖武天皇


　聖武天皇御製。天平四年八月、節度使の制を東海・東山・山陰・西海の四道に布しいた。聖武天皇が其等の節度使等が任に赴おもむく時に、酒を賜わり、この御製を作りたもうた。その長歌の反歌である。

　一首は、今出で立つ汝等節度使の任は、まさに大丈夫の行くべき行旅である。ゆめおろそかに思うな、大丈夫の汝等よ、と宣うので、功をおさめて早く帰れという大御心が含まれている。「行くとふ」の「とふ」は「といふ」で、天地のことわりとして人のいう意である。「おほろかに」は、おおよそに、軽々しく、平凡にぐらいの意で、「百種ももくさの言ことぞ隠こもれるおほろかにすな」（巻八・一四五六）、「おほろかに吾し思はば斯くばかり難き御門みかどを退まかり出でめやも」（巻十一・二五六八）等の例がある。御製は、調べ大きく高く、御慈愛に満ちて、闊達かったつ至極のものと拝誦し奉る。「大君の辺にこそ死なめ」の語のおのずからにして口を漏るるは、国民の自然のこえだということを念おもわねばならぬ。短歌はかくの如くであるが、長歌は、「食国をすくにの遠とほの御朝廷みかどに、汝等いましらが斯かく罷まかりなば、平らけく吾は遊ばむ、手抱たうだきて我は御在いまさむ、天皇すめら朕わがうづの御手みてもち、掻撫かきなでぞ労ねぎたまふ、うち撫でぞ労ねぎたまふ、還かへり来む日相あい飲のまむ酒きぞ、この豊御酒とよみきは」というのであり、「平らけく吾は遊ばむ、手抱きて我はいまさむ」とは、慈愛遍照へんしょうする現神あきつかみのみ声である。




　　　　　　　　　　　○




士をのこやも空むなしかるべき万代よろづよに語かたりつぐべき名なは立たてずして 〔巻六・九七八〕 山上憶良


　山上憶良の痾やまいに沈しずめる時の歌一首で、巻五の、沈痾自哀文と思二子等一歌は、天平五年六月の作であるから、此短歌一首もその時作ったものであろう。また此歌の左注に、憶良が病んだ時、藤原朝臣八束ふじわらのあそみやつか（藤原真楯またて）が、河辺朝臣東人あずまびとを使として病を問わしめた、その時の作だとある。

　一首の意は、大丈夫たるものは、万代の後まで語り伝えられるような功名もせず、空しく此世を終るべきであろうか、というので、名も遂げずに此儘このまま死するのは残念だという意である。憶良は渡海して支那文化に直接接したから、此思想も彼には身に即ついていて切実なものであったに相違ない。そこで此一首の調べも、重厚で、浮々していないし、また憶良の歌にしては連続流動的声調を持っているが、ただ後代の吾等にとっては稍大づかみに響くというだけである。結句原文、「名者不立之而」は旧訓ナハ・タタズシテであったのを、古義でナハ・タテズシテと訓んだ。旧訓の方が古調のようである。

　巻十九に、大伴家持が此歌に追和した長歌と短歌が載っている。長歌の方に、「あしひきの八峯やつを踏み越え、さしまくる情こころ障さやらず、後代のちのよの語りつぐべく、名を立つべしも」（四一六四）とあり、短歌の方に、「丈夫ますらをは名をし立つべし後の代に聞き継ぐ人も語りつぐがね」（四一六五）とある。家持は憶良の此一首をも尊敬していたことが分かる。




　　　　　　　　　　　○




振仰ふりさけて若月みかづき見みれば一目ひとめ見みし人ひとの眉引まよびきおもほゆるかも 〔巻六・九九四〕 大伴家持


　大伴家持の作った、初月みかづきの歌である。大伴家持の年代の明かな歌中、最も早期のもので、家持十六歳ぐらいの時だろうといわれている。「眉引まよびき」は眉墨を以て眉を画くことで、薬師寺所蔵の吉祥天女、或は正倉院御蔵の樹下美人などの眉の如き最も具体的な例である。書紀仲哀巻に、譬如二美女之睩一、有二向津国一。睩、此云二麻用弭枳マヨビキ一。古事記中巻、応神天皇御製歌に、麻用賀岐許邇加岐多礼マヨカキコニカキタレ、和名鈔わみょうしょう容飾具に、黛、和名万由須美マユスミ。集中の例は、「おもはぬに到らば妹が嬉しみと笑ゑまむ眉引まよびきおもほゆるかも」（巻十一・二五四六）、「我妹子が笑まひ眉引まよびき面影にかかりてもとな思ほゆるかも」（巻十二・二九〇〇）等がある。

　一首の意は、三日月を仰ぎ見ると、ただ一目見た美人の眉引のようである、というので、少年向きの美しい歌である。併し家持は少年にして斯く流暢りゅうちょうな歌調を実行し得たのであるから、歌が好きで、先輩の作や古歌の数々を勉強していたものであろう。この歌で、「一目見し」に家持は興味を持っている如くであるが、「一目見し人に恋ふらく天霧あまぎらし零ふり来る雪の消けぬべく念ほゆ」（巻十・二三四〇）、「花ぐはし葦垣あしがき越ごしにただ一目相見し児ゆゑ千たび歎きつ」（巻十一・二五六五）等の例が若干ある。家持の歌は、斯く美しく、覚官的でもあるが、彼の歌には、なお、「なでしこが花見る毎に処女らが笑ゑまひのにほひ思ほゆるかも」（巻十八・四一一四）、「秋風に靡なびく川びの柔草にこぐさのにこよかにしも思ほゆるかも」（巻二十・四三〇九）の如き歌をも作っている。「笑ゑまひのにほひ」は青年の体に即ついた語でなかなか旨うまいところがある。併し此等の歌を以て、万葉最上級の歌と伍ごせしめるのはいかがとも思うが、万葉鑑賞にはこういう歌をもまた通過せねばならぬのである。




　　　　　　　　　　　○




御民みたみわれ生いける験しるしあり天地あめつちの栄さかゆる時ときに遇あへらく念おもへば 〔巻六・九九六〕 海犬養岡麿


　天平てんぴょう六年、海犬養岡麿あまのいぬかいのおかまろが詔に応こたえまつった歌である。一首の意は、天皇の御民である私等は、この天地と共に栄ゆる盛大の御世に遭遇そうぐうして、何という生いき甲斐がいのあることであろう、というのである。「験しるし」は効験、結果、甲斐等の意味に落着く。「天ざかる鄙ひなの奴やつこに天人あめびとし斯かく恋すらば生ける験しるしあり」（巻十八・四〇八二）という家持の用例もある。一首は応詔歌であるから、謹んで歌い、荘厳の気を漲みなぎらしめている。そして斯く思想的大観的に歌うのは、此時代の歌には時々見当るのであって、その恩想を統一して一首の声調を完まっとうするだけの力量がまだこの時代の歌人にはあった。それが万葉を離れるともはやその力量と熱意が無くなってしまって、弱々しい歌のみを辛かろうじて作るに止とどまる状態となった。此の歌などは、万葉としては後期に属するのだが、聖武しょうむの盛世せいせいにあって、歌人等も競きそい勉つとめたために、人麿調の復活ともなり、かかる歌も作らるるに至った。




　　　　　　　　　　　○




児等こらしあらば二人ふたり聞きかむを沖おきつ渚すに鳴なくなる鶴たづの暁あかときの声こゑ 〔巻六・一〇〇〇〕 守部王


　聖武天皇天平六年春三月、難波宮なにわのみやに行幸あった時、諸人が歌を作った。此一首は守部王もりべのおおきみ（舎人親王とねりのみこの御子）の歌である。一首は、若もし奈良に残して来た嬬つまも一しょなら、二人で聞くものを、沖の渚なぎさに鳴いて居る鶴の暁のこえよ、何とも云えぬ佳よい声よ、という程の歌である。なぜ私は此一首を選んだかというに、特に集中で秀歌というのでなく、結句が「鳴くなる鶴たづの暁あかときのこゑ」の如く名詞止めであるのみならず、後世新古今時代に発達した、名詞止めの歌調が此歌に既にあって、新古今調と違った、重厚なゆらぎを有もっているのに目を留めたゆえであった。なお、巻十九（四一四三）に、「もののふの八十やそをとめ等が挹くみまがふ寺井てらゐのうへの堅香子かたかごの花」、巻十九（四一九三）に、「ほととぎす鳴く羽触はぶりにも散りにけり盛過ぐらし藤浪の花」という歌の結句も、上代の古調歌には無い名詞止めの歌である。





巻第七




　　　　　　　　　　　○




春日山かすがやまおして照てらせるこの月つきは妹いもが庭にはにも清さやけかりけり 〔巻七・一〇七四〕 作者不詳


　作者不詳、雑歌、詠レ月である。一首の意は、春日山一帯を照らして居る今夜の月は、妹いもの庭にもまた清きよく照って居る、というのである。作者は現在通かよって来た妹の家に居る趣で、春日山の方は一般の月明（通かよって来る道すがら見た）を云っているのである。ただ妹の家は春日山の見える処にあったことは想像し得る。伸々のびのびとした濁りの無い快い歌で、作者不明の民謡風のものだが、一定の個人を想像しても相当に味われるものである。やはり、「妹が庭にも清けかりけり」という句が具体的で生きているからであろう。

「この月」は、現に照っている今夜の月という意味で、此巻に、「常は嘗かつて念はぬものをこの月の過ぎ隠れまく惜しき宵よひかも」（一〇六九）、「この月の此処に来きたれば今とかも妹が出で立ち待ちつつあらむ」（一〇七八）があり、巻三に、「世の中は空むなしきものとあらむとぞこの照る月は満ち闕かけしける」（四四二）がある。「おして照らせる」の表現も万葉調の佳いところで、「我が屋戸やどに月おし照れりほととぎす心あらば今夜こよひ来鳴き響とよもせ」（巻八・一四八〇）、「窓越しに月おし照りてあしひきの嵐あらし吹く夜は君をしぞ思ふ」（巻十一・二六七九）等の例がある。此歌で、「この月は」と、「妹が庭にも」との関係に疑う人があったため、古義のように、「妹が庭にも清さやけかるらし」の意だろうというように解釈する説も出でたが、これは作者の位置を考えなかった錯誤さくごである。




　　　　　　　　　　　○




海原うなばらの道みち遠とほみかも月読つくよみの明あかりすくなき夜よはふけにつつ 〔巻七・一〇七五〕 作者不詳


　作者不詳、海岸にいて、夜更よふけにのぼった月を見ると、光が清明でなく幾らか霞かすんでいるように見える。それをば、海上遙かなために、月も能よく光らないと云うように、作者が感じたから、斯こういう表現を取ったものであろう。巻三（二九〇）に、「倉橋の山を高みか夜よごもりに出で来る月の光ともしき」とあるのも全体が似て居るが、この巻七の歌の方が、何となく稚おさなく素朴に出来ている。それだけ常識的でなく、却って深みを添えているのだが、常識的には理窟に合わぬところがあると見えて、解釈上の異見もあったのである。




　　　　　　　　　　　○




痛足河あなしがは河浪かはなみ立たちぬ巻目まきむくの由槻ゆつきが岳たけに雲居くもゐ立たてるらし 〔巻七・一〇八七〕 柿本人麿歌集


　柿本人麿歌集にある歌で、詠雲くもをよめるの中に収められている。痛足河あなしがわは、大和磯城郡纏向まきむく村にあり、纏向山（巻向山）と三輪山との間に源みなもとを発し、西流している川で今は巻向川と云っているが、当時は痛足あなし川とも云っただろう。近くに穴師あなし（痛足）の里がある。由槻ゆつきが岳たけは巻向山の高い一峰だというのが大体間違ない。一首の意は、痛足河に河浪が強く立っている。恐らく巻向山の一峰である由槻が岳に、雲が立ち雨も降っていると見える、というので、既に由槻が岳に雲霧の去来しているのが見える趣おもむきである。強く荒々しい歌調が、自然の動運をさながらに象徴すると看みていい。第二句に、「立ちぬ」、結句に「立てるらし」と云っても、別に耳障みみざわりしないのみならず、一首に三つも固有名詞を入れている点なども、大胆だいたんなわざだが、作者はただ心の儘ままにそれを実行して毫ごうもこだわることがない。そしてこの単純な内容をば、荘重な響を以て統一している点は実に驚くべきで、恐らくこの一首は人麿自身の作だろうと推測することが出来る。結句、原文「雲居立有良志」だから、クモヰタテルラシと訓んだが、「有」の無い古鈔本もあり、従ってクモヰタツラシとも訓まれている。この訓もなかなか好いから、認容して鑑賞してかまわない。




　　　　　　　　　　　○




あしひきの山河やまがはの瀬せの響なるなべに弓月ゆつきが岳たけに雲くも立たち渡わたる 〔巻七・一〇八八〕 柿本人麿歌集


　同じく柿本人麿歌集にある。一首の意は、近くの痛足あなし川に水嵩みずかさが増して瀬の音が高く聞こえている。すると、向うの巻向まきむくの由槻ゆつきが岳たけに雲が湧わいて盛に動いている、というので、二つの天然現象を「なべに」で結んでいる。「なべに」は、と共に、に連つれて、などの意で、「雁がねの声聞くなべに明日あすよりは春日かすがの山はもみぢ始そめなむ」（巻十・二一九五）、「もみぢ葉を散らす時雨しぐれの零ふるなべに夜よさへぞ寒き一人し寝ぬれば」（巻十・二二三七）等の例がある。

　この歌もなかなか大きな歌だが、天然現象が、そういう荒々しい強い相として現出しているのを、その儘さながらに表現したのが、写生の極致ともいうべき優すぐれた歌を成就じょうじゅしたのである。なお、技術上から分析すると、上の句で、「の」音を続けて、連続的・流動的に云いくだして来て、下の句で「ユツキガタケニ」と屈折せしめ、結句を四三調で止めて居る。ことに「ワタル」という音で止めて居るが、そういうところにいろいろ留意しつつ味うと、作歌稽古けいこ上にも有益を覚えるのである。次に、此歌は河の瀬の鳴る音と、山に雲の動いている現象とを詠んだものだが、或は風もあり雨も降っていたかも知れぬ。併し其風雨の事は字面には無いから、これは奥に隠して置いて味う方が好いようである。そういう事をいろいろ詮議せんぎすると却って一首の気勢を損ずることがあるし、この歌の季きについても亦同様であって、夏なら夏と極きめてしまわぬ方が好いようである。この歌も人麿歌集出だが恐らく人麿自身の作であろう。巻九（一七〇〇）に、「秋風に山吹の瀬の響とよむなべ天雲あまぐも翔がける雁に逢へるかも」とあって、やはり人麿歌集にある歌だから、これも人麿自身の作で、上の句の同一手法もそのためだと解釈することが出来る。




　　　　　　　　　　　○




大海おほうみに島しまもあらなくに海原うなばらのたゆたふ浪なみに立たてる白雲しらくも 〔巻七・一〇八九〕 作者不詳


　作者不明だが、「伊勢に駕がに従へる作」という左注がある。代匠記に、「持統天皇朱鳥六年ノ御供ナリ」と云ったが、或はそうかも知れない。一首の意は、大海だいかいのうえには島一つ見えない、そして漂動ひょうどうしている波には、白雲が立っている、というので、「たゆたふ」は、進行せずに一処に猶予している気持だから、海上の波を形容するには適当であり、第一その音調が無類に適当している。それから、「あらなくに」は、「無いのに」という意で、其処に感慨をこもらせているのだが、そう口訳すると、理に堕おちて邪魔するところがあるから、今の口語ならば、「島も見えず」、「島も無くして」ぐらいでいいとおもう。つまり、島一つ無いというのが珍らしく、其処に感動が籠こもっているので、「なくに」が、「立てる白雲」に直接続くのではない。若し関聯せしめるとせば、普段ふだん大和で山岳にばかり雲の立つのを見ていたのだから、海上のこの異様の光景に接して、その儘、「大海に島もあらなくに」と云ったと解することも出来る。調子に流動的に大きいところがあって、藤原朝の人麿の歌などに感ずると同じような感じを覚える。ウナバラノ・タユタフ・ナミニあたりに、明かにその特色が見えている。普通従駕じゅうがの人でなおこの調しらべをなす人がいたというのは、まことに尊敬すべきことである。

「見まく欲ほり吾がする君もあらなくに奈何なにしか来けむ馬疲るるに」（巻二・一六四）、「磯の上に生ふる馬酔木あしびを手折たをらめど見すべき君がありといはなくに」（同・一六六）、「かくしてやなほや老いなむみ雪ふる大あらき野の小竹しぬにあらなくに」（巻七・一三四九）等、例が多い。皆、この「あらなくに」のところに感慨がこもっている




　　　　　　　　　　　○




御室みもろ斎つく三輪山みわやま見みれば隠口こもりくの初瀬はつせの檜原ひはらおもほゆるかも 〔巻七・一〇九五〕 作者不詳


　山を詠んだ、作者不詳の歌である。「御室みもろ斎つく」は、御室みむろに斎いつくの意で、神を祀まつってあることであり、三輪山の枕詞となった。「隠口こもりく」は、隠こもり国くにの意で、初瀬の地勢をあらわしたものだが、初瀬の枕詞となった。一首の意は、神を斎いつき祀まつってある奥深い三輪山の檜原ひはらを見ると、谿谷けいこくふかく同じく繁っておる初瀬の檜原をおもい出す、というので、三輪の檜原、初瀬の檜原といって、檜樹の密林が欝蒼うっそうとして居り、当時の人の尊崇していたものと見える。上の句と下の句との聯絡が、「おもほゆるかも」で収めてあるのは、古代人的に素朴簡浄で誠によいものである。なお此種このしゅの簡潔に山を詠んだ歌は幾つかあるが、いまは此一首を以て代表せしめた。




　　　　　　　　　　　○




ぬばたまの夜よるさり来くれば巻向まきむくの川音かはと高たかしも嵐あらしかも疾とき 〔巻七・一一〇一〕 柿本人麿歌集


　柿本人麿歌集にある、詠メルレ河ヲ歌である。一首の意は、夜になると、巻向川の川音が高く聞こえるが、多分嵐が強いかも知れん、というので、内容極めて単純だが、この歌も前の歌同様、流動的で強い歌である。無理なくありの儘に歌われているが、無理が無いといっても、「ぬばたまの夜よるさりくれば」が一段、「巻向の川音高しも」が一段、共に伸々とした調しらべであるが、結句の、「嵐かも疾き」は、強く緊しまって、厳密とでもいうべき語句である。おわりが二音で終った結句は、万葉にも珍らしく、「独りかも寝む」（巻三・二九八等）、「あやにかも寝も」（巻二十・四四二二）、「な踏みそね惜し」（巻十九・四二八五）、「高円の野ぞ」（巻二十・四二九七）、「実の光てるも見む」（巻十九・四二二六）、「御船みふねかも彼かれ」（巻十八・四〇四五）、「櫛造る刀自とじ」（巻十六・三八三二）、「やどりする君」（巻十五・三六八八）等は、類似のものとして拾うことが出来る。この歌も前の歌と共通した特徴があって、人麿を彷彿ほうふつせしむるものである。




　　　　　　　　　　　○




いにしへにありけむ人ひとも吾わが如ごとか三輪みわの檜原ひはらに揷頭かざし折をりけむ 〔巻七・一一一八〕 柿本人麿歌集


　詠メルレ葉ヲ歌、人麿歌集にある。一首の意は、古人も亦、今の吾のように、三輪山の檜原に入来いりきて、揷頭かざしを折っただろう、というので、品佳く情味ある歌である。巻二（一九六）の人麿の歌に、「春べは花折り揷頭かざしし、秋たてば黄葉もみぢば揷頭かざし」とある如く、梅も桜も萩も瞿麦なでしこも山吹も柳も藤も揷頭にしたが、檜も梨もその小枝を揷頭にしたものと見える。詠レ葉とことわっていても、題詠でなく、広義の恋愛歌として、象徴的に歌ったものであろう。人麿の歌に、「古にありけむ人も吾が如ごとか妹いもに恋ひつつ宿いねがてずけむ」（巻四・四九七）というのがある。さすれば此は伝誦の際に民謡風に変化したものか、或は人麿が二ざまに作ったものか、いずれにしても、二つ並べつつ鑑賞して好い歌である。




　　　　　　　　　　　○




山やまの際まに渡わたる秋沙あきさの行ゆきて居ゐむその河かはの瀬せに浪なみ立たつなゆめ 〔巻七・一一二二〕 作者不詳


　詠メルレ鳥ヲ、作者不明。「秋沙あきさ」は、鴨の一種で普通秋沙鴨あいさがも、小鴨こがもなどと云っている。一首の意は、山のあいを今飛んで行く秋沙鴨が、何処かの川に宿るだろうから、その川に浪立たずに呉れ、というので、不思議に象徴的な匂いのする歌である。作者はほんのりと恋愛情調を以て詠んだのだろうが、情味が秋沙鴨に対する情味にまでなっている。これならば近代人にも直ぐ受納うけいれられる感味で、万葉にはこういう歌もあるのである。「行きて居ゐむ」の句を特に自分は好んでいる。「明日香あすか川七瀬ななせの淀よどに住む鳥も心あれこそ波立てざらめ」（巻七・一三六六）は、寄スルレ鳥ニの譬喩歌ひゆかだから、此歌とは違うが、譬喩は譬喩らしくいいところがある。




　　　　　　　　　　　○




宇治川うぢがはを船ふね渡わたせをと喚よばへども聞きこえざるらし楫かぢの音ともせず 〔巻七・一一三八〕 作者不詳


「山背やましろにて作れる」歌の一首である。「渡せを」の「を」は呼びかける時、命令形に附く助詞で、「よ」に通う。一首は、宇治河の岸に来て、船を渡せと呼ぶけれども、呼ぶのが聞こえないらしい、榜こいで来る櫂かいの音がしない、というので、多分夜の景であろうが、宇治の急流を前にして、規模の大きいような、寂しいような変な気持を起させる歌である。これは、「喚ばへども聞きこえざるらし」のところにその主点があるためである。

　なお此歌の処に、「宇治河は淀瀬よどせ無からし網代人あじろびと舟呼ばふ声をちこち聞ゆ」（巻七・一一三五）、「千早人ちはやびと宇治川浪を清みかも旅たび行ゆく人の立ち難がてにする」（同・一一三九）等の歌もある。網代人は網代の番をする人。千早ちはや人は氏うじに続き、同音の宇治うじに続く枕詞である。皆、旅中感銘したことを作っているのである。




　　　　　　　　　　　○




しなが鳥どり猪名野いなぬを来くれば有間山ありまやま夕霧ゆふぎり立たちぬ宿やどは無なくして 〔巻七・一一四〇〕 作者不詳


　摂津にて作れる歌である。「しなが鳥」は猪名いなにつづく枕詞で、しなが鳥即ち鳰鳥におどりが、居並いならぶの居いと猪いとが同音であるから、猪名の枕詞になった。猪名野は摂津、今の豊能川辺両郡に亙わたった、猪名川流域の平野である。有間山は今の有馬温泉のあるあたり一帯の山である。結句の「宿はなくして」は、前出の、「家もあらなくに」などと同一筆法だが、これは旅の実際を歌ったもののようである。それだから作者不明でも、誰の心にも通ずる真実性があると看みねばならぬ。それから現在吾々が注意するのは、「有間山夕霧たちぬ」と切ったところにある。有間山は万葉にはただ二カ処だけに出ているが、後になると、「有間山猪名の笹原かぜふけばいでそよ人を忘れやはする」などの如く歌名所になった。




　　　　　　　　　　　○




家いへにして吾われは恋こひむな印南野いなみぬの浅茅あさぢが上うへに照てりし月夜つくよを 〔巻七・一一七九〕 作者不詳


　覉旅きりょの歌。印南野で見た、浅茅あさぢの上の月の光を、家に帰ってからもおもい出すことだろうというので、印南野を過ぎて来てからの口吻こうふんのようだが、それは「照りし月夜を」にあるので、併し縦たとい過ぎて来たとしても、印象が未だ新しいのだから、「照れる月夜を」ぐらいの気持で味ってもいい歌である。

　いずれにしても、広い印南野の月光に感動しているところで、「恋ひむな」といっても、天然を恋うるので、そこにこの歌の特色がある。この歌の側に、「印南野は行き過ぎぬらし天あまづたふ日笠ひがさの浦に波たてり見ゆ」（巻七・一一七八）というのがあるが、これも佳い歌である。




　　　　　　　　　　　○




たまくしげ見諸戸山みもろとやまを行ゆきしかば面白おもしろくしていにしへ念おもほゆ 〔巻七・一二四〇〕 作者不詳


「見諸戸みもろと山」は、即ち御室処みむろと山の義で、三輪山のことである。「面白し」は、感深いぐらいの意で、万葉では、何怜とも書いて居る。「生いける世に吾あはいまだ見ず言絶ことたえて斯く何怜おもしろく縫へる嚢ふくろは」（巻四・七四六）、「ぬばたまの夜わたる月を何怜おもしろみ吾が居る袖に露ぞ置きにける」（巻七・一〇八一）、「おもしろき野をばな焼きそ古草ふるくさに新草にひくさまじり生おひは生おふるがに」（巻十四・三四五二）、「おもしろみ我を思へか、さ野ぬつ鳥来鳴き翔かけらふ」（巻十六・三七九一）等の例があり、現代の吾等が普段いう、「面白い」よりも深みがあるのである。そこで、此歌は、三輪山の風景が佳くて神秘的にも感ぜられるので、「いにしへ思ほゆ」即ち、神代の事もおもわれると云ったのである。平賀元義の歌に、「鏡山雪に朝日の照るを見てあな面白と歌ひけるかも」というのがあるが、この歌の「面白」も、「おもしろくして古いにしへおもほゆ」の感と相通じているのである。




　　　　　　　　　　　○




暁あかときと夜烏よがらす鳴けどこの山上をかの木末こぬれの上うへはいまだ静けし 〔巻七・一二六三〕 作者不詳


　第三句、「山上をか」は代匠記に「みね」とも訓んだ。もう夜が明けたといって夜烏よがらすが鳴くけれど、岡の木立こだちは未だひっそりとして居る、というのである。「木末こぬれの上」は、繁っている樹木のあたりの意、万葉の題には、「時に臨のぞめる」とあるから、或る機おりに臨んで作ったものであろう。そして、烏からす等は、もう暁天あかつきになったと告げるけれども、あのように岡の森は未だ静かなのですから、も少しゆっくりしておいでなさい、という女言葉のようにも取れるし、或は男がまだ早いからも少しゆっくりしようということを女に向って云ったものとも取れるし、或は男が女の許から帰る時の客観的光景を詠んだものとも取れる。いずれにしても、暁はやく二人が未だ一しょにいる時の情景で、こういう事をいっているその心持と、暁天の清潔とが相待って、快い一首を為上しあげて居る。鑑賞の時、どうしても意味を一つに極きめなければならぬとせば、やはり女が男にむかって云った言葉として受納うけいれる方がいいのではあるまいか。略解りゃくげにも、「男の別れむとする時、女の詠めるなるべし」と云っている。

　次手ついでに云うと、この歌の一つ前に、「あしひきの山椿やまつばき咲く八峰やつを越え鹿しし待つ君が斎いはひ妻づまかも」（巻七・一二六二）というのがある。これは、猟師が多くの山を越えながら鹿ししの来るのを、心に期待して、隠れ待っている気持で、そのように大切に隠して置く君の妻よというのである。「斎いはひ妻」などいう語は、現代の吾等には直ぐには頭に来ないが、繰返し読んでいるうちに馴れて来るのである。つまり神に斎いつくように、粗末にせず、大切にする妻というので、出て来る珍らしい獲物えものの鹿を大切にする気持と相通じて居る。「鹿待つ」までは序詞だが、こういう実際から来た誠に優れた序詞が、万葉になかなか多いので、その一例を此処に示すこととした。




　　　　　　　　　　　○




巻向まきむくの山辺やまべとよみて行ゆく水みづの水泡みなわのごとし世よの人ひと吾われは 〔巻七・一二六九〕 柿本人麿歌集


　人麿歌集にある歌で、「児等こらが手を巻向まきむく山は常つねなれど過ぎにし人に行き纏まかめやも」（巻七・一二六八）と一しょに載っている。これで見ると、妻の亡くなったのを悲しむ歌で、「行き纏かめやも」は、通って行って一しょに寝ることがもはや出来ないと歎くのだから、この「水泡の如し」の歌も、妻を悲しんだ歌なのである。

　一首の意は、巻向山の近くを音たてて流れゆく川の水泡みなわの如くに果敢はかないもので吾身があるよ、というのである。

　この歌では、自身のことを詠んでいるのだが、それは妻に亡くなられて悲しい余りに、自分の身をも悲しむのは人の常情じょうじょうであるから、この歌は単に大観的に無常を歌ったものではないのである。其処をはっきりさせないと、結論に錯誤さくごを来すので、「もののふの八十うぢ河の網代木にいさよふ波の行方ゆくへ知らずも」（巻三・二六四）でもそうであるが、この歌も、単に仏教とか支那文学とかの影響を受け、それ等の文句を取って其儘そのまま詠んだというのでなく、巻向川（痛足あなし川）の、白く激たぎつ水泡みなわに観入して出来た表現なのである。恐らく此歌は人麿自身の作として間違は無いとおもうが、一寸見ちょっとみには、ただ口に任せて調子で歌っているようにも聞こえるがそうではないのである。巻二に、人麿の妻を痛む歌があるが、この歌もああいう歌と関聯があるのかも知れず、又紀伊の海岸で詠んだ歌も妻を悲しみ追憶した歌だから、一しょにして味ってもいいだろう。




　　　　　　　　　　　○




春日はるひすら田たに立たち疲つかる君きみは哀かなしも若草わかくさの孇つま無なき君きみが田たに立たち疲つかる 〔巻七・一二八五〕 柿本人麿歌集


　此処に、柿本人麿歌集に出づという旋頭歌せどうかが二十三首あるが、その一首だけ抜いて見た。旋頭歌は万葉にも数が少く、人麿でも人麿作と明かにその名の見えているのは一首も無い。けれども此こ処この旋頭歌も、巻十一巻頭の旋頭歌も人麿歌集に出づというのであるから、人麿はこの形態の歌をも作ったのかも知れず、技法はなかなかの力量を思わしめるものである。併し内容は殆ど民謡的恋愛歌だから、そういう種類の古歌謡を人麿が整理したのだとも考えることが出来る。

　この一首は、この長閑のどかな春の日ですら、お前は田に働いて疲れる、妻のいない一人ぽっちの、お前は田に働いて疲れる、というので、民謡でも労働歌というのに類し、旋頭歌だから、上の句と、下の句とどちらから歌ってもかまわないのである。「君がため手力たぢから疲れ織りたる衣きぬぞ、春さらばいかなる色に摺すりてば好よけむ」（巻七・一二八一）なども、女の気持であるが、やはり労働歌で、機はた織りながらうたう女の歌の気持である。




　　　　　　　　　　　○




冬ふゆごもり春はるの大野おほぬを焼やく人ひとは焼やき足たらねかも吾わが情こころ熾やく 〔巻七・一三三六〕 作者不詳


　譬喩歌ひゆかで、「草に寄する」歌であるが、劇しい恋愛の情をその内容として居る。「冬ごもり」は春の枕詞。一首の意は、こんなに胸が燃えて苦しくて為方しかたないのは、あの春の大野を焼く人達が焼き足りないで、私の心までもこんなに焼くのか知らん、というので、譬喩的にいったから、おのずからこういう具合に聯想の歌となるのである。この聯想はただ軽く気を利きかして云ったもののようにもおもえるが、繰返して読めば必ずしもそうでないところがある。つまり恋情と、春の野火との聯想が、ただ軽くつながって居るのでなく、割合に自然に緊密につながっているというのである。そんならなぜ軽くつながっているように取られるかというに、「焼く人は」と、「吾が情こころ熾やく」と繰返されているために、其処が調子が好過ぎて軽く響くのである。併しこれは民謡風のものだから自然そうなるので、奈何いかんともしがたいのである。この歌は明治になってから古今の傑作のように評価せられたが、今云ったように民謡風なものの中の佳作として鑑賞する方が好いであろう。

　家持が、坂上大嬢さかのうえのおおいらつめに贈ったのに、「夜のほどろ出でつつ来らく遍多数たびまねくなれば吾が胸截たち焼やく如し」（巻四・七五五）というがあり、「わが情こころ焼くも吾なりはしきやし君に恋ふるもわが心から」（巻十三・三二七一）、「我妹子に恋ひ術すべなかり胸を熱あつみ朝戸あくれば見ゆる霧かも」（巻十二・三〇三四）というのがあるから、参考として味うことが出来る。




　　　　　　　　　　　○




秋津野あきつぬに朝あさゐる雲くもの失うせゆけば昨日きのふも今日けふも亡なき人ひと念おもほゆ 〔巻七・一四〇六〕 作者不詳


　挽歌の中に載せている。吉野離宮の近くにある秋津野に朝のあいだ懸かかっていた雲が無くなると（この雲は火葬の烟けむりである）、昨日も今日も亡くなった人がおもい出されてならない、というのである。人麿が土形娘子ひじかたのおとめを泊瀬はつせ山に火葬した時詠んだのに、「隠口こもりくの泊瀬の山の山の際まにいさよふ雲は妹にかもあらむ」（巻三・四二八）とあるのは、当時まだ珍しかった、火葬の烟をば亡き人のようにおもった歌である。また出雲娘子いずものおとめを吉野に火葬した時にも、「山の際ゆ出雲いづもの児等は霧なれや吉野の山の嶺みねに棚引たなびく」（同・四二九）とも詠んでいるので明かである。此一首は取りたてて秀歌と称する程のものでないが、挽歌としての哀韻と、「雲の失せゆけば」のところに心が牽ひかれたのであった。




　　　　　　　　　　　○




福さきはひのいかなる人ひとか黒髪くろかみの白しろくなるまで妹いもが音こゑを聞きく 〔巻七・一四一一〕 作者不詳


　自分は恋しい妻をもう亡なくしたが、白髪になるまで二人とも健すこやかで、その妻の声を聞くことの出来る人は何と為合しあわせな人だろう、羨うらやましいことだ、というので、「妹が声を聞く」というのが特殊でもあり一首の眼目でもあり古語のすぐれたところを示す句でもある。現代人の言葉などにはこういう素朴で味のあるいい方はもう跡を絶ってしまった。

　一般的なようなことを云っていて、作者の身と遊離しない切実ないい方で、それから結句に、「こゑを聞く」と結んでいるが、「聞く」だけで詠歎の響があるのである。文法的には詠歎の助詞も助動詞も無いが、そういうものが既に含まっているとおもっていい。




　　　　　　　　　　　○




吾背子わがせこを何処いづく行ゆかめとさき竹たけの背向そがひに宿ねしく今し悔くやしも 〔巻七・一四一二〕 作者不詳


　これも挽歌の中に入っている。すると一首の意は、私の夫おっとがこのように、死んで行くなどとは思いもよらず、生前につれなくして、後うしろを向いて寝たりして、今となってわたしは悔くやしい、ということになるであろう。「さき竹の」は枕詞だが、割った竹は、重ねてもしっくりしないので、後ろ向に寝るのに続けたものであろう。また、「背向そがひに宿ねしく」は、男女云い争った後の行為のように取れて一層哀れも深いし、女らしいところがあっていい。

　然るに、巻十四、東歌あずまうたの挽歌の個処に、「愛かなし妹を何処いづち行かめと山菅やますげの背向そがひに宿ねしく今し悔しも」（三五七七）というのがあり、二つ共似ているが、巻七の方が優っている。巻七の方ならば人情も自然だが、巻十四の方は稍やや調子に乗ったところがある。おもうに、巻七の方は未だ個人的歌らしく、つつましいところがあるけれども、それが伝誦せられているうち民謡的に変形して巻十四の歌となったものであろう。気楽に一しょになってうたうのには、「かなし妹を」の方が調子に乗るだろうが、切実の度が薄らぐのである。





巻第八




　　　　　　　　　　　○




石激いはばしる垂水たるみの上うへのさ蕨わらびの萌もえ出いづる春はるになりにけるかも 〔巻八・一四一八〕 志貴皇子


　志貴皇子しきのみこの懽よろこびの御歌である。一首の意は、巌の面を音たてて流れおつる、滝のほとりには、もう蕨わらびが萌え出づる春になった、懽よろこばしい、というのである。「石激いはばしる」は「垂水たるみ」の枕詞として用いているが、意味の分かっているもので、形状言の形式化・様式化・純化せられたものと看做みなし得る。「垂水たるみ」は垂る水で、余り大きくない滝と解釈してよいようである。「垂水の上」の「上」は、ほとりというぐらいの意に取ってよいが、滝下たきしもより滝上たきかみの感じである。この初句は、「石激」で旧訓イハソソグであったのを、考こうでイハバシルと訓よんだ。なお、類聚古集るいじゅうこしゅうに「石灑」とあるから、「石いはそそぐ」の訓を復活せしめ、「垂水」をば、巌の面をば垂れて来る水、たらたら水の程度のものと解釈する説もあるが、私は、初句をイハバシルと訓よみ、全体の調子から、やはり垂水たるみをば小滝ぐらいのものとして解釈したく、小さくとも激湍げきたんの特色を保存したいのである。

　この歌は、志貴皇子の他の御歌同様、歌調が明朗・直線的であって、然かも平板へいばんに堕おちることなく、細かい顫動せんどうを伴いつつ荘重なる一首となっているのである。御懽びの心が即ち、「さ蕨の萌えいづる春になりにけるかも」という一気に歌いあげられた句に象徴せられているのであり、小滝のほとりの蕨に主眼をとどめられたのは、感覚が極めて新鮮だからである。この「けるかも」と一気に詠みくだされたのも、容易なるが如くにして決して容易なわざではない。集中、「昔見し象きさの小河を今見ればいよよ清さやけくなりにけるかも」（巻三・三一六）、「妹として二人作りし吾が山斎しまは木高こだかく繁くなりにけるかも」（巻三・四五二）、「うち上のぼる佐保の河原の青柳は今は春べとなりにけるかも」（巻八・一四三三）、「秋萩の枝もとををに露霜おき寒くも時はなりにけるかも」（巻十・二一七〇）、「萩が花咲けるを見れば君に逢はず真まことも久になりにけるかも」（巻十・二二八〇）、「竹敷のうへかた山は紅くれなゐの八入やしほの色になりにけるかも」（巻十五・三七〇三）等で、皆一気に流動性を持った調べを以て歌いあげている歌であるが、万葉の「なりにけるかも」の例は実に敬服すべきものなので、煩はんをいとわず書抜いて置いた。そして此等の中にあっても志貴皇子の御歌は特にその感情を伝えているようにおもえるのである。此御歌は皇子の御作中でも優すぐれており、万葉集中の傑作の一つだと謂いっていいようである。

　大体以上の如くであるが、「垂水」を普通名詞とせずに地名だとする説があり、その地名も摂津せっつ豊能とよの郡の垂水たるみ、播磨はりま明石あかし郡の垂水たるみの両説がある。若し地名だとしても、垂水即ち小滝を写象の中に入れなければ此歌は価値が下るとおもうのである。次に此歌に寓意ぐういを求める解釈もある。「此御歌イカナル御懽有テヨマセ給フトハシラネド、垂水ノ上トシモヨマセ給ヘルハ、若もし帝ヨリ此処ヲ封戸ふごニ加へ賜ハリテ悦バセ給ヘル歟か。蕨ノ根ニ隠リテカヾマリヲレルガ、春ノ暖気ヲ得テ萌出ルハ、実ニ悦コバシキ譬たとへナリ。御子白壁王不意ニ高御座ミクラニ昇ノボラセ給ヒテ、此皇子モ田原天皇ト追尊セラレ給ヒ、皇統今ニ相ツヾケルモ此歌ニモトヰセルニヤ」（代匠記）といい、考・略解りゃくげ・古義これに従ったが、稍やや穿鑿せんさくに過ぎた感じで、寧むしろ、「水流れ草もえて万物の時をうるを悦び給へる御歌なるべし」（拾穂抄しゅうすいしょう）の簡明な解釈の方が当っているとおもう。なお、「石走いはばしる垂水の水の愛はしきやし君に恋ふらく吾が情こころから」（巻十二・三〇二五）という参考歌がある。




　　　　　　　　　　　○




神奈備かむなびの伊波瀬いはせの杜もりの喚子鳥よぶこどりいたくな鳴なきそ吾わが恋こひ益まさる 〔巻八・一四一九〕 鏡王女


　鏡王女かがみのおおきみの歌である。鏡王女は鏡王かがみのおおきみの女むすめで額田王ぬかだのおおきみの御姉に当り、はじめ天智天皇の御寵おんちょうを受け、後藤原鎌足ふじわらのかまたりの正妻となった。此こ処この神奈備かむなびは竜田たつたの神奈備で飛鳥あすかの神奈備ではない。生駒いこま郡竜田町の南方に車瀬という処に森がある。それが伊波瀬の森である。喚子鳥よぶこどりは大体閑古鳥かんこどりの事として置く。一首の意は、神奈備の伊波瀬の森に鳴く喚子鳥よ、そんなに鳴くな、私の恋しい心が増すばかりだから、というのである。

「いたく」は、強く、熱心に、度々、切実になどとも翻ほんし得、口語なら、「そんなに鳴くな」ともいえる。喚子鳥の声は、人に愬うったえて呼ぶようであるから、その声を聞いて自分の身の上に移して感じたものである。この聯想れんそうから来る感じは万葉の歌に可なり多いが、当時の人々は何時いつの間まにか斯こう無理なく表現し得るようになっていたのだろう。人麿の、「夕浪千鳥汝なが鳴けば」でもそうであった。それだから此歌でも、現代の読者にまでそう予備的な心構えがなくも受納うけいれられ、極ごく単純な内容のうちに純粋な詠歎のこえを聞くことが出来るのである。王女は額田王の御姉であったから、額田王の歌にも共通な言語に対する鋭敏がうかがわれるが、額田王の歌よりももっと素直で才鋒さいほうの目だたぬところがある。また時代も万葉上期だから、その頃ころの純粋な響・語気を伝えている。巻八（一四六五）に、藤原夫人ふじわらのぶにんの、「霍公鳥ほととぎすいたくな鳴きそ汝が声を五月さつきの玉に交あへ貫ぬくまでに」があるが、女らしい気持だけのものである。また、やはり此巻（一四八四）に、「霍公鳥ほととぎすいたくな鳴きそ独ひとりゐて寐いの宿ねらえぬに聞けば苦しも」という大伴坂上郎女おおとものさかのうえのいらつめの歌があるが、「吾が恋まさる」の簡浄かんじょうな結句には及ばない。これは同じ女性の歌でももはや時代の相違であろうか。




　　　　　　　　　　　○




うち靡なびく春はる来きたるらし山やまの際まの遠とほき木末こぬれの咲さきゆく見れば 〔巻八・一四二二〕 尾張連


　尾張連おわりのむらじの歌としてあるが、伝不明である。一首は、山のあいの遠くまで続く木立に、きのうも今日も花が多くなって見える、もう春が来たというので、「咲きゆく」だから、次から次と花が咲いてゆく、時間的経過を含めたものだが、其処に読者を迷わせるところもなく、ゆったりとした迫らない響を感じさせている。そして、春の到来に対する感慨が全体にこもり、特に結句の「見れば」のところに集まっているようである。「木末の咲きゆく」などという簡潔ないいあらわしは、後代には跡を断たった。それは、幽玄とか有心うしんとか云って、深みを要求していながら、歌人の心の全体が常識的に分化してしまったからである。




　　　　　　　　　　　○




春はるの野ぬに菫すみれ採つみにと来こし吾われぞ野ぬをなつかしみ一夜ひとよ宿ねにける 〔巻八・一四二四〕 山部赤人


　山部赤人の歌で、春の原に菫すみれを採つみに来た自分は、その野をなつかしく思って一夜宿ねた、というのである。全体がむつかしくない、赤人的な清朗な調べの歌であるが、菫咲く野に対する一つの係恋けいれんといったような情調を感じさせる歌である。即ち極く広義の恋愛情調であるから、説く人によっては、恋人のことを歌ったのではないかと詮議せんぎするのであるが、其処そこまで云わぬ方が却かえっていい。また略解は「菫つむは衣摺すらむ料なるべし」とあるが、これも主要な目的ではないであろう。本来菫を摘むというのは、可憐な花を愛するためでなく、その他の若草と共に食用として摘んだものである。和名鈔わみょうしょうの菫菜で、爾雅じがに、汋食レ之滑也。疏可レ食之菜也とあるによって知ることが出来る。併しかし此処は、「春日野に煙立つ見ゆ𡢳嬬をとめらし春野の菟芽子うはぎ採みて煮らしも」（巻十・一八七九）という歌のように直ぐ食用にして居る野菜として菫を聯想せずに、第一には可憐な菫の花の咲きつづく野を聯想すべきであり、また其処に恋人などの関係があるにしても、それは奥に潜ひそめる方が鑑賞の常道のようである。

　この歌で、「吾ぞ」と強めて云っていても、赤人の歌だから余り目立たず、「野をなつかしみ」といっても、余り強く響かず、従って感情を強いられるような点も少いのだが、そのうちには少し甘くて物足りぬということが含まっているのである。赤人の歌には、「潟かたをなみ」、「野をなつかしみ」というような一種の手法傾向があるが、それが清潔な声調で綜合そうごうせられている点は、人の許す万葉第一流歌人の一人ということになるのであろうか。併しこの歌は、富士山の歌ほどに優れたものではない。巻七（一三三二）に、「磐が根の凝こごしき山に入り初そめて山なつかしみ出でがてぬかも」という歌があり、これは寄レ山歌だからこういう表現になるのだが、寧むしろ民謡風に楽らくなもので、赤人の此歌と較くらべれば赤人の歌ほどには行かぬのである。また、巻十（一八八九）の、「吾が屋前やどの毛桃けももの下に月夜つくよさし下心したごころよしうたて此の頃」という歌は、譬喩ひゆ歌ということは直ぐ分かって、少しうるさく感ぜしめる。此等と比較しつつ味うと赤人の歌の好いところもおのずから分かるわけである。なお、赤人の歌には、この歌の次に、「あしひきの山桜花日けならべて斯かく咲きたらばいと恋ひめやも」（巻八・一四二五）ほか二首があり、清淡でこまかい味あじわいであるが、結句は、やはり弱い。なお、「恋しけば形見にせむと吾が屋戸やどに植ゑし藤浪いま咲きにけり」（同・一四七一）があり、これを模して家持やかもちが、「秋さらば見つつ偲しのべと妹が植ゑし屋前やどの石竹なでしこ咲きにけるかも」（巻三・四六四）と作っているが、共に少し当然過ぎて、感に至り得ないところがある。赤人の歌でも、「今咲きにけり」が弱いのである。なお参考句に、「春の野に菫を摘むと、白妙の袖折りかへし」（巻十七・三九七三）がある。




　　　　　　　　　　　○




百済野くだらぬの萩はぎの古枝ふるえに春はる待まつと居をりし鶯うぐいす鳴なきにけむかも 〔巻八・一四三一〕 山部赤人


　山部赤人の歌で、春到来の心を詠んでいる。百済野は大和やまと北葛城きたかつらぎ郡百済くだら村附近の原野である。「萩の古枝」は冬枯れた萩の枝で、相当の高さと繁みになったものであろう。「春待つと居りし」あたりのいい方は、古調のいいところであるが、旧訓スミシ・ウグヒスであったのを、古義では脱字説を唱え、キヰシ・ウグヒスと訓よんだ。併し古い訓（類聚古集・神田本）の、ヲリシウグヒスの方がいい。この歌も、何でもないようであるが、徒いたずらに興奮せずに、気品を保たせているのを尊敬すべきである。これも期せずして赤人の歌になったが、選んで来て印をつけると、自然こういう結果になるということは興味あることで、もっと先きの巻に於ける家持の歌の場合と同じである。




　　　　　　　　　　　○




蝦かはづ鳴なく甘南備河かむなびがはにかげ見みえて今いまか咲さくらむ山吹やまぶきの花はな 〔巻八・一四三五〕 厚見王


　厚見王あつみのおおきみの歌一首。厚見王は続紀しょくきに、天平勝宝てんぴょうしょうほう元年に従五位下を授けられ、天平宝字てんぴょうほうじ元年に従五位上を授けられたことが記されている。甘南備河かむなびがわは、甘南備山が飛鳥あすか（雷丘いかずちのおか）か竜田たつたかによって、飛鳥川か竜田川かになるのだが、それが分からないからいずれの河としても味うことが出来る。一首は、蝦かわず（河鹿かじか）の鳴いている甘南備河に影をうつして、今頃山吹の花が咲いて居るだろう、というので、こだわりの無い美しい歌である。

　此歌が秀歌として持てはやされ、六帖や新古今に載ったのは、流麗な調子と、「かげ見えて」、「今か咲くらむ」という、幾らか後世ぶりのところがあるためで、これが本歌ほんかになって模倣せられたのは、その後世ぶりが気に入られたものである。「逢坂の関の清水にかげ見えて今や引くらむ望月の駒」（拾遺・貫之つらゆき）、「春ふかみ神なび川に影見えてうつろひにけり山吹の花」（金葉集）等の如くに、その歌調なり内容なりが伝播でんぱしている。この歌は、全体としては稍やや軽いので、実際をいえば、このくらいの歌は万葉に幾つもあるのだが、この種類の一代表として選んだのである。参考歌に、「安積香あさか山影さへ見ゆる山井やまのゐの浅き心を吾が念もはなくに」（巻十六・三八〇七）がある。




　　　　　　　　　　　○




平常よのつねに聞きくは苦くるしき喚子鳥よぶこどりこゑなつかしき時ときにはなりぬ 〔巻八・一四四七〕 大伴坂上郎女


　大伴坂上郎女おおとものさかのうえのいらつめが、天平てんぴょう四年三月佐保さおの宅いえで詠んだ歌である。普段には、身につまされて寧むしろ苦しいくらいな喚子鳥の声も、なつかしく聞かれる春になった、というので、奇もなく鋭いところもないが、季節の変化に対する感じも出ており、春の女心に触れることも出来るようなところがある。「時にはなりぬ」だけで詠歎えいたんのこもることは既すでにいった。佐保の宅というのは、郎女いらつめの父大伴安麿やすまろの宅である。「春日なる羽易はがひの山ゆ佐保の内へ鳴き行くなるは誰たれ喚子鳥」（巻十・一八二七）、「答へぬにな喚び響とよめそ喚子鳥佐保の山辺を上のぼり下くだりに」（同・一八二八）、「卯の花もいまだ咲かねば霍公鳥ほととぎす佐保の山辺に来鳴き響とよもす」（巻八・一四七七）等があって、佐保には鳥の多かったことが分かる。




　　　　　　　　　　　○




波なみの上うへゆ見みゆる児島こじまの雲くも隠がくりあな気衝いきづかし相あひ別わかれなば 〔巻八・一四五四〕 笠金村


　天平五年春閏うるう三月、入唐使（多治比真人広成たじひのまひとひろなり）が立つ時に、笠金村かさのかなむらが贈った長歌の反歌である。一首は、あなたの船が出帆して、波の上から見える小島のように、遠く雲がくれに見えなくなって、いよいよお別れということになるなら、嗚あ呼あ吐息といきの衝つかれることだ、悲しいことだ、というのである。此処でも、「波の上ゆ見ゆる」と「ゆ」を使っている。児島は備前児島だろうという説があるが、序の形式だから必ずしも固有名詞とせずともいい。「気衝いきづかし」は、息衝いきづくような状態にあること、溜息ためいきを衝つかせるようにあるというので、いい語だとおもう。「味鴨あぢの住む須佐すさの入江の隠こもり沼ぬのあな息衝いきづかし見ず久ひさにして」（巻十四・三五四七）の用例がある。訣別けつべつの歌だから、稍やや形式になり易いところだが、海上の小島を以て来てその気持を形式化から救っている。第四句が中心である。




　　　　　　　　　　　○




神名火かむなびの磐瀬いはせの杜もりのほととぎすならしの岳をかに何時いつか来鳴きなかむ 〔巻八・一四六六〕 志貴皇子


　志貴皇子の御歌。磐瀬いわせの杜もりは既にいった如く、竜田町の南方車瀬にある。ならしの丘おかは諸説あって一定しないが、磐瀬の杜の東南にわたる岡だろうという説があるから、一先ひとまずそれに従って置く。この歌は、「ならしの丘に何時か来鳴かむ」と云って、霍公鳥ほととぎすの来ることを希望しているのだが、既に出た皇子の御歌の如く、おおどかの中に厳おごそかなところがあり、感傷に淫いんせずになお感傷を暗指あんじしている点は独特の御風格というべきである。他の皇子の御歌と較くらべるから左程に思わぬが、そのあたりの歌を読んで来ると、やはり選は此歌に逢着ほうちゃくするのである。此歌は一首に三つも地名が詠込よみこまれている。「朝霞たなびく野べにあしひきの山ほととぎすいつか来鳴かむ」（巻十・一九四〇）の例があるが、民謡風だから「個」の作者が隠れて居り、それだけ呑気のんきである。この近くにある、「もののふの磐瀬の杜もりの霍公鳥いまも鳴かぬか山のと陰に」（巻八・一四七〇）でも内容が似ているが、これも呑気である。




　　　　　　　　　　　○




夏山なつやまの木末こぬれの繁しじにほととぎす鳴なき響とよむなる声こゑの遙はるけさ 〔巻八・一四九四〕 大伴家持


　大伴家持おおとものやかもちの霍公鳥ほととぎすの歌であるが、「夏山の木末の繁しじ」は作者の観みたところであろうが、前出の、「山の際の遠きこぬれ」の方が旨うまいようにもおもう。「こゑの遙けさ」というのが此一首の中心で、現実的な強味がある。この巻（一五五〇）に、湯原王ゆはらのおおきみの、「秋萩の散りのまがひに呼び立てて鳴くなる鹿の声の遙けさ」も家持の歌に似ているが、家持の歌のまさっているのは、実際的のひびきがあるためである。然るに巻十（一九五二）に、「今夜このよひのおぼつかなきに霍公鳥鳴くなる声の音の遙けさ」というのがあり、家持はこれを模倣しているのである。併し、「夏山の木末の繁に」といって生かしているのを後代の吾等は注意していい。「繁しじに」は槻落葉つきのおちばにシゲニと訓よんでいる。




　　　　　　　　　　　○




夕ゆふされば小倉をぐらの山やまに鳴なく鹿しかは今夜こよひは鳴なかず寝宿いねにけらしも 〔巻八・一五一一〕 舒明天皇


　秋雑歌ぞうか、崗本おかもと天皇（舒明じょめい天皇）御製歌一首である。小倉山は恐らく崗本宮近くの山であろうが、その辺に小倉山の名が今は絶えている。一首の意は、夕がたになると、いつも小倉の山で鳴く鹿が、今夜は鳴かない、多分もう寝てしまったのだろうというのである。いつも妻をもとめて鳴いている鹿が、妻を得た心持であるが、結句は、必ずしも率寝いねの意味に取らなくともいい。御製は、調べ高くして潤うるおいがあり、豊かにして弛たるまざる、万物を同化包摂ほうせつしたもう親愛の御心の流露りゅうろであって、「いねにけらしも」の一句はまさに古今無上の結句だとおもうのである。第四句で、「今夜は鳴かず」と、其処に休止を置いたから、結句は独立句のように、豊かにして逼せまらざる重厚なものとなったが、よく読めばおのずから第四句に縷いとの如くに続き、また一首全体に響いて、気品の高い、いうにいわれぬ歌調となったものである。「いねにけらしも」は、親愛の大御心であるが、素朴・直接・人間的・肉体的で、後世の歌にこういう表現のないのは、総べてこういう特徴から歌人の心が遠離して行ったためである。此御歌は万葉集中最高峰の一つとおもうので、その説明をしたい念願を持っていたが、実際に当ると好い説明の文を作れないのは、この歌は渾一体こんいったいの境界にあってこまごましい剖析ぼうせきをゆるさないからであろうか。

　此歌の第三句、旧板本「鳴鹿之」となっているから、訓は「ナクシカノ」である。然るに古鈔本（類・神・西・温・矢・京）には、「之」の字が「者」となって居り、また訓も「ナクシカハ」（類・神・温・矢・京）となって居るのがある。注釈書では既に拾穂抄でこれを注意し、代匠記で、官本之作レ者、点云、ナクシカハ。別校本或同レ此。幽斎本之作レ者、点云、ナクシカノ、と注した。そこで近時、「ナクシカハ」の訓に従うようになったが、古今六帖には、「鳴く鹿の」となって居り、又幽斎本では鳴鹿者と書いて、「ナクシカノ」と訓んで、また旧板本は鳴鹿之であるから、「ナクシカノ」という訓も古くからあったことが分かる。もっとも、「鳴鹿之」は巻九巻頭の、「臥鹿之」の「之」に拠よって直したとも想像することも出来るが、兎も角長い期間「鳴く鹿の」として伝わって来ている。今となって見れば、「鳴く鹿は」の方は、「今夜は」と続いて、古調に響くから、「鳴く鹿は」の方が原作かも知れないけれども、「鳴く鹿の」としても、充分味うことの出来る歌である。

　なお、一寸ちょっと前言した如く、巻九（一六六四）に、雄略天皇御製歌として、「ゆふされば小倉の山に臥す鹿の今夜こよひは鳴かず寐いねにけらしも」という歌が載のっていて、二つとも類似歌であるがどちらが本当だか審つまびらかでないから、累かさねて載せたという左注がある。併し歌調から見て、雄略天皇御製とせば少し新し過ぎるようだから、先ず舒明天皇御製とした方が適当だろうという説が有力である。なお小倉山であるが、「白雲の竜田の山の、滝の上の小鞍をぐらの峯」（巻九・一七四七）は、竜田川（大和川）の亀の瀬岩附近、竜田山の一部である。それから、この（一六六四）が雄略天皇の御製とせば、朝倉宮近くであるから、今の磯城しき郡朝倉村黒崎に近い山だろうということも出来る。それに舒明天皇の高市崗本宮近くにある小倉山と、仮定のなかに入る小倉山が三つあるわけである。併し、舒明天皇の御製でも、若もしも行幸でもあって竜田の小鞍峯あたりでの吟咏ぎんえいとすると、小倉山考証の疑問はおのずから冰釈ひょうしゃくするわけであるけれども、「今夜は鳴かず」とことわっているから、ふだんにその鹿の声を御聞きになったことを示し、従って崗本宮近くに小倉山という名の山があったろうと想像することとなるのである。




　　　　　　　　　　　○




今朝けさの朝あさけ雁かりがね聞ききつ春日山かすがやまもみぢにけらし吾わがこころ痛いたし 〔巻八・一五二二〕 穂積皇子


　穂積皇子ほづみのみこの御歌二首中の一つで、一首の意は、今日の朝に雁の声を聞いた、もう春日山は黄葉もみじしたであろうか。身に沁しみて心悲しい、というので、作者の心が雁の声を聞き黄葉を聯想しただけでも、心痛むという御境涯にあったものと見える。そしてなお推測すれば但馬皇女たじまのひめみことの御関係があったのだから、それを参考するとおのずから解釈出来る点があるのである。何いずれにしても、第二句で「雁がね聞きつ」と切り、第四句で「もみぢにけらし」と切り、結句で「吾が心痛し」と切って、ぽつりぽつりとしている歌調はおのずから痛切な心境を暗指するものである。前の志貴皇子の「石激る垂水の上の」の御歌などと比較すると、その心境と声調の差別を明らかに知ることが出来るのである。もう一つの皇子の御歌は、「秋萩は咲きぬべからし吾が屋戸やどの浅茅が花の散りぬる見れば」（巻八・一五一四）というのである。なお、近くにある、但馬皇女の、「言ことしげき里に住まずは今朝鳴きし雁にたぐひて行かましものを」（同・一五一五）という御歌がある。皇女のこの御歌も、穂積皇子のこの御歌と共に読味うことが出来る。共に恋愛情調のものだが、皇女のには甘く逼せまる御語気がある。




　　　　　　　　　　　○




秋あきの田たの穂田ほだを雁かりがね闇くらけくに夜よのほどろにも鳴なき渡わたるかも 〔巻八・一五三九〕 聖武天皇


　天皇御製とあるが、聖武しょうむ天皇御製だろうと云われている。「秋の田の穂田を」までは序詞で、「刈り」と「雁」とに掛けている。併しこの序詞は意味の関聯があるので、却って序詞としては巧みでないのかも知れない。御製では、「闇くらけくに夜のほどろにも鳴きわたるかも」に中心があり、闇中あんちゅうの雁、暁天に向う夜の雁を詠歎したもうたのに特色がある。「夜のほどろ我が出いでてくれば吾妹子が念へりしくし面影に見ゆ」（巻四・七五四）等の例がある。




　　　　　　　　　　　○




夕月夜ゆふづくよ心こころも萎しぬに白露しらつゆの置おくこの庭にはに蟋蟀こほろぎ鳴なくも〔巻八・一五五二〕 湯原王


　湯原王ゆはらのおおきみの蟋蟀こおろぎの歌で、夕方のまだ薄い月の光に、白露のおいた庭に蟋蟀が鳴いている。それを聞くとわが心も萎々しおしおとする、というのである。後世の歌なら、助詞などが多くて弛たるむところであろうが、そこを緊張せしめつつ、句と句とのあいだに、間隔を置いたりして、端正で且つ感の深い歌調を全まっとうしている。「心も萎しぬに」は、直ぐ、「白露の置く」に続くのではなく、寧ろ、「蟋蟀鳴く」に関聯しているのだが、そこが微妙な手法になっている。いずれにしても、分かりよくて、平凡にならなかった歌である。




　　　　　　　　　　　○




あしひきの山やまの黄葉もみぢば今夜こよひもか浮うかびゆくらむ山川やまがはの瀬せに 〔巻八・一五八七〕 大伴書持


　大伴書持ふみもちの歌である。書持は旅人の子で家持の弟に当る。天平十八年に家持が書持の死を痛んだ歌を作っているから大体その年に死去したのであろう。此一首は天平十年冬、橘宿禰奈良麿たちばなのすくねならまろの邸で宴をした時諸人が競きそうて歌を詠よんだ。皆黄葉もみじを内容としているが書持の歌い方が稍やや趣おもむきを異ことにし、夜なかに川瀬に黄葉の流れてゆく写象を心に浮べて、「今夜こよひもか浮びゆくらむ」と詠歎している。ほかの人々の歌に比して、技巧の足りない穉拙ちせつのようなところがあって、何時いつか私の心を牽ひいたものだが、今読んで見ても幾分象徴詩的なところがあっておもしろい。また所謂いわゆる万葉的常套じょうとうを脱しているのも注意せらるべく、万葉末期の、次の時代への移行型のようなものかも知れぬが、そういう種類の一つとして私は愛惜あいせきしている。そして天平十年が家持やかもち二十一歳だとせば、書持はまだ二十歳にならぬ頃に作った歌ということになる。

　書持の兄、家持が天平勝宝二年に作った歌に、「夜くだちに寝覚ねさめて居れば河瀬かはせ尋とめ情こころもしぬに鳴く千鳥かも」（巻十九・四一四六）というのがある。この「河瀬尋め」あたりの観照の具合に、「浮びゆくらむ」と似たところがあるのは、この一群歌人相互の影響によって発育した歌境だかも知れない。




　　　　　　　　　　　○




大口おほくちの真神まがみの原はらに降ふる雪ゆきはいたくな降ふりそ家いへもあらなくに 〔巻八・一六三六〕 舎人娘子


　舎人娘子とねりのおとめの雪の歌である。舎人娘子の伝は未詳であるが、巻二（一一八）に舎人皇子とねりのみこに和こたえ奉った歌があり、大宝二年の持統天皇参河みかわ行幸従駕の作、「丈夫ますらをが猟矢さつやたばさみ立ち向ひ射る的形まとかたは見るにさやけし」（巻一・六一）があるから、持統天皇に仕えた宮女でもあろうか。真神まがみの原は高市郡飛鳥にあった原で、「大口の」は、狼（真神）の口が大きいので、真神の枕詞とした。

　この歌は、独詠歌というよりも誰かに贈った歌の如くである。そして、持統天皇従駕じゅうが作の如くに、儀容を張らずに、ありの儘に詠んでいて、贈った対者に対する親愛の情のあらわれている可憐な歌である。「家もあらなくに」の結句ある歌は既に記した。




　　　　　　　　　　　○




沫雪あわゆきのほどろほどろに零ふり重しけば平城ならの京師みやこし念おもほゆるかも 〔巻八・一六三九〕 大伴旅人


　大伴旅人おおとものたびとが筑紫太宰府にいて、雪の降った日に京みやこを憶おもった歌である。「ほどろほどろ」は、沫雪あわゆきの降った形容だろうが、沫雪は降っても消え易く、重量感からいえば軽い感じである。厳冬の雪のように固着の感じの反対で消え易い感じである。そういう雪を、ハダレといい、副詞にしてハダラニともいい、ホドロニと転じたものであろうか。「夜を寒み朝戸を開き出で見れば庭もはだらにみ雪降りたり」（巻十・二三一八）とあって、一に云う、「庭もほどろに雪ぞ降りたる」とあるから、「はだらに」、「ほどろに」同義に使ったもののようである。また、「吾背子を今か今かと出で見れば沫雪ふれり庭もほどろに」（同・二三二三）とあり、軽く消え易いように降るので、分量の問題でなく感じの問題であるようにおもえる。沫雪は消え易いけれども、降る時には勢いづいて降る。そこで、旅人の此歌も、「ほどろほどろに」と繰返しているのは、旅人はそう感じて繰返したのであろうから、分量の少い、薄く降るという解釈とは合わぬのである。特に「零り重しけば」であるから、単に「薄い雪」をハダレというのでは解釈がつかない。また、「はだれ降りおほひ消けなばかも」（同・二三三七）の例も、薄く降るというよりも盛に降る心持である。そこで、ハダレは繊細に柔かに降り積る雪のことで、ホドロホドロニは、そういう柔かい感じの雪が、勢いづいて降るということになりはしないか。ホドロホドロと繰返したのは旅人のこの一首のみで、模倣せられずにしまった。

　この一首は、前にあった旅人の歌同様、線の太い、直線的な歌いぶりであるが、感慨が浮調子うわちょうしでなく真面目まじめな歌いぶりである。細かく顫ふるう哀韻を聴き得ないのは、憶良おくらなどの歌もそうだが、この一団の歌人の一つの傾向と看做みなし得るであろう。




　　　　　　　　　　　○




吾背子わがせこと二人ふたり見みませば幾許いくばくかこの零ふる雪ゆきの懽うれしからまし 〔巻八・一六五八〕 光明皇后


　藤皇后とうこうごう（光明こうみょう皇后）が聖武天皇に奉られた御歌である。皇后は藤原不比等ふひとの女、神亀元年二月聖武天皇夫人。ついで、天平元年八月皇后とならせたまい、天平宝字四年六月崩御せられた。御年六十。この美しく降った雪を、若しお二人で眺めることが叶かないましたならば、どんなにかお懽うれしいことでございましょう、というのである。斯かく尋常に、御おもいの儘、御会話の儘を伝えているのはまことに不思議なほどである。特に結びの、「懽うれしからまし」の如き御言葉を、皇后の御生涯と照らしあわせつつ味い得るということの、多幸を私等はおもわねばならぬのである。「見ませば」は、「草枕旅ゆく君と知らませば」（巻一・六九）、「悔しかも斯く知らませば」（巻五・七九七）、「夜わたる月にあらませば」（巻十五・三六七一）等の例と同じく、マセはマシという助動詞の将然段に条件づけた云い方で、知らましせば、あらましせば、見ましせばぐらいの意であろうか。精くわしいことは専門の書物にゆずる。なお「あしひきの山より来きせば」（巻十・二一四八）も参考になろうか。ウレシという語も、「何すとか君を厭いとはむ秋萩のその初花の歓うれしきものを」（同・二二七三）などの用法と殆ど同じである。





巻第九




　　　　　　　　　　　○




巨椋おほくらの入江いりえ響とよむなり射部人いめびとの伏見ふしみが田居たゐに雁かり渡わたるらし 〔巻九・一六九九〕 柿本人麿歌集


　宇治河にて作れる歌二首の一つで、人麿歌集所出の歌である。巨椋おおくらの入江は山城久世郡の北にあり、今の巨椋おぐら池である。「射部人いめびと」は、鹿猟の時に、隠れ臥して弓を射るから、「伏」に聯つらねて枕詞とした。「高山の峯のたをりに、射部いめ立てて猪し鹿し待つ如」（巻十三・三二七八）の例がある。一首の意は、いま巨椋おおくらの入江に大きい音が聞こえている。これは群雁が伏見の水田の方に渡ってゆく音らしい、というので、「入江響とよむなり」と、ずばりと云い切って、雁の群れ立つその羽音と鳴声とを籠こめているのも古調のいいところである。そして、斯こういう使い方は万葉にも少く、普通は、鳴きとよむ、榜こぎとよむ、鳥が音とよむ等、或は「山吹の瀬の響とよむなべ」（巻九・一七〇〇）、「藤江の浦に船ぞ動とよめる」（巻六・九三九）ぐらいの用例である。それも響、動をトヨムと訓むことにしての例である。そうして見れば、「入江響むなり」の用例は簡潔で巧たくみなものだと云わねばならない。この句は旧訓ヒビクナリであったのを、代匠記で先ず注意訓をして「響ハトヨムトモ読ベシ」と云い、略解りゃくげから以降こう訓むようになったのである。調べが大きく、そして何処かに鋭い響を持っているところは、或は人麿的だと謂いうことが出来るであろう。ついでに云うと、この歌の、「田居に」の「に」は方嚮ほうこうをも含んでいる用例で、「小野をぬゆ秋津に立ちわたる雲」（巻七・一三六八）、「京方みやこべに立つ日近づく」（巻十七・三九九九）、「山の辺にい行く猟師さつをは」（巻十・二一四七）等の「に」と同じである。




　　　　　　　　　　　○




さ夜中よなかと夜よは深ふけぬらし雁かりが音ねの聞きこゆる空そらに月つき渡わたる見みゆ 〔巻九・一七〇一〕 柿本人麿歌集


　弓削皇子ゆげのみこに献たてまつった歌三首中の一つで、人麿歌集所出である。一首は、もう夜が更けたと見え、雁の鳴きつつとおる空に、月も低くなりかかっている、というので、「月わたる」は、月が段々移行する趣で、傾きかかるということになる。ありの儘に淡々といい放っているのだが、決してただの淡々ではない。これも本当の日本語で日本的表現だということも出来るほどの、流暢りゅうちょうにしてなお弾力を失わない声調である。先学せんがくはこの歌にも寓意を云々うんぬんし、「弓削皇子にたてまつる歌なれば、をのをのふくめる心あるべし」（代匠記初稿本）、「いかで早く御恩沢を下したまへかし。と身のほどを下心に訴るならむ」（古義）等と云うが、これだけの自然観照をしているのに、寓意寓意といって、官位の事などを混入せしめるのは、歌の鑑賞の邪魔物である。




　　　　　　　　　　　○




うちたをり多武たむの山霧やまきりしげみかも細川ほそかはの瀬せに波なみの騒さわげる 〔巻九・一七〇四〕 柿本人麿歌集


　舎人皇子とねりのみこに献った歌二首中の一首で、「捄手折」をウチタヲリと訓むにつき未だ精確な考証はない。「打手折撓うちたをりたむ」という意から、同音の、「多武たむ」に続けた。多武峰は高市郡にある、今の塔の峯、談山たんざん神社のある談山たんざんである。細川は飛鳥川の支流、多武峰の西にあって、細川村と南淵村の間を過ぎて飛鳥川に注いでいる。一首の意は、多武の峰に雲霧しげく風が起って居るのか、細川の瀬に波が立って音が高い、というのである。

　こういう自然観入は、既に、「弓月ゆつきが岳に雲たちわたる」の歌でも云った如く、余程鋭敏に感じたものと見える。そして人麿歌集所出の歌だから、恐らく人麿の作であろう。なおこの歌の傍に、「ぬばたまの夜霧よぎりは立ちぬ衣手ころもでを高屋たかやの上に棚引くまでに」（巻九・一七〇六）という舎人皇子の御歌がある。「衣手を」を、枕詞として「たか」に続けたのは、タク（カカグ）という意だろうという説がある。高屋は地名であろうが、その存在は未詳である。この御歌の調べ高いのは、やはり時代的関係で人麿などを中心とする交流のためだかも知れない。この歌にも寓意を考え、「此歌上句ハ佞人ねいじんナドノ官ニ在テ君ノ明ヲクラマシテ恩光ヲ隔ルニ喩たとへ、下句ハソレニ依テ細民ノ所ヲ得ザルヲ喩フル歟」（代匠記）等というが、こういう解釈の必要は毫も無い。




　　　　　　　　　　　○




御食みけむかふ南淵山みなぶちやまの巌いはほには落ふれる斑雪はだれか消きえ残のこりたる 〔巻九・一七〇九〕 柿本人麿歌集


　弓削皇子ゆげのみこに献った歌一首という題があり、人麿歌集所出の歌である。「御食みけむかふ」は、御食みけに供える物の名に冠らせる詞で、此処の南淵山みなぶちやまに冠らせたのは、蜷貝みながいか、御魚みなかのミナの音に依よってであろう。当時は蜷貝を食用としたから、こういう枕詞が出来たものである。南淵山は高市郡高市村字冬野から稲淵にかけた山である。

　一首の意は、南淵山を見ると、巌の上に雪が残っておる、これは先さきごろ降った春の斑雪はだれであろう、というので、叙景の歌で、こういう佳景を歌に詠んで、皇子に献じたもので、寓意などは無かろうのに、先学等は「下心したごころあるべし」などと云って、寓意を「皇子の御恩光にもれしを訴るやうによみて献れるにや、さてこの作者南淵氏の人などにてありしにや」（古義）と云々しているのは、学者等の一つの迷いである。この歌は叙景歌として、しっとりと落着いて、重厚にして単純、清厳せいげんとも謂うべき一首の味いである。「巌には」の「には」、「降れる斑雪か」の「か」のあたりに、微かすかに息いきを休めてしずかな感情を湛たたえ、結句の、「消え残りたる」は、迫らない静かなゆらぎを持った句で、清厳の気は大体ここに発している。

　この歌は、結局原本、「削遺有」とあるので、旧訓チルナミ・タレカ・ケヅリ・ノコセルであったのを、真淵の考で、千蔭の説により、「削」は「消」だとして、フレルハダレカ・キエノコリタルと訓んだ。この真淵の訓以前は、甚だしく面倒な解釈をしていたので、無理が多くて、一首の妙味を発揮することの出来なかったものである。作者と南淵山との位置関係は、「弓削皇子ノオハシマス宮ヨリ南淵山ノマヂカク指向ヒテ見ユル」（代匠記）ところであったかとおもう。




　　　　　　　　　　　○




落おちたぎち流ながるる水みづの磐いはに触ふり淀よどめる淀よどに月つきの影かげ見みゆ 〔巻九・一七一四〕 作者不詳


　芳野宮に行幸あった時の歌だが、その御代も不明だし作者もまた不明である。一首の意は、いきおいよく激たぎって流れて来た水が、一旦巌石に突当って、其処に淵をなしている。その淵に月影が映っている、というので、水面の月光を現に見て居る光景だが、その水面の説明をも加えている。淵の出来ている具合と、激流との関係をも叙しているから、全体が益々ますます印象明瞭となった。前半を直線的に云い下したから、「淀める淀」と云って曲線的に緊しめている。以前この「淀める淀」という繰返しを気にしたが、或はこれが自然的な技法なのかも知れないし、それから「水の磐に触り」の「の」などもやはり、「の」が最も適切な助詞として受取るべきもののようである。結句もまた落付いていて大家の風格を持ったものである。此歌と一しょにある一首は、「滝の上の三船みふねの山ゆ秋津あきつべに来鳴きわたるは誰たれ喚子鳥よぶこどり」（巻九・一七一三）というのだが、これも相当な作で、恐らく藤原宮時代のものであろうか。真淵などもこの二首を人麿作ではなかろうかとさえ云っているほどである。




　　　　　　　　　　　○




楽浪ささなみの比良山風ひらやまかぜの海うみ吹ふけば釣つりする海人あまの袂そでかへる見ゆ 〔巻九・一七一五〕 柿本人麿歌集


　槐本歌一首とあるもので、槐本えにすのもとは柿本の誤写で人麿の作だろうという説がある。一首の意は、近江おおみの楽浪ささなみの比良ひら山を吹きおろして来る風が、湖水のうえに至ると、釣している漁夫の袖の翻るのが見える、という極く単純な内容であるが、張りある清潔音の連続で、ゆらぎの大きい点も人麿調を聯想せしめるし、人麿歌集出の歌だから、先ず人麿作と云っていいものであろう。この歌の上の句ほどの程度の、諧調音でも吾々が作るとなれば、なかなか容易のわざではない。




　　　　　　　　　　　○




泊瀬河はつせがは夕ゆふ渡わたり来きて我妹子わぎもこが家いへの門かなどに近づきにけり 〔巻九・一七七五〕 柿本人麿歌集


　舎人皇子とねりのみこに献った歌二首中の一つで、人麿歌集に出でたものである。「門」をカナドと訓んだのは、「金門かなとにし人の来立てば」（巻九・一七三九）等の例に拠よったので、「金門かなと」で単に「門」という意味に使っている。一首の意味は、恋歌で、恋しい女の家に近づいた趣だが、快い調子を持って居り、伸々のびのびと、無理なく情感を湛えている点で、選ぶとせば選ばれる歌である。ただ舎人皇子に献った歌だというので、何か寓意を考え、「此歌モ亦下意アル歟。君ガ恩恵ヲ近ク蒙ルベキ事ハ、譬たとヘバ人ノ夕去バ必ラズ逢ハムト契ちぎリタラムニ、泊瀬川ノ早キ瀬ヲカラウジテ渡リ来テ其家近ク成タルガ如シトヨメル歟」（代匠記）等と詮索しがちであるが、これは何かの機に作ったもので、自分でも稍出来の好い歌だというので、皇子に献ったものででもあろうか。さすれば、普通の恋歌として味っていいわけである。泊瀬川はつせがわは長谷の谿たにを流れ、遂に佐保川に合する川である。




　　　　　　　　　　　○




旅人たびびとの宿やどりせむ野ぬに霜しも降ふらば吾わが子こ羽はぐくめ天あめの鶴群たづむら 〔巻九・一七九一〕 遣唐使随員の母


　天平五年夏四月、遣唐使（多治比真人広成たじひのまひとひろなり）の船が難波を出帆した時、随行員の一人の母親が詠んだ歌である。長歌は、「秋萩を妻問どふ鹿かこそ、一子ひとりごに子持もたりといへ、鹿児かこじもの吾が独子ひとりごの、草枕旅にし行けば、竹珠たかだまを繁しじに貫ぬき垂り、斎戸いはひべに木綿ゆふ取とり垂しでて、斎いはひつつ吾が思ふ吾子あこ、真幸まさきくありこそ」（巻九・一七九〇）というのである。

　この短歌の意は、私の一人子ひとりごが、遠く唐に行って宿るだろう、その野原に霜が降ったら、天の群鶴よ、翼を以て蔽おおうて守りくれよ、というのである。この歌の「はぐくむ」は翼で蔽うて愛撫する意だが、転じて養育することとなった。史記周本紀に、「飛鳥其翼を以て之を覆薦ふせんす」の例がある。「武庫の浦の入江の渚鳥すどり羽ぐくもる君を離れて恋に死ぬべし」（巻十五・三五七八）、「大船に妹乗るものにあらませば羽ぐくみもちて行かましものを」（同・三五七九）があり、新羅しらぎに行く使者等の歌だから同じような心持があらわれている。なお、「天あま飛ぶや雁のつばさの覆羽おほひばの何処いづく漏りてか霜の零ふりけむ」（巻十・二二三八）の例がある。

　母親がひとり子の遠い旅を思う心情は一とおりでないのだが、天の群鶴にその保護を頼むというのは、今ならば文学的の技巧を直ぐ聯想れんそうするし、実際また詩的に表現しているのである。けれども当時の人々は吾々の今感ずるよりも、もっと自然に直接にこういうことを感じていたものに相違ない。それは万葉の他の歌を見ても分かるし、物に寄する歌でも、序詞のある歌でも、吾等の考えるよりももっと直接に感じつつああいう技法を取ったものに相違ない。そこで此歌でも、毫ごうもこだわりのない純粋な響を伝えているのである。もの云いに狐疑こぎが無く不安が無く、子をおもうための願望を、ただその儘に云いあらわし得たのである。併しかし、歌調は天平に入ってからの他の歌とも共通し、概して分かりよくなっている。




　　　　　　　　　　　○




潮気しほけたつ荒磯ありそにはあれど行ゆく水みづの過すぎにし妹いもが形見かたみとぞ来こし 〔巻九・一七九七〕 柿本人麿歌集


「紀伊国にて作れる歌四首」という、人麿歌集出の歌があるが、その中の一首である。「行く水の」は、「過ぎ」に続く枕詞。「過ぐ」は死ぬる事である。一首の意は、潮煙の立つ荒寥こうりょうたるこの磯に、亡くなった妻の形見と思って来た、というのだが、句々緊張して然かも情景ともに哀感の切なるものがある。この歌は、巻一（四七）の人麿作、「真草苅る荒野にはあれど黄葉もみぢばの過ぎにし君が形見かたみとぞ来し」というのと類似しているから、その手法傾向の類似によって、此歌も亦人麿作だろうと想像することが出来るであろう。巻二（一六二）に、「塩気しほけのみ香かをれる国に」の例がある。

　他の三首は、「黄葉もみぢばの過ぎにし子等と携たづさはり遊びし磯を見れば悲しも」（巻九・一七九六）、「古に妹と吾が見しぬばたまの黒牛潟くろうしがたを見ればさぶしも」（同・一七九八）、「玉津島たまつしま磯の浦回うらみの真砂まさごにも染にほひて行かな妹が触りけむ」（同・一七九九）というので、いずれも哀深いものである。





巻第十




　　　　　　　　　　　○




ひさかたの天あめの香具山かぐやまこのゆふべ霞かすみたなびく春はる立たつらしも 〔巻十・一八一二〕 柿本人麿歌集


　春雑歌、人麿歌集所出である。この歌は、香具山を遠望したような趣である。少くも歌調からいえば遠望であるが、香具山は低い山だし、実際は割合に近いところ、藤原京あたりから眺めたのであったかも知れない。併し一首全体は伸々としてもっと遠い感じだから、現代の人はそういう具合にして味ってかまわぬ。それから、「この夕べ」とことわっているから、はじめて霞がかかった、はじめて霞が注意せられた趣である。春立つというのは暦の上の立春というのよりも、春が来るというように解していいだろう。

　この歌は或は人麿自身の作かも知れない。人麿の作とすれば少し楽に作っているようだが、極めて自然で、佶屈きっくつでなく、人心を引入れるところがあるので、有名にもなり、後世の歌の本歌ともなった。併しこの歌は未だ実質的で写生の歌だが、万葉集で既にこの歌を模倣したらしい形跡の歌も見つかるのである。




　　　　　　　　　　　○




子等こらが名なに懸かけのよろしき朝妻あさづまの片山かたやまぎしに霞かすみたなびく 〔巻十・一八一八〕 柿本人麿歌集


　人麿歌集出。朝妻山は、大和南葛城郡葛城村大字朝妻にある山で、金剛山の手前の低い山である。「片山ぎし」は、その朝妻山の麓ふもとで、一方は平地に接しているところである。「子等が名に懸けのよろしき」までは序詞の形式だが、朝妻という山の名は、いかにも好い、なつかしい名の山だというので、この序詞は単に口調の上ばかりのものではないだろう。この歌も一気に詠んでいるようで、ゆらぎのあるのは或は人麿的だと謂いっていいだろう。気持のよい、人をして苦を聯想せしめない種類のもので、やはり万葉集の歌の一特質をなしているものである。

　この歌と一しょに、「巻向の檜原ひはらに立てる春霞おほにし思はばなづみ来めやも」（巻十・一八一三）というのがある。これは、上半を序詞とした恋愛の歌だが、やはり巻向の檜原を常に見ている人の趣向で、ただ口の先の技巧ではないようである。それが、「おほ」という、一方は霞がほんのりとかかっていること、一方はおろそかに思うということの両方に掛けたので、此歌も歌調がいかにも好く棄てがたいのであるから、此こ処こに置いて味あじわうことにした。




　　　　　　　　　　　○




春霞はるがすみながるるなべに青柳あをやぎの枝えだくひもちて鶯うぐひす鳴なくも 〔巻十・一八二一〕 作者不詳


　春雑歌、作者不詳。春霞が棚引きわたるにつれて、鶯が青柳の枝をくわえながら鳴いているというので、春の霞と、萌もえそめる青柳と、鶯の声とであるが、鶯が青柳をくわえるように感じて、その儘こうあらわしたものであろうが、まことに好い感じで、細かい詮議せんぎの立入る必要の無いほどな歌である。併し、少し詮議するなら、はやくも萌えそめた柳を鶯が保持している感じである。柳の萌えに親しんで所有する感じであるが、鶯だから啄ついばんで持つといったので、「くひもつ」は鶯にかかるので、「鳴く」にかかるのではない。また、ただ鶯といわずに、青柳の枝を啄くわえている鶯というのだから、写象もその方が複雑で気持がよい。その鶯がうれしくて鳴くというのである。詮議すればそうだが、それを単純化してかく表わすのが万葉の歌の一つの特色でもあり、佳作の一つと謂いうべきである。この歌と一しょに、「うち靡なびく春立ちぬらし吾が門の柳の末うれに鶯鳴きつ」（巻十・一八一九）があるが、平凡で取れない。また、「うち靡く春さり来れば小竹しぬの末うれに尾羽をはうち触ふりて鶯鳴くも」（同・一八三〇）というのもあり、これも鶯の行為をこまかく云っている。鶯に親しむため、「尾羽うち触り」などというので、「枝くひもちて」というのと同じ心理に本づくのであろう。




　　　　　　　　　　　○




春はるされば樹きの木この暗くれの夕月夜ゆふづくよおぼつかなしも山陰やまかげにして 〔巻十・一八七五〕 作者不詳


　作者不詳。春になって木が萌え茂り、またそれが山陰であるので、そうでなくとも光のうすい夕月夜が、一層薄くほのかだという歌である。巧みでない寧むしろ拙な部分の多い歌であるが、「おぼつかなしも」の句に心ひかれて此歌を抜いた。「この夜よひのおぼつかなきに霍公鳥ほととぎす」（巻十・一九五二）の例がある。




　　　　　　　　　　　○




春日野かすがぬに煙けぶり立たつ見みゆ𡢳嬬等をとめらし春野はるぬの菟芽子うはぎ採つみて煮にらしも 〔巻十・一八七九〕 作者不詳


　菟芽子うはぎは巻二の人麿の歌にもあった如く、和名鈔わみょうしょうに薺蒿せいこうで、今の嫁菜よめなである。春日野は平城ならの京から、東方にひろがっている野で、その頃人々は打連れて野遊に出たものであった。「春日野の浅茅あさぢがうへに思ふどち遊べる今日は忘らえめやも」（巻十・一八八〇）という歌を見ても分かる。この歌で注意をひいたのは、野遊に来た娘たちが、嫁菜を煮て食べているだろうというので、嫁菜などは現代の人は余り珍重しないが、当時は野菜の中での上品であったものらしい。和なごやかな春の野に娘等を配し、それが野菜を煮ているところを以て一首を作っているのが私の心を牽ひいたのであった。




　　　　　　　　　　　○




百礒城ももしきの大宮人おほみやびとは暇いとまあれや梅うめを揷頭かざしてここに集つどへる 〔巻十・一八八三〕 作者不詳


「百礒城の」は大宮にかかる枕詞で、百石城ももしき即ち、多くの石を以て築いた城という意で大宮の枕詞とした。一首の意は、今日は御所に仕え申す人達も、お閑ひまであろうか、梅花を揷頭かざしにして、此処の野に集っていられる、というので、長閑のどかな光景の歌である。「大宮人は暇いとまあれや」の「は」は、一寸ちょっと聞くと、御役人などというものは暇ひまなものであるだろう、というように取れるが、実はそういう意味でなく、現在大宮人の野遊を見て推量したのだから、「今日は御役人は暇があるのか」ぐらいに解釈すべきところで、奈良朝の太平豊楽を讃美する気持が作歌動機にあるのである。




　　　　　　　　　　　○




春雨はるさめに衣ころもは甚いたく通とほらめや七日なぬかし零ふらば七夜ななよ来こじとや 〔巻十・一九一七〕 作者不詳


　これは、女から男にやった歌の趣で、あなたは春雨が降ったので来られなかったと仰しゃるけれど、あのくらいの雨なら、そんなに衣が沾ぬれ通るという程ではございますまい。そういう事なら、若し雨が七日間降りつづいたら、七晩とも御いでにならぬと仰しゃるのでございますか、というのである。女が男に迫る語気まで伝わる歌で、如何にもきびきびと、才気もあっておもしろいものである。こういう肉声をさながら聴き得るようなものは、平安朝になるともう無い。和泉式部いずみしきぶがどうの、小野小町がどうのと云っても、もう間接な機智の歌になってしまって居る。




　　　　　　　　　　　○




卯うの花はなの咲さき散ちる岳をかゆ霍公鳥ほととぎす鳴なきてさ渡わたる君きみは聞ききつや 〔巻十・一九七六〕 作者不詳


　問答歌で、この歌は問で、答歌は「聞きつやと君が問はせる霍公鳥ほととぎすしぬぬに沾ぬれて此こゆ鳴きわたる」（巻十・一九七七）というのであるが、問の方がやはり旨うまく、答の方は「鳴きわたる」などを繰返しているが、余程劣るようである。問答歌で、相手があるのだから、「君は聞きつや」で好い筈はずだが、こう単純にはなかなか行かぬものである。また、「卯うの花の咲き散る岳をかゆ」と云って印象を鮮明にしているのも、技巧がなかなか旨うまいのである。「岳ゆ」の「ゆ」は、「より」の意で、「鳴きてさ渡る」という運動してゆく語に続いている。「咲き散る」という云いあらわし方も、時間を含めたもので、咲くのもあり散るのもあるからであるが、簡潔で旨い。「梅の花咲き散る苑そのにわれ行かむ」（同・一九〇〇）、「秋萩の咲き散る野べの夕露に」（同・二二五二）等の例がある。普通は、「梅の花わぎへの苑に咲きて散る見ゆ」（巻五・八四一）という具合に、「て」の入っているのが多い。




　　　　　　　　　　　○




真葛原まくずはらなびく秋風あきかぜ吹くごとに阿太あたの大野おほぬの萩はぎが花はな散ちる 〔巻十・二〇九六〕 作者不詳


「阿太の野」は、今の吉野、下市町の西に大阿太村がある。その附近一帯の原野であっただろう。葛くずの生繁おいしげっているのを靡なびかす秋風が吹く度毎に、阿太の野の萩が散るというのだが、二つとも初秋のものだし、一方は広葉の翻ひるがえるもの、一方はこまかい紅い花というので、作者の頭には両方とも感じが乗っていたものである。それを、「吹く毎に」で融合させているので、穉拙ちせつなところに、却って古調の面目があらわれて居る。特に、「阿太の大野の萩が花散る」の、諧調音はいうに云われぬものである。




　　　　　　　　　　　○




秋風あきかぜに大和やまとへ越こゆる雁かりがねはいや遠とほざかる雲くもがくりつつ 〔巻十・二一二八〕 作者不詳


「大和へ越ゆる」であるから、大和に接した国、山城とか、紀伊とか、或は旅中にあって、遠く大和の方へ行く雁を見つつ詠んだものであろう。空遠く段々見えなくなる光景で、家郷をおもう情がこもっているのである。初句の、「秋風に」という云い方は、簡潔で特色のあるものだが、後世こういう云い方が繰返されたので陳腐ちんぷになった。やはりこの巻（二一三六）に、「秋風に山飛び越ゆる雁がねの声遠ざかる雲隠るらし」というのがあるが、この方は声を聞いて、「雲がくるらし」と推量しているので、伝誦のあいだに変化して通俗的に分かりよくなったものであろう。即ち二一三六の方が劣るのである。




　　　　　　　　　　　○




朝あさにゆく雁かりの鳴なく音ねは吾わが如ごとくもの念おもへかも声こゑの悲かなしき 〔巻十・二一三七〕 作者不詳


　作者不明。初句、旧訓ツトニユク、古鈔本中、ケサ又はアサと訓んだのがある。いま朝早く、飛んで行く雁の鳴く声は、何となく物悲しい。彼等もまた私のように物思ものおもいしているからだろう、というのである。どういう物思かというに、妻恋つまこいをして、妻を慕いつつ飛んで行くという気持で、自分の心持を雁に引移して感じて居るのである。この歌の、「朝に」は時間をあらわすので、「朝あさに日けに出で見る毎に」（巻八・一五〇七）、「朝な夕なに潜かづくちふ」（巻十一・二七九八）等の「に」と同じい。「物念へかも」は疑問の「かも」である。そう大した歌でないようでも、惻々そくそくとした哀韻があって棄てがたい。「鳴く音は」、「声の悲しき」で重複しているようだが、前は稍やや一般的、後は実質的で、他にも例がある。旅人たびとの歌に、「湯の原に鳴く葦鶴あしたづはわが如く妹いもに恋ふれや時分かず鳴く」（巻六・九六一）というのがある。




　　　　　　　　　　　○




山やまの辺べにい行ゆく猟夫さつをは多おほかれど山やまにも野ぬにもさを鹿しか鳴なくも 〔巻十・二一四七〕 作者不詳


　作者不明。野にも山にもしきりに牡鹿おじかが鳴いている。山のべに行く猟師は随分多いのだが、というので、猟師は恐ろしいものだが、それでも妻恋しさにあんなに鳴いているという、哀憐のこころで詠んだもので、西洋的にいうと、恋の盲目とでもいうところであろうか。そのあわれが声調のうえに出ている点がよく、第三句で、「多かれど」と感慨を籠こめている。結句の、「鳴くも」の如きは万葉に甚だ多い例だが、古今集以後、この「も」を段々嫌って少くなったが、こう簡潔につめていうから、感傷の厭味いやみに陥おちいらぬとも謂いうことが出来る。この歌の近くに、「山辺には猟夫さつをのねらひ恐かしこけど牡鹿をじか鳴くなり妻の眼めを欲ほり」（巻十・二一四九）というのがあるが、この方は常識的に露骨で、まずいものである。




　　　　　　　　　　　○




秋風あきかぜの寒さむく吹ふくなべ吾わが屋前やどの浅茅あさぢがもとに蟋蟀こほろぎ鳴なくも 〔巻十・二一五八〕 作者不詳


「吹くなべ」は、吹くに連れてという意味なること、既に云った。この歌は既すでに選出した、「夕月夜ゆふづくよ心もしぬに白露のおくこの庭に蟋蟀こほろぎ鳴くも」（巻八・一五五二）に似ているが、「浅茅がもとに」というのが実質的でいいから取って置いた。結句の「も」は「さを鹿鳴くも」の「も」に等しい。万葉にはこの種類の歌がなかなか多いが皆相当なものだというのは、実質的で誤魔化ごまかさぬのと、奥に恋愛の心を潜ひそめているからであるだろう。




　　　　　　　　　　　○




秋萩あきはぎの枝えだもとををに露霜つゆじも置おき寒さむくも時ときはなりにけるかも 〔巻十・二一七〇〕 作者不詳


　初冬の寒露のことをツユジモと云った。宣長は玉勝間たまかつまで単にツユのことだと考証しているが、必ずしもそう一徹に極きめずに味うことの出来る語である。萩の枝が撓しなうばかりに露の置いた趣おもむきで、そう具体的に眼前のことを云って置いて、そして、「寒くも時はなりにけるかも」と主観を云っているが、感の深い云い方であるのは、「も」、「は」などの助詞を持っているからである。




　　　　　　　　　　　○




九月ながつきの時雨しぐれの雨あめに沾ぬれとほり春日かすがの山やまは色いろづきにけり 〔巻十・二一八〇〕 作者不詳


　この歌も伸々のびのびとして、息をふかめて歌いあげて居る。「時雨のあめに沾ぬれ通り」の句がこの歌を平板化から救って居るし、全体の具合から作者はこう感じてこう云って居るのである。「君が家の黄葉もみぢの早く落ちりにしは時雨の雨に沾れにけらしも」（巻十・二二一七）という歌があるが平板でこの歌のように直接的なずばりとしたところがない。また「霍公鳥ほととぎすしぬぬに沾ぬれて」（同・一九七七）等の例もあり人間以外の沾ぬれた用例の一つである。結句の「色づきにけり」というのは集中になかなか例も多く、「時雨の雨間まなくし零ふれば真木まきの葉もあらそひかねて色づきにけり」（同・二一九六）もその一例である。




　　　　　　　　　　　○




大坂おほさかを吾わが越こえ来くれば二上ふたがみにもみぢ葉ば流る時雨しぐれ零ふりつつ 〔巻十・二一八五〕 作者不詳


　大坂は大和北葛城きたかつらぎ郡下田村で、大和から河内かわちへ越える坂になっている。二上山が南にあるから、この坂を越えてゆくと、二上山辺の黄葉が時雨に散っている光景が見えたのである。「もみぢ葉ながる」の「ながる」は水の流ると同じ語原で、流動することだから、水のほかに、「沫雪ながる」というように雪の降るのにも使っている。併し、水の流るるように、幾らか横ざまに斜に降る意があるのであろう。「天の時雨の流らふ見れば」（巻一・八二）、「ながらふるつま吹く風の」（同・五九）を見ても、雨・風にナガルの語を使っていることが分かる。「二上に」と云って、「二上山に」と云わぬのもこの歌の一特色をなしている。




　　　　　　　　　　　○




吾わが門かどの浅茅あさぢ色いろづく吉隠よなばりの浪柴なみしばの野ぬのもみぢ散ちるらし 〔巻十・二一九〇〕 作者不詳


「吉隠よなばりの浪柴なみしばの野ぬ」は、大和磯城しき郡、初瀬はせ町の東方一里にあり、持統天皇もこの浪芝野なみしばぬのあたりに行幸あらせられたことがある。自分の家の門前の浅茅が色づくを見ると、もう浪柴の野の黄葉が散るだろうと推量するので、こういう心理の歌が集中なかなか多いが、浪柴の野は黄葉の美しいので名高かったものの如く、また人の遊楽するところでもあったのであろう。そこでこの聯想も空漠くうばくでないのだが、私は、「浪柴の野のもみぢ散るらし」という歌調に感心したのであった。そして、「もみぢ散るらし」という結句の歌は幾つかあるような気がしていたが、実際当って見ると、この歌一首だけのようである。




　　　　　　　　　　　○




さを鹿しかの妻つま喚よぶ山やまの岳辺をかべなる早田わさだは苅からじ霜しもは零ふるとも 〔巻十・二二二〇〕 作者不詳


　早稲田わさだだからもう稔みのっているのだが、牡鹿おじかが妻喚ぶのをあわれに思って、それを驚かすに忍びないという歌である。それをば、「霜は降るとも」と念を押して、あわれに思うとか、同情してとかいう、主観語の無いのをも注意していい。岡辺という語は、「竜田路たつたぢの岳辺をかべの道に」（巻六・九七一）、「岡辺なる藤浪見には」（巻十・一九九一）等の例にある。こういう人間的とも謂うべき歌は万葉には多い。人間的というのは、有情非情に及ぼす同感が人間的にあらわれるという意味である。




　　　　　　　　　　　○




思おもはぬに時雨しぐれの雨あめは零ふりたれど天雲あまぐも霽はれて月夜つくよさやけし 〔巻十・二二二七〕 作者不詳


　思いがけず時雨が降ったけれど、いつのまにか天雲が無くなって、月明となったというだけのものであるが、言葉がいかにも精煉せいれんせられているようにおもう。それも専門家的の苦心惨憺さんたんというのでなくて、尋常じんじょうの言葉で無理なくすらすらと云っていて、これだけ充実したものになるということは時代の賜たまものといわなければならない。




　　　　　　　　　　　○




さを鹿しかの入野いりぬのすすき初尾花はつをばないづれの時ときか妹いもが手てまかむ 〔巻十・二二七七〕 作者不詳


　この歌は、「いづれの時か妹が手まかむ」だけが意味内容で、何時になったら、恋しいあの児の手を纏まいて一しょに寝ることが出来るだろうか、という感慨を漏もらしたものだが、上は序詞で、鹿の入って行く入野、入野は地名で山城乙訓おとくに郡大原野村上羽に入野神社がある。その入野の薄すすきと初尾花はつおばなと、いずれであろうかと云って、いずれの時かと続けたので、随分煩うるさいほどな技巧を凝こらしている。こういう凝った技巧は今となっては余り感心しないものだが、当時の人は骨折ったし、読む方でも満足した。併しこの歌で私の心を引いたのは、そういう序詞でなく、「いづれの時か妹が手纏かむ」の句にあったのである。聖徳太子の歌に、「家にあらば妹が手纏まかむ草枕旅に臥こやせるこの旅人たびとあはれ」（巻三・四一五）があった。




　　　　　　　　　　　○




あしひきの山やまかも高たかき巻向まきむくの岸きしの子松こまつにみ雪ゆき降ふり来くる 〔巻十・二三一三〕 柿本人麿歌集


　巻向まきむくは高い山だろう。山の麓ふもとの崖がけに生えている小松にまで雪が降って来る、というので、巻向は成程なるほど高い山だと感ずる気持がある。「岸きし」は前にもあったが、川岸などの岸と同じく、山と平地との境あたりで、なだれになっているのを云うのである。「山かも高き」というような云い方は既に幾度も出て来て、常套じょうとう手段の如き感があるが、当時の人々は、いつもすうっとそういう云い方に運ばれて行ったものだろうから、吾々もそのつもりで味う方がいいだろう。「岸の小松にみ雪降り来る」の句を私は好いているが、小松は老松ではないけれども相当に高くとも小松といったこと、次の歌がそれを証している。




　　　　　　　　　　　○




巻向まきむくの檜原ひはらもいまだ雲くもゐねば子松こまつが末うれゆ沫雪あわゆき流る 〔巻十・二三一四〕 柿本人麿歌集


　巻向の檜林ひのきばやしは既に出た泊瀬はつせの檜林のように、広大で且つ有名であった。その檜原に未だ雨雲が掛かっていないに、近くの松の梢こずえにもう雪が降ってくる、という歌で、「うれゆ」の「ゆ」は、「ながる」という流動の動詞に続けたから、現象の移動をあらわすために「ゆ」と使った。消え易いだろうが、勢いづいて降ってくる沫雪の光景が、四三調の結句でよくあらわされている。この歌は人麿歌集出の歌だから、恐らく人麿自身の作であろう。




　　　　　　　　　　　○




あしひきの山道やまぢも知しらず白橿しらかしの枝えだもとををに雪ゆきの降ふれれば 〔巻十・二三一五〕 柿本人麿歌集


　これも人麿歌集出で、「山道も知らず」は道も見えなくなるまで盛に雪の降る光景だが、近くにある白橿しらかしの樹の枝の撓たわむまで降るのを見ている方が、もっと直接だから、そういう具合にひどく雪が降ったというのを原因のようにして、それで山道も見えなくなったと云いあらわしている。前に人麿の、「矢釣山やつりやま木立こだちも見えず降りみだる」（巻三・二六二）云々の歌があったが、歌調に何処かに共通の点があるようである。この一首は、或本には三方沙弥みかたのさみの作になっているという左注がある。




　　　　　　　　　　　○




吾わが背子せこを今いまか今いまかと出いで見みれば沫雪あわゆきふれり庭にはもほどろに 〔巻十・二三二三〕 作者不詳


「庭もほどろに」は、「夜を寒み朝戸を開き出で見れば庭もはだらにみ雪降りたり」（巻十・二三一八）とあって、一云、「庭もほどろに雪ぞ降りたる」となって居るから、ハダラニ、ホドロニ同義であろう。既に旅人たびとの歌のところで解釈した如く、柔かく消え易いような感じに降ったのをハダラニ、ホドロニというのであって、ただ「薄うっすらと」というのとは違うようである。「ハダレ霜」と熟したのも、消ゆるという感じと関聯している云いあらわしであろう。またハダラニ、ホドロニの例は、単に雪霜の形容であろうが、対手あいてを憶おもい、慕い、なつかしむような場合に使っているのは注意すべきで、これも消え易いという特色から、おのずから其処に関聯かんれんせしめたものであろうか。この一首も、女が男の来るのを、今か今かと思って屡しばしば家から出て見る趣であるが、男が来ずに、夜にもなり、庭には、うら悲しいような、消え易いような、柔かい雪が降っている、というのである。どうしても、この「ほどろに」には、何かを慕い、何かを要求し、不満を充みたそうとねがうような語感のあるとおもうのは、私だけの錯覚であろうか。「今か今か」と繰返したのも、女の語気が出ていてあわれ深い。

　巻十二（二八六四）に、「吾背子を今か今かと待ち居るに夜の更ふけぬれば嘆なげきつるかも」。巻二十（四三一一）に、「秋風に今か今かと紐ひも解きてうら待ち居るに月かたぶきぬ」がある。




　　　　　　　　　　　○




はなはだも夜よ深ふけてな行ゆき道みちの辺べの五百小竹ゆざさが上うへに霜しもの降ふる夜よを 〔巻十・二三三六〕 作者不詳


「五百小竹ゆざさ」は繁った笹のことで、五百小竹いおささの意だと云われている。もう繁った笹に霜が降ったころです、こんなに夜更よふけにお帰りにならずに、暁になってからにおしなさい、といって、女が男の帰るのを惜しむ心持の歌である。全体が民謡風で、万人の唄うたうのにも適かなっているが、はじめは誰か、女一人がこういうことを云ったものであろう、そこに切にひびくものがあり、愛情の纏綿てんめんを伝えている。女が男の帰るのを惜しんでなるべく引きとめようとする歌は可なり万葉に多く、既に評釈した、「あかときと夜烏よがらす鳴けどこのをかの木末こぬれのうへはいまだ静けし」（巻七・一二六三）などもそうだが、万葉のこういう歌でも実質的、具体的だからいいので、後世の「きぬぎぬのわかれ」的に抽象化してはおもしろくないのである。





巻第十一




　　　　　　　　　　　○




新室にひむろを踏ふみ鎮しづむ子こし手玉ただま鳴ならすも玉たまの如ごと照てりたる君きみを内うちへと白まをせ 〔巻十一・二三五二〕 柿本人麿歌集


　旋頭歌せどうかで、人麿歌集所出である。一首の意は、新しく家を造るために、その地堅め地鎮の祭を行うので、大勢の少女おとめ等が運動に連れて手飾てかざりの玉を鳴らして居るのが聞こえる。あの玉のように立派な男の方をば、この新しい家の中へおはいりになるように御案内申せ、というのである。この歌は大勢の若い女の心持が全体を領しているのであるが、そこに一人の美しい男を点出して、その男を中心として大勢の女の体も心も運動循環じゅんかんする趣である。一首の形式は、旋頭歌だから、「手玉鳴らすも」で休止となる。短歌なら第三句で序詞になるところであろうが、旋頭歌では第四句から新あらたに起す特色がある。民謡風な労働につれてうたう労働歌というようなもので、重々しい調べのうちに甘い潤うるおいもあり珍しいものだが、明かに人麿作と記されている歌に旋頭歌は一つもないのに、人麿歌集には纏まとまって旋頭歌が載のって居り、相当におもしろいものばかりであるのを見れば、或は人麿自身が何かの機縁にこういう旋頭歌を作り試みたものであったのかも知れない。




　　　　　　　　　　　○




長谷はつせの五百槻ゆつきが下もとに吾わが隠かくせる妻つま茜あかねさし照てれる月夜つくよに人ひと見みてむかも 〔巻十一・二三五三〕 柿本人麿歌集


　旋頭歌。人麿歌集出。長谷はつせは今の磯城郡初瀬はせ町を中心とする地、泊瀬はつせ。五百槻ゆつきは五百槻いおつきのことで、沢山の枝ある槻けやきのことである。そこで、一首の意は、長谷はつせ（泊瀬）の、槻の木の茂った下に隠して置いた妻。月の光のあかるい晩に誰かほかの男に見つかったかも知れんというので、上と下と意味が関聯している。併し旋頭歌だから、下から読んでも意味が通じるのである。この歌も民謡的だが、素朴そぼくでいかにも当時の風俗が分かっておもしろい。旋頭歌の調子は短歌の調子と違ってもっと大きく流動的にすることが出来る。内容もまた複雑にすることが出来るが、それをするといけない事を意識して、却かえって単純にするために繰返しを用いている。




　　　　　　　　　　　○




愛うつくしと吾わが念もふ妹いもは早はやも死しねやも生いけりとも吾われに依よるべしと人ひとの言いはなくに 〔巻十一・二三五五〕 柿本人麿歌集


　旋頭歌。人麿歌集出。一首の意。可哀かあいくおもう自分のあの女は、いっそのこと死んでしまわないか、死ぬ方がいい。縦たとい生きていようとも、自分に靡なびき寄る見込が無いから、というので、これも旋頭歌だからどちらから読んでもいい。強く愛している女を独占しようとする気持の歌で、今読んでも相当におもしろいものである。「うつくし」は愛することで、「妻子めこみればめぐしうつくし」（巻五・八〇〇）の例がある。「死ねやも」は、「雷神なるかみの少し動とよみてさしくもり雨も降れやも」（巻十一・二五一三）と同じである。併しこの訓には異説もある。この愛するあまり、「死んでしまえ」と思う感情の歌は後世のものにもあれば、俗謡にもいろいろな言い方になってひろがって居る。




　　　　　　　　　　　○




朝戸出あさとでの君きみが足結あゆひを潤ぬらす露原つゆはら早はやく起おき出いでつつ吾われも裳裾もすそ潤ぬらさな 〔巻十一・二三五七〕 柿本人麿歌集


　同前。朝早くお帰りになるあなたの足結あゆいを潤ぬらす露原よ。私も早く起きてその露原で御一しょに裳もの裾すそを潤ぬらしましょう、というのである。別わかれを惜しむ気持でもあり、愛着する気持でもあって、女の心の濃こまやかにまつわるいいところが出て居る。「吾妹子が赤裳あかもの裾の染しめ湿ひぢむ今日の小雨こさめに吾さへ沾ぬれな」（巻七・一〇九〇）は男の歌だが同じような内容である。




　　　　　　　　　　　○




垂乳根たらちねの母ははが手放てはなれ斯かくばかり術すべなき事ことはいまだ為せなくに 〔巻十一・二三六八〕 柿本人麿歌集


　人麿歌集出。正述心緒ただにおもいをのぶという歌群の中の一つである。一首の意は、物ごころがつき、年ごろになって、母の哺育ほいくの手から放れて以来、こんなに切ないことをしたことはない、というので、恋の遣瀬無やるせないことを歌ったものである。これは、男の歌か女の歌か字面だけでは分からぬが、女の歌とする方が感に乗ってくるようである。術すべなき事というのは、どうしていいか為方しかたの分からぬ気持で、「術すべなきものは」、「術すべの知らなく」、「術すべなきまでに」等の例があり、共に心のせっぱつまった場合を云っている。下の句の切実なのは読んでいるうち分かるが、上の句にもやはりその特色があるので、此上の句のためにも一首が切実になったのである。憶良おくらが熊凝くまこりを悲しんだものに、「たらちしや母が手離れ」（巻五・八八六）といったのは、此歌を学んだものであろう。なお、「黒髪に白髪しろかみまじり老ゆるまで斯かかる恋にはいまだ逢はなくに」（巻四・五六三）という類想の歌もある。第二句、「母之手放」は、ハハノテソキテ、ハハガテカレテ等の訓もあるが、今契沖けいちゅう訓に従った。




　　　　　　　　　　　○




人ひとの寐ねる味宿うまいは寐ねずて愛はしきやし君きみが目めすらを欲ほりて歎なげくも 〔巻十一・二三六九〕 柿本人麿歌集


　同上、人暦歌集出。一首の意は、このごろはいろいろと思い乱れて、世の人のするように安眠が出来ず、恋しいあなたの眼をばなお見たいと思って歎いて居ります、というので、これも女の歌の趣である。「目すら」は「目でもなお」の意で、目を強めている。今の口語になれば、「目でさえも」ぐらいに訳してもいい。「言問こととはぬ木すら妹いもと背せありとふをただ独ひとり子ごにあるが苦しさ」（巻六・一〇〇七）がある。一首は、取りたててそう優れているという程ではないが、感情がとおって居り、「目すらを」と云って、「目」に集注したいい方に注意したのであった。こういういい方は、憶良の、「たらちしの母が目見ずて」（巻五・八八七）はじめ、他にも例があり、なお、「人の寝る味眠うまいは寝ずて」（巻十三・三二七四）等の用例を参考とすることが出来る。




　　　　　　　　　　　○




朝影あさかげに吾わが身みはなりぬ玉たま耀かぎるほのかに見みえて去いにし子こ故ゆゑに 〔巻十一・二三九四〕 柿本人麿歌集


　同上、人麿歌集出。「朝影」というのは、朝はやく、日出後間もない日の光にうつる影が、細長くて恰あたかも恋に痩せた者のようだから、そのまま取って、「朝影になる」という云い方をしたのである。その頃の者は朝早く女の許もとから帰るので、こういう実際を幾たびも経験してこういう語を造るようになったのは興味ふかいことである。「玉かぎる」は玉の光のほのかな状態によって、「ほのか」にかかる枕詞とした。一首は、これまでまだ沁々しみじみと逢ったこともない女に偶然逢って、その後逢わない女に対する恋の切ないことを歌ったものである。「玉かぎるほのかにだにも見えぬおもへば」（巻二・二一〇）、「玉かぎるほのかに見えて別れなば」（巻八・一五二六）等の例がある。この歌は男の心持になって歌っている。




　　　　　　　　　　　○




行ゆけど行ゆけど逢あはぬ妹いもゆゑひさかたの天あめの露霜つゆじもに濡ぬれにけるかも 〔巻十一・二三九五〕 柿本人麿歌集


　同上、人麿歌集出。行きつつ幾ら行っても逢う当あてのない恋しい女のために、こうして天の露霜に濡れた、というのである。苦しい調子でぽつりぽつりと切れるのでなく、連続調子でのびのびと云いあらわしている。それは謂いわゆる人麿調ともいい得るが、それよりも寧むしろ、この歌は民謡的の歌だからと解釈することも出来るのである。併し、この種類の歌にあっては目立つものだから、その一代表のつもりで選んで置いた。「ぬばたまの黒髪山を朝越えて山下露やましたつゆに沾ぬれにけるかも」（巻七・一二四一）などと較べると、やはり此歌の方が旨い。




　　　　　　　　　　　○




朱あからひく膚はだに触ふれずて寝ねたれども心こころを異けしく我わが念もはなくに 〔巻十一・二三九九〕 柿本人麿歌集


　同上、人麿歌集出。一首の意は、今夜は美しいお前の膚はだにも触れずに独寝ひとりねしたが、それでも決して心がわりをするようなことはないのだ、今夜は故障があってついお前の処に行かれず独りで寝てしまったが、私の心に別にかわりがない、というのであろう。「心を異しく」は、心がわりするというほどの意で、集中、「逢はねども異けしき心をわが思はなくに」（巻十四・三四八二）、「然れども異けしき心をあがおもはなくに」（巻十五・三五八八）等の例がある。女の美しい膚のことをいい、覚官的に身体的に云っているのが、ただの平凡な民謡にしてしまわなかった原因であろう。アカラヒク・ハダに就き、代匠記初稿本に、「それは紅顔のにほひをいひ、今は肌はだへの雪のごとくなるに、すこし紅のにほひあるをいへり」といい、精撰本に、「朱引秦アカヲヒクハダトハ、紅顔ニ応ジテ肌モニホフナリ」と云ったのは、契沖の文も覚官的で旨うまい。




　　　　　　　　　　　○




恋こひ死しなば恋こひも死しねとや我妹子わぎもこが吾家わぎへの門かどを過すぎて行ゆくらむ 〔巻十一・二四〇一〕 柿本人麿歌集


　同上、人麿歌集出。一首の意は、恋死こいじにをするなら、勝手にせよというつもりで、あの恋しい女はおれの家の門を素通りして行くのだろう、というのである。こういうのも恋の一心情で、それを自然に誰の心にも這入はいって行けるように歌うのが民謡の一特徴であるが、鋭敏に心の働いたところがあるので、共鳴する可能性も多いのである。「恋ひ死なば恋も死ねとや玉桙たまぼこの道ゆく人にことも告げなく」（巻十一・二三七〇）、「恋ひ死なば恋も死ねとや霍公鳥ほととぎすもの念もふ時に来鳴き響とよむる」（巻十五・三七八〇）等のあるのは、やはり模倣だとおもうが、こう比較してみると、人麿歌集のこの歌の方が旨い。




　　　　　　　　　　　○




恋こふること慰なぐさめかねて出いで行ゆけば山やまも川かはをも知しらず来きにけり 〔巻十一・二四一四〕 柿本人麿歌集


　同上、人麿歌集出。一首の意は、この恋の切ない思を慰めかね、遣やりかねて出でて来たから、山をも川をも夢中で来てしまった、というのである。「いで行けば」といったり、「来にけり」と云ったりして、調和しないようだが、そういう巧緻こうちでないようなところがあっても、真率しんそつな心があらわれ、自分の心をかえりみるような態度で、「来にけり」と詠歎したのに棄てがたい響がある。第二句、「こころ遣やりかね」とも訓んでいる。これは、「おもふどち許己呂也良武等ココロヤラムト」（巻十七・三九九一）等の例に拠よったものであるが、「恋しげみ奈具左米可禰氐ナグサメカネテ」（巻十五・三六二〇）の例もあるから、いずれとも訓み得るのである。今旧訓に従って置いた。それから、「ゆく」も「くる」も、主客の差で、根本の相違でないことがこの例でも分かるし、前出の、「大和には鳴きてか来らむ呼子鳥」（巻一・七〇）の歌を想起し得る。石上いそのかみ卿の、「ここにして家やもいづく白雲の棚引く山を越えて来にけり」（巻三・二八七）の例がある。




　　　　　　　　　　　○




山科やましなの木幡こはたの山やまを馬うまはあれど歩かちゆ吾わが来こし汝なを念おもひかね 〔巻十一・二四二五〕 柿本人麿歌集


　寄レ物陳レ思という部類の歌に入れてある。人麿歌集出。「山科の木幡の山」は、山城宇治郡、現在宇治村木幡で、桃山御陵の東方になっている。前の歌に、強田こはだとあったのと同じである。一首の意は、山科の木幡の山道をば徒歩でやって来た。おれは馬を持っているが、お前を思う思いに堪えかねて徒歩で来たのであるぞ、というのである。旧訓ヤマシナノ・コハダノヤマニ。考ヤマシナノ・コハダノヤマヲ。つまり、「木幡の山を歩み吾が来し」となるので、なぜ、「馬はあれど」と云ったかというに、馬の用意をする暇もまどろしくて、取るものも取とりあえず、というのであろう。本来馬で来れば到着が早いのであるが、それは理論で、まどろしく思う情の方は直接なのである。詩歌では情の直接性を先にするわけになるから、こういう表現となったものである。女にむかっていう語として、親しみがあっていい。




　　　　　　　　　　　○




大船おほふねの香取かとりの海うみに碇いかりおろし如何いかなる人ひとか物もの念おもはざらむ 〔巻十一・二四三六〕 柿本人麿歌集


　同上、人麿歌集出。「大船の香取の海に碇おろし」までは、「いかり」から「いかなる」に続けた序詞であるから、一首の内容は、「いかなる人か物念はざらむ」、即ち、おれはこんなに恋に苦しんで居るが、世の中のどんな人でも恋に苦しまないものはあるまい、というだけの歌である。序詞は意味よりも声調にあるので、何か重々しいような声調で心持を暗指するぐらいに解釈すればいい。「香取の海」は、近江にも下総にもあるが、「高島の香取の浦ゆ榜ぎでくる舟」（巻七・一一七二）とある近江湖中の香取の浦としていいだろう。なおこの巻（二七三八）に、「大船のたゆたふ海に碇いかりおろし如何にせばかも吾が恋ひ止まむ」とあるのと類似して居り、この二七三八の方は異伝であろう。




　　　　　　　　　　　○




ぬばたまの黒髪山くろかみやまの山菅やますげに小雨こさめ零ふりしきしくしく思おもほゆ 〔巻十一・二四五六〕 柿本人麿歌集


　同上、人麿歌集出。この歌の内容は、ただ、「しくしく思ほゆ」だけで、そのうえは序詞である。ただ黒髪山の山菅やますげに小雨の降るありさまと相通ずる、そういううら悲しいような切せつなおもいを以て序詞としたものであろう。山菅は山に生えるスゲのたぐい、或はヤブラン、リュウノヒゲ一類、どちらでも解釈が出来、古人はそういうものを一つ草とおもっていたものと見えるから、今の本草学の分類などで律しようとすると解釈が出来なくなって来るのである。この歌も取りわけ秀歌という程のものでないが、ただ結句だけで内容とする歌も珍しいので選んで置いた。




　　　　　　　　　　　○




我背子わがせこに吾わが恋こひ居をれば吾わが屋戸やどの草くささへ思おもひうらがれにけり 〔巻十一・二四六五〕 柿本人麿歌集


　同上、人麿歌集出。一首の意は、私の夫を待遠しく恋しがって居ると、家の庭の草さえも思い悩んで枯れてしまいました、というので女の歌である。「吾が恋ひ居れば吾が屋戸の」という具合に、「わが」を繰返しているのは、意識的らしく、少しく軽く聞こえるが、「草さへ思ひうらがれにけり」という息の長い、伸々した調しらべによって落着おちつきを得ているのは注意すべきである。特にこの下の句は伸びているうちに、悲哀の感動を含めたものだから、上の句の稍やや小きざみになったのは自然の調べなのか、よく分らないが、「我が」を三つも繰返したのは感心しない。そこに行くと、「君待つと吾が恋ひ居ればわが屋戸やどの簾すだれうごかし秋の風吹く」（巻四・四八八）の方が旨うまい。似ているが初句の「君待つと」で緊しまっている。結句は、近時橋本氏によって、ウラブレニケリの訓が唱えられた。




　　　　　　　　　　　○




山萵苣やまちさの白露しらつゆおもみうらぶるる心こころを深ふかみ吾わが恋こひ止やまず 〔巻十一・二四六九〕 柿本人麿歌集


　同上、人麿歌集出。山萵苣やまちさは食用にする萵苣ちさで、山に生えるのを山萵苣といったものであろう。エゴの木だという説もあるが、白露おくという草に寄せた歌だから、大体食用の萵苣と解釈していいようである。露のために花のしなっているように心の萎しなえる心持で序詞とした。この歌も取りたてていう程のものでないが、「心を深みわが恋ひ止まず」の句が棄てがたいから選んで置いたし、萵苣は食用菜で、日常生活によって見ているものを持って来たのがおもしろいと思ったのである。




　　　　　　　　　　　○




垂乳根たらちねの母ははが養かふ蚕この繭隠まよごもりこもれる妹いもを見みむよしもがも 〔巻十一・二四九五〕 柿本人麿歌集


　同上、人麿歌集出。第三句迄は序詞で、母の飼っている蚕かいこが繭まゆの中に隠こもるように、家に隠って外に出ない恋しい娘を見たいものだ、というので、この繭のことを云うのも日常生活の経験を持って来ている。蚕に寄する恋といっても、題詠ではなく、斯こういう歌が先ず出来てそれから寄レ物恋と分類したものである。この歌は序詞のおもしろみというよりも、全体が実生活を離れず、特に都会生活でない農民生活を示すところがおもしろいのである。巻十二（二九九一）に、「垂乳根の母が養かふ蚕この繭隠まよごもりいぶせくもあるか妹にあはずて」というのがあり、巻十三（三二五八）の長歌に、「たらちねの母が養ふ蚕の、繭隠り気衝いきづきわたり」というのがあるが、やはり此歌の方が旨い。「いぶせく」では続きが突如としても居り、不自然で妙味がないようである。




　　　　　　　　　　　○




垂乳根たらちねの母ははに障さはらばいたづらに汝いましも吾われも事こと成なるべしや 〔巻十一・二五一七〕 作者不詳


　正述二心緒一。作者不明。一首の意は、母に遠慮して気兼してぐずぐずしているなら、お前も私もこの恋を遂げることが出来んではないかというので、男が女を促す趣の歌である。男が気を急いで女に向って斯かくまで強いことをいうのも或ある場合の自然であり、娘の方で母のことをいろいろ気を揉もむことも背景にあって、なかなかおもしろい歌である。やはりこの巻（二五五七）に、「垂乳根の母に申さば君も我も逢ふとはなしに年ぞ経ぬべき」というのもあるが、これも母に話して承諾を得る趣で、これも娘心であるが、「母に障さはらば」という方が直截ちょくせつでいい。

　この「障らば」をば、母の機嫌きげんを害そこなうならばと解する説がある。これは「障さはり」の用例に本づく説であるが、「障さはりあらめやも」、「障さはり多み」、「障さはることなく」等だけに拠よるとそうなるかも知れないが、「石いその上かみふるとも雨に関さはらめや妹に逢はむと云ひてしものを」（巻四・六六四）。「他言ひとごとはまこと煩こちたくなりぬともそこに障さはらむ吾ならなくに」（巻十二・二八八六）。「あしひきの山野さはらず」（巻十七・三九七三）等は、巻四の例に「関」の字を当てた如く、「それに拘わることなく、関係することなく」の意があるので、「山野さはらず」の如くに、そのために礙さまたげらるることなくというのは第二に導かれる意味になるのであるから、この歌はやはり、「母に関かかわることなく、拘泥こうでいすることなく」と解釈していいと思う。また歌もそう解釈する方がおもしろい。




　　　　　　　　　　　○




苅薦かりごもの一重ひとへを敷しきてさ寐ぬれども君きみとし寝ぬれば寒さむけくもなし 〔巻十一・二五二〇〕 作者不詳


　作者不明。薦蓆こもむしろをただ一枚敷いて寝ても、あなたと御一しょですから、ちっともお寒くはありません、「君とし」とあるから大体女の歌として解していいであろう。第四句原文が、「君共宿者」であるから、キミガムタ。キミトモ。等の訓があるが、「伎美止之不在者キミトシアラネバ」（巻十八・四〇七四）などを参考して、平凡にキミトシヌレバと訓むのに従った。これも民謡風に率直に覚官的にいいあらわしている。「蒸被むしぶすまなごやが下したに臥ふせれども妹とし宿ねねば肌し寒しも」（巻四・五二四）というのは、同じような気持を反対に云ったものだが、この歌の方が、寧むしろ実際的でそこに強みがあるのである。




　　　　　　　　　　　○




振分ふりわけの髪かみを短みじかみ春草はるくさを髪かみに綰たくらむ妹いもをしぞおもふ 〔巻十一・二五四〇〕 作者不詳


　振分髪というのは、髪を肩のあたり迄まで垂らして切るので、まだ髪を結ぶまでに至らない童女、また童男の髪の風を云う。「綰たく」は加行下二段の動詞で、髪を束たばねあげることである。一首の意は、あの児は短い振分髪で、まだ髪を結えないので、春草を足して髪に束ねてでもいるだろうか、可哀かあいいあどけないあの児のことがおもいだされる、というくらいの意とおもう。童女のことを歌っているのが珍しいのであるが、あの時代には随分小さくて男女の関係を結んだこともあったと見做みなしてこの歌を解釈することも出来る。真間の手児名なども、ようやくおとめになったかならぬころではなかっただろうか。いずれにしても珍しい歌である。第三句流布本るふぼん「青草ワカクサ」であったのを古義で「春草」としたが、古鈔本中（温・京）に「春」とあるし、契沖既に注意している。




　　　　　　　　　　　○




念おもはぬに到いたらば妹いもが歓うれしみと笑ゑまむ眉引まよびきおもほゆるかも 〔巻十一・二五四六〕 作者不詳


　作者不明。一首の意。突然に女のところに行ったら、嬉うれしいと云ってにこにこする様子が想像せられて云いようなく楽しい、というので、昔も今もかわりない人情の機微が出て居る歌である。ただ現代語と違って古語だから、軽薄に聞こえずに濃厚に聞こえるのである。おもいがけず、突然に、というのを「念はぬに」という。「念はぬに時雨の雨は降りたれど」（巻十・二二二七）。「念はぬに妹が笑ゑまひを夢に見て」（巻四・七一八）等の例がある。「歓うれしみと」の「と」の使いざまは、「歓うれしみと紐の緒解きて」（巻九・一七五三）とある如く、「と云って」の意である。にこにこと匂におうような顔容をば、「笑まむ眉引」というのも、実に旨いので、古語の優れている点である。やはり此巻（二五二六）に、「待つらむに到らば妹が歓うれしみと笑ゑまむすがたを行きて早見む」というのがあり、大おおいに似ているが、この方は常識的で、従って感味が浅い。なお、巻十二（三一三八）に、「年も経ず帰り来こなむと朝影に待つらむ妹が面影に見ゆ」というのもある。




　　　　　　　　　　　○




斯くばかり恋ひむものぞと念おもはねば妹いもが袂たもとを纏まかぬ夜もありき 〔巻十一・二五四七〕 作者不詳


　作者不明。こんなに恋しいものだとは思わなかったから、妹といっしょに寝ない晩もあったのだが、こうして離れてしまうと堪えがたく恋しい。容易たやすく逢われた頃になぜ毎晩通わなかったのか、と歎く気持の歌である。当時の男女相逢う状態を知ってこの歌を味うとまことに感の深いものがある。ただこのあたりの歌は作者不明で皆民謡的なものだから、そのつもりで味うこともまた必要である。巻十二（二九二四）に、「世のなかに恋繁しげけむと思はねば君が袂たもとを纏まかぬ夜もありき」というのがあり、どちらかが異伝だろうが、巻十一の此歌の方が稍やや素直すなおである。




　　　　　　　　　　　○




相あひ見みては面おも隠かくさるるものからに継つぎて見みまくの欲ほしき君きみかも 〔巻十一・二五五四〕 作者不詳


　作者不明。お目にかかれば、お恥かしくて顔を隠したくなるのですけれど、それなのに、度々あなたにお目にかかりたいのです、という女の歌である。つつましい女が、身を以もって迫せまるような甘美なところもあり、なかなか以て棄てがたい歌である。「面隠さるる」は面隠おもがくしをするように自然になるという意。「玉勝間たまかつま逢はむといふは誰なるか逢へる時さへ面隠おもがくしする」（巻十二・二九一六）の例がある。「ものからに」は、「ものながらに」、「ものであるのに」の意。「路みち遠み来じとは知れるものからに然しかぞ待つらむ君が目を欲ほり」（巻四・七六六）の「ものからに」も同様で、おいでにならないとは承知していますのに、それでも私はあなたをお待ちしていますという歌である。白楽天の琵琶行に、猶抱二琵琶一半遮レ面の句がある。




　　　　　　　　　　　○




人ひとも無なき古ふりにし郷さとにある人ひとを愍めぐくや君きみが恋こひに死しなする 〔巻十一・二五六〇〕 作者不詳


　作者不明であるが、旧都にでもなったところに残り住んでいる女から、京にいる男にでも遣った歌のように受取れる。もう寂しくなって人も余り居らないこの旧都に残って居ります私に、可哀かあいそうにも恋死をさせるおつもりですか、とでもいうのであろう。「めぐし」は、「妻子めこ見ればめぐし愛うつくし」（巻五・八〇〇）、「妻子めこ見ればかなしくめぐし」（巻十八・四一〇六）等の「めぐし」は愛情の切なことをあらわしているが、「今日のみはめぐしもな見そ言も咎むな」（巻九・一七五九）、「こころぐしめぐしもなしに」（巻十七・三九七八）の「めぐし」は、むごくも可哀想にもの意で前と意味が違う、その意味は此処でも使っている。語原的にはこの方が本義で、心ぐし、目ぐしの「ぐし」も皆同じく、「目ぐし」は、目に苦しいまでに附くことから来たものであろうか。結句従来シナセムであったのを、新考でシナスルと訓んだ。




　　　　　　　　　　　○




偽いつはりも似につきてぞする何時いつよりか見みぬ人ひと恋こふに人ひとの死しにせし 〔巻十一・二五七二〕 作者不詳


　一首の意。嘘をおっしゃるのも、いい加減になさいまし、まだ一度もお逢いしたことがないのに、こがれ死じにするなどとおっしゃる筈はずはないでしょう。何時の世の中にまだ見ぬ恋に死んだ人が居りますか、というような意味のことを、こういう簡潔な古語でいいあらわしているのは実に驚くべきである。「偽いつはりも似つきてぞする」は、偽をいうにも幾らか事実に似ているようにすべきだ、余り出鱈目でたらめの偽では困る、というようなことを、斯う簡潔にいうので日本語の好いところが遺憾なく出ているのである。一首全体が、きびきびとした女の語気から成り皮肉のような言葉のうちに男に寄ろうとする親密の心をも含めて、まことに珍しい歌の一つである。結句、古鈔本中、ヒトノシニスルの訓あり、略解りゃくげでヒトノシニセシと訓よんだ。第四句コフルニ（沢潟おもだか）の訓がある。




　　　　　　　　　　　○




早はや行ゆきて何時いつしか君きみを相あひ見みむと念おもひし情こころ今いまぞ和なぎぬる 〔巻十一・二五七九〕 作者不詳


　いそいで行って、一時もはやくお前に逢いたいとおもっていたのだったが、こうしてお前を見るとやっと心が落着いた、というのだろうが、「君」を男とすると、解釈が少し不自然になるから、やはり此歌は、男が女に向って「君」と呼んだことに解する方が好いだろう。私は、「今ぞ和ぎぬる」という句に非常に感動してこの歌を選んだ。このナギヌルの訓は従来からそうであるが、嘉暦かりゃく本にはイマゾユキヌルと訓んでいる。「あが念もへる情こころ和なぐやと、早く来て見むとおもひて」（巻十五・三六二七）、「相見ては須臾しましく恋は和なぎむかとおもへど弥々いよよ恋ひまさりけり」（巻四・七五三）、「見る毎に情こころ和ぎむと、繁山しげやまの谿たにべに生おふる、山吹を屋戸やどに引植ゑて」（巻十九・四一八五）、「天あまざかる鄙ひなとも著しるく許多ここだくもしげき恋かも和なぐる日もなく」（巻十七・四〇一九）等の例に見るごとく、加行上二段に活用する動詞である。




　　　　　　　　　　　○




面形おもがたの忘わするとならばあぢきなく男をのこじものや恋こひつつ居をらむ 〔巻十一・二五八〇〕 作者不詳


　あの女の顔貌かおかたちが忘られてしまうものなら、男子たるおれが、こんなに甲斐かいない恋に苦しんで居ることは無いのだが、どうしてもあの顔を忘れることが出来ぬ、というのである。「男じもの」の「じもの」は「何々の如ごときもの」というので、「鹿ししじもの」は鹿の如きもの、でつまりは、鹿たるものとなるから、「男をのこじもの」は、男の如きもの、男らしきもの、男子たるもの、男子として、大丈夫たるもの等の言葉に訳することも出来るのである。結句の「居らむ」は形は未来形だが、疑問があり詠歎に落着く語調である。この歌の真率であわれな点が私の心を牽ひいたので選んで置いた。単に民謡的に安易に歌い去っていない個的なところのある歌である。それから、「面形おもがた」云々という用語も注意すべきであるが、これは、「面形おもがたの忘れむ時しだは大野おほぬろに棚引く雲を見つつ偲しぬばむ」（巻十四・三五二〇）という歌もあり、一しょにして味うことが出来る。




　　　　　　　　　　　○




あぢき無なく何なにの枉言たはこといま更さらに小童言わらはごとする老人おいびとにして 〔巻十一・二五八二〕 作者不詳


　枉言はマガコトと訓よんでいたが、略解で狂言としてタハコトと訓んだ。一首は、何という愚おろかな戯痴たわけたことを俺おれは云ったものか、この老人が年甲斐としがいもなく、今更小供等のような真似まねをして、というので、それでも、あの女が恋しくて堪えられないという意があるのである。これは女に対むかって恋情を打明けたのちに、老体を顧かえりみた趣の歌だが、初句に、「あぢきなく」とあるから、遂げられない恋の苦痛が一番強く来ていることが分かる。これは老人の恋でまことに珍らしいものである。「あぢきなく」は「あづきなく」ともいい、「なかなかに黙もだもあらましをあぢきなく相見始そめても吾は恋ふるか」（巻十二・二八九九）の例がある。実に甲斐のない、まことにつまらないという程の語である。「わらは」は童男童女いずれにもいい、「老人おいびとも女童児をみなわらはも、其しが願ふ心足だらひに」（巻十八・四〇九四）の例がある。

　恋愛の歌は若い男女のあいだの独占で、それゆえ寒山詩にも、老翁娶二少婦一、髪白婦不レ耐、老婆嫁二少夫一、面黄夫不レ愛、老翁娶二老婆一、一一無二棄背一、少婦嫁二少夫一、両両相憐態、とあるのだが、万葉には稀まれにこういう老人の恋の歌もあるのは、人間の実際を虚偽なく詠歎したのが残っているので、賀茂真淵かものまぶちが、「古いにしへの世の歌は人の真心なり」云々うんぬんというのは、こういうところにも触れているのである。なお万葉には、竹取たかとりの翁と娘子等の問答（巻十六）のほかに、石川女郎いしかわのいらつめの、「古りにし嫗おむなにしてや斯くばかり恋にしづまむ手童たわらはの如ごと」（巻二・一二九）があり、「いそのかみ布留ふるの神杉かむすぎ神かむさびて恋をも我は更にするかも」（巻十一・二四一七）、「現うつつにも夢いめにも吾は思もはざりき旧ふりたる君に此処に会あはむとは」（同・二六〇一）等があり、老人の恋でおもしろい。




　　　　　　　　　　　○




奥山おくやまの真木まきの板戸いたどを音おと速はやみ妹いもがあたりの霜しもの上へに宿ねぬ 〔巻十一・二六一六〕 作者不詳


「音速み」は、音がひどいのでの意で、今なら音響の鋭敏などというところを、「音速み」と云っているのは旨いものである。「奥山の真木の」までは序詞。一首の意は、折角女の家まで行って板戸をたたいたが、その音が余り大きく響くので、家人に気づかれるのを怖れて、近くの霜の上に寝た、というので、民謡風のものだが、そう簡単に片付けてしまわれぬものがある。「霜の上に寝ぬ」は民謡的に誇張があり文学的ないい方である。けれどもそれをただの誇張として素通り出来ぬものを感ずるのはどういうわけであろうか。「妹ガ閨ねやノ板戸ヲ開ムトスレバ、音ノ高クテ人ノ聞付ム事ヲ恐レ、サリトテ帰リモエヤラデ其アタリノ霜ノ上ニ一夜寝タルトナリ」（代匠記）の解は簡潔でよいから記して置く。新考で、「音速」を、「押し難み」だろうといったが、それは古今集ばり常識である。




　　　　　　　　　　　○




月夜つくよよみ妹に逢はむと直道ただぢから吾は来つれど夜ぞふけにける 〔巻十一・二六一八〕 作者不詳


「直道」は、真直な道、まわり道しない道のこと、近道。「から」は「より」と同じで、「之乎路しをぢから直越ただこえ来れば羽咋はぐひの海朝なぎしたり船楫ふねかぢもがも」（巻十七・四〇二五）、「直ただに行かず此こゆ巨勢路こせぢから石瀬いはせ踏み求とめぞ吾が来し恋ひて術すべなみ」（巻十三・三三二〇）、「ほととぎす鳴きて過ぎにし岡傍をかびから秋風吹きぬよしもあらなくに」（巻十七・三九四六）などの「から」は皆「より」の意味だから、只今私等の使う「から」は既にこの頃からあったのである。この歌は、急いでまわり道もせずに来たが、それでも夜が更ふけたという、そこに感慨があるのである。直接に女に愬うったえていない客観的ないい方だけれども民謡的な特徴が其処そこに存じている。




　　　　　　　　　　　○




燈ともしびのかげに耀かがよふうつせみの妹いもが咲ゑまひしおもかげに見ゆ 〔巻十一・二六四二〕 作者不詳


　寄レ物述レ思の中に分類せられている。自分の恋しい女が燈火のもとにいて、嬉しそうににこにこしていた時の、何ともいえぬ美しく耀かがやくような現身うつせみ即ち体からだそのものの女が、今おもかげに立って来ている、というのである。この歌は嬉しい心持で女身を讃美しているのだから、幾分誇張があって、美麗過ぎる感があるけれども、本人は骨折っているのだからそれに同情して味う方がいい。「年も経ず帰り来こなむと朝影に待つらむ妹が面影に見ゆ」（巻十二・三一三八）などと較べると、「燈のかげに」の方は覚官的に直接に云っている。




　　　　　　　　　　　○




難波人なにはびと葦火あしび焚たく屋やの煤すしてあれど己おのが妻こそ常とこめづらしき 〔巻十一・二六五一〕 作者不詳


　寄レ物述レ思の一首。難波の人が葦火あしびを焚くので家が煤すすけるが、おれの妻もそのようにもう古び煤けた。けれどもおれの妻はいつまで経たっても見飽きない、おれの妻はやはりいつまでも一番いい、というので、若い者の甘い恋愛ともちがって落着いたうちに無限の愛情をたたえている。軽い諧謔かいぎゃくを含めているのも親しみがあって却かえって好いし、万葉の歌は万事写生であるから、縦たとい平凡のようでも人間の実際が出ているのである。「青山の嶺みねの白雲朝にけに常に見れどもめづらし吾君」（巻三・三七七）、「住吉の里行きしかば春花のいやめづらしき君にあへるかも」（巻十・一八八六）等の例がある。結句ツネメヅラシキと訓んで居り、いずれでも好い。




　　　　　　　　　　　○




馬うまの音とのとどともすれば松蔭まつかげに出いでてぞ見みつる蓋けだし君かと 〔巻十一・二六五三〕 作者不詳


　結句、原文「若君香跡」で、旧訓モシハ・キミカト、考モシモ・キミカトであったのを古義でケダシ・キミカトと訓んだ。「若雲ケダシクモ」（巻十二・二九二九）、「若人見而ケダシヒトミテ」（巻十六・三八六八）の例がある。なお額田王の「古いにしへに恋ふらむ鳥は霍公鳥ほととぎす蓋けだしや鳴きし吾が恋ふるごと」（巻二・一一二）があること既にいった。一首は女が男を待つ心で何の奇も弄ろうしない、つつましい佳よい歌である。そしていろいろと具体的に云っているので、読者にもまたありありと浮んで来るものがあっていい。なおこの歌の次に、「君に恋ひ寝いねぬ朝明あさけに誰たが乗れる馬の足音あのとぞ吾に聞かする」（巻十一・二六五四）、「味酒うまさけの三諸みもろの山に立つ月の見みが欲ほし君が馬の音おとぞする」（同・二五一二）の例がある。




　　　　　　　　　　　○




窓まどごしに月つきおし照てりてあしひきの嵐あらし吹ふく夜よは君きみをしぞ念おもふ 〔巻十一・二六七九〕 作者不詳


　第二句原文「月臨照而」で、旧訓ツキサシイリテであったのを、契沖がツキオシテリテと訓んだ。窓から月が部屋へやまでさし込んで、嵐の吹いてくる今晩は、身に沁みてあなたが恋しゅうございます、というので、月の光と山の風とが特に恋人をおもう情を切実にすることを云っている。私はこの歌で、「窓ごしに月おし照りて」の句に心を牽ひかれている。普通「窓越しに月照る」というと、窓外の庭あたりに月の照る趣のように解するが、「おし照る」が作用をあらわしたから、月光が窓から部屋までさし込んでくることとなり、まことに旨うまい云いかたである。月光を機縁とした恋の歌に、「吾背子がふり放さけ見つつ嘆くらむ清き月夜に雲な棚引き」（巻十一・二六六九）、「真袖もち床うち払ひ君待つと居りし間あひだに月かたぶきぬ」（同・二六六七）等がある。




　　　　　　　　　　　○




彼方をちかたの赤土はにふの小屋をやに霖こさめ降ふり床とこさへ沾ぬれぬ身に副そへ我妹わぎも 〔巻十一・二六八三〕 作者不詳


　これは寄レ雨歌だから、こういう云い方をするようになったもので、「赤土の小屋」即ち、土のうえに建ててある粗末な家に小雨が降って来て床までも沾れた趣である。そこで結句が導かれるわけで、つまりは、「身に副へ我妹」が一首の主眼となるのである。上の句などは大体の意味を心中に浮べて居れば好いので、小説風に種々解釈する必要はなかろうとおもう。民謡的で、労働に携わりながらうたうことも出来る歌である。




　　　　　　　　　　　○




潮しほ満みてば水沫みなわに浮うかぶ細砂まなごにも吾われは生いけるか恋こひは死しなずて 〔巻十一・二七三四〕 作者不詳


　海の潮が満ちて来ると、水みずの沫あわに浮んでいる細こまかい砂の如くに、恋死こいじにもせずに果敢はかなくも生きているのか、というので、物に寄せた歌だから細砂のことなどを持って来たものだろうとおもうが、この点はひどく私の心をひいている。近代の象徴詩などというと雖いえども、かくの如くに自然に行かぬものが多い。「細砂まなごにも」をば、細砂まなごにも自分の命を托して果敢無はかなくも生きていると解するともっと近代的になる。真淵は「み沫ナワの如く浮ぶまさごといひて、我生イキもやらず死もはてず、浮きてたゞよふこゝろをたとへたり」（考）といっている。

　この第四句は、原文「吾者生鹿」で、旧訓ワレハナリシカ、代匠記ワレハナレルカ。略解りゃくげワレハイケルカである。この句を旧訓に従って、ナリシカと訓み、解釈を「細砂になりたいものだ」とする説もある（新考）。いずれにしても、細砂の中に自分の命を托する意味で同一に帰着する。「解衣ときぎぬの恋ひ乱れつつ浮沙うきまなご浮きても吾はありわたるかも」（巻十一・二五〇四）、「白細砂しらまなご三津の黄土はにふの色にいでて云はなくのみぞ我が恋ふらくは」（同・二七二五）等の中には、「浮沙」、「白細砂」とあって、やはり砂のことを云っているし、なお、「八百日やほかゆく浜の沙まなごも吾が恋に豈あにまさらじか奥おきつ島守」（巻四・五九六）、「玉津島磯の浦廻うらみの真砂まなごにも染にほひて行かな妹が触ふりけむ」（巻九・一七九九）、「相模路さがむぢの淘綾よろぎの浜の真砂まなごなす児等こらは愛かなしく思はるるかも」（巻十四・三三七二）等の例がある。皆相当によいもので、万葉歌人の写生力・観入態度の雋敏しゅんびんに驚かざることを得ない。




　　　　　　　　　　　○




朝柏あさがしは閏うる八河辺はかはべの小竹しぬの芽めのしぬびて宿ぬれば夢いめに見えけり 〔巻十一・二七五四〕 作者不詳


　此歌は「しぬびて宿ぬれば夢いめに見えけり」だけが意味内容で、その上は序詞である。やはり此巻に、「秋柏潤和川辺うるわかはべのしぬのめの人に偲しぬべば君に堪たへなく」（巻十一・二四七八）というのがある。この「君に堪へなく」という句はなかなか佳句であるから、二つとも書いて置く。このあたりの歌は、序詞を顧慮しつつ味う性質のもので、取りたてて秀歌というほどのものではない。




　　　　　　　　　　　○




あしひきの山沢やまさは回具ゑぐを採つみに行かむ日だにも逢はむ母は責むとも 〔巻十一・二七六〇〕 作者不詳


　山沢に生はえている回具えぐを採つみにゆく日なりと都合してあなたにお逢いしましょう。母に叱しかられても、というので、当時も母が娘をいろいろ監視していたことが分かる。結句の、「母は責むとも」は、前にあった、「母に障らば」などと同じ気持である。新考で、「逢はせ」と訓み、新訓で其それに従ったが、そうすると、男の方で女にむかっていうことになる。「逢ってください」となるが、少し智的になるだろう。新考のアハセ説は、第四句の「相将」が、古鈔本中（嘉・類）に、「相為」になっているためであった。




　　　　　　　　　　　○




蘆垣あしがきの中なかの似児草にこぐさ莞爾にこよかに我われと笑ゑまして人ひとに知しらゆな 〔巻十一・二七六二〕 作者不詳


「似児草にこぐさ」は箱根草、箱根歯朶しだという説が有力である。「に」の音で「にこよか」（莞爾）に続けて序詞とした。「我と笑まして」は吾と顔合せてにこにこして、吾と共ににこにこしての意。一首の意は、わたしと御一しょにこうしてにこにこしておいでになるところを、人に知られたくないのです、というので、身体的に直接な珍らしい歌である。此は民謡風な読人不知よみびとしらずの歌だが、後に大伴坂上郎女おおとものさかのうえのいらつめが此歌を模倣して、「青山を横ぎる雲のいちじろく吾と笑ゑまして人に知らゆな」（巻四・六八八）という歌を作った。これも面白いが、巻十一の歌ほど身体的で無いところに差違があるから、どちらがよいか鑑別せねばならない。




　　　　　　　　　　　○




道のべのいつしば原はらのいつもいつも人の許さむことをし待またむ 〔巻十一・二七七〇〕 作者不詳


　この歌は、「人の許ゆるさむことをし待たむ」というのが好いので選んだ。男が女の許すのを待つ、気長に待つ気持の歌で、こういう心情もまた女に対する恋の一表現である。この巻の、「梓弓あづさゆみ引きてゆるさずあらませばかかる恋にはあはざらましを」（巻十一・二五〇五）は、女の歌で、やはり身を寄せたことを「許す」と云っている。なお、巻十二（三一八二）に、「白妙の袖の別わかれは惜しけども思ひ乱れて赦ゆるしつるかも」というのがある。この、「赦す」は稍やや趣おもむきが違うが、つまりは同じことに帰着するのである。




　　　　　　　　　　　○




神南備かむなびの浅小竹原あさしぬはらのうるはしみ妾わが思もふ君きみが声こゑの著しるけく 〔巻十一・二七七四〕 作者不詳


　一首の、「神南備の浅小竹原あさしぬはらのうるはしみ」は下の「うるはしみ」に続いて序詞となった。併しかし現今も飛鳥あすかの雷岳いかずちのおかあたり、飛鳥川沿岸に小竹林があるが、そのころも小竹林は繁しげって立派であったに相違ない。当時の人（この歌の作者は女性の趣）はそれを観察していて、「うるはし」に続けたのは、詩的力量として観察しても驚くべく鋭敏で、特に「浅小竹原」と云ったのもこまかい観察である。もっとも、この語は古事記にも、「阿佐士怒波良アサジヌハラ」とある。併しそれよりも感心するのは、一首の中味である、「妾わが思ふ君が声の著しるけく」という句である。自分の恋しくおもう男、即ち夫おっとの声が人なかにあってもはっきり聞こえてなつかしいというので、何でもないようだが短歌のような短い抒情詩の中に、こう自由にこの気持を詠み込むということはむつかしい事なのに、万葉では平然として成し遂げている。




　　　　　　　　　　　○




さ寝ねかにば誰たれとも宿ねめど沖おきつ藻もの靡なびきし君きみが言こと待まつ吾われを 〔巻十一・二七八二〕 作者不詳


　おれと一しょに寝いね兼かねるというのなら、おれは誰とでも寝よう。併し一旦いったんおれに靡なびき寄ったお前のことだから、お前の決心を待っていよう、もう一度思案して、おれと一しょに寝ないかというので、男が女にむかっていうように解釈した。そうすれば「君」は女のことで、今の口語なら、「お前」ぐらいになる。この歌もなかなか複雑している内容だが、それを事も無げに詠よみ了おおせているのは、大体そのころの男女の会話に近いものであったためでもあろうが、それにしても吾等にはこうは自由に詠みこなすことが出来ないのである。初句、「さ寝かにば」は、「さ寝兼ねば」で、寝ることが出来ないならばである。結句の「吾を」の「を」は「よ」に通う詠歎の助詞である。




　　　　　　　　　　　○




山吹やまぶきのにほへる妹いもが唐棣花色はねずいろの赤裳あかものすがた夢いめに見えつつ 〔巻十一・二七八六〕 作者不詳


　この歌は、一首の中に山吹と唐棣はねず即ち庭梅にわうめとを入れてそれの色彩を以て組立てている歌だが、少しく単純化が足りないようである。それにも拘かかわらず此歌を選んだのは、夢に見た恋人が、唐棣はねず色の赤裳を着けていたという、そういう色までも詠み込んでいるのが珍しいからである。万葉集の歌は夢をうたうにしても、かく具体的で写象が鮮明であるのを注意すべきである。




　　　　　　　　　　　○




こもりづの沢さはたづみなる石根いはねゆも通とほしておもふ君きみに逢あはまくは 〔巻十一・二七九四〕 作者不詳


　この歌も、谿間たにまの水の具合をよく観ていて、それを序詞としたのに感心すべく、隠れた水、沢にこもり湧く水が、石根をも通し流れるごとくに、一徹におもっております、あなたに逢うまでは、というので山の歌らしくおもえる。この巻に、「こもりどの沢泉さはいづみなる石根をも通してぞおもふ吾が恋ふらくは」（巻十一・二四四三）というのがあるが、二四四三の方が原歌で、二七九四の方は分かり易く変化したものであろう。そうして見れば、「石根ゆも」は「石根をも」と類似の意味か。




　　　　　　　　　　　○




人言ひとごとを繁しげみと君きみを鶉うづら鳴なく人ひとの古家ふるへに語かたらひて遣やりつ 〔巻十一・二七九九〕 作者不詳


　人の噂うわさがうるさいので、鶉鳴く古い空家のようなところに連れて行って、そこでいろいろとお話をして帰したというので、「君」をば男と解釈していいだろう。この歌で、「語らひて遣りつ」の句は、まことに働きのあるものである。訓は大体考こう・略解りゃくげに従った。




　　　　　　　　　　　○




あしひきの山鳥やまどりの尾をの垂しだり尾をの長ながき長夜ながよを一人ひとりかも宿ねむ 〔巻十一・二八〇二〕 作者不詳


　この歌は、「念おもへども念ひもかねつあしひきの山鳥の尾の永きこの夜を」（巻十一・二八〇二）の別伝として載のっているが、拾遺集恋に人麿作として載り小倉百人一首にも選ばれたから、此処に選んで置いた。内容は、「長き長夜をひとりかも寝む」だけでその上は序詞であるが、この序詞は口調もよく気持よき聯想を伴ともなうので、二八〇二の歌にも同様に用いられた。なお、「あしひきの山鳥の尾の一峰ひとを越え一目ひとめ見し児に恋ふべきものか」（同・二六九四）の如き一首ともなっている。「尾をの一峰ひとを」と続き山を越えて来た趣になっている。この「あしひきの山鳥の尾の」の歌は序詞があるため却って有名になったが、この程度の序詞ならば万葉に可なり多い。





巻第十二




　　　　　　　　　　　○




わが背子が朝あさけの形すがた能よく見みずて今日けふの間あひだを恋こひ暮くらすかも 〔巻十二・二八四一〕 柿本人麿歌集


　私の夫が朝早くお帰りになる時の姿をよく見ずにしまって、一日じゅう物足りなく心寂しく、恋しく暮しております、というのである。「朝明あさけの形すがた」という語は、朝別れる時の夫の事をいうのだが、簡潔に斯ういったのは古語の好い点である。「今日のあひだ」という語も好い語で、「梅の花折りてかざせる諸人もろびとは今日の間あひだは楽しくあるべし」（巻五・八三二）、「真袖もち床うち払ひ君待つと居りし間に月かたぶきぬ」（巻十一・二六六七）、「行方ゆくへ無みこもれる小沼をぬの下思したもひに吾ぞもの思ふ此の頃の間」（巻十二・三〇二二）等の例がある。なお、「朝戸出あさとでの君が光儀すがたをよく見ずて長き春日を恋ひや暮らさむ」（巻十・一九二五）があって、外形は似ているが此歌に及ばないのは、此歌は未いまだ個的なところが失せないからであろうか。




　　　　　　　　　　　○




愛うつくしみ我わが念もふ妹いもを人ひとみなの行ゆく如ごと見みめや手てに纏まかずして 〔巻十二・二八四三〕 柿本人麿歌集


　おれの恋しくおもう女が、今彼方かなたを歩いているが、それをば普通並の女と一しょにして平然と見て居られようか、手にも纏くことなしに、というのである。あの女を手にも纏かずに居るのはいかにも辛つらいが、人目が多いので致し方が無いということが含まっている。これだけの意味だが、こう一首に為上しあげられて見ると、まことに感に乗って来て棄てがたいものである。「人皆の行くごと見めや」の句は強くて情味を湛たたえ、情熱があってもそれを抑おさえて、傍観しているような趣が、この歌をして平板から脱却せしめている。無論民謡風ではあるが、未だ語気が求心的である。




　　　　　　　　　　　○




山河やまがはの水陰みづかげに生おふる山草やますげの止やまずも妹いもがおもほゆるかも 〔巻十二・二八六二〕 柿本人麿歌集


　上句は序詞で、中味は、「やまずも妹がおもほゆるかも」だけの歌で別に珍らしいものではない。また、「山菅のやまずて君を」、「山菅のやまずや恋ひむ」等の如く、「山菅の・やまず」と続けたのも別して珍らしくはない。ただ、山中を流れている水陰みずかげにながく靡なびくようにして群生している菅すげという実際の光景、特に、「水陰」という語に心を牽ひかれて私はこの歌を選んだ。この時代の人は、幽玄などとは高調しなかったけれども、こういう幽かにして奥深いものに観入していて、それの写生をおろそかにしてはいないのである。此歌は人麿歌集出だから人麿或時期の作かも知れない。「あまのがは水陰みづかげ草の」（巻十・二〇一三）とあるのも、こういう草の趣であろうか。




　　　　　　　　　　　○




朝あさ去ゆきて夕ゆふべは来きます君きみゆゑにゆゆしくも吾あは歎なげきつるかも 〔巻十二・二八九三〕 作者不詳


「君ゆゑに」は、屡しばしば出てくる如く、「君によって恋うる」、即ち「君に恋うる」となるのだが、もとは、「君があるゆえにその君に恋うる」という意であったのであろうか。一首の意は、朝はお帰りになっても夕方になるとまたおいでになるあなたであるのに、我ながら忌々いまいましくおもう程に、あなたが恋しいのです、待ちきれないのです、という程の歌で、此処の「ゆゆし」は忌々いまいまし、厭いとわしぐらいの意。「言ことにいでて言はばゆゆしみ山川の激たぎつ心をせかへたるかも」（巻十一・二四三二）の如き例がある。この巻十一の歌の結句訓は、「せきあへてけり」（略解）、「せきあへにたり」（新訓）、「せきあへてあり」（総釈）等がある。「ゆゆし」は、慎つつしみなく、憚はばからずという意もあって、結局同一に帰するのだから、此歌の場合も、「慎しみもなく」と翻ほんしてもいいが、忌々しいの方がもっと直接的に響くようである。




　　　　　　　　　　　○




玉勝間たまかつま逢あはむといふは誰たれなるか逢あへる時ときさへ面隠おもがくしする 〔巻十二・二九一六〕 作者不詳


「玉勝間」は逢うの枕詞で、タマは美称、カツマはカタマ（籠・筐）で、籠には蓋ふたがあって蓋と籠とが合うので、逢うの枕詞とした。一首の意は、一体逢おうといったのは誰でしょう。それなのに折角せっかく逢えば、顔を隠したり何かして、というので、男女間の微妙な会話をまのあたり聞くような気持のする歌である。これは男が女に向っていっているのだが、云われて居る女の甘い行為までが、ありありと眼に見えるような表現である。女の男を回避するような行為がひどく覚官的であるが、それが毫ごうも婬靡いんびでないのは簡浄かんじょうな古語のたまものである。前にも、「面隠さるる」というのがあったが、また、「面無おもなみ」というのもあり、実体的で且かつ微妙な味いのあるいい方である。




　　　　　　　　　　　○




幼婦をとめごは同おなじ情こころに須臾しましくも止やむ時ときも無なく見みむとぞ念おもふ 〔巻十二・二九二一〕 作者不詳


　この幼婦おとめのわたくしも、あなた同様、暫しばらくも休むことなく、絶えずあなたにお逢いしたいのです、というのであるが、男から、絶えずお前を見たいと云って来たのに対して、こういうことを云ったものであろう。この歌では、「同じこころに」と云ったのが好い。「死しにも生いきも同じ心と結びてし友や違たがはむ我も依りなむ」（巻十六・三七九七）、「紫草むらさきを草と別わく別わく伏す鹿の野は異ことにして心は同じ」（巻十二・三〇九九）等が参考になるだろう。なお、この歌で注意すべきは、「幼婦をとめごは」といったので、これは「わたくしは」というのと同じだが、客観的に「幼婦は」というのに却かえって親しみがあるようであり、「幼婦をとめご」というから此歌がおもしろいのである。




　　　　　　　　　　　○




今いまは吾あは死しなむよ我背わがせ恋こひすれば一夜ひとよ一日ひとひも安やすけくもなし 〔巻十二・二九三六〕 作者不詳


　一首の意は、あなたよ、もう私は死んでしまう方が益ましです、あなたを恋すれば日は日じゅう夜は夜じゅう心の休まることはありませぬ、というので、女が男に愬うったえた趣おもむきの歌である。「死なむよ」は、「死なむ」に詠歎の助詞「よ」の添わったもので、「死にましょう」となるのであるが、この詠歎の助詞は、特別の響を持ち、女が男に愬える言葉としては、甘くて女の声その儘ままを聞くようなところがある。この歌を選んだのは、そういう直接性が私の心を牽ひいたためであるが、後世の恋歌になると、文学的に間接に堕おち却って悪くなった。

　巻四（六八四）、大伴坂上郎女の、「今は吾は死なむよ吾背生けりとも吾に縁よるべしと言ふといはなくに」という歌は、恐らく此歌の模倣だろうから、当時既に古歌として歌を作る仲間に参考せられていたことが分かる。なお集中、「今は吾は死なむよ吾妹わぎも逢はずして念おもひわたれば安けくもなし」（巻十二・二八六九）、「よしゑやし死なむよ吾妹わぎも生けりとも斯くのみこそ吾が恋ひ渡りなめ」（巻十三・三二九八）というのがあり、共に類似の歌である。「死なむよ」の語は、前云ったように直接性があって、よく響くので一般化したものであろう。併し、「死なむよ我背」と女のいう方が、「死なむよ我妹」と男のいうよりも自然に聞こえるのは、後代の私の僻眼ひがめからか。ただ他の歌が皆この歌に及ばないところを見ると、「今は吾は死なむよ我背」が原作で、従って、「死なむよ我背」が当時の人にも自然であっただろうと謂いうことが出来る。




　　　　　　　　　　　○




吾わが齢よはひし衰おとろへぬれば白細布しろたへの袖そでの狎なれにし君きみをしぞ念おもふ 〔巻十二・二九五二〕 作者不詳


　一首の意は、おれも漸ようやく年をとって体も衰えてしまったが、今しげしげと通わなくとも、長年狎なれ親しんだお前のことが思出されてならない、という程の意で、「君」というのを女にして、男の歌として解釈したのであった。無論民謡的にひろがり得る性質の歌だから、「君」をば男にして女の歌と解釈することも出来るが、やはり老人の述懐的な恋とせば男の歌とする方が適当ではなかろうか。さすれば、女のことを「君」といった一例である。それから、「白細布の袖の」までは「狎れ」に続く序詞であるが、やはり意味の相関聯するものがあり、衣の袖を纏まき交かわした時の情緒じょうしょがこの序詞にこもっているのである。

　万葉に老人の恋を詠んだ歌のあることは既に前にも云ったが、なお巻十三には、「天橋あまはしも長くもがも、高山も高くもがも、月読つくよみの持もたる変若水をちみづ、い取り来て君に奉まつりて、変若をち得しむもの」（三二四五）、反歌に、「天あめなるや月日の如く吾が思もへる公きみが日にけに老ゆらく惜しも」（三二四六）があり、なお、「沼名河ぬながはの底なる玉、求めて得し玉かも、拾ひりひて得し玉かも、惜あたらしき君が、老ゆらく惜しも」（三二四七）というのもある。これは女が未だ若く、男の老いゆく状況の歌であるが、男を玉に比したり、日月に比したりして大切にしている女の心持が出ていて珍しいものである。なお、「悔しくも老いにけるかも我背子が求むる乳母おもに行かましものを」（巻十二・二九二六）というのもある。これは女の歌だが、諧謔かいぎゃくだから、女はいまだ老いてはいないのであろう。略解りゃくげに、「袖のなれにしとは、年経て袖のなれしと、その男の馴来なれこしとを兼かね言ひて、君も我も齢よはひのおとろへ行につけて、したしみのことになれるを言へり」とあって、女の作った歌の趣にしているのは契沖以来の説である。




　　　　　　　　　　　○




ひさかたの天あまつみ空そらに照てれる日ひの失うせなむ日ひこそ吾わが恋こひ止やまめ 〔巻十二・三〇〇四〕 作者不詳


　この恋はいつまでも変らぬ、空の太陽が無くなってしまうならば知らぬこと、というのであるが、恋に苦しんでいるために、自然自省的なような気持で、こういう云い方をしているのである。後代の読者には、何か思想的に歌ったようにも感ぜられるけれども、いい方かたの動機はそういうのではなく、もっと具体的な気持があるのである。この種のものには、「天地あめつちに少し至らぬ丈夫ますらをと思ひし吾や雄心をごころもなき」（巻十二・二八七五）、「大地おほつちも採とらば尽きめど世の中に尽きせぬものは恋にしありけり」（巻十一・二四四二）、「六月みなつきの地つちさへ割さけて照る日にも吾が袖乾ひめや君に逢はずして」（巻十・一九九五）等は、同じような発想の為方しかたの歌として味うことが出来る。心持が稍やや間接だが、先ず万葉の歌の一体として珍重ちんちょうしていいだろう。なお、「外目よそめにも君が光儀すがたを見てばこそ吾が恋やまめ命死なずは」（巻十二・二八八三）があり、「わが恋やまめ」という句が入って居る。




　　　　　　　　　　　○




能登のとの海うみに釣つりする海人あまの漁火いさりびの光ひかりにい往ゆく月つき待まちがてり 〔巻十二・三一六九〕 作者不詳


　まだ月も出ず暗いので、能登の海に釣している海人あまの漁火いさりびの光を頼りにして歩いて行く、月の出を待ちながら、というので、やはり相聞そうもんの気持の歌であろう。男が通ってゆく時の或時の逢遭ほうそうを詠よんだものと解釈していいだろうが、比較的独詠的な分子がある。「光に」の「に」という助詞は此歌の場合には注意していいもので、「み空ゆく月の光にただ一目あひ見し人し夢にし見ゆる」（巻四・七一〇）、「玉だれの小簾をすの隙すけきに入りかよひ来こね」（巻十一・二三六四）、「清き月夜に見れど飽かぬかも」（巻二十・四四五三）、「夜のいとまに摘める芹せりこれ」（同・四四五五）等の「に」と同系統のもので色調の稍ちがうものである。なお、「夕闇は道たづたづし月待ちて往ゆかせ吾背子その間にも見む」（巻四・七〇九）と此歌と気持が似て居る。いずれにしても燈火を余り使わずに女のもとに通ったころのことが思出されておもしろいものである。




　　　　　　　　　　　○




あしひきの片山雉かたやまきぎし立たちゆかむ君きみにおくれて顕うつしけめやも 〔巻十二・三二一〇〕 作者不詳


　旅立ってゆく男にむかって女の云った歌の趣である。「片山雉」までは「立つ」につづく序詞である。旅立たれるあなたと離れて私ひとりとり残されて居るなら、もう心もぼんやりしてしまいましょう、というので、「顕うつしけめやも」、現うつつごころに、正気で、確しっかりして居ることが出来ようか、それは出来ずに、心が乱れ、茫然ぼうぜんとして正気しょうきを失うようになるだろうという意味に落着くのである。この雉を持って来た序詞は、鑑賞の邪魔をするようでもあるが、私は、意味よりも音調にいいところがあるので棄すて難かったのである。「偽いつわりも似つきてぞする現うつしくもまこと吾妹子われに恋ひめや」（巻四・七七一）、「高山と海こそは、山ながらかくも現うつしく」（巻十三・三三三二）、「大丈夫ますらをの現心うつしごころも吾は無し夜昼といはず恋ひしわたれば」（巻十一・二三七六）等が参考となるだろう。なお、「春の日のうらがなしきにおくれゐて君に恋ひつつ顕うつしけめやも」（巻十五・三七五二）という、狭野茅上娘子さぬのちがみのおとめの歌は全くこの歌の模倣である。おもうに当時の歌人等は、家持やかもちなどを中心として、古歌を読み、時にはかく露骨に模倣したことが分かり、模倣心理の昔も今もかわらぬことを示している。「丹波道たにはぢの大江おほえの山の真玉葛またまづら絶えむの心我が思はなくに」（巻十二・三〇七一）というのも序詞の一形式として書いておく。

　以上で巻十二の選は終ったが、従属的にして味ってもいいものが若干首あるから序ついでに書記かきしるしておこう。たいして優れた歌ではない。

死なむ命此ここは念おもはずただにしも妹に逢はざる事をしぞ念おもふ （巻十二・二九二〇）

各自おのがじしひと死しにすらし妹に恋ひ日ひに日けに痩やせぬ人に知らえず （同・二九二八）

うまさはふ目には飽けども携たづさはり問はれぬことも苦しかりけり （同・二九三四）

思ふにし余りにしかば術すべを無み吾はいひてき忌いむべきものを （同二九四七）

現身うつせみの常の辞ことばとおもへども継つぎてし聞けば心惑まどひぬ （同・二九六一）

あしひきの山より出づる月待つと人にはいひて妹待つ吾を （同・三〇〇二）

夕月夜ゆふづくよあかとき闇のおぼほしく見し人ゆゑに恋ひわたるかも （同・三〇〇三）






巻第十三




　　　　　　　　　　　○




相坂あふさかをうち出いでて見みれば淡海あふみの海み白木綿花しらゆふはなに浪なみたちわたる 〔巻十三・三二三八〕 作者不詳


　長歌の反歌で、長歌は、「山科やましなの石田いはたの森の、皇神すめがみに幣帛ぬさとり向けて、吾は越えゆく、相坂あふさか山を」云々。もう一つのは、「我妹子に淡海あふみの海うみの、沖つ浪来寄す浜辺を、くれぐれと独ぞ我が来し、妹が目を欲り」云々というので、大和から近江の恋人の処に通う趣の歌である。この短歌の意味は、相坂おうさか（逢坂）山を越えて、淡海おうみの湖水の見えるところに来ると、白木綿しらゆうで作った花のように白い浪が立っている、というので、大きい流動的な調子で歌っている。この調子は、はじめて湖の見え出した時の感じに依るもので、従って恋人に近づいたという情緒じょうちょにも関聯するのである。そこで、「うち出でて見れば」と云って、「浪たちわたる」と結んでいるのである。即ちこの歌では「見れば」が大切だということになり、源実朝みなもとのさねともの、「箱根路をわが越え来れば伊豆の海や沖の小島に波の寄る見ゆ」との比較の時にも伊藤左千夫がそう云っている。実際、万葉の此歌に較くらべると実朝の歌が見劣みおとりのするのは、第一声調がこの歌ほど緊張していないからであった。この歌は、「白木綿花（神に捧げる幣ぬさの代用とした造花）に」などと現代の人の耳に直ぐには合わないような事を云っているが、はじめて見え出した湖に対する感動が極めて自然にあらわれているのが好いのである。第三句は、アフミノミでもアフミノウミでもどちらでも好い。それから、「淡海の海」と、「伊豆の海や」との比較にもなるのであるが、やはり「淡海の海」とした方がまさっているだろう。次にこの歌では、「相坂をうち出でて見れば」と云っているが、これを赤人の、「田児の浦ゆうち出でて見れば」と比較することも出来る。「打出でて見れば」は「打出の浜」という名とは関係なく、若もしあっても後世の命名であろう。




　　　　　　　　　　　○




敷島しきしまの日本やまとの国くにに人ひと二人ふたりありとし念もはば何なにか嗟なげかむ 〔巻十三・三二四九〕 作者不詳


　一首の意は、若しもこの日本の国にあなたのような方がお二人おいでになると思うことが出来ますならば、何どうしてこんなに嗟なげきましょう。恋しいあなたが唯ただお一人のみゆえこんなにも悲しむのです、というので、この歌の「人」は貴方あなたというぐらいの意味である。この歌は女としての心の働き方が特殊で、今までの相聞歌の心の動き方と違うところがあっていい。この歌の長歌は、「敷島の大和の国に、人さはに満ちてあれども、藤波の思ひ纏まつはり、若草の思ひつきにし、君が目に恋ひやあかさむ、長きこの夜を」（三二四八）というので、この反歌と余り即つき過ぎぬところが旨うまいものである。この長歌の「人」は人間というぐらいの意だが、やはり男という意味が勝っているであろう。

　略解りゃくげで、「わがおもふ人のふたりと有ものならば、何かなげくべきと也」と云ったのは簡潔でいい。なお、この短歌の、「人二人」云々につき、代匠記で遊仙窟ゆうせんくつの「天上無レ双ナラビ人間ヨノナカニ有レ一ヒトリノミ」という句を引いていたが、この歌の作られた頃に、遊仙窟が渡来したか奈何どうかも定めがたいし、「人二人ありとし念はば」というようないい方は相聞心の発露としてそのころでも云い得たものであろう。明治新派和歌のはじめの頃、服部躬治はっとりもとはる氏は、「天地の間に存在せるはたゞ二人のみ。二人のみと観ぜむは、夫婦それ自身の本能なり。観ぜざるべからざるにあらず、おのづからにして観ずべしとす。夫婦はしかも一体なり。大なる我なり。我を離れて天地あらず、天地の相は我の相なり。既に我の相を自識し、我の存在を自覚せらば、何をもとめて何かなげかむ。我は長とこしへに安かるべく、世は時じくに楽しかるべし。蓋けだしこの安心は絶対なり」（恋愛詩評釈）と解釈し、古義の解釈を、「何ぞそれ鑑識のひくきや」等と評したのであったが、やはり従来の解釈（略解・古義等）の方が穏当であった。併し新派和歌当時の万葉鑑賞の有様を参考のために示そうとしてここに引用したのである。




　　　　　　　　　　　○




川かはの瀬せの石いしふみ渡わたりぬばたまの黒馬くろまの来くる夜よは常つねにあらぬかも 〔巻十三・三三一三〕 作者不詳


　長歌の反歌で、長歌は、「こもりくの泊瀬小国はつせをぐにに、よばひせす吾がすめろぎよ」云々という女の歌である。この短歌は、川瀬の石を踏渡って私のところに黒馬の来る晩はいつでも変らずこうあらぬものか、毎晩御通いになることを御願しております、というので、「常にあらぬかも」は疑問をいって、願望になっているのである。「我が命も常にあらぬか昔見し象きさの小河をがはを行きて見むため」（巻三・三三二）の「常にあらぬか」がやはりそうである。巻四（五二五）、坂上郎女さかのうえのいらつめの、「佐保河の小石こいし踏み渡りぬばたまの黒馬の来る夜は年にもあらぬか」は、恐らくこの歌の模倣だろうと想像すれば、既に古歌として伝誦せられ、作歌の時の手本になったものと見える。「黒馬」といったのは印象的でいい。

　巻十三から選んだ短歌は以上のごとく少いが、巻十三は長歌で特色のあるものが多い。然るにこの選は長歌を止めたから、その結果がかくのごとくになった。





巻第十四




　　　　　　　　　　　○




夏麻なつそ引ひく海上潟うなかみがたの沖おきつ渚すに船ふねはとどめむさ夜よふけにけり 〔巻十四・三三四八〕 東歌


　この巻十四は、いわゆる「東歌あずまうた」になるのであるが、東歌は、東国地方に行われた、概して民謡風な短歌を蒐集しゅうしゅう分類したもので、従って巻十・十一・十二あたりと同様作者が分からない。併し、作者も単一でなく、中には京から来た役人、旅人等の作もあろうし、京に住んだことのある遊行女婦うかれめのたぐいも交っていようし、或は他から流れこんだものが少しく変形したものもあり、京に伝達せられるまで、（折口博士は、大倭宮廷に漸次に貯留せられたものと考えている。）幾らか手を入れたものもあるだろう。そういう具合に単一でないが、大体から見て東国の人々によって何時いつのまにか作られ、民謡として行われていたものが大部分を占めるようである。従って巻十四の東歌だけでも、年代は相当の期間が含まれているものの如く、歌風は、大体訛語かごを交えた特有の歌調であるが、必ずしも同一歌調で統一せられたものではない。

「夏麻なつそひく」は夏なつの麻あさを引く畑畝はたうねのウネのウからウナカミのウに続けて枕詞とした。「海上潟」は下総しもうさに海上うなかみ郡があり、即ち利根とね川の海に注ぐあたりであるが、この東歌で、「右一首、上総国かみつふさのくにの歌」とあるのは、古いにしえ上総にも海上郡があり、今市原郡に合併せられた、その海上うなかみであろう。そうすれば東京湾に臨のぞんだ姉ヶ崎附近だろうとせられて居る。一首の意は、海上潟の沖にある洲すのところに、船を泊とめよう、今夜はもう更ふけてしまった、というのである。単純素朴で古風な民謡のにおいのする歌である。「船はとどめむ」はただの意嚮いこうでなく感慨が籠っていてそこで一たび休止している。それから結句を二たび起して詠歎の助動詞で止めているから、下の句で二度休止がある。此歌は、伸々のびのびとした歌調で特有な東歌ぶりと似ないので、略解りゃくげなどでは、東国にいた京役人の作か、東国から出でて京に仕えた人の作ででもあろうかと疑っている。また巻七（一一七六）に、「夏麻引く海上潟の沖つ洲に鳥はすだけど君は音もせず」というのがあって、上の句は全く同一である。この巻七の歌も古い調子のものだから、どちらかが原歌で他は少し変化したものであろう。巻七の歌も「覉旅にて作れる」の中に集められているのだから、東国での作だろうと想像せられるにより、二つとも伝誦せられているうち、一つは東歌として蒐集せられたものの中に入ったものであろう。二つ較べると巻七の方が原歌のようでもある。

　この歌の次に、「葛飾かつしかの真間の浦廻うらみを榜こぐ船の船人さわぐ浪立つらしも」（巻十四・三三四九）という東歌（下総国歌）があるのに、巻七（一二二八）に、「風早の三穂の浦廻を傍ぐ船の船人さわぐ浪立つらしも」という歌があって、下の句は全く同じであり、風早の三穂は風早を風の強いことに解し、三穂を駿河するがの三保だとせば、どちらかが原歌で、伝誦せられて行った近国の地名に変形したもので、巻七の歌の方が原歌らしくもある。併しかし、此等の東歌というのも、やはり東国で民謡として行われていたことは確かであろう。仙覚抄せんがくしょうに、「ヨソヘヨメル心アルベシ」云々とあるのは、民謡的なものに感じての説だとおもう。




　　　　　　　　　　　○




筑波嶺つくばねに雪ゆきかも降ふらる否いなをかも愛かなしき児ころが布にぬ乾ほさるかも 〔巻十四・三三五一〕 東歌


　常陸国ひたちのくにの歌という左注が附いている。一首の意は、白く見えるのは筑波山にもう雪が降ったのか知ら、いやそうではなかろう、可哀かあいい娘が白い布ぬのを干しているのだろう、というほどの意で、「否をかも」は「否かも」で「を」は調子のうえで添えたもの、文法では感歎詞の中に入れてある。「相見ては千歳や去いぬる否いなをかも我や然しか念ふ君待ちがてに」（巻十一・二五三九）の「否をかも」と同じである。古樸こぼくな民謡風のもので、二つの聯想れんそうも寧むしろ原始的である。それに、「降れる」というところを「降らる」と訛なまり、「乾せる」というところを「乾さる」と訛り、「かも」という助詞を三つも繰返して調子を取り、流動性進行性の声調を形成しているので、一種の快感を以て労働と共にうたうことも出来る性質のものである。「かなしき」は、心の切せつに動く場合に用い、此処では可哀かあいくて為方しかたのないという程に用いている。「児ろ」の「ろ」は親しんでつけた接尾辞で、複数をあらわしてはいない。この歌はなかなか愛すべきもので、東歌の中でもすぐれて居る。

　ニヌは原文「爾努」で旧訓ニノ。仙覚抄でニヌと訓よみ、考こうでニヌと訓んだ。布ぬのの事だが、古鈔本中、「爾ニ」が「企キ」になっているもの（類聚古集るいじゅうこしゅう）があるから、そうすれば、キヌと訓むことになる。即ち衣きぬとなるのである。




　　　　　　　　　　　○




信濃しなぬなる須賀すがの荒野あらのにほととぎす鳴なく声こゑきけば時とき過すぎにけり 〔巻十四・三三五二〕 東歌


「すがの荒野」を地名とすると、和名鈔わみょうしょうの筑摩郡苧賀ソガ郷で、梓あずさ川と楢井ならい川との間の曠野こうやだとする説（地名辞書）が有力だが、他にも説があって一定しない。元は普通名詞即ち菅の生えて居る荒野という意味から来た土地の名だろうから、此処は信濃の一地名とぼんやり考えても味うことが出来る。一首の意は、信濃の国の須賀の荒野に、霍公鳥ほととぎすの鳴く声を聞くと、もう時季が過ぎて夏になった、というのである。霍公鳥の鳴く頃になったという詠歎えいたんで、この季節の移動を詠歎する歌は集中に多いが、この歌は民謡風なものだから、何か相聞的な感じが背景にひそまっているだろう。「秋萩の下葉の黄葉もみぢ花につぐ時過ぎ行かば後のち恋ひむかも」（巻十・二二〇九）、次に評釈する、「このくれの時移りなば」（巻十四・三三五五）、「わたつみの沖つ繩海苔なはのり来る時と妹が待つらむ月は経につつ」（巻十五・三六六三）、「恋ひ死なば恋ひも死ねとやほととぎす物思もふ時に来鳴き響とよむる」（同・三七八〇）等の心持を参照すれば、此歌の背後にある恋愛情調をも感じ得るのである。つまり誰かを待つという情調であろう。そして信濃国でこういう歌が労働のあいまなどに歌われたものであろう。民謡だから自分等のうたう歌に地名を入れるので、他にも例が多く、必ずしも覉旅にあって詠んだとせずともいいであろう。「アラノ」（安良能）といって「アラヌ」（安良努）と云わなかったのは、この歌ではアラノと発音していたことが分かる。一種の地方訛なまりであっただろう。この歌の調子はほかの東歌と似ていないが、こういう歌をも信濃でうたっていたと解釈すべきで、共に日本語だから共通していて毫ごうもかまわぬのである。賀茂真淵かものまぶちが、この歌を模倣して、「信濃なる菅の荒野を飛ぶ鷲わしの翼つばさもたわに吹く嵐あらしかな」と詠よんだが、未だ万葉調になり得なかった。「吹く嵐かな」などという弱い結句は万葉には絶対に無い。




　　　　　　　　　　　○




天あまの原はら富士ふじの柴山しばやま木この暗くれの時とき移ゆつりなば逢あはずかもあらむ 〔巻十四・三三五五〕 東歌


　これは駿河国歌で相聞として分類している。「天のはら富士の柴山木の暗くれの」までは「暮くれ」（夕ぐれ）に続く序詞で、空に聳そびえている富士山の森林のうす暗い写生から来ているのである。一首の意は夕方に逢おうと約束したから、こうして待っているがなかなか来ず、この儘まま時が移って行ったら逢うことが出来ないのではないか知らん、というので、この内容なら普通であるが、そのあたりで歌った民謡で、富士の森林を入れてあるし、ウツリ（移り）をユツリと訛なまっていたりするので、東歌として集められたものであろう。この歌の、「時移りなば」の句は、時間的には短いが、その気持は、前の「信濃なる」の歌を解釈する参考となるものである。取りたてていう程の歌でないが、「妹が名も吾が名も立たば惜しみこそ富士の高嶺たかねの燃えつつわたれ」（巻十一・二六九七）などと共に、富士山を詠みこんでいるので注意したのであった。




　　　　　　　　　　　○




足柄あしがらの彼面此面をてもこのもに刺さす羂わなのかなる間ましづみ児ころ我あれ紐ひも解とく 〔巻十四・三三六一〕 東歌


　相模国さがむのくに歌で、足柄は範囲はひろかったが、此処は足柄山とぼんやり云っている。「彼面此面をてもこのも」は熟語で、あちらにもこちらにもというのであろう。下に、「筑波嶺つくばねのをてもこのもに」（三三九三）という例があり、東歌的訛なまりの口調である。巻十七（四〇一一）の長歌で家持が、「あしひきのをてもこのもに鳥網となみ張り」云々うんぬんと使ったのは、此歌の模倣で必ずしも都会語ではなかっただろう。「かなる間しづみ」はよく分からない。代匠記では鹿鳴間沈カナルマシヅミで、鹿の鳴いて来る間に屏息へいそくして待っている意に取ったが、或は、「か鳴る間しづみ」で、羂わなに動物がかかって音立てること、鳴子なるこのような装置でその音響を知ることで、「か鳴る」の「か」は接頭辞であろう。その動物のかかる問、じっと静かにして、息をこらしてということになるであろう。

　一首の意は、「かなる間しづみ」までは序詞で、いろいろとうるさい噂うわさなどが立つが、じっとこらえて、こうしてお前とおれは寝るのだよ、というのである。代匠記に、「シノビテ通フ所ニモ皆人ノ臥ふしシヅマルヲ待テ児等モ吾モ共ニ下紐解トナリ」と云っている。結句の、八音の中に、「児ろ吾あれ紐解く」即ち、可哀い娘と己おれとがお互に着物の紐を解いて寝る、という複雑なことを入れてあり、それが一首の眼目なのだから、調子がつまってなだらかに伸のびていない。それに上の方も順じて調子がやはり重く圧搾あっさくされているが、全体としては進行的な調子で、労働歌の一種と感ずることが出来る。恐らく足柄山中の樵夫きこりなどの間に行われたものであっただろう。調子も古く感じ方材料も古樸こぼくでおもしろいものである。

「荒男あらしをのい小箭をさ手挾たばさみ向ひ立ちかなる間ましづみ出でてと我あが来る」（巻二十・四四三〇）は「昔年さきつとしの防人さきもりの歌」とことわってあるが、此歌にも、「かなる間しづみ」という語が入っている。併し此語は巻十四の歌語を踏まえて作ったものと看做みなすことも出来るから、この語の原意は巻十四の方にあるだろう。なお、「はろばろに家を思ひ出で、負征箭おひそやのそよと鳴るまで、歎きつるかも」（巻二十・四三九八）、「この床のひしと鳴るまで嘆きつるかも」（巻十三・三二七〇）がある。




　　　　　　　　　　　○




ま愛がなしみさ寝ねに吾わは行ゆく鎌倉かまくらの美奈みなの瀬河せがはに潮しほ満みつなむか 〔巻十四・三三六六〕 東歌


　相模国歌で、「みなの瀬河」は今の稲瀬川で坂の下の東で海に入る小川である。一首は、恋しくなってあの娘の処に寝に行くが、途中の鎌倉のみなのせ川に潮が満ちて渡りにくくなっているだろうか、というのである。「潮満つなむか」は、「潮満つらむか」の訛なまりである。内容は古樸な民謡で取りたてていう程のものではないが、歌調が快く音楽的に運ばれて行くのが特色で、こういう独特の動律どうりつで進んでゆく歌調は、人麿の歌などにも無いものである。例えば、「玉裳の裾に潮みつらむか」（巻一・四〇）でもこう無邪気には行かぬところがある。また、「ま愛がなしみ寝ねらく愛はしけらくさ寝ならくは伊豆の高嶺たかねの鳴沢なるさはなすよ」（三三五八或本歌）などでも東歌的動律だが、この方には繰返しが目立つのに、鎌倉の歌の方はそれが目立たずに快い音のあるのは不思議である。




　　　　　　　　　　　○




武蔵野むさしぬの小岫をぐきが雉きざし立たち別わかれ往いにし宵よひより夫せろに逢あはなふよ 〔巻十四・三三七五〕 東歌


「岫」は和名鈔わみょうしょうに山穴似レ袖云々といっているが、小山に洞ほらなどがあって雉子の住む処を聯想せしめる。雉が飛立つので、「立ち別れ」に続く序詞とした。「逢はなふよ」は「逢わず・よ」「逢わぬ・よ」、「逢わない・よ」である。一首の意は、あの晩に別れたきり、いまだに恋しい夫に逢あわずに居ります、という女の歌であるが、結句の訛なまりと、「よ」なども特殊なものにしている。東歌には、結句に、「鳴沢なるさはなすよ」などもあり、他に余りない結句である。この歌の結句は、「崩岸辺あずへから駒の行ゆこ如のす危あやはども人妻ひとづま児ころをまゆかせらふも」（巻十四・三五四一）（目ゆかせざらむや）のに似ている。一首全体として見れば、武蔵野と丘陵と雉の生活と、別れた夫を慕う心と合体がったいして邪気の無い快い歌を形成している。




　　　　　　　　　　　○




鳰鳥にほどりの葛飾かづしか早稲わせを饗にへすとも其その愛かなしきを外とに立たてめやも 〔巻十四・三三八六〕 東歌


　下総国の歌。鳰鳥（かいつぶり）は水に潜かずくので、葛飾かずしかのかずへの枕詞とした。葛飾は今の葛飾かつしか区一帯。「饗にえ」は神に新穀を供え祭ること、即ち新嘗にいなめの祭をいう。「にへ」は贄にえで、「にひなめ」は、「にへのいみ」（折口博士）の義だとしてある。一首の意は、今は縦たとい葛飾で出来た早稲の新米を神様に供えてお祭をしている大切な、身を潔きよくしていなければならない時であっても、あの恋いとしいお方のことですから、空むなしく家の外に立たせては置きませぬ、というので、「その愛しき」の「その」は憶良の歌にもあった、「そのかの母も」（巻三・三三七）の場合と同じである。軽く「あの」ぐらいにとればいい。それにしても、自分の恋しいあのお方ということを、「その愛かなしきを」という、簡潔でぞくぞくさせる程の情味もこもりいる、まことに旨うまい言葉である。農業民謡で、稲扱いねこきなどをしながら大勢して歌うこともまた可能である。




　　　　　　　　　　　○




信濃路しなぬぢは今いまの墾道はりみち刈株かりばねに足あし踏ふましむな履くつ著はけ我わが夫せ 〔巻十四・三三九九〕 東歌


　信濃国歌。「今の墾道はりみち」は、まだ最近の墾道というので、「新治にひばりの今つくる路みちさやかにも聞きにけるかも妹が上のことを」（巻十二・二八五五）が参考になる。一首の意は、信濃の国の此こ処この新開道路は、未だ出来たばかりで、木や竹の刈株があってあぶないから、踏んで足を痛めてはなりませぬ、吾が夫よ、履くつをお穿はきなさい、というのである。履は藁靴わらぐつであっただろう。これも、旅人の気持でなく、現在其処そこにいても、「信濃路は」といっていること、前の、「信濃なる須賀の荒野に」と同じである。山野を歩いて為事しごとをする夫の気持でやはり農業歌の一種と看みていい。「かりばね」は「苅れる根を言ふべし」（略解）だが、原意はよく分からぬ。近時「刈生根かりふね」の転（井上博士）だろうという説をたてた。私の郷里では足を踏むことをカックイ・フムといっている。




　　　　　　　　　　　○




吾あが恋こひはまさかも悲かなし草枕くさまくら多胡たこの入野いりぬのおくもかなしも 〔巻十四・三四〇三〕 東歌


　上野国かみつけぬのくに歌。「多胡」は上野国多胡たこ郡。今は多野たの郡に属した。「草枕」を「多胡」の枕詞としたのは、タビのタに続けたので変則の一つである。垂水之水能早敷八師タルミノミヅノハシキヤシ（巻十二・三〇二五）で、ハヤシのハとハシキヤシのハに続けたたぐいである。「入野」は山の方へ深く入りこんだ野という意味であろう。「まさか」は「正まさか」で、まさしく、現に、今、等の意に落着くだろう。「梓弓あづさゆみすゑはし知らず然れどもまさかは君に縁よりにしものを」（巻十二・二九八五）、「しらがつく木綿ゆふは花物ことこそは何時いつのまさかも常忘らえね」（同・二九九六）、「伊香保ろの傍そひの榛原はりはらねもころに奥をな兼ねそまさかし善かば」（巻十四・三四一〇）、「さ百合ゆり花後ゆりも逢はむと思へこそ今のまさかも愛うるはしみすれ」（巻十八・四〇八八）等の例がある。一首の意は、自分の恋は、いま現げんにこんなにも深く強い。多胡の入野のように（序詞）奥の奥まで相かわらずいつまでも深くて強い、というのである。「まさかも」、それから、「おくも」と続いており、「かなし」を繰返しているが、このカナシという音は何ともいえぬ響を伝えている。民謡的に誰がうたってもいい。多胡郡に働く人々の口から口へと伝わったものと見えるが、甘美でもあり切実の悲哀もあり、不思議にも身に沁しみるいい歌である。この歌は男の歌か女の歌か、略解も古義も女の歌として居り、「夫の旅別の其際そのきはもかなし、別わかれて末に思はむも悲しといふ也」（略解）とあるが、却かえって男の歌として解し易やすいようでもある。併しこういうのになると、男でも女でも、その境界を超えたひびきがあり、無論作者がどういう者だろうかなどという個人を絶してしまっている。




　　　　　　　　　　　○




上毛野かみつけぬ安蘇あその真麻まそむら掻かき抱むだき寝ぬれど飽あかぬを何あどか吾あがせむ 〔巻十四・三四〇四〕 東歌


　上野国歌。「安蘇」は下野しもつけ安蘇郡であろうが、もとは上野こうずけに入っていたと見える。この巻に、「下毛野しもつけぬ安素あその河原よ」（三四二五）とあるのは隣接地で下野にもかかっていたことが分かる。「真麻まそむら」は、真麻まあさの群むれで、それを刈ったものを抱きかかえて運ぶから、「抱むだき」に続く序詞とした。一首の意は、真麻むらの麻の束を抱だきかかえるように（序詞）可哀いお前を抱いて寝たが、飽きるということがない、どうしたらいいのか、というのである。これも農民のあいだに伝わったものであろうが、序詞も無理でなく、実際生活を暗指あんじしつつ恋愛情緒れんあいじょうしょを具体的にいって、少しもみだらな感を伴ともなわず、嫉ねたましい感をも伴わないのは、全体が邪気じゃきなく快こころよいものだからであろう。それにはアドカ・アガセムという訛なまりも手伝っているらしく思われるけれども、単にそれのみでなく、「何あどか吾がせむ」という切実な句が此歌の価値を高めているからであろう。この句は万葉に「あどせろとかもあやに愛かなしき」（巻十四・三四六五）の例があるのみで、ほかは、「家に行きて如何にか吾がせむ枕づく嬬屋つまやさぶしく思ほゆべしも」（巻五・七九五）、「斯くばかり面影のみに思ほえばいかにかもせむ人目繁くて」（巻四・七五二）、「今のごと恋しく君が思ほえばいかにかもせむ為するすべのなさ」（巻十七・三九二八）等の例があるのみである。東歌の中でも私はこの歌を愛している。




　　　　　　　　　　　○




伊香保いかほろのやさかの堰ゐでに立たつ虹ぬじの顕あらはろまでもさ寝ねをさ寝ねてば 〔巻十四・三四一四〕 東歌


「やさかの堰ゐで」は八坂という処にあった河水を湛たたえ止めた堰（いぜき・せき・つつみ）であろう。八坂は今の伊香保温泉の東南に水沢という処がある、其処だろうと云われている。一首の意は、伊香保の八坂の堰せきに虹があらわれた（序詞）どうせあらわれるまでは（人に知れるまでは）、お前と一しょにこうして寝ていたいものだ、というのであるが、これも「さ寝をさ寝てば」などと云っても、不潔を感ぜぬのみならず、河の井堰いぜきの上に立った虹の写象と共に、一種不思議な快いものを感ぜしめる。虹の歌は万葉集中此一首のみだからなお珍重すべきものである。虹は此歌では、努自ヌジと書いてあるが、能自ノジ、禰自ネジ、爾自ニジ等と変化した。古事記に、「うるはしとさ寝しさ寝てば苅薦かりごもの乱れば乱れさ寝しさ寝てば」という歌謡があり、この巻にも、「河上かはかみの根白ねじろ高萱たかがやあやにあやにさ寝さ寝てこそ言ことに出でにしか」（三四九七）というのがあって参考になる。「顕あらはろまで」は、「顕るまで」の訛なまりで、こういう訛もまた一首の鑑賞に関係あらしめている。虹の如き鮮明な視覚写象と、男女相寝るということとの融合は、単に常識的合理な聯想に依らぬ場合があり、こういう点になると古代人の方が我々よりも上手うわてのようである。




　　　　　　　　　　　○




下毛野しもつけぬみかもの山やまの小楢こなら如のす目細まぐはし児ころは誰たが笥けか持もたむ 〔巻十四・三四二四〕 東歌

下毛野しもつけぬ安蘇あその河原かはらよ石いし踏ふまず空そらゆと来きぬよ汝なが心こころ告のれ 〔巻十四・三四二五〕 東歌


　下野歌を二つ一しょに此処に書いた。第一の歌、「みかも」は、延喜式えんぎしきの都賀郡三鴨駅、今、下都賀郡、岩舟駅の近くにある。下野の三鴨の山に茂っている小楢の葉の美しいように、美しく可哀かあいらしいあの娘は、誰の妻になって、食事の器を持つだろう、御飯の世話をするだろう、というのだが、やはりつまりはおれの妻になるのだということになる。疑問に云っているがつまりは自らに肯定する云い方である。古代民謡は、ただ悲観的に反省し諦念ていねんしてしまわないのが普通だからである。それからこの小楢の如く美しいというのは、楢の若葉の感じである。結句多賀家可母多牟タカケカモタムは、「手カケカモタム」（仙覚抄）、「高キカモタムニテ、高キハ夫ナリ。夫ハ妻ノタメニハ天ナレバ高キト云ヘリ」（代匠記）等と解したが、大神真潮おおみわのましおが、誰笥歟将持タガケカモタムの意に解し、古義で紹介した。「香具山は畝火を愛をしと」の解と共に永久不滅である。但し、拾穂抄しゅうすいしょうに既に、「誰が家けか持たむ」の説があるが、「笥」までは季吟きぎんも思い及ばなかったのである。

　第二の歌は、前にあった安蘇と同じ土地で、そこの河である。安蘇河の河原の石も踏まず、空から飛んでお前のところにやって来たのだ、何が何だか分からず宙を飛ぶような気持でやって来たのだから、これ程おもう俺おれにお前の気持をいって呉れ、というので、「空ゆと来ぬ」が特殊ないい方で、今の言葉なら、「宙を飛んで来た」ぐらいになる。巻十二（二九五〇）に、「吾妹子が夜戸出よとでの光儀すがた見てしよりこころ空そらなり地つちは踏めども」も、足が地に着かず、宙を歩いているような気持をあらわしている。

　こういう歌は、当時の人々は楽々と作り、快く相伝えていたものとおもうが、現在の吾々は、ただそれを珍らしいと思うばかりでなく、技巧的にもひどく感心するのである。小楢の若葉の日光に透きとおるような柔かさと、女の膚膩ふじの健康な血をとおしている具合とを合体せしめる感覚にも感心せしめられるし、「誰が笥か持たむ」という簡潔で、女の行為が男に接触する程な鮮明を保持せしめているいい方も、石も踏まずとことわって、さて虚空を飛んで来たという云い方も、一体何処にこういう技法力があるのだろうとおもう程である。ただもともと民謡だから、全体が軽妙に運ばれたもので、そこが個人的独詠歌などと違う点なのである。




　　　　　　　　　　　○




鈴すずが音ねの早馬駅はゆまうまやの堤井つつみゐの水みづをたまへな妹が直手ただてよ 〔巻十四・三四三九〕 東歌


　雑歌。「早馬駅はゆまうまや」は、早馬はやうまを準備してある駅うまやという意。「堤井」は、湧いている泉を囲った井で、古代の井は概おおむねそれであった。一首の意は、鈴の音の聞こえる、早馬のいる駅（宿場）の泉の水は、どうか美しいあなたの直接の手でむすんで飲ましてください、というのである。この歌も、早馬を引く馬方などの口でうたわれたものか、少くともそういう場処が作歌の中心であっただろう。そして駅には古いにしえもかわらぬ可哀かあいい女がいただろうから、そこで、「妹が直手ただてよ」という如き表現が出来るので、実にうまいものである。「直手よ」の「よ」は「より」で、直接あなたの手からというのである。いずれにしても快い歌である。




　　　　　　　　　　　○




おもしろき野ぬをばな焼やきそ古草ふるくさに新草にひくさまじり生おひは生おふるがに 〔巻十四・三四五二〕 東歌


　こころよいこの春の野を焼くな。去年の冬枯れた古草にまじって、新しい春の草が生えて来るから、というので、「生ふるがに」は、生うべきものだからというぐらいの意である。「おもしろし」も今の語感よりも、もっと感に入る語感で、万葉で𪫧怜の字を当てているのを以ても分かる。こころよい、なつかしい、身に沁しみる等と翻ほんしていい場合が多い。𪫧怜を「あはれ」とも訓むから、その情調が入っているのである。この歌の字面はそれだけだが、この歌は民謡で、野の草を哀憐あいれんする気持の歌だから、引いて人事の心持、古妻ふるづまというような心持にも聯想れんそうが向くのであるが、現在の私等はあっさりと鑑賞して却って有益な歌なのかも知れない。




　　　　　　　　　　　○




稲いね舂つけば皹かがる我あが手てを今宵こよひもか殿とのの稚子わくごが取とりて嘆なげかむ 〔巻十四・三四五九〕 東歌


「皹かがる」は、皹ひびのきれることで、アカガリ、アカギレともいう。「殿の稚子わくご」は、地方の国守とか郡守とか豪族とかいう家柄の若君をいうので、歌う者はそれよりも身分の賤いやしい農婦として使われている者か、或は村里の娘たちという種類の趣おもむきである。一首の意は、稲を舂ついてこんなに皹ひびの切れた私の手をば、今夜も殿の若君が取られて、可哀そうだとおっしゃることでしょう、御一しょになる時にお恥しい心持もするという余情がこもっている。内容が斯かく稍やや戯曲的であるから、いろいろ敷衍ふえんして解釈しがちであるが、これも農民のあいだに行われた労働歌の一種で、農婦等がこぞってうたうのに適したものである。それだから「殿の若子わくご」も、この「我が手」の主人も、誰たれであってもかまわぬのである。ただこの歌には、身分のいい青年に接近している若い農小婦の純粋なつつましい語気が聞かれるので、それで吾々は感にたえぬ程になるのだが、よく味えばやはり一般民謡の特質に触れるのである。併しこれだけの民謡を生んだのは、まさに世界第一流の民謡国だという証拠しょうこである。なおこの巻に、「都武賀野つむがぬに鈴が音おときこゆ上志太かむしだの殿の仲子なかちし鳥狩とがりすらしも」（三四三八）というのがあって、一しょにして鑑賞することが出来る。「仲子」は次男のことである。




　　　　　　　　　　　○




あしひきの山沢人やまさはびとの人多ひとさはにまなといふ児こがあやに愛かなしさ 〔巻十四・三四六二〕 東歌


「足引の山沢人の」までは「人さはに」に続く序詞で、山の谿沢たにさわに住んで居る人々、樵夫きこりなどのたぐいをいう。「まなといふ児」は、可哀かあいいと評判されている娘ということである。そこで一首は、山沢人だち（序詞）おおぜいの人々が美しい可哀いと評判しているあの娘は、私にはこの上もなく可哀い、恋しい、というのである。この歌も普通と違ったところがある。自分の恋しているあの娘は人なかでも評判がいいというので内心喜ぶ心持もあり、人なかで評判のいい娘を私も恋しているので不安で苦しくもあるという気持もあるのである。山間に住すみついて働く人々の中にこういう民謡があったものと見える。「多麻河に曝さらす手作てづくりさらさらに何なにぞこの児のここだ愛かなしき」（巻十四・三三七三）、「高麗錦こまにしき紐ひも解とき放さけて寝ぬるが上へに何あど為せろとかもあやに愛かなしき」（同・三四六五）、「垣越くへごしに麦食はむ小馬こうまのはつはつに相見し児らしあやに愛かなしも」（同・三五三七）等の例がある。




　　　　　　　　　　　○




植竹うゑたけの本もとさへ響とよみ出いでて去いなば何方いづし向むきてか妹いもが嘆なげかむ 〔巻十四・三四七四〕 東歌


「植竹の」は竹林のことで、竹の根本ねもとから「本」への枕詞とした。家じゅう大騒ぎして私が旅立ったら、妻は嘸さぞ歎き悲しむことだろう、というので、代匠記以来、防人さきもりなどに出立の時の歌ででもあろうかといっている。この巻に、「霞ゐる富士の山傍やまびに我が来なば何方いづち向きてか妹が歎かむ」（三三五七）の例がある。この歌を私は嘗かつて、女と言い争うか何かして、あらあらしく騒いで女の家を立退たちのく趣おもむきに解したことがある。即ち植竹の幹の本迄響くように荒々しく怒って立退くあとで、妹を可哀くおもって反省した趣にしたのであった。そして、「背向そがひに寝ねしく今しくやしも」（巻七・一四一二）などをも参照にしたのであったが、今回は契沖以下の先輩の注釈書に従うことにしたけれども、必ずしも防人出立とせずに、民謡的情事の一場面としても味うことが出来るのである。




　　　　　　　　　　　○




麻苧あさをらを麻笥をけに多ふすさに績うまずとも明日あす来きせざめやいざせ小床をどこに 〔巻十四・三四八四〕 東歌


　麻苧あさおの糸を娘が績うんでいるのに対むかって男がいいかける趣の歌で、「ら」は添えたものである。「ふすさに」は沢山たくさんの意。巻八（一五四九）にある、「なでしこの花ふさ手折り吾は去なむ」の「ふさ」、巻十七（三九四三）にある、「我背子がふさ手折りける」の「ふさ」も同じ語であろうか。一首は、麻苧をそんなに沢山笥おけに紡つむがずとも、また明日が無いのではないから、さあ小床おどこに行こう、というのである。「いざせ」の「いざ」は呼びかける語、「せ」は「為せ」で、この場合は行こうということになる。「明日きせざめや」を契沖は、「明日着セザラメヤ」と解といたが、それよりも「明日来せざらめや也。明日来といふは、凡すべて月日の事を来歴きへゆくと言ひて、明日の日の来る事也」という略解りゃくげ（宣長説）の穏当を取るべきであろう。これも田園民謡で、直接法をしきりに用いているのがおもしろく、特に結句の「いざ・せ・小床に」というのはただの七音の中にこれだけ詰めこんで、調子を破らないのは、なかなか旨うまいものである。




　　　　　　　　　　　○




児こもち山若やまわかかへるでの黄葉もみづまで寝ねもと吾わは思もふ汝なは何あどか思もふ 〔巻十四・三四九四〕 東歌


「児持山」は伊香保温泉からも見える山で、渋川町の北方に聳そびえている。一首は、あの子持山の春の楓かえでの若葉が、秋になって黄葉もみじするまでも、お前と一しょに寝ようと思うが、お前はどうおもう、というので、誇張するというのは既に親しんでいる証拠でもあり、その親しみが露骨でもあるから、一般化し得る特色を有もつのである。「汝は何あどか思ふ」と促すところは、会話の語気その儘ままであるので感じに乗ってくるのである。「吾をぞも汝に依よすとふ、汝はいかに思もふや」（巻十三・三三〇九）という長歌の句は、この東歌に比して間が延びて居るように感ずるのである。




　　　　　　　　　　　○




高たかき峰ねに雲くもの着つく如のす我われさへに君きみに着つきなな高峰たかねと思もひて 〔巻十四・三五一四〕 東歌


　高い山に雲が着くように、私までも、あなたに着きましょう、あなたを高い山だとおもって、というので、何か諧謔かいぎゃくの調のあるのは、親しみのうちに大勢してうたえるようにも出来ており、民謡特有の無遠慮な直接性があるのである。高峰を繰返してもいるが、結句の「高峰ともひて」には親しい甘いところがあっていい。




　　　　　　　　　　　○




我あが面おもの忘わすれむ時しだは国くに溢はふり峰ねに立たつ雲くもを見みつつ偲しぬばせ 〔巻十四・三五一五〕 東歌


　あなたが旅にあって、若もしも私の顔をお忘れになるような時は、国に溢あふれて立つ雲の峰を御覧になっておもい出して下さいませ、というので、これは寄レ雲恋というように分類しているが、雲の峰を常に見ているのでこういう聯想になったものであろう。この誇張らしいいい方かたは諧謔かいぎゃくでない重々しいところがあるので感が深いようである。この歌の次の、「対馬つしまの嶺ねは下雲したぐもあらなふ上かむの嶺ねにたなびく雲を見つつ偲ばも」（巻十四・三五一六）は、男の歌らしいから、防人さきもりの歌ででもあって、前のは防人の妻ででもあろうか。なお、「面形おもがたの忘れむ時しだは大野おほぬろにたなびく雲を見つつ偲ばむ」（同・三五二〇）も類似の歌であるが、この「国溢り」の歌が一番よい。なお、「南吹き雪解ゆきげはふりて、射水がはながる水泡みなわの」（巻十八・四一〇六）、「射水いみづがは雪解溢はふりて、行く水のいやましにのみ、鶴たづがなくなごえの菅すげの」（同・四一一六）の例もあり、なお、「君が行く海辺の宿に霧立たば吾あが立ち嘆く息と知りませ」（巻十五・三五八〇）等、類想のものが多い。




　　　　　　　　　　　○




昨夜きそこそは児ころとさ宿ねしか雲くもの上うへゆ鳴なき行ゆく鶴たづの間遠まどほく思おもほゆ 〔巻十四・三五二二〕 東歌


「雲の上ゆ鳴き行く鶴の」は「間遠く」に続く序詞であるから、一首は、あの娘とは昨晩寝たばかりなのに、だいぶ日数が立ったような気がするな、というので、こういう発想は東歌でないほかの歌にもあるけれども、「雲の上ゆ鳴き行く鶴の」は、なかなかの技巧である。




　　　　　　　　　　　○




防人さきもりに立たちし朝あさけの金門出かなとでに手放たばなれ惜をしみ泣なきし児こらはも 〔巻十四・三五六九〕 東歌・防人


　未勘国いまだかんがえざるくに防人の歌。「金門かなと」は既にあったごとく「門かど」である。「手放れ」は手離で、別れることだが、別れに際しては手を握ったことが分かる。これは人間の自然行為で必ずしも西洋とは限らぬ。そこで、此処は、「た」は添辞とせずに、「手」に意味を持たせるのである。併しそれは字面の問題で、実際の気持は別わかれを惜しむことで、そこで、「泣きし児らはも」が利きくのである。これは、君命を帯びて辺土の防備に行くのだが、その別を悲しむ歌である。これも彼等の真実の一面、また、「大君の辺へにこそ死なめ和のどには死なじ」も真実の一面である。全体がめそめそばかりではないのである。




　　　　　　　　　　　○




葦あしの葉はに夕霧ゆふぎり立たちて鴨かもが音ねの寒さむき夕ゆふべし汝なをば偲しぬばむ 〔巻十四・三五七〇〕 東歌・防人


　これも防人の歌で、葦の葉に夕霧が立って、そこに鴨が鳴く、そういう寒い晩には、というので、具象的にいっている。そして、「汝をば偲ばむ」というのだから、いまだそういう場合にのぞまない時の歌である。東歌の歌調に似ない巧なところがあるから、幾らか指導者があったのかも知れない。併しもとの作はやはり防人さきもり本人で、哀韻の迫ってくるのはそのためであろう。「葦あしべゆく鴨の羽交はがひに霜ふりて寒き夕は大和やまとしおもほゆ」（巻一・六四）という志貴皇子の御歌に似ている。




　　　　　　　　　　　○




　東歌の選鈔せんしょうは大体右の如くであるが、東歌はなお特殊なものは幾つかあり、秀歌という程でなくとも、注意すべきものだから次に記し置くのである。

さ寝ぬらくはたまの緒をばかり恋ふらくは富士の高嶺たかねの鳴沢なるさはの如ごと （巻十四・三三五八）

足柄あしがりの土肥とひの河内かふちに出づる湯の世にもたよらに児ろが言はなくに （同・三三六八）

入間道いりまぢの大家おほやが原のいはゐづら引かばぬるぬる吾わにな絶えそね （同・三三七八）

我背子わがせこを何あどかもいはむ武蔵野のうけらが花の時無きものを （同・三三七九）

筑波嶺にかが鳴く鷲わしの音ねのみをか鳴き渡りなむ逢ふとは無しに （同・三三九〇）

小筑波の嶺ねろに月立つくたし逢ひだ夜は多さはだなりぬをまた寝てむかも （同・三三九五）

伊香保ろの傍そひの榛原はりはらねもころに奥をな兼ねそまさかし善よかば （同・三四一〇）

上毛野かみつけぬ伊奈良いならの沼の大藺草おほゐぐさよそに見しよは今こそまされ （同・三四一七）

薪たきぎ樵こる鎌倉山の木垂こだる木をまつと汝なが言はば恋ひつつやあらむ （同・三四三三）

うらも無く我が行く道に青柳あおやぎの張りて立てればもの思もひ出づつも （同・三四四三）

草蔭の安努あぬな行かむと墾はりし道阿努あぬは行かずて荒草立あらくさだちぬ （同・三四四七）

ま遠どほくの野にも逢はなむ心なく里の真中みなかに逢へる夫せなかも （同・三四六三）

佐野さぬ山に打つや斧音をのとの遠かども寝ねもとか子ろが面おもに見えつる （同・三四七三）

諾児汝うべこなは吾わぬに恋ふなも立たと月つくの流ぬがなへ行けば恋こふしかるなも （同・三四七六）

橘の古婆こばのはなりが思ふなむ心愛うつくしいで吾あれは行かな （同・三四九六）

河上かはかみの根白高萱ねじろたかがやあやにあやにさ宿ねさ寐ねてこそ言ことに出でにしか （同・三四九七）

岡に寄せ我が刈る草かやの狭萎草さねがやのまこと柔なごやは寝ねろとへなかも （同・三四九九）

安斉可潟あせかがた潮干の緩ゆたに思へらば朮うけらが花の色に出めやも （同・三五〇三）

青嶺あをねろにたなびく雲のいさよひに物をぞ思ふ年のこの頃 （同・三五一一）

一嶺ひとねろに言はるものから青嶺あをねろにいさよふ雲のよそり妻はも （同・三五一二）

夕さればみ山を去らぬ布雲にぬぐもの何あぜか絶えむと言ひし児ろはも （同・三五一三）

沼二つ通は鳥が巣我あがこころ二行ふたゆくなもと勿なよ思もはりそね （同・三五二六）

妹をこそあひ見に来こしか眉曳まよびきの横山辺へろの鹿ししなす思おもへる （同・三五三一）

垣越くへごしに麦食むこうまのはつはつに相見し子らしあやに愛かなしも （同・三五三七）

青柳のはらろ川門かはとに汝を待つと清水せみどは汲まず立所たちど平ならすも （同・三五四六）

たゆひ潟潮満ちわたる何処いづゆかも愛かなしき夫せろが吾許わがり通はむ （同・三五四九）

塩船しほぶねの置かれば悲しさ寝つれば人言ひとごとしげし汝なを何どかも為しむ （同・三五五六）

悩なやましけ人妻ひとづまかもよ漕こぐ船の忘れは為無せなな弥いや思もひ増すに （同・三五五七）

彼かの児ろと宿ねずやなりなむはた薄裏野すすきうらぬの山に月つく片寄かたよるも （同・三五六五）






巻第十五




　　　　　　　　　　　○




あをによし奈良ならの都みやこにたなびける天あまの白雲しらくも見みれど飽あかぬかも 〔巻十五・三六〇二〕 作者不詳


　新羅しらぎに使に行く入新羅使以下の人々が、出帆の時には別わかれを惜しみ、海上にあっては故郷を懐おもい、時には船上に宴を設けて「古歌」を吟誦した。その古歌幾つかが纏まとまって載っているが、此歌もその一つで雲を詠じた歌だと注してある。一首は、奈良の都の上にたなびいて居る、天の白雲の豊大な趣を讃美した歌であるが、作者も分からず、どういう時に詠よんだものかも分かっていない。ただ雲を詠んだものとして、豊かな大きい調子があるので吟誦にも適し、また奈良の家郷を偲しのぶのにふさわしいものとして選ばれたものであろう。この新羅使は天平八年であるが、その時にもうこの歌の如きは古調に響いたのであったのかも知れない。此処に、人麿作五つばかり幾らか変化しつつ載って居り、左注でその事を注意しているところを見ると、この歌も、上の句の、「あをによし奈良の都に」の句は変化したもので、原作は、「奈良の都に」などでなく、山のうえとか海上とか、或は序詞などで続けたものか、そういうものだったかも知れない。いずれにしても、「天の白雲見れど飽かぬかも」の句は形式的な感じもあるが、なかなかよいものである。




　　　　　　　　　　　○




わたつみの海うみに出いでたる飾磨河しかまがは絶たえむ日にこそ吾あが恋こひ止やまめ 〔巻十五・三六〇五〕 作者不詳


　この歌も新羅使の一行が、船上で「古歌」として吟誦したもので、恋の歌と注してある。「飾磨しかま河」は播磨はりまで、今姫路市を流れる船場川だといわれている。巻七（一一七八）の或本歌に、「飾磨江しかまえは漕ぎ過ぎぬらし天づたふ日笠の浦に波立てり見ゆ」とあるのも同じ場処であろう。一首の意は、海にそそぐ飾磨川の流は絶ゆることは無いが、若し絶ゆることがあったら、はじめて俺の恋は止やまるだろう、というので、「ひさかたの天つみ空に照れる日の失せなむ日こそ吾が恋ひ止まめ」（巻十二・三〇〇四）をはじめ同じ結句の歌は数首ある。そして此程度の歌ならば、他の巻には幾らもあると思うが、当時既に古歌として取扱った歌として、また、第二句「海にいでたる」の句の穉拙ちせつ愛すべき特色とを以て選出して置いた。




　　　　　　　　　　　○




百船ももふねの泊はつる対馬つしまの浅茅山あさぢやま時雨しぐれの雨あめにもみだひにけり 〔巻十五・三六九七〕 新羅使


　新羅使の一行が、対馬つしまの浅茅浦あさじのうらに碇泊ていはくした時、順風を得ずして五日間逗留とうりゅうした。諸人の中で慟なげいて作歌した三首中の一つである。浅茅浦は今俗に大口浦といっている。モミヅは其頃多た行四段にも活用し其それをまた波は行に活用せしめた。「もみだひにけり」は時間的経過をも含ませている。歌は平凡で取立てていうほどではないが、実際に当って作ったという争われぬ強みがあるので、読後身に沁しむのである。




　　　　　　　　　　　○




天離あまざかる鄙ひなにも月つきは照てれれども妹いもぞ遠とほくは別わかれ来にける 〔巻十五・三六九八〕 新羅使


　前の歌の続きであるが、五日滞在のうちには時雨しぐれも晴れて月の照った夜もあったのであろう。「鄙にも月は照れれども」という句に哀韻があるのは、都の月光という相対的な感じもあり、いつのまにか秋になった感じもあり、都の月光と相愛の妻との関係などもあって、そういう哀韻を伴うのであろうか。此歌とても特に秀歌というものではないが、不思議に心をひくのは、実地の作だからであろう。人麿の歌に、「去年こぞ見てし秋の月夜は照らせども相見し妹はいや年さかる」（巻二・二一一）がある。




　　　　　　　　　　　○




竹敷たかしきのうへかた山やまは紅くれなゐの八入やしほの色いろになりにけるかも 〔巻十五・三七〇三〕 新羅使（大蔵麿）


　一行が竹敷たかしき浦（今の竹敷港）に碇泊した時の歌が十八首あるその一つで、小判官大蔵忌寸麿おおおくらのいみきまろの作である。「うへかた山」は上方うえかた山で今の城山であろう。「八入の色」は幾度も染めた真赤な色というのである。単純だが、「くれなゐの八入やしほの色」で統一せしめたから、印象鮮明になって佳作となった。「くれなゐの八入やしほの衣朝な朝な穢なるとはすれどいや珍しも」（巻十一・二六二三）がある。この時の十八首の中には、大使阿倍継麿あべのつぎまろが、「あしひきの山下やましたひかる黄葉もみぢばの散りの乱まがひは今日にもあるかも」（巻十五・三七〇〇）、副使大伴三中みなかが、「竹敷たかしきの黄葉を見れば吾妹子わぎもこが待たむといひし時ぞ来にける」（同・三七〇一）、大判官壬生宇太麻呂みぶのうだまろが、「竹敷の浦廻うらみの黄葉もみぢわれ行きて帰り来るまで散りこすなゆめ」（同・三七〇二）という歌を作って居り、対馬娘子つしまのおとめ、玉槻たまつきという者が、「もみぢ葉の散らふ山辺やまべゆ榜こぐ船のにほひに愛めでて出でて来にけり」（同・三七〇四）という歌を作ったりしている。天平八年夏六月、武庫浦むこのうらを出帆したのが、対馬つしまに来るともう黄葉が真赤に見える頃になっている。彼等が月光を詠じ黄葉を詠じているのは、単に歌の上の詩的表現のみでなったことが分かる。対馬でこの玉槻という遊行女婦うかれめなどは唯一の慰めであったのかも知れない。この一行のある者は帰途に病み、大使継麿のごときは病歿している。また新羅との政治的関係も好ましくない切迫した背景もあって注意すべき一聯いちれんの歌である。帰途に、「天雲のたゆたひ来れば九月ながつきの黄葉もみぢの山もうつろひにけり」（同・三七一六）、「大伴の御津みつの泊とまりに船泊はてて立田の山を何時か越え往いかむ」（同・三七二二）などという歌を作って居る。




　　　　　　　　　　　○




あしひきの山路やまぢ越こえむとする君きみを心こころに持もちて安やすけくもなし 〔巻十五・三七二三〕 狭野茅上娘子


　中臣朝臣宅守なかとみのあそみやかもりが、罪を得て越前国に配流された時に、狭野茅上娘子さぬのちがみのおとめの詠んだ歌である。娘子の伝は審つまびらかでないが、宅守と深く親んだことは是等一聯の歌を読めば分かる。目録に蔵部女嬬にょじゅとあるから、低い女官であっただろう。一首の意は、あなたがいよいよ山越をして行かれるのを、しじゅう心の中に持っておりまして、あきらめられず、不安でなりませぬ、という程の歌である。「君を心に持つ」は貴方をば心中に持つこと、心に抱き持つこと、恋しくて忘れられぬこと、あきらめられぬことというぐらいになるが、「君を心に持つ」と具体的に云ったので、親しさが却って増したようにおもわれる。「吾妹子わぎもこに恋ふれにかあらむ沖に住む鴨かもの浮宿うきねの安けくもなし（なき）」（巻十一・二八〇六）、「今は吾は死なむよ吾妹逢はずして念おもひわたれば安けくもなし」（巻十二・二八六九）等、用例は可なりある。




　　　　　　　　　　　○




君きみが行ゆく道みちの長路ながてを繰くり畳たたね焼やき亡ほろぼさむ天あめの火ひもがも 〔巻十五・三七二四〕 狭野茅上娘子


　同じく続く歌で、あなたが、越前の方においでになる遠い路をば、手繰たぐりよせてそれを畳たたんで、焼いてしまう天火てんかでもあればいい。そうしたならあなたを引き戻もどすことが出来ましょう、という程の歌で、強く誇張していうところに女性らしい語気と情味とが存じている。娘子おとめは古歌などをも学んだ形跡があり、文芸にも興味を持つ才女であったらしいから、「天の火もがも」などという語も比較的自然に口より発したのかも知れない。そして、「焼き亡ぼさむ天の火もがも」という句は、これだけを抽出してもなかなか好い句である。天火てんかは支那では、劫火ごうかなどと似て、思いがけぬところに起る火のことを云って居る。史記孝景本記に、「三年正月乙巳天火燔二雒陽東宮大殿城室一」とあり、易林に「天火大起、飛鳥驚駭」とある如きである。併しかしその火が天に燃えていてもかまわぬだろう。いずれにしても「天あめの火ひ」とくだいたのは好い。なお娘子には、「天地の至極そこひの内うちにあが如く君に恋ふらむ人は実さねあらじ」（巻十五・三七五〇）というのもある程だから、情熱を以て強く宅守に迫って来た女性だったかも知れない。また贈答歌を通読するに、宅守よりも娘子の方が巧たくみである。そしてその巧なうちに、この女性の息吹いぶきをも感ずるので宅守は気乗きのりしたものと見えるが、宅守の方が受身という気配けはいがあるようである。




　　　　　　　　　　　○




あかねさす昼は物思ものもひぬばたまの夜はすがらに哭ねのみし泣かゆ 〔巻十五・三七三二〕 中臣宅守


　これは中臣宅守なかとみのやかもりが娘子おとめに贈った歌だが、この方は気が利きかない程地味で、骨折って歌っているが、娘子の歌ほど声調にゆらぎが無い。「天地の神なきものにあらばこそ吾あが思もふ妹に逢はず死しにせめ」（巻十五・三七四〇）、「逢はむ日をその日と知らず常闇とこやみにいづれの日まで吾あれ恋ひ居らむ」（同・三七四二）などにあるように、「天地の神」とか、「常闇」とか詠込んでいるが、それほど響かないのは、おとなしい人であったのかも知れない。




　　　　　　　　　　　○




帰かへりける人ひと来きたれりといひしかばほとほと死しにき君かと思ひて 〔巻十五・三七七二〕 狭野茅上娘子


　娘子おとめが宅守やかもりに贈った歌であるが、罪をゆるされて都にお帰りになった人が居るというので、嬉しくて死にそうでした、それがあなたかと思って、というのであるが、天平十二年罪を赦ゆるされて都に帰った人には穂積朝臣老ほづみのあそみおゆ以下数人いるが、宅守はその中にはいず、続紀しょくきにも、「不レ在二赦限一」とあるから、此時宅守が帰ったのではあるまい。この「殆ほとほと死にき」をば、殆あやうしの意にして、胸のわくわくしたと解する説もあり、私も或時あるときにはそれに従った。併し、「天の火もがも」を肯定するとすると、「ほとほと死にき」を肯定してもよく、その方が甘く切実で却っておもしろいと思って今回は二たびそう解釈することとした。この歌は以上選んだ娘子の歌の中では一番よい。

「ほとほとしにき」は、原文「保等保登之爾吉」であって、「ホトホトシニキハ、驚テ胸ノホトバシルナリ」（代匠記精撰本）というのが第一説で、古義もそれに従った。鈴屋答問録すずのやとうもんろくに、「ほと」は俗言の「あわ（は）てふためく」の「ふた」に同じいとあるのも参考となるだろう。それから、「ほとんど死しにたりとなり。うれしさのあまりになるべし」（拾穂抄しゅうすいしょう）は第二説で、「殆将死なり。あまりてよろこばしきさまをいふ」（考）、「しにきは死にき也」（略解）。古事記伝、新考、新訓等もこの第二説である。集中、「君を離れて恋に之奴倍之シヌベシ」（巻十五・三五七八）があるから、「之爾」を「死に」と訓んで差支のないことが分かる。





巻第十六




　　　　　　　　　　　○




春はるさらば揷頭かざしにせむと我わが思もひし桜さくらの花はなは散ちりにけるかも 〔巻十六・三七八六〕 壮士某


　むかし桜子さくらこという娘子おとめがいたが、二人の青年に挑いどまれたときに、ひとりの女身にょしんを以て二つの門に往き適かのう能あたわざるを嘆じ、林中に尋ね入ってついに縊死いしして果てた。二人の青年がそれを悲しみ作った歌の一つである。桜子という娘の名であったから、桜の花の散ったことになして詠んだ、取りたてていう程のものでない、妻争い伝説歌の一つに過ぎないが、素直すなおに歌ってあるので見本として選んで置いた。この伝説は真ま間まの手児名てこな、葦屋あしやの菟原処女うなひおとめの伝説などと同じ種類のものである。「かざしにせんとは、我妻にせんとおもひしと云心也」（宗祇抄そうぎしょう）とある如く、また桜児という名であったから、「散りにけるかも」と云った。




　　　　　　　　　　　○




事ことしあらば小泊瀬山をはつせやまの石城いはきにも隠こもらば共ともにな思おもひ吾背わがせ 〔巻十六・三八〇六〕 娘子某


　むかし娘がいたが、父母に知らせず窃ひそかに一人の青年に接した。青年は父母の呵嘖かしゃくを恐れて、稍やや猶予のいろが見えた時に、娘が此歌を作って青年に与えたという伝説がある。「小泊瀬山」の「を」は接頭詞、泊瀬山、今の初瀬はせ町あたり一帯の山である。「石城いはき」は石で築いた廓かくで此処は墓のことである。この歌も普通の歌で、男がぐずぐずしているのに、女が強くなる心理をあらわしたものである。前の歌は実徳の上からいえば、貞になり、これもまた貞の一種になるかも知れない。親をも措おいて男に従うという強い心に感動せられて伝説が成立すること、他の歌の例を見ても明かである。「な思ひ、我が背」の口調は強いが、女らしい甘い味いがある。毛詩に、「死則同セムレ穴」とあるのは人間共通の合致がっちであるだろう。




　　　　　　　　　　　○




安積山あさかやま影さへ見ゆる山の井の浅き心を吾が思もはなくに 〔巻十六・三八〇七〕 前の采女某


　葛城王かずらきのおおきみが陸奥国みちのくのくにに派遣せられたとき、国司の王を接待する方法がひどく不備だったので、王が怒って折角せっかくの御馳走にも手をつけない。その時、嘗かつて采女うねめをつとめたことのある女が侍していて、左手に杯さかずきを捧げ右手に水を盛った瓶子へいしを持ち、王の膝ひざをたたいて此歌を吟誦したので、王の怒が解けて、楽飲すること終日であった、という伝説ある歌である。葛城王は、天武天皇の御代に一人居るし、また橘諸兄たちばなのもろえが皇族であった時の御名は葛城王であったから、そのいずれとも不明であるが、時代からいえば天武天皇の御代の方に傾くだろう。併し伝説であるから実は誰であってもかまわぬのである。また、「前さきの采女」という女も、嘗かつて采女として仕えたという女で、必ずしも陸奥出身の女とする必要もないわけである。「安積あさか山」は陸奥国安積郡、今の福島県安積郡日和田町の東方に安積山という小山がある。其処だろうと云われている。木立などが美しく映っている広く浅い山の泉の趣で、上の句は序詞である。そして「山の井の」から「浅き心」に連接せしめている。「浅き心を吾が思はなくに」が一首の眼目で、あなたをば深く思いつめて居ります、という恋愛歌である。そこで葛城王の場合には、あなたを粗略にはおもいませぬというに帰着するが、此歌はその女の即吟か、或は民謡として伝わっているのを吟誦したものか、いずれとも受取れるが、遊行女婦うかれめは作歌することが一つの款待かんたい方法であったのだから、このくらいのものは作り得たと解釈していいだろうか。この一首の言伝いいつたえが面白いので選んで置いたが、地方に出張する中央官人と、地方官と、遊行女婦とを配した短篇のような趣があって面白い歌である。伝説の文の、「右手持レ水、撃二之王膝一」につき、種々の疑問を起しているが、二つの間に休止があるので、水を持った右手で王の膝をたたくのではなかろう。「之」は助詞である。




　　　　　　　　　　　○




寺寺てらでらの女餓鬼めがき申まをさく大神おほみわの男餓鬼をがき賜たばりて其その子こ生うまはむ 〔巻十六・三八四〇〕 池田朝臣


　池田朝臣いけだのあそみ（古義では真枚まひらだろうという）が、大神朝臣奥守おおみわのあそみおきもりに贈った歌である。一首の意は、寺々に居る女の餓鬼どもは大神おおみわの男餓鬼おとこがきを頂戴してその子を生みたいと申しておりますよ、というので、大神奥守は痩男やせおとこだったのでこの諧謔かいぎゃくが出たのであろう。「寺々の女餓鬼」というのは、その頃寺院には、画だの木像だのがあって、三悪道の一なる餓鬼道を示したものがあったと見える。前に、「相思はぬ人を思ふは大寺の餓鬼のしりへに額ぬかづく如し」（巻四・六〇八）とあったのを参考すれば、木像のようにおもわれる。何れにせよ、この諧謔が自然流露の感じでまことに旨うまい。古今集以後ならば俳諧歌はいかいか、滑稽歌こっけいかとして特別扱をするところを、大体の分類だけにして、特別扱をしないのは、万葉集に自由性があっていい点である。また、当時は仏教興隆時代だから、餓鬼などということを人々は新事物として興味を感じていたものであっただろう。ウマハムはウマムという意でウマフという四段活用の動詞である。




　　　　　　　　　　　○




仏ほとけ造つくる真朱まそほ足たらずは水みづたまる池田いけだの朝臣あそが鼻はなの上うへを穿ほれ 〔巻十六・三八四一〕 大神朝臣


　これは大神朝臣おおみわのあそみが池田朝臣に酬むくいた歌である。「真朱まそほ」は仏像などを彩色するとき用いる赤の顔料で、朱（丹砂、朱砂）のことである。「水たまる」は池の枕詞に使った。応神紀に、「水たまるよさみの池に」の用例がある。また池田の朝臣の鼻は特別に赤かったので、この諧謔の出来たことが分かる。前には餓鬼のことをいったから、此歌でも仏教関係の事物を持って来た。前の歌も旨いが、この歌も諧謔の上乗じょうじょうである。




　　　　　　　　　　　○




法師ほふしらが鬚ひげの剃杭そりぐひ馬うまつなぎいたくな引ひきそ法師ほふし半なからかむ 〔巻十六・三八四六〕 作者不詳


　僧侶にからかった歌で、鬚がいい加減に延びた、今謂いう無精鬚ぶしょうひげというのを捉とらえて、それを「剃杭」といって、その杭くいに馬を繋つないでも、ひどく引っぱるなよ、法師が半分になってしまうだろうから、というのである。この歌の結句は、原文、「僧半甘」と書いてあり、旧訓ナカラカモ。拾穂抄・代匠記・考も同訓である。代匠記初稿本に、「なからにならんといふ心なり」、考に「法師引かされ半分にならんと云」と解し、略解でホフシ・ナカラカムと訓よみ（古義同訓）、「なからは半分の意にて、なからにならんと戯れ言ふ也」と解した。然るに、古義が報じた一説に「法師は泣かむ」と訓んだのもあり、黒川春村はホフシ・ナカナム、と訓み、敷田年治ホフシハ・ナカムと訓み、井上（通泰）博士はホフシ・ナゲカムと訓んだ。近時新注釈書はホフシハ・ナカムの訓を採用して殆ど定説になろうとしている。

　けれども、「法師は泣かむ」では諧謔歌かいぎゃくかとしては平凡でつまらぬ。そこで、「法師半なからかむ」と訓み、代匠記初稿本や考の解釈の如く、「半分になってしまうだろう」と解釈する方が一番適切のようにおもえる。そんならどうしてこういう動詞が出来たかというに、「半なから」という名詞を「半なからかむ」と活用せしめたので、恰あたかも「枕まくら」という名詞を、「枕まくらかむ」と活用せしめたのと同じである。然しからば、半なからき・半なからく等の活用形がある筈はずだろうといわんが、其処が滑稽歌こっけいかの特色で、普通使わない語を用いたのであっただろう。それゆえ、この歌に応こたえた、「檀越だむをちや然しかもな言ひそ里長さとをさらが課役えつき徴はたらば汝なれも半なからかむ」（巻十六・三八四七）という歌の例と、万葉にただ二例あるのみである。この応え歌は、「檀那だんなよ、そう威張りなさるな、若し村長さんが来て、税金や労役の事でせめ立てるなら、あなたも半分になってしまいましょう。どうです」というので、二つとも結句は、「半なからかむ」でなくては面白くない。またいずれの古鈔本も「半甘」で、他の書き方のものはない。愚案は、昭和十三年一月アララギ、童馬山房夜話参看。




　　　　　　　　　　　○




吾わが門かどに千鳥ちどりしば鳴なく起おきよ起おきよ我わが一夜ひとよづまひとに知らゆな 〔巻十六・三八七三〕 作者不詳


　もう門のところには、千鳥がしきりに鳴いて夜が明けました。あなたよ、起きなさい。私がはじめてお会したあなたよ、人に知られぬうちにお帰りください。原文には、「一夜妻」とあるから、男の歌で女に向って「一夜妻」といったようにも取れるが、全体が男を宿とめた女の歌という趣にする方がもっと適切だから、そうすれば、「一夜夫づま」ということになる。この歌は民謡風な恋愛歌で作者不明のものだから、無名歌として掲かかげているのである。「千鳥しば鳴く起きよ起きよ」のところは巧たくみで且かつ自然である。「一夜夫」と解するのは考・古義の説で、「妻はかり字、夫ツマ也。初て一夜逢し也」（考）とあるが、これは遠く和歌童蒙抄わかどうもうしょうの説まで溯さかのぼり得る。あとは多く「一夜妻」説である。「人ノ妻ヲ忍ビテアリケルニ」（仙覚抄）、「一夜妻はかりそめに女を引き入れて逢ひしなり」（新考）云々うんぬん。





巻第十七




　　　　　　　　　　　○




あしひきの山谷やまだに越えて野ぬづかさに今いまは鳴なくらむ鶯うぐひすのこゑ 〔巻十七・三九一五〕 山部赤人


　山部宿禰赤人やまべのすくねあかひと詠二春鸎一歌一首であるが、明人と書いた古写本もある（西本願寺本・神田本等）。「野づかさ」は野にある小高い処、野の丘陵をいう。「野山づかさの色づく見れば」（巻十・二二〇三）の例がある。一首は、もう春だから、鶯うぐいす等は山や谷を越え、今は野の上の小高いところで鳴くようにでもなったか、というので、一般的な想像のように出来て居る歌だが、不思議に浮んで来るものが鮮あざやかで、濁りのない清淡とも謂いうべき気持のする歌である。それだから、家の内で鶯の声を聞いて、その声の具合でその場所を野づかさだと推量する作歌動機と解釈することも出来るし、そうする方が「山谷越えて」の句にふさわしいようにもおもうが、併しこの辺のことはそう穿鑿せんさくせずとも鑑賞し得る歌である。「ひさぎ生ふる清き河原に」の時にも少し触れたが、つまりあのような態度で味うことが出来る。巻十七の歌をずうっと読んで来て、はじめて目ぼしい歌に逢着ほうちゃくしたとおもって作者を見ると赤人の作である。赤人の作中にあっては左程でもない歌だが、その他の人の歌の中にあると斯くの如く異彩を放つ、そういう相待上そうたいじょうの価値ということをも吾等は知る必要があるのである。




　　　　　　　　　　　○




降ふる雪ゆきの白髪しろかみまでに大君おほきみに仕つかへまつれば貴たふとくもあるか 〔巻十七・三九二二〕 橘諸兄


　聖武天皇の天平てんぴょう十八年正月の日、白雪が積って数寸に至った。左大臣橘諸兄たちばなのもろえが大納言藤原豊成ふじわらのとよなり及び諸王諸臣を率いて、太上天皇おおきすめらみこと（元正天皇）の御所に参候して雪を掃はろうた。時に詔みことのりあって酒を賜たまい肆宴とよのあかりをなした。また、「汝諸王卿等聊いささか此の雪を賦ふして各おのおのその歌を奏せよ」という詔があったので、それに応こたえ奉った、左大臣橘諸兄の歌である。「降る雪の」は正月のめでたい雪に縁よってこの語があるのだが、「白髪」の枕詞の格に用いた。「白髪までに」は白髪になるまでということで簡潔ないい方かたである。「貴くもあるか」は、貴く畏かしこくありがたいというので、自身を貴く感ずるというのはやがて大君を貴み奉るその結果となるので、これも特有のいい方である。この歌は、謹んで作っているので、重厚なひびきがあり、結句の「貴くもあるか」が一首の中心句をなして居る。この時、紀朝臣清人きのあそみきよひとは、「天の下すでに覆おほひて降る雪の光を見れば貴くもあるか」（巻十七・三九二三）を作り、紀朝臣男梶おかじは、「山の峡かひそことも見えず一昨日をとつひも昨日も今日も雪の降れれば」（同・三九二四）を作り、大伴家持は、「大宮の内にも外とにも光るまで零ふらす白雪見れど飽かぬかも」（同・三九二六）を作って居る。




　　　　　　　　　　　○




たまくしげ二上山ふたがみやまに鳴なく鳥とりの声こゑの恋こひしき時ときは来きにけり 〔巻十七・三九八七〕 大伴家持


　大伴家持は、天平十九年春三月三十日、二上山の賦ふ一首を作った、その反歌である。この二上山は越中射水いみず郡（今は射水・氷見両郡）今の伏木町の西北に聳そびゆる山である。もう一つの反歌は、「渋渓しぶたにの埼の荒磯ありそに寄する波いやしくしくに古いにしへ思ほゆ」（巻十七・三九八六）というのであるが、この「たまくしげ」の歌は、毫ごうも息を張ることなく、ただ感を流露りゅうろせしめたという趣の歌である。「興に依りて之を作る」と左注にあるが、興の儘ままに、理窟りくつで運ばずに家持流の語気で運んだのはこの歌をして一層なつかしく感ぜしめる。既に出した、大伴坂上郎女の歌に、「よの常に聞くは苦しき喚子鳥よぶこどり声なつかしき時にはなりぬ」（巻八・一四四七）と稍やや似て居るが、家持の方が単純で素直である。




　　　　　　　　　　　○




婦負めひの野ぬの薄すすきおし靡なべ降ふる雪ゆきに宿やど借かる今日けふし悲かなしく思おもほほゆ 〔巻十七・四〇一六〕 高市黒人


　これは、高市連黒人たけちのむらじくろひとの歌だが、天平十九年に三国真人五百国みくにのまひといおくにという者が誦し伝えたのを、越中にいた家持が録しとどめたもので、「婦負の野」は、和名鈔わみょうしょうには禰比ネヒとあり、今でも婦負郡をネイグンといっている。婦負の野は現在射水郡小杉町から呉羽山にわたる間の平地だろうと云われている。黒人は人麿などと同時代の歌人だが、地名を詠込んであるのを見ると、越中まで来たと考えていいであろう。この一首で、「悲しく思ほゆ」の句が心を牽ひく。当時の覉旅きりょの実際からこの句が来たからであろう。山部赤人の歌に、「印南野いなみぬの浅茅あさぢおしなべさ宿ぬる夜の日長けながくあれば家し偲ばゆ」（巻六・九四〇）というのがあるが、此歌と関係あるとすると、黒人の此一首も軽々に看過出来ないこととなる。結句は原文「於毛倍遊」でオモハユとも訓んでいる。そうすれば、「おもはる」と同じで、「はろばろに於忘方由流可母オモハユルカモ」（巻五・八六六）、「かぢ取る間なく京師みやこし於母倍由オモハユ」（巻十七・四〇二七）等の例もあるが、四〇二七の「倍」は「保」とも書かれて居り、また「おもほゆ」の用例の方が大部分を占めている。




　　　　　　　　　　　○




珠す洲すの海うみに朝びらきして漕こぎ来くれば長浜ながはまの浦うらに月つき照てりにけり 〔巻十七・四〇二九〕 大伴家持


　大伴家持作。「珠洲郡より発船ふなでして治布ちふに還かへりし時、長浜湾ながはまのうらに泊はてて、月光を仰ぎ見て作れる歌一首」という題詞と、「右件みぎのくだりの歌詞は、春の出挙すいこに依りて諸郡を巡行す。当時属目しょくもくする所之を作る」という左注との附いている歌である。治布は治府即ち国府か（全釈）。左注の「出挙」は春、官の稲を貸すこと。「朝びらき」は、朝に船が港を出ることで、「世の中を何に譬たとへむ朝びらき榜こぎ去いにし船の跡なきごとし」（巻三・三五一）という沙弥満誓さみのまんぜいの歌があること既にいった如くである。この歌も、何の苦も無く作っているようだが、うちに籠こもるものがあり、調しらべものびのびとこだわりのないところ、家持の至りついた一つの境界きょうがいであるだろう。特に結句の、「月照りにけり」は、ただ一つ万葉にあって、それが家持の句だということもまた注目に値あたいするのである。





巻第十八




　　　　　　　　　　　○




あぶら火びの光ひかりに見みゆる我わが縵かづらさ百合ゆりの花の笑ゑまはしきかも 〔巻十八・四〇八六〕 大伴家持


　天平感宝てんぴょうかんぽう元年五月九日、越中国府の諸官吏が、少目さかんの秦伊美吉石竹はたのいみきいわたけの官舎で宴を開いたとき、主人の石竹が百合の花を鬘かずらに造って、豆器ずきという食器の上にそれを載せて、客人に頒わかった。その時大伴家持の作った歌である。結句の、「笑まはしきかも」は、美しく楽しくて微笑せしめられる趣である。美しい百合花をあらわすのに、感覚的にいうのも家持の一特徴だが、「あぶら火の光に見ゆる」と云ったのは、流石さすがに家持の物を捉える力量を示すものである。「我が縵かづら」といったのは、自分の分として頂戴ちょうだいした縵という意味である。




　　　　　　　　　　　○




天皇すめろぎの御代みよ栄さかえむと東あづまなるみちのく山やまに金花くがねはな咲さく 〔巻十八・四〇九七〕 大伴家持


　大伴家持は、天平感宝元年五月十二日、越中国守の館で、「陸奥みちのく国より金くがねを出せる詔書を賀ことほぐ歌一首并ならびに短歌」を作った。長歌は百七句ばかりの長篇で、結構も言葉も骨折ったものであり、それに反歌三つあって、此は第三のものである。一首の意は、天皇（聖武）の御代は永遠に栄える瑞象ずいしょうとしてこのたび東あずまの陸奥の山から黄金が出た、というので、それを金の花が咲いたと云った。この短歌は余り細かく気を配らずに一息いきにいい、言葉の技法もまた順直だから荘重に響くのであって、賀歌としてすぐれた態たいをなしている。結句に「かも」とか「けり」とか「やも」とかが無く、ただ「咲く」と止めたのも此この場合甚はなはだ適切である。此等の力作をなすに当り、家持は知しらず識しらず人麿・赤人等先輩の作を学んで居る。

　続紀しょくきには、天平二十一年二月、陸奥みちのく始めて黄金を貢みついだことがあり、これは東大寺大仏造営のために役立ち、詔にも、開闢かいびゃく以来我国には黄金は無く、皆外国からの貢みつぎとして得たもののみであったのに、朕ちんが統治する陸奥の少田おた郡からはじめて黄金を得たのを、驚き悦び貴とうとびたもう旨が宣せられてある。また長歌には、「大伴の遠つ神祖かむおやの、其の名をば大来目主おほくめぬしと、負おひ持ちて仕へし官つかさ、海行かば水漬みづく屍かばね、山ゆかば草むす屍、おほきみの辺へにこそ死なめ、顧かへりみはせじと言立ことだて」（巻十八・四〇九四）云々とあるもので、家持は生涯の感激を以て此の長短歌を作っているのである。




　　　　　　　　　　　○




この見みゆる雲くもほびこりてとの曇ぐもり雨あめも降ふらぬか心こころ足だらひに 〔巻十八・四一二三〕 大伴家持


　天平感宝元年閏うるう五月六日以来、旱ひでりとなって百姓が困っていたのが、六月一日にはじめて雨雲の気を見たので、家持は雨乞あまごいの歌を作った。此はその反歌で、長歌には、「みどり児の乳乞ちこうがごとく、天あまつ水仰ぎてぞ待つ、あしひきの山のたをりに、彼この見ゆる天あまの白雲、海神わたつみの沖つ宮辺みやべに、立ち渡りとの曇ぐもり合ひて、雨も賜はね」云々とあるものである。「この見ゆる」の「この」は「彼の」、「あの」という意である。「ほびこり」は「はびこり」に同じく、「との曇り」は雲の棚びき曇るである。「心足らひに」は心に満足する程に、思いきりというのに落着く。一首は大きくゆらぐ波動的声調を持ち、また海神にも迫るほどの強さがあって、家持の人麿から学んだ結果は、期せずしてこの辺にあらわれている。




　　　　　　　　　　　○




雪ゆきの上うへに照てれる月夜つくよに梅うめの花はな折をりて贈おくらむ愛はしき児こもがも 〔巻十八・四一三四〕 大伴家持


　天平勝宝元年十二月、大伴家持の作ったもので、越中の雪国にいるから、「雪の上に照れる月夜に」の句が出来るので、こういう歌句の人麿の歌にも無いのは、人麿はこういう実際を余り見なかったせいもあるだろう。作歌のおもしろみは這般しゃはんの裡うちにも存じて居り、作者生活の背景ということにも自然関聯かんれんしてくるのである。下の句もまた、越中にあって寂しい生活をしているので、都をおもう情と共にこういう感慨がおのずと出たものと見える。





巻第十九




　　　　　　　　　　　○




春はるの苑そのくれなゐにほふ桃ももの花はなした照てる道みちに出いで立たつ𡢳嬬をとめ 〔巻十九・四一三九〕 大伴家持


　大伴家持が、天平勝宝二年三月一日の暮に、春苑はるのそのの桃李花ももすもものはなを見て此歌を作った。「くれなゐにほふ」は赤い色に咲き映はえていること、「した照る道」は美しく咲いている桃花で、桃樹の下かげ迄まで照りかがやくように見える、その下かげの道をいう。「橘のした照る庭に殿立てて酒宴さかみづきいますわが大君かも」（巻十八・四〇五九）、「あしひきの山下やましたひかる黄葉もみぢばの散りのまがひは今日にもあるかも」（巻十五・三七〇〇）の例がある。春園に赤い桃花が満開になっていて、其処そこに一人の𡢳嬬おとめの立っている趣の歌で、大陸渡来の桃花に応じて、また何となく支那の詩的感覚があり、美麗にして濃厚な感じのする歌である。こういう一種の構成があるのだから、「いで立つをとめ」と名詞止にして、堅く据えたのも一つの新工夫であっただろう。そしてこういう歌風は時代的に漸次に発達したと考えられるが、家持あたりを中心とした一団の作者によって進展したものと考える方がよいようであるし、支那文学乃至美術の影響がようやく浸潤したようにおもえるのである。曹子建の詩に、「南国に佳人あり、容華桃李の若ごとし」の句がある。なおこういう感覚的な歌には、「なでしこが花見る毎にをとめ等が笑ゑまひのにほひ思ほゆるかも」（巻十八・四一一四）、「秋風に靡なびく河傍かはびの和草にこぐさのにこよかにしも思ほゆるかも」（巻二十・四三〇九）などがあり、共に家持の歌だから、この桃の花の歌同様家持の歌の一傾向であったと謂いい得るとおもう。




　　　　　　　　　　　○




春はるまけて物ものがなしきにさ夜よ更ふけて羽はぶき鳴なく鴫しぎ誰たが田たにか住すむ 〔巻十九・四一四一〕 大伴家持


　天平勝宝二年三月一日、大伴家持が、「飜とび翔かける鴫しぎを見て」作った歌である。一首の意は、春になって何となく憂愁をおぼえるのに、この夜更よふけに羽ばたきをしながら鴫が一羽鳴いて行った。あゝあの鴫は誰たれの田に住んでいる鴫だろうか、というのである。「誰が田にか住む」の一句は、恋愛情調にかようものだが、民謡的な一般性を脱して個的な深みが加わって居り、この細みある感傷は前にも云ったように、家持に至って味われる万葉の新歌境なのである。そして家持は娘子おとめなどと贈答している歌よりこういう独居的歌の方が出来のよいのは、心の沈潜によるたまものに他ならぬのである。

　この歌の近くに、「春まけてかく帰るとも秋風に黄葉もみづる山を超こえ来こざらめや」（巻十九・四一四五）、「夜くだちに寝覚めて居れば河瀬かはせ尋とめ情こころもしぬに鳴く千鳥かも」（同・四一四六）という歌があり、共に家持の歌であるが、やはり同様の感傷の細みが出来て来ている。「山を超え来ざらめや」、「河瀬尋め」のあたりの語気は、中世紀の幽玄歌に移行するようでも、まだまだ実質を保って、空虚な観念に墜落していない。




　　　　　　　　　　　○




もののふの八十やそをとめ等らが汲くみ乱まがふ寺井てらゐの上うへの堅香子かたかごの花はな 〔巻十九・四一四三〕 大伴家持


　大伴家持作、堅香子かたかご草の花を攀よぢ折る歌一首という題詞がある。堅香子は山慈姑かたくりで薄紫の花咲き、根から澱粉でんぷんの上品を得る。寺に泉の湧わくところがあって、其そのほとりに堅香子の花が咲いている。これは単独でなく群生している。その泉に多くの娘たちが水を汲みに来て、清くとおる声で話しあう、それが可憐かれんでいかにも楽しそうである。物部もののふが多くの氏に分かれているので、「八十」の枕詞とした。此処の「八十をとめ」は、多くの娘たちということ、「まがふ」は、入りまじることだから、此処は入りかわり立ちかわり水汲みに来る趣である。これも前の桃の花の歌に同じく、我妹子にむかって情を告白するのでなく、若い娘等の動作にむかって客観的の美を認めて、それにほんのりした情を抒のべているのである。こういう手法もまた家持の発明と解釈することが出来る。前にあった、「かはづ鳴く甘南備かむなび河にかげ見えて今か咲くらむ山振やまぶきの花」（巻八・一四三五）もまた名詞止だが、幾分色調の差別があるようだ。




　　　　　　　　　　　○




あしひきの八峰やつをの雉きぎしなき響とよむ朝けの霞見ればかなしも 〔巻十九・四一四九〕 大伴家持


　大伴家持作、暁に鳴く雉きぎしを聞く歌、という題詞がある。山が幾重にも畳たたまっている、その山中の暁に雉きじが鳴きひびく、そして暁の霧がまだ一面に立ち籠こめて居る。その雉の鳴く山を一面にこめた暁の白い霧を見ると、うら悲しく身に沁しむというのである。この悲哀の情調も、恋愛などと相関した肉体に切せつなものでなく、もっと天然に投入した情調であるのも、人麿などになかった一つの歌境と謂いうべきで、家持の作中でも注意すべきものである。「八岑やつお越え鹿しし待つ君が」（巻七・一二六二）、「八峰には霞たなびき、谿たにべには椿花さき」（巻十九・四一七七）等の如く、畳まる山のことである。なお集中、「神さぶる磐根いはねこごしきみ芳野よしぬの水分みくまり山を見ればかなしも」（巻七・一一三〇）、「黄葉の過ぎにし子等と携たづさはり遊びし磯を見れば悲しも」（巻九・一七九六）、「朝鴉あさがらすはやくな鳴きそ吾背子が朝けの容儀すがた見れば悲しも」（巻十二・三〇九五）等の例があるが、家持のには家持の領域があっていい。

　この歌の近くに、「朝床に聞けば遙けし射水いみづ河朝漕こぎしつつ唱うたふ船人」（巻十九・四一五〇）という歌がある。この歌はあっさりとしているようで唯ただのあっさりでは無い。そして軽浮の気の無いのは独り沈吟の結果に相違ない。




　　　　　　　　　　　○




丈夫ますらをは名なをし立たつべし後のちの代よに聞きき継つぐ人ひとも語かたり継つぐがね 〔巻十九・四一六五〕 大伴家持


　大伴家持作、慕レ振二勇士之名一歌一首で、山上憶良やまのうえのおくらの歌に追和したと左注のある長歌の反歌である。憶良の歌というのは、巻六（九七八）の、「士をのこやも空むなしかるべき万代よろづよに語り継ぐべき名は立てずして」というのであった。憶良の歌は病牀にあって歎いたものだが、家持のは、父祖の功績をおもい現在自分の身上を顧みての感慨を吐露したものである。長歌には、「ますらをや空しくあるべき」という句が入ったり、「足引の八峰踏み越え、さしまくる心さやらず、後の代の語りつぐべく、名を立つべしも」という句が入ったり、兎とに角かく憶良の歌を模倣しているのは、憶良の歌を読んで感奮したからであろう。

　一首の意は、大丈夫たるものは、まさに名を立つべきである。後代その名を聞く人々が、またその名を人々に語り伝えるように、そうありたいものだ、というのである。「がね」は、そういうようにありたいと希望をいい表わしている。「里人も謂いひ継ぐがねよしゑやし恋ひても死なむ誰が名ならめや」（巻十二・二八七三）、「白玉を包みてやらば菖蒲あやめぐさ花橘にあへも貫ぬくがね」（巻十八・四一〇二）等の例がある。なお笠金村かさのかなむらが塩津山で作った歌、「丈夫ますらをの弓上ゆずゑふり起し射つる矢を後見む人は語り継ぐがね」（巻三・三六四）があって、家持はそれをも取入れて居る。つまり此一首は憶良の歌と金村の歌との模倣によって出来ていると謂ってもいい程である。家持は先輩の作歌を読んで勉強し、自分の力量を段々と積みあげて行ったものであるが、彼は先輩の歌のどういうところを取り用いたかを知るに便利で且つ有益なる歌の一つである。憶良の歌の、「空しかるべき」は切実な句であるが、それは長歌の方に入れたから、これでは「名をし立つべし」とした。憶良の歌に少し及ばないのは既にこの二句の差に於おいてあらわれている。




　　　　　　　　　　　○




この雪ゆきの消けのこる時ときにいざ行ゆかな山橘やまたちばなの実みの照てるも見みむ 〔巻十九・四二二六〕 大伴家持


　大伴家持が、天平勝宝二年十二月雪の降った日にこの歌を作った。山橘は藪柑子やぶこうじで赤い実が成るので赤玉ともいっている。一首は、この大雪が少くなった残雪の頃ころにみんなして行こう。そして山橘の実が真赤に成っているのを見よう、というので、雪の中に赤くなっている藪柑子の実に感興を催したものである。「いざ行かな」と促した語気に、皆と共に行こうという、気乗のしたことがあらわれているし、「実の照るも見む」は美しい句で、家持の感覚の鋭敏を示すものである。なお、家持には、「消けのこりの雪にあへ照る足引の山橘を裹つとにつみ来こな」（巻二十・四四七一）という歌もあって、山橘に興味を持っていることが分かる。この巻十九の歌の方が優まさっている。




　　　　　　　　　　　○




韓国からくにに往ゆき足たらはして帰かへり来こむ丈夫武男ますらたけをに御酒みきたてまつる 〔巻十九・四二六二〕 多治比鷹主


　天平勝宝四年閏うるう三月、多治比たじひ真人鷹主たかぬしが、遣唐副使大伴胡麿宿禰こまろのすくねを餞うまのはなむけして作った歌である。「行き足らはして」は遣唐の任務を充分に果してという意。「御酒」は、祝杯をあげることで、キは酒の古語で、「黒酒くろき白酒しろきの大御酒おほみき」（中臣寿詞なかとみのよごと）などの例がある。この一首は、真面目に緊張して歌っているので、こういう寿歌の体たいを得たものである。この歌で注意すべきは、「行き足らはして」の句と、「御酒たてまつる」という四三調の結句とであろう。この作者の歌はただ一首万葉集に見えている。




　　　　　　　　　　　○




新あらたしき年としの始はじめに思おもふどちい群むれて居をれば嬉うれしくもあるか 〔巻十九・四二八四〕 道祖王


　天平勝宝五年正月四日、石上いそのかみ朝臣宅嗣やかつぐの家で祝宴のあった時、大膳大夫道祖王ふなとのおおきみが此歌を作った。初句、「あらたしき」で安良多之アラタシの仮名書の例がある。この歌は、平凡な歌だけれども、新年の楽宴の心境が好よく出ていて、結句で、「嬉しくもあるか」と止めたのも率直で効果的である。それから、「おもふどちい群れてをれば」も、心の合った親友が会合しているという雰囲気ふんいきを籠こめた句だが、簡潔で日本語のいい点をあらわしている。類似の句には、「何すとか君を厭いとはむ秋萩のその初花はつはなのうれしきものを」（巻十・二二七三）がある。




　　　　　　　　　　　○




春はるの野ぬに霞かすみたなびきうらがなしこの夕ゆふかげにうぐひす鳴なくも 〔巻十九・四二九〇〕 大伴家持


　天平勝宝五年二月二十三日、大伴家持が興に依って作歌二首の第一である。一首は、もう春の野には霞がたなびいて、何となくうら悲しく感ぜられる。その夕がたの日のほのかな光に鶯が鳴いている、というので、日の入った後の残光と、春野に「おぼほし」というほどにかかっている靄もやとに観入して、「うら悲し」と詠歎したのであるが、この悲哀の情を抒のべたのは既に、人麿以前の作歌には無かったもので、この深く沁しむ、細みのある歌調は家持あたりが開拓したものであった。それには支那文学や仏教の影響のあったことも確かであろうが、家持の内的「生」が既にそうなっていたとも看みることが出来る。「うらがなし」を第三句に置き休止せしめたのも不思議にいい。

「朝顔は朝露おひて咲くといへど夕影にこそ咲きまさりけれ」（巻十・二一〇四）、「夕影に来鳴くひぐらし幾許ここだくも日毎に聞けど飽かぬ声かも」（同・二一五七）などの例がある。なお、「醜霍公鳥しこほととぎす、暁あかときのうらがなしきに」（巻八・一五〇七）は同じく家持の作だから同じ傾向のものと看みるべく、「春の日のうらがなしきにおくれゐて君に恋ひつつ顕うつしけめやも」（巻十五・三七五二）は狭野茅上娘子さぬのちがみのおとめの歌だから、やはり同じ傾向の範囲と看ることが出来、「うらがなし春の過ぐれば、霍公鳥いや敷き鳴きぬ」（巻十九・四一七七）もまた家持の作である。




　　　　　　　　　　　○




わが宿やどのいささ群竹むらたけ吹ふく風かぜの音おとのかそけきこの夕ゆふべかも 〔巻十九・四二九一〕 大伴家持


　同じく第二首である。「いささ群竹」はいささかな竹林で、庭の一隅いちぐうにこもって竹林があった趣である。一首は、私の家の小竹林に、夕がたの風が吹いて、幽かすかな音をたてている。あわれなこの夕がたよ、というので、これも後世なら、「あわれ」とでもいうところで、一種の寂しい悲しい気持である。この歌は結句で、「この夕ゆふべかも」と名詞に「かも」をつづけているが、これも晩景を主としたいい方で、この歌の場合やはり動かぬものかも知れない。「つるばみの解洗ときあらひ衣ぎぬのあやしくも殊に着欲きほしきこの夕ゆふべかも」（巻七・一三一四）という前例がある。

　小竹に風の渡る歌は既に人麿の歌にもあったが、竹の葉ずれの幽かな寂しいものとして観入したのは、やはりこの作者独特のもので、中世紀の幽玄の歌も特徴があるけれども、この歌ほど具象的でないから、真の意味の幽玄にはなりがたいのであった。「梅の花散らまく惜しみ吾が苑そのの竹の林に鶯鳴くも」（巻五・八二四）は天平二年大伴旅人の家の祝宴で阿氏奥島おきしまの作ったものであるから此歌に前行して居り、「御苑生みそのふの竹の林に鶯はしば鳴きにしを雪は降りつつ」（巻十九・四二八六）は此歌の少し前即ち一月十一日家持の作ったものである。

　鹿持雅澄かもちまさずみの古義では、「いささ群竹」を「いささかの群竹」とせずに、「五十竹葉群竹イササムラタケ」と解し、また近時沢瀉おもだか博士は「い笹群竹」と解し、「ゆざさの上に霜の降る夜を」（巻十・二三三六）の「ゆざさ」などの如く、「笹」のこととした。なお少しく増補するに、古今集物名ぶつめいに、「いささめに時まつ間にぞ日は経ぬる心ばせをば人に見えつつ」とあるのは、「笹」を咏込よみこむために、「いささめ」を用いた。但しこれは平安朝の例である。




　　　　　　　　　　　○




うらうらに照てれる春日はるびに雲雀ひばりあがり情こころ悲かなしも独ひとりしおもへば 〔巻十九・四二九二〕 大伴家持


　同じく家持が天平勝宝五年二月二十五日に作ったものである。一首は、麗うららかに照らしておる春の光の中に、雲雀ひばりが空高くのぼる、独居して、物思うとなく物思えば、悲しい心が湧わくのを禁じ難い、というので、万葉集の大部分の歌が対詠歌、相待そうたい的な愬うったえの歌であるのに、この歌は、不思議にも独詠的な歌である。歌に、「独しおもへば」というのが其それを証しているが、独居沈思の態度は既に支那の詩のおもかげでもあり、仏教的静観の趣でもある。これも家持の到いたり着いた一つの歌境であった。

　前言にもいった天平二年の旅人宅の歌に、山上憶良の、「春されば先づ咲く宿の梅の花ひとり見つつや春日くらさむ」（巻五・八一八）には、ややこの歌と類似点があるが、それ以外のものの多くは恋愛情調で、対者（男女）を予想したものが多い、従って人間的肉体的なものが多い。然るにこの歌になると、すでにその趣がちがって、自然観入による、その反応としての詠歎になっている。

　巻十九（四一九二）の霍公鳥并ならびに藤花を詠じた長歌に、「夕月夜かそけき野べに、遙遙はろばろに鳴く霍公鳥」とあるのも亦また家持の作、「雲雀あがる春べとさやになりぬれば都も見えず霞たなびく」（巻二十・四四三四）も亦家持の作で、この方は巻十九のよりも制作年代が遅い（天平勝宝七歳さい三月三日）のは注意すべきである。なお、その三月三日には安倍沙美麿さみまろが、「朝な朝さなあがる雲雀ひばりになりてしか都に行きてはや帰り来む」（同・四四三三）という歌を作っているが、やはり家持の影響とおもわれるふしがある。

　この歌の左に、「春日遅遅として、鶬鶊ひばり正に啼なく。悽惆せいちうの意、歌に非あらずば、撥はらひ難し。仍よりて此の歌を作り、式もちて締緒ていしよを展のぶ」云々という文が附いている。鶬鶊は雲雀ひばりと訓よませており、和名鈔でもそうだが、実は鶯うぐいすに似た鳥だということである。





巻第二十




　　　　　　　　　　　○




あしひきの山やま行ゆきしかば山人やまびとの朕われに得えしめし山やまづとぞこれ 〔巻二十・四二九三〕 元正天皇


　大和国添上そふのかみ郡山村やまむら（今の帯解町辺）に行幸（元正天皇）あらせられた時、諸王臣に和歌を賦して奏すべしと仰せられた。その時御みずから作りたもうた御製である。（この御製歌は天平勝宝五年五月はじめて輯録しゅうろくされたから、孝謙天皇の御代になって居り、従って万葉集には元正天皇を先ノ太上天皇おおきすめらみことと記し奉っている。そして此歌の次に舎人親王とねりのみこの和こたえ奉った御歌が載って居り、親王は聖武天皇の天平七年に薨去せられたから、此行幸はそれ以前で元正天皇御在位中のことということになる。）

　一首の意は、朕ちんが山に行ったところが山に住む仙人どもがいろいろと土産みやげを呉れた。此等はその土産である、というので、この山裹やまづとというのは、山の仙人の持つようなものをぼんやりと聯想れんそうし得るのであるが、宣長は、「山づとぞ是とのたまへるは、即御歌を指して、のたまへる也」（略解）と云ったのは、「それ諸王卿等、宜しく和歌を賦して奏すべしと、即ち御口号に曰く」と詞書にある、その「御口号」をば直ぐ山裹と宣長が取ったからこういう解釈になったのであろう。併し山裹の内容はただ山の仙人に関係ある物ぐらいにぼんやり解く方がいいのではあるまいか。そこで下の舎人親王の「心も知らず」の句も利きくのである。舎人親王の和こたえ御歌は、「あしひきの山に行きけむ山人の心も知らず山人や誰たれ」（巻二十・四二九四）というので、前の「山人」は天皇の御事、後の「山人」は土産をくれた山の仙人の事であろう。そこで、「山に御いでになった陛下はもはや仙人でいらせられるから俗界の私どもにはもはや御心の程は分かりかねます。一体その山裹と仰せられるのは何でございましょう。またそれを奉った仙人というのは誰でございましょう」というので、御製歌をそのまま受けついで、軽く諧謔かいぎゃくせられたのであった。御製歌は、「山村」からの聯想で、直ぐ「山人」とつづけ、神仙的な雰囲気ふんいきをこめたから、不思議な清く澄んだような心地よい御歌になった。




　　　　　　　　　　　○




木この暗くれの繁しげき尾をの上へをほととぎす鳴なきて越こゆなり今いまし来くらしも 〔巻二十・四三〇五〕 大伴家持


　大伴家持が霍公鳥ほととぎすを詠よんだもので、鬱蒼うっそうと木立こだちの茂っている山の上に霍公鳥が今鳴いている、あの峰を越して間も無く此処にやって来るらしいな、というので、気軽に作った独詠歌だが、流石さすがに練れていて旨うまいところがある。それは、「鳴きて越ゆなり」と現在をいって、それに主点を置いたかと思うと、おのずからそれに続くべき、第二の現在「今し来らしも」と置いて、一首の一番大切な感慨をそれに寓ぐうせしめたところが旨いのである。霍公鳥の歌は万葉には随分あるが、此歌は平淡でおもしろいものである。家持の作った歌の中でも晩期のものだが、稍やや自在境に入りかかっている。




　　　　　　　　　　　○




我わが妻つまも画ゑにかきとらむ暇いつまもが旅行たびゆく我あれは見つつ偲しぬばむ 〔巻二十・四三二七〕 防人


　天平勝宝七歳二月、坂東ばんどう諸国の防人さきもりを筑紫つくしに派遣して、先きの防人と交替せしめた。その時防人等が歌を作ったのが一群となって此処に輯録せられている。此歌は長下ながのしも郡、物部古麿もののべのふるまろという者の作ったものである。一首は、自分の妻の姿をも、画にかいて持ってゆく、その描かく暇が欲しいものだ。遙々はるばると辺土の防備に行く自分は、その似顔絵を見ながら思出したいのだ、というので、歌は平凡だが、「我が妻も画にかきとらむ」という意嚮いこうが珍らしくもあり、人間自然の意嚮でもあろうから、此に選んで置いた。「父母も花にもがもや草枕旅は行くとも擎ささごて行かむ」（巻二十・四三二五）も意嚮は似ているが、この方には類想のものが多い。また、「母刀自ははとじも玉にもがもや頂いただきて角髪みづらの中にあへ纏まかまくも」（同・四三七七）というのもある。




　　　　　　　　　　　○




大君おほきみの命みことかしこみ磯いそに触ふり海原うのはらわたる父母ちちははを置おきて 〔巻二十・四三二八〕 防人


　これも防人の歌で、助丁すけのよぼろ、丈部造人麿はせつかべのみやつこひとまろという者が作った。一首は、天皇の命を畏かしこみ体して、船を幾たびも磯に触れあぶない思をし、また浪あらく立つ海原をも渡って防人に行く。父も母も皆国元に残して、というのであるが、かしこみ、触り、わたる、おきてという具合に稍やや小きざみになっているのは、作歌的修練が足りないからである。併しかし此歌では、「磯に触り」という語と、「父母を置きて」という語に心を牽ひかれて取っておいた。この男は妻のことよりも「父母」のことが第一身に応こたえたのであっただろう。また「磯に触り」の句は、「大船を榜こぎの進みに磐いはに触り覆かへらば覆かへれ妹によりてば」（巻四・五五七）という例があるが、「磯毎ごとにあまの釣舟泊はてにけり我船泊てむ磯の知らなく」（巻十七・三八九二）があるから、幾度も碇泊ていはくしながらという意もあるだろう。しかし「触り」に重きを置いて解釈してかまわない。一寸前にも云ったが、防人の歌に父母のことを云ったのが多い。「水鳥の立ちのいそぎに父母に物言ものはず来けにて今ぞ悔しき」（巻二十・四三三七）、「忘らむと野行き山行き我来れど我が父母は忘れせぬかも」（同・四三四四）、「橘の美衣利みえりの里に父を置きて道の長道ながては行きがてぬかも」（同・四三四一）、「父母が頭かしらかき撫なで幸さく在れていひし言葉ぞ忘れかねつる」（同・四三四六）等である。




　　　　　　　　　　　○




百隈ももくまの道みちは来きにしをまた更さらに八十島やそしま過すぎて別わかれか行ゆかむ 〔巻二十・四三四九〕 防人


　防人、助丁刑部直三野すけのよぼろおさかべのあたいみぬの詠んだ歌である。一首の意は、これまで陸路を遙々はるばると、いろいろの処を通って来たが、これからいよいよ船に乗って、更に多くの島のあいだを通りつつ、とおく別れて筑紫へ行くことであろうというので、難波から船出するころの歌のようである。専門技倆ぎりょう的に巧でないが、真率しんそつに歌っているので人の心を牽ひくものである。この歌には言語の訛なまりが目立たず、声調も順当である。




　　　　　　　　　　　○




蘆垣あしがきの隈所くまどに立たちて吾妹子わぎもこが袖そでもしほほに泣なきしぞ思もはゆ 〔巻二十・四三五七〕 防人


　上総市原郡、上丁刑部直千国かみつよぼろおさかべのあたいちくにの作である。出立のまぎわに、蘆あしの垣根の隅すみの処に立って、袖もしおしおと濡ぬれるまで泣いた、妻のことが思出されてならない、というので、「蘆垣の隈所」というあたりは実際であっただろう。また、「泣きしぞ思はゆ」も上総の東国語であるだろう。或は前にも「おも倍由」というのがあったから、必ずしも訛でないかも知れぬが、「泣きしぞ思ほゆる」というのが後の常識であるのに、「ぞ」でも「思はゆ」で止めている。「しほほ」も特殊で、濡れる形容であろうが、また、「しおしおと」とか、「しぬに」とも通うのかも知れない。




　　　　　　　　　　　○




大君おほきみの命みことかしこみ出いで来くれば我わぬ取とり着つきていひし子こなはも 〔巻二十・四三五八〕 防人


　上総周淮すえ郡、上丁物部竜もののべのたつの作。下の句は、「我わに取り着きて言ひし子ろはも」というのだが、それが訛なまったのである。「我ぬ取り着きていひし子なはも」の句は、現実に見るような生々いきいきしたところがあっていい。当時にあっては今の都会の女などに比して、感動の表出が活溌で且つ露骨であったとおもうのは、抑制が社会的に洗練せられないからであるが、歌として却って面白いのが残っている。「道のべの荊うまらの末うれに這はほ豆のからまる君を離はかれか行かむ」（同・四三五二）も同じような場面だが、この豆蔓まめづるの方は間接に序詞を使って技巧的であるが、それでも、豆蔓のからまるところは流石さすがに真実でおもしろい。




　　　　　　　　　　　○




筑波嶺つくばねのさ百合ゆるの花はなの夜床ゆどこにも愛かなしけ妹いもぞ昼ひるもかなしけ 〔巻二十・四三六九〕 防人


　常陸那賀郡、上丁大舎人部千文おおとねりべのちぶみの作である。「夜床よどこ」をユドコと訛ったから、「百合ゆる」のユに連続せしめて序詞とした。併し、「筑波嶺のさ百合の花の」までは、ただの空想でなく郷土的実際の見聞を本もととしたのが珍らしいのである。「かなしけ」は、「かなしき」の訛。一首の意は、夜の床でも可哀いい妻だが、昼日中でもやはり可哀かあいくて忘れられない、というので、その言い方が如何にも素朴直截ちょくせつで愛誦するに堪たうべきものである。このいい方は巻十四の東歌に見るような民謡風なものだから、或はそういう既にあったものを書き記して通告したとも取れるが、若しこの千文ちぶみという者が作ったとすると、東歌なども東国の人々によって作られたことが分かり、興味も亦また深いわけである。「旅行たびゆきに行くと知らずて母父あもししに言申ことまをさずて今ぞ悔くやしけ」（巻二十・四三七六）の結句が、「悔しき」の訛で、「かなしき」を「かなしけ」と云ったのと同じである。




　　　　　　　　　　　○




あられ降ふり鹿島かしまの神かみを祈いのりつつ皇御軍すめらみくさに吾われは来きにしを 〔巻二十・四三七〇〕 防人


　前と同じ作者である。鹿島の神は、現在茨城県鹿島郡鹿島町に鎮座ちんざする官幣大社鹿島神宮で、祭神は武甕槌命たけみかづちのみことにまします。千葉県香取郡香取町に鎮座する官幣大社香取神宮（祭神経津主命ふつぬしのみこと即ち伊波比主命いわいぬしのみこと）と共に、軍神として古代から崇敬すうけい至ったものであった。防人さきもり等は九州防衛のため出発するのであるが、出発に際しまた道すがらその武運の長久を祈願したのであった。土屋文明氏によれば、常陸の国府は今の石岡町にあったから、そこから鹿島郡軽野を過ぎ、下総国海上郡に出たようだから、途中鹿島の神に参拝することが出来たのである。

　一首の意は、武神にまします鹿島の神に、武運をば御いのりしながら、天皇の御軍勢のなかに私は加わりまいりましたのでござりまする、というのである。

　結句の「を」は感歎の助詞で、それを以て感奮の心を籠こめて結句としたものである。併し若もしこの「来にしを」を、「来たものを」、「来たのに」というように余言を籠もらせたと解釈するなら、「皇御軍のために我は来しますらをなるを、夜昼ともに悲しと思ひし妻を留めて置つれば心弱く顧せらるゝ事を云ひ残して含めるなるべし」（代匠記）か「鹿島の神に祈願こひいのりて官軍すめらみいくさに出いでて来しものをいかでいみじき功勲いさをを立てずして帰り来るべしや」（古義）かのいずれにかになる。「あられ降り」を「鹿島」の枕詞にしたのは、霰あられが降って喧かしましいから、同音でつづけた。カマカマシ、カシカマシ、カシマシとなったのだろうと云われて居る。こういう技巧も既に一部に行われていたものか、或はこの作者の発明か。




　　　　　　　　　　　○




ひなぐもり碓日うすひの坂さかを越こえしだに妹いもが恋こひしく忘わすらえぬかも 〔巻二十・四四〇七〕 防人


　他田部子磐前おさたべのこいわさきという者の作。「ひなぐもり」は、日の曇り薄日うすびだから、「うすひ」の枕詞とした。一首は、まだようやく碓氷峠うすいとうげを越えたばかりなのに、もうこんなに妻が恋しくて忘れられぬ、というのであろう。当時は上野からは碓氷峠を越して信濃しなのに入り、それから美濃みの路へ出たのであった。この歌は歌調が読んでいていかにも好く、哀韻さえこもっているので此辺このへんで選ぶとすれば選に入るべきものであろう。「だに」という助詞は多くは名詞につくが、必ずしもそうでなく、「棚霧たなぎらひ雪も降らぬか梅の花咲かぬが代しろに添へてだに見む」（巻八・一六四二）、「池のべの小槻をつきが下の細竹しぬな苅りそね其をだに君が形見に見つつ偲ばむ」（巻七・一二七六）等の例がある。




　　　　　　　　　　　○




防人さきもりに行くは誰たが夫せと問とふ人ひとを見みるが羨ともしさ物思ものもひもせず 〔巻二十・四四二五〕 防人の妻


　昔年さきつとしの防人さきもりの歌という中にあるから、天平勝宝七歳よりもずっと前のものだということが分かる。またこれは防人の妻の作ったもののようである。一首は、見おくりの人だちの立たちこんだ中に交って、防人に行くのは誰ですか、どなたの御亭主ですか、などと、何の心配もなく、たずねたりする人を見ると羨うらやましいのです、というので、そういう質問をしたのは女であったことをも推測するに難くはない。まことに複雑な心持をすらすらと云って除のけて、これだけのそつの無いものを作りあげたのは、そういう悲歎と羨望せんぼうの心とが張りつめていたためであろう。「物思ひもせず」と止めた結句も不思議によい。




　　　　　　　　　　　○




小さ竹さが葉はのさやぐ霜夜しもよに七重ななへ着かる衣ころもにませる子ころが膚はだはも 〔巻二十・四四三一〕 防人


　これも昔年の防人歌だと注せられている。一首は、笹の葉に冬の風が吹きわたって音するような、寒い霜夜に、七重もかさねて着る衣の暖かさよりも、恋しい女の膚はだの方が暖い、というので、膚を中心として、「膚はも」と詠歎したのは覚官的である。また当時の民間では、七重の衣という言葉さえ羨うらやましい程のものであっただろうから、こういう云い方も伝わっているのである。この歌も民謡風で防人が出発する時の歌などに似ないこと、前に出した、「かなしけ妹ぞ昼もかなしけ」（巻二十・四三六九）の場合と同じである。ただの東歌に類した民謡をば、蒐集しゅうしゅうした磐余伊美吉諸君いわれのいみきもろきみが、進上された儘ままに防人の歌としたものであろう。




　　　　　　　　　　　○




雲雀ひばりあがる春はるべとさやになりぬれば都みやこも見みえず霞かすみたなびく 〔巻二十・四四三四〕 大伴家持


　これは家持作だが、天平勝宝七歳三月三日、防人さきもりを撿校けんぎょうする勅使、并ならびに兵部使人等、同ともに集つどえる飲宴うたげで、兵部少輔大伴家持の作ったものである。一首は、雲雀ひばりが天にのぼるような、春が明瞭めいりょうに来たのだから、都も見えぬまでに霞も棚びいている、というので、調しらべがのびのびとして、苦渋が無く、清朗とでもいうべき歌である。「さやに」は清に、明かに、明瞭に、はっきりと、などの意で、この句はやはり一首にあっては大切な句である。なぜ家持はこういう歌を作ったかというに、その時来た勅使（安倍沙美麿さみまろ）が、「朝なさな揚あがる雲雀になりてしか都に行きてはや帰り来む」（巻二十・四四三三）という歌を作ったので其それに和したものである。勅使の歌が形式的申訣もうしわけ的なので家持の歌も幾分そういうところがある。併し勅使の歌がまずいので、家持の歌が目立つのである。なお此時家持は、「含ふふめりし花の初めに来しわれや散りなむ後に都へ行かむ」（同・四四三五）という歌をも作っているが、下の句はなかなか旨うまい。




　　　　　　　　　　　○




剣刀つるぎたちいよよ研とぐべし古いにしへゆ清さやけく負おひて来きにしその名なぞ 〔巻二十・四四六七〕 大伴家持


　大伴家持は、天平勝宝八歳、「族やからに喩さとす歌」長短歌を作った。これは淡海真人三船おうみのまひとみふねの讒言ざんげんによって、出雲守大伴古慈悲こじひが任を解かれた、古慈悲は大伴の一家で宝亀八年八月に薨じた者だが、出雲守を罷やめさせられた時に家持がこの歌を作った。歌は句々緊張し、寧むしろ悲痛の声ということの出来る程であり、長歌には、「聞く人の鑒かがみにせむを、惜あたらしき清きその名ぞ、凡おほろかに心思ひて、虚言むなことも祖おやの名断たつな、大伴の氏うぢと名に負おへる、健男ますらをの伴とも」というような句がある。この一首は、剣太刀つるぎたちをば愈いよいよますます励はげみ研とげ、既に神の御代から、清さやかに武勲の名望を背負い立って来たその家柄であるぞ、というので、「清さやけく」は清く明かにの意である。この短歌は、長歌の方でいろいろ細かく云ったから、大要的に結論を云ったようなものだが、やはり句々が緊張していていい。大伴家の家運が下降の向きにある時だったので、ことに悲痛の響となったのであろう。この短歌も威勢のよいのと同時に底に悲哀の韻をこもらせているのはそのためである。




　　　　　　　　　　　○




現身うつせみは数かずなき身みなり山河やまかはの清さやけき見みつつ道みちを尋たづねな 〔巻二十・四四六八〕 大伴家持


　大伴家持が、「病に臥して無常を悲しみ修道を欲ほりして作れる歌」二首の一つである。「数なき」は、年齢の数の無いということ、年寿の幾何いくらもないこと、幾ばくも生きないことである。人間というものはそう長生をするものではない。よって、濁世を厭離えんりし、自然山川の清い風光に接見しつつ、仏道を修めねばならぬ、というのである。「道を尋ねな」と日本語流にくだいたのも、既に当時の人の常識になっていたともおもうが、なかなかよい。この歌には前途の安心あんじんを望むが如くであって、実は悲哀の心の方が深く滲しみこんでいる。また仏教的の本性清浄観しょうじょうかんをただ一気にいっているようで、実は病痾びょうあを背景とする実感が強いのであるから、読者はそれを見のがしてはならない。この歌と並んで、「渡る日のかげに競きほひて尋ねてな清きその道またも遇あはむため」（巻二十・四四六九）という歌をも作っている。「わたる日の影に競ひて」は、日光のはやく過ぎゆくにも負けずに、即ち光陰を惜しんでの意。「またも遇はむため」は来世にも亦この仏果ぶっかに逢わんためという意で、やはり力づよいものを持っている。こういうものになると一種の思想的抒情詩であるからむずかしいのだが、家持は一種の感傷を以てそれを統一しているのは、既に古調から脱却せんとしつつ、なお古調のいいものを保持しているのである。




　　　　　　　　　　　○




いざ子こども戯たはわざな為せそ天地あめつちの固かためし国くにぞやまと島根しまねは 〔巻二十・四四八七〕 藤原仲麿


　天平宝字元年十一月十八日、内裏だいりにて肆宴とよのあかりをしたもうた時、藤原朝臣仲麿の作った歌である。仲麿は即ち恵美押勝えみのおしかつであるが、橘奈良麿等が仲麿の専横を悪にくんで事を謀はかった時に、仲麿の奏上によってその徒党を平たいらげた。その時以後の歌だから、「いざ子ども」は、部下の汝等よ、というので、「いざ子どもはやく日本やまとへ」（巻一・六三）、「いざ子ども敢あへて榜こぎ出む」（巻三・三八八）、「いざ子ども香椎の潟に」（巻六・九五七）等諸例がある。「戯たはわざなせそ」は、戯たわれ業わざをするな、巫山戯ふざけたまねをするな、というので、「うち靡しなひ縁よりてぞ妹は、戯たはれてありける」（巻九・一七三八）の例がある。一首は、ものどもよ、巫山戯たことをするなよ、この日本の国は天地の神々によって固められた御国柄であるぞ、というので、強い調子で感奮して作っている歌である。併し、「戯たはわざな為せそ」という句は、悪い調子を持っていて慈心じしんが無い。とげとげしくて増上ぞうじょうの気配けはいがあるから、そこに行くと家持の歌の方は一段と大きく且かつ気品がある。「剣大刀つるぎたちいよよ研とぐべし」や、「丈夫ますらをは名をし立つべし」の方が、同じく発奮でも内省的なところがあり、従って慈味が湛たたえられている。仲麿は作歌の素人しろうとなために、この差別があるともおもうが、抒情詩の根本問題は、素人しろうと玄人くろうとなどの問題などではない。よって此歌を選んで置いた。




　　　　　　　　　　　○




大おほき海うみの水底みなそこ深ふかく思おもひつつ裳引もびきならしし菅原すがはらの里さと 〔巻二十・四四九一〕 石川女郎


「藤原宿奈麿すくなまろ朝臣の妻、石川女郎いらつめ愛薄らぎ離別せられ、悲しみ恨うらみて作れる歌年月いまだ詳つまびらかならず」という左注のある歌である。宿奈麿は宇合うまかいの第二子、後内大臣まで進んだ。「菅原の里」は大和国生駒いこま郡、今の奈良市の西の郊外にある。昔は平城京の内で、宿奈麿の邸宅が其処そこにあったものと見える。一首は、大海の水底のように深く君をおもいながら、裳もを長く引き馴ならして楽しく住んだあの菅原の里よ、というので、こういう背景のある歌として哀あわれ深いし、「裳引ならしし菅原の里」あたりは、女性らしい細みがあっていい。ただこういう背景が無いとして味えば、歌柄の稍やや軽いのは時代と相関のものであろう。




　　　　　　　　　　　○




初春はつはるの初子はつねの今日けふの玉箒たまばはき手てに取とるからにゆらぐ玉たまの緒を 〔巻二十・四四九三〕 大伴家持


　天平宝字二年春正月三日、孝謙天皇、王臣等を召して玉箒たまばはきを賜い肆宴とよのあかりをきこしめした。その時右中弁大伴家持の作った歌である。正月三日（丙子ひのえね）は即ち初子の日に当ったから「初子はつねの今日」といった。玉箒は玉を飾った箒で、目利草めどぎぐさ（蓍草）で作った。古来農桑を御奨励になり、正月の初子はつねの日に天皇御躬みずから玉箒を以て蚕卵紙を掃はらい、鋤鍬すきくわを以て耕す御態をなしたもうた。そして豊年を寿ことほぎ邪気を払いたもうたのちに、諸王卿等に玉箒を賜わった。そこでこの歌がある。現に正倉院御蔵の玉箒の傍かたわらに鋤があってその一に、「東大寺献天平宝字二年正月」と記してあるのは、まさに家持が此歌を作った時の鋤すきである。「ゆらぐ玉の緒」は玉箒の玉を貫ぬいた緒がゆらいで鳴りひびく、清くも貴い瑞徴ずいちょうとして何ともいえぬ、というので、家持も相当に骨折ってこの歌を作り、流麗りゅうれいな歌調のうちに重みをたたえて特殊の歌品を成就じょうじゅしている。結句は全くの写生だが、音を以て写生しているのは旨うまいし、書紀の瓊音瑲々けいおんそうそうなどというのを、純日本語でいったのも家持の力量である。但し此歌は其時中途退出により奏上せなかったという左注が附いている。




　　　　　　　　　　　○




水鳥みづどりの鴨かもの羽はの色いろの青馬あをうまを今日けふ見みる人ひとはかぎり無なしといふ 〔巻二十・四四九四〕 大伴家持


　同じく正月七日の侍宴（白馬の節会せちえ）の為めに、大伴家持が兼ねて作った歌だと左注にある。「水鳥の鴨の羽の色の」は「青」と云わんための序である。「青馬」は公事根源くじこんげんに、「白馬の節会をあるひは青馬の節会とも申すなり。其の故は馬は陽の獣なり。青は春の色なり。これによりて、正月七日に青馬を見れば、年中の邪気を除くという本文侍はべるなり」とある。馬の性は白を本とするといったから、当時アヲウマと云って、白馬を用いていたという説もあるが、私には精くわしい事は分からない。「限りなしといふ」とは、寿命が限かぎり無いというのであるが、この結句は一首の中心をなすものであり、据わりも好いし、恐らく、これと同じ結句は万葉にはほかになかろうか。中味は、「今日見る人は」とこの句のみだが、割合に落着いていて佳よい歌である。家持は、こういう歌を前以て作っていたということを正直に記してあるのも興味あり、このくらいの歌でも、即興的に口を突いて出来るものでないことは実作家の常に経験するところであるが、このあたりの家持の歌の作歌動機は、常に儀式的なもののみであるのも、何かを暗指しているような気がしてならない。「いふ」で止めた例は、「赤駒を打ちてさ緒を引き心引きいかなる兄せなか吾許わがり来むと言ふ」（巻十四・三五三六）、「渋渓しぶたにの二上山に鷲わしぞ子産こむとふ翳さしはにも君が御為に鷲ぞ子生こむとふ」（巻十六・三八八二）があるのみである。




　　　　　　　　　　　○




池水いけみづに影かげさへ見みえて咲さきにほふ馬酔木あしびの花はなを袖そでに扱入こきれな 〔巻二十・四五一二〕 大伴家持


　大伴家持の山斎属目さんさいしょくもくの歌だから、庭前の景をそのまま詠よんでいる。「影さへ見えて」の句も既にあったし、家持苦心の句ではない。ただ、「馬酔木の花を袖に扱入こきれな」というのが此歌の眼目で佳句であるが、「引き攀よぢて折らば散るべみ梅の花袖に扱入こきれつ染しまば染しむとも」（巻八・一六四四）の例もあり、家持も「白妙の袖にも扱入れ」（巻十八・四一一一）、「藤浪の花なつかしみ、引き攀ぢて袖に扱入こきれつ、染しまば染しむとも」（巻十九・四一九二）と作っているから、あえて此歌の手柄ではないが、馬酔木あしびの花を扱入こきれなといったのは何となく適切なようにおもわれる。併し全体として写生力が足りなく、諳記あんきにより手馴れた手法によって作歌する傾向が見えて来ている。そして其それに対して反省せんとする気魄きはくは、そのころの家持にはもう衰えていたのであっただろうか。私はまだそうは思わない。




　　　　　　　　　　　○




あらたしき年としの始はじめの初春はつはるの今日けふ降ふる雪ゆきのいや重しけ吉事よごと 〔巻二十・四五一六〕 大伴家持


　天平宝字三年春正月一日、因幡いなば国庁に於て、国司の大伴家持が国府の属僚郡司等に饗あえした時の歌で、家持は二年六月に因幡守に任ぜられた。「新しき」はアラタシキである。新年に降った雪に瑞兆ずいちょうを託しつつ、部下と共に前途を祝福した、寧むしろ形式的な歌であるが、「の」を以て続けた、伸々のびのびとした調べはこの歌にふさわしい形態をなした。「いや重しけ吉事よごと」は、益々吉事幸福が重なれよというので、名詞止めにしたのも、やはりおのずからなる声調であろうか。また、「吉事よごと」という語を使ったのも此歌のみのようである。謝恵連の雪賦に、盈レ尺ニ則呈二瑞ヲ於豊年一云々の句がある。

　此歌は新年の吉祥歌であるばかりでなく、また万葉集最後の結びであり、万葉集編輯の最大の功労者たる家持の歌だから、特に選んで置いたのであるが、この「万葉秀歌」で、最初に選んだ、「たまきはる宇智の大野に馬なめて」の歌に比して歌品の及ばざるを私等は感ぜざることを得ない。家持の如く、歌が好きで勉強家で先輩を尊び遜へりくだって作歌を学んだ者にしてなお斯かくの如くである。万葉初期の秀歌というもののいかなるものだかということはこれを見ても分かるのである。

　万葉後期の歌はかくの如くであるが、若しこれを古今集以後の幾万の歌に較くらべるならば、これはまた徹頭徹尾較くらべものにはならない。それほど万葉集の歌は佳いものである。家持のこの歌は万葉集最後のものだが、代匠記に、「抑そもそも此集、初はじめニ雄略舒明両帝ノ民ヲ恵マセ給ヒ、世ノ治マレル事ヲ悦ビ思召ス御歌ヨリ次第ニ載のせテ、今ノ歌ヲ以テ一部ヲ祝ヒテ終ヲヘタレバ、玉匣たまくしげフタミ相称カナヘル験しるしアリテ、蔵ス所ところ世ヲ経テ失うせサルカナ」と云っている。
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